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　豚ぶたに人権を与えぬことを、非道と謗そしられた国家はない。







　故ゆえに、

　言葉の違ちがう誰だれかを、色の違ちがう誰だれかを、祖先の違ちがう誰だれかを人の形の豚ぶたと定義したならば、

　その者達への抑よく圧あつも迫はく害がいも虐ぎやく殺さつも、人じん倫りんを損そこなう非道ではない。





──ヴラディレーナ・ミリーゼ　『回かい顧こ録ろく』
















序章　戦野に紅あかく雛ひな罌げ粟しの咲く










《システムスタート》

《ＲＭＩ　Ｍ１Ａ４〈ジャガーノート〉　ＯＳ　Ｖｅｒ８．１５》









　がっ、と耳みみ障ざわりな雑音が、時じ代だい遅おくれの無線通信に混じる。

『──ハンドラー・ワンよりアンダーテイカー。敵迎げい撃げき部隊をレーダーに捕ほ捉そく。大隊規模の対戦車砲ほう兵へい、並びに同規模の近きん接せつ猟りよう兵部隊だ』

「アンダーテイカー了解。こちらでも感知しています」

『現時刻を以もつて指揮権を現場指揮官に委い譲じようする。捨身護国を以もつて報恩となし、命に代えても共和国の敵を撃げき滅めつせよ』

「了解」

『……すまない、君達。本当にすまない』

「交信終了」








《コクピット閉へい鎖さ》

《パワーパック始動。アクチュエータ活性。関節機構ロック解除》

《スタビライザー正常。ＦＣＳ適合。ヴェトロニクスオフライン。索さく敵てきモードパッシヴ》









「アンダーテイカーより戦隊各位。ハンドラー・ワンは指揮権を委い譲じよう。これよりアンダーテイカーが指揮を執とる」

『アルファ・リーダー了解。いつものとおりだな、〝死神〟。腰こし抜ぬけタマなし飼い主殿は、最後に何だって？』

「すまない、と」

　知覚同調パラレイドの向こうで吹き出す声。

『はっ。相っ変わらずどうしようもねえな白ブタはよ。追い出して閉じこもって耳塞ふさいで、なぁにがすまねぇだよくっだらねぇ。……小隊各位。聞いてのとおりだ。ま、どうせ死ぬなら、我らが死神のお導きなら悪かねぇよな』

「会敵まで六十秒。……砲ほう撃げきが来るぞ。最大戦速で敵砲ほう撃げき域いきを突とつ破ぱする」

『さぁ、いくぞお前らぁ！』








《コンバット・マニューバ・オープン》




《敵機検知：Ｂボギー１に設定》《Ｂ２に設定》《Ｂ３》《Ｂ４》《Ｂ５》《Ｂ６》《Ｂ７》《Ｂ８》《Ｂ９》《Ｂ10》《Ｂ11》《Ｂ12》《Ｂ13》《Ｂ14》《Ｂ15》《Ｂ16》《Ｂ17》《Ｂ18》《Ｂ19》《Ｂ20》《Ｂ21》《Ｂ22》《Ｂ23》《Ｂ24》──────……




《エンゲージ：Ｂ２１０》









『デルタ・リーダーよりデルタ小隊！　回りこませるな、ここで撃げき滅めつしろ！』

『チャーリー・スリー！　十時方向に敵機だ！　回かい避ひを─────くそっ！』

『エコー・ワンより小隊各位。エコー・リーダーは戦死。これよりエコー・ワンが指揮を執とる』

『ブラボー・ツーより各位。……悪い、みんな。これまでみたいだ』

『アルファ・リーダーよりアルファ・スリー！　あと一分持ちこたえろ！　今救きゆう援えんに行く！　アルファ・ワンは指揮を引ひき継つげ！』

『──了解。幸運を、アルファ・リーダー』

『頼たのむぜ。……なぁ、シン。アンダーテイカー』

「なに」

『約束は、忘れてねぇよな』

「……ああ」








《Ｃ１　シグナルロスト》

《友軍ユニット：０》









　雑音混じりの上官の声が、外して放り出したヘッドセットから零こぼれて無ぶ遠えん慮りよに夕暮れの凉りよう風ふうに混じっている。

『……より……位……ハンドラー・ワンより戦隊各位。聞こえるか。応答せよ第一戦隊……』

　昆虫の蛹さなぎのような有機的なフォルムの機体胴どう部ぶに背を預けたまま、キャノピを開け放したコクピット内に手を伸のばして無線機の送信ボタンを押おした。

「アンダーテイカーよりハンドラー・ワン。敵迎げい撃げき部隊を撃げき滅めつ、敵部隊の後退を確認しました。作戦終了。帰投します」

『……アンダーテイカー。その、貴官の他には何人が、』

「交信終了」

　聞くまでもなければ聞けた義理でもない馬ば鹿かげた問いの途と中ちゆうで無線を切り、彼はコクピットの外に目を戻もどす。

　どこまでも紅あかく雛ひな罌げ粟しの咲く夕ゆう映ばえの野のそこここに、燻くすぶる火と機械仕じ掛かけの内腑はらわたを覗のぞかせてうずくまる鋼はがねの獣けものと四つ足の蜘く蛛もの残ざん骸がいが、ひっそりと長い影かげを落としている。敵と、友軍と、その全ての成なれの果て。

　生きているものなど、どこにもいない。どこまでも、遥はるか遠くまで、あるのは死体と、死んでいるくせに残ったままの亡ぼう霊れいばかり。

　酷ひどく、静かだった。草原の彼方かなた、黒い影かげのような山脈の向こうへ沈しずむ陽ひの、朱あかく水平な光線。

　朱あかく照らされ、あるいは黒く影かげに染まり、その全てが息絶えたかのような世界の中で、彼とその乗機だけが、動く力を残す唯ゆい一いつのものだ。

　節足を模した長い脚きやく部ぶ。白茶けた装そう甲こうは無数の傷に汚よごれ、鋏はさみに似た高周波ブレードと背部主しゆ砲ほう。全体的なシルエットは徘はい徊かい性せいの蜘く蛛も、四つ足の背に長い砲ほう身しんを負う様は蠍さそりのようであり、また人間で言う頭部のないその形状はどこか、無くした己の首を探して戦場を這はいずりまわる白骨死体のようでもあった。

　一つ、息をつき、薄はく暮ぼの風に冷え始めた装そう甲こうに凭もたれて、身すくむような赫かつ々かくに焼ける空を仰あおいだ。




　遥はるか東国では覇は王おうの寵ちよう姫きの、自害の血から生まれた花。

　あるいはかつて蛮ばん夷いの侵しん略りやくに為す術もなく鏖おう殺さつされた、騎き士し達の血河に咲いた花。




　戦場に見み渡わたす限りに咲さき誇ほこる雛ひな罌げ粟しの花の真しん紅くは、天を焼やき尽つくす夕映えの下、狂きよう気きのように美しかった。
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第一章　戦死者ゼロの戦場









　その戦場に、死者はいない。







『──それでは、本日の戦せん況きようをお知らせします』

『第一七戦区に侵しん入にゆうした帝てい国こく軍ぐん無人機、〈レギオン〉機き甲こう部隊は、我がサンマグノリア共和国の誇ほこる自律無人戦闘機械ドローン〈ジャガーノート〉の迎げい撃げきにより壊かい滅めつ的てき損害を受け、撤てつ退たい。我が方の損害は軽けい微び、人的損害は本日も皆かい無むであり──』




　サンマグノリア共和国第一区、共和国首都リベルテ・エト・エガリテのメインストリートは、九年にも渡わたる戦時下とは思えぬ平和さで美しさだ。

　彫ちよう刻こくに飾かざられた白はく亜あのファサードが壮そう麗れいな、石造りの高層建築ビルデイング群。街路樹の緑とアンティークな鋳ちゆう鉄てつの黒い街灯が春の陽光と青い空に絵画のようなコントラストを成し、街角のカフェには生来の銀ぎん髪ぱつを煌きらめかせて学生や恋こい人びと達が笑いさざめく。

　市庁舎の青屋根で誇ほこらしく翻ひるがえるのは革命の聖女マグノリアの肖しよう像ぞう旗きと共和国国旗の五色旗で、それは自由と平等、博愛と正義と高潔を表す。綿密な都市計画に基もとづいて広々とまっすぐな、精せい緻ちな石いし畳だたみのメインストリート。

　月の銀色の瞳ひとみを輝かがやかせた幼い男の子が、両親と手を繫つないで楽しげな高い笑い声で行き過ぎる。

　おめかしして、お出かけだろうか。微笑ほほえましく親子連れの背を見送ったレーナは、白銀色の双そう眸ぼうから微び笑しようを消すとホロスクリーンの街頭テレビに目を戻もどした。

　紺こん青じようの詰つめ襟えりの共和国軍女性士官軍服。十六歳の少女らしい白雪の美び貌ぼうは硝子ガラス細工の繊せん細さいさで、良家の出を如によ実じつに語る優ゆう雅がな身ごなし。緩ゆるく巻いた、繻しゆ子すの輝かがやきの白銀の髪かみと長い睫まつ毛げにけぶる同じ色の大きな瞳ひとみは、共和国の誕生以前よりこの地に住まう白ア系ル種バの一つにしてかつての貴種、白セ銀レ種ナの血を純血で受うけ継つぐその証あかしだ。

『有能なる指ハ揮ン管ド制ラ官ーの管制の下もと、高性能の無人機ドローンに戦せん闘とうを行わせることで、危険な最前線に人員を投入することなく国防を可能とした共和国の人道的かつ先進的な戦せん闘とうシステムの有用性は、このように疑いようがありません。亡国の悪しき遺物を共和国の正義の機構が打ち破る日は、二年後の〈レギオン〉全停止を待たずして訪れることでしょう。サンマグノリア共和国万ばん歳ざい。五色旗に栄光あれ』

　雪白の髪かみと目をした雪花種アラバスタの女性キャスターの誇ほこらしげな微び笑しように、レーナは顔を曇くもらせた。

　楽観的というより非現実的な戦せん況きよう報道は開戦直後から繰くり返かえされたいつものことで、多くの市民はそれを疑うこともない。開戦からわずか半月で国土の半分以上を放ほう棄きするまでに押おし込こまれた戦線を、九年経った今でも共和国は押おし返かえせていないというのに。

　それに。

　一見一いつ幅ぷくの絵画のような、春の光の大通りを振ふり返かえった。

　女性キャスター。カフェの学生や恋人たち。通りを行きかう沢たく山さんの人々。すれ違ちがった親子連れや、もちろんレーナ自身さえ。

　世界初の近代民主制国家であるサンマグノリア共和国は、その喧けん伝でんとして他国からの移民を奨しよう励れいし、積極的に受け入れてきた。共和国は古くから白ア系ル種バの暮らす地で、他国には別の色をした民族が住む。夜を纏まとう黒系種アクィラ、光の金色の金系種アウラータ、紅あかい色しき彩さいの華はなやかな赤ル系ベ種ラに青い瞳ひとみの涼すずやかな青系種カエルレア。様々な色しき彩さいの有色種コロラータの、その全てを平等に迎むかえ入いれて。

　けれど今、その首都のメインストリートを行き交う誰だれにも、それどころか首都全体、八五ある共和国行政区のどこにも、銀ぎん髪ぱつ銀ぎん瞳とうの白ア系ル種バ以外の色を持つ者はいない。

　そう。今、戦場には公式に人間と扱あつかわれる兵士も、戦死者と数えられる死者もいない。

　けれど。




「……誰だれも死んでいないわけじゃないのに」







　王政時代の宮きゆう廷ていであるブランネージュ宮きゆう殿でんの一角、絢けん爛らん華か麗れいな後期王政様式の国軍本部がレーナの行き先で、この宮きゆう殿でんか、行政区全体を囲む大だい要よう塞さい壁へき群ぐん〈グラン・ミュール〉が、共和国軍人全員の配属先だ。

　グラン・ミュールの外、要よう塞さい群ぐんから更さらに百キロ以上も離はなれた前線に配属される軍人はいない。前線で戦うのは無人機ドローン──〈ジャガーノート〉だけで、その指揮は国軍本部の管制室から。総勢十万余の〈ジャガーノート〉とその後方の対人・対戦車地じ雷らい原げん、自律式地対地迎げい撃げき砲ほうで構成される防衛線は一度として破られたことはなく、当然グラン・ミュール配備の部隊も一度の戦せん闘とうも行ったことがない。その他の職務も兵へい站たんに輸送、分ぶん析せきに作戦立案の書類仕事の類だから、今の共和国軍人に真の意味での戦せん闘とう職しよくは一人もいない。

　すれ違ちがった士官達の、露ろ骨こつな酒さけ臭くささに眉まゆを顰ひそめた──また、司令室の大スクリーンでスポーツ観戦でもしていたのだろう。つい咎とがめる目を向けて、見下ろす嗤し笑しようの目にぶつかる。

「諸君、お人形好きのお姫ひめ様が睨にらんでるぜ」

「おー、こわ。……お部屋に籠こもって大事な無人機ドローンのお世話でもしてろっての」

　思わず振ふり返かえった。

「貴方あなたたち──」

「おはよ、レーナ」

　横から声をかけられて、振ふり返かえると同期のアネットだ。

　研究部所属の技術大たい尉いで、中等学校以来の付き合いで、飛び級を重ねた今は互たがいにたった一人の同い年の友人の。

「……おはよう、アネット。いつもは寝ね坊ぼうなのに、ずいぶん早いのね」

「帰るとこよ。昨日徹てつ夜やで。……さっきのバカ連中と一いつ緒しよにしないでよ、あたしは仕事。この天才、アンリエッタ・ペンローズ技術大たい尉いにしか解けない難問が持ち上がってね」

　ふわあぁとアネットは猫ねこのように欠伸あくびをする。ショートカットにした白セ銀レ種ナの白銀の髪かみ、同じ色で吊つり気ぎ味みの大きな双そう眸ぼう。

　挨あい拶さつの間に遠ざかった酒さけ臭くさい一団を一いち瞥べつして、アネットは肩かたをすくめた。馬ば鹿かの躾しつけ直なおしなんか時間の無む駄だ。そう雄ゆう弁べんに語る白銀の瞳ひとみに、止めてくれたと察してレーナは顔を赤らめる。

「ああそれと、あんたの情報端たん末まつ、侵ア入ラ警ー報トついてたわよ。管制してやれば」

「いけない。……ごめんね。ありがとう、アネット」

「いーえ。でも、あんまり無人機ドローンなんかに入れ込むもんじゃないわよ」

　む、と振ふり返かえりかけて、結局一つ頭を振ふってレーナは自分に割り当てられた管制室に向かう。







　管制室は無機質なコンソールで半ば埋うまるような小さな部屋で、薄うす暗ぐらくひやりと冷たい。待機状態のホログラムのメインスクリーンの淡あわい光にぼんやりと照らされる、銀色の床と壁かべ。

　アームチェアにきちんと足を揃そろえて掛かけ、華きや奢しやなチョーカー状の銀ぎん環かん──レイドデバイスを長い銀ぎん髪ぱつをかきあげて首に嵌はめて、レーナは凜りんと視線を上げる。

　戦線は遠く、グラン・ミュールの遥はるか外に固定された今、このちっぽけな部屋が共和国八五区内に残された、唯ゆい一いつの戦場だ。

「認証開始。ヴラディレーナ・ミリーゼ少佐。東部方面軍第九戦区、第三防衛戦隊指揮管制官」

　声せい紋もんと網もう膜まくパターンの認証を経て、管制システムがスタート。

　ホログラムのスクリーンが次々に浮うかび上あがり、遥はるか前線に設置された各種観測機器の膨ぼう大だいなデータを表示、メインスクリーンがデジタルマップと彼ひ我がの機動兵器を示す輝点ブリップを映し出す。

　友軍機ジャガーノートを示す青のブリップは七〇。レーナ指揮下の第三戦隊が二四に、第二、第四戦隊がそれぞれ二三。敵レ性ギ存オ在ンの赤のブリップは、最も早はや数も知れぬほど。

「知覚同調パラレイド、起動アクティベート。同調対象、〈プレアデス〉中枢情報処理ユニットプロセッサー」

　レイドデバイスのうなじ部分に嵌はめこまれた青い結けつ晶しよう体たいが、じん、とわずかに熱を帯びる。物理的な熱ではない。知覚同調パラレイドで活性化した神経系が感じる、幻まぼろしの熱だ。

　励れい起きした擬ぎ似じ神経結けつ晶しようが情報演算を開始。構築した仮想神経を通じて、脳の特定部位──人類が次の進化のために取り置いた、あるいは進化の過程の遥はるかな太古に忘れ去った、未使用領域ナイトヘッドの奥おく底そこの一機能を活性化させる。
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　レーナ個人の顕けん在ざい意識と潜せん在ざい意識の、その更さらに奥おく。本来意識的にはアクセスできない、人間全てが共有する『人類種族の潜せん在ざい意識』──集合無意識に『道』が通る。その『道』は集合無意識の海を経由し、第三戦隊隊長機、パーソナルネーム〈プレアデス〉のプロセッサーの意識に接続。

〈プレアデス〉の知覚とレーナのそれが、共有される。

「同調完了。──ハンドラー・ワンよりプレアデス。今日もよろしくお願いしますね」

　穏おだやかに呼びかける。ややあって、一つ二つ年上と思われる青年の『声』が返った。

『プレアデスよりハンドラー・ワン。同調良好』

　どこか皮肉な響ひびきを帯びた『声』だ。管制室にはレーナ一人しかいないから、ここにいる別の誰だれかの声ではない。知覚同調パラレイドで同調した聴ちよう覚かくを通じ聞こえたように感じている、〈プレアデス〉のプロセッサーの声だ。

　声。

　戦時急造の兵器である〈ジャガーノート〉に、音声会話機能などない。感情や意識と呼べるような高度な思考能力もない。

　人間という種の集合無意識を経由した、知覚同調パラレイド。

　敵機き甲こう兵へい器き群ぐんに対して設営された防衛線の、対人地雷原。

　無人機ドローン同士が殺し合う最前線、戦死者ゼロの激戦のそこにいるのは、本当は。

『人間もどきのエイティシックスに毎度のご丁てい寧ねいなご挨あい拶さつ、ご苦労なことですね、白系種人間』




　エイティシックス。

　それは〈レギオン〉に席せつ巻けんされた大陸で、共和国市民人類に残された最後の楽園である八五の行政区の外、人第外八領六域区に棲せい息そくする人型の豚ぶた。

　共和国市民として生まれながらその共和国によって人間以下の劣れつ等とう生物と定められた、グラン・ミュールの外の強制収容所と最前線で生きる有色種コロラータを指す蔑べつ称しようである。
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　九年前、共きよう和わ暦れき三五八年。星せい暦れき二一三九年。

　共和国の東の隣りん国ごくにして大陸北部の大国ギアーデ帝てい国こくは、周辺諸国全てに宣戦を布告。世界初となる完全自律無人戦せん闘とう機械〈レギオン〉部隊による侵しん攻こうを開始した。

　軍事大国ギアーデの圧あつ倒とう的てき武力の前に、共和国正規軍はわずか半月で壊かい滅めつ。

　残存兵力をかき集めた軍人達が絶望的な遅ち滞たい戦術で時間を稼かせぐ間に、共和国政府は二つの決断を下す。

　一つは八五行政区内への、全共和国市民の避ひ難なん。

　もう一つが、大統領令第六六〇九号。戦時特別治ち安あん維い持じ法ほう。

　共和国内に居住する有色種コロラータを帝てい国こくに与くみする敵性市民と認定。市民権を剝はく奪だつし、監かん視し対象者として八五区外の強制収容所に隔かく離りする法律である。

　無論、共和国の誇ほこる憲法にも五色旗の精神にも明確に反する法だ。また帝てい国こく出身者でも白ア系ル種バは対象外、かつ帝てい国こく出身ではない有色種コロラータも収容対象という、露ろ骨こつな人種差別政策でもあった。

　有色種コロラータの抵てい抗こうは勿もち論ろんあった。だが政府は武力を以もつてこれを封ふうじた。

　反対する白ア系ル種バもわずかながらいた。けれど、大半の白ア系ル種バは容認した。全市民を受け入れるには八五区はあまりに狭せまく、全員に行いき渡わたらせるには物資も土地も仕事も到とう底てい足りなかった。

　有色種コロラータのスパイ行こう為いが敗戦をもたらしたのだというデマは、自国の劣れつ後ごという認めがたい現実を直視するより遥はるかに受け入れやすかった。

　何より、敵軍レギオンに完全包囲され逼ひつ塞そくした状じよう況きよう下かで、誰だれもが不満の捌け口スケープゴートを必要としていた。

　正当化する優生思想が瞬またたく間まに流布した。近代民主主義という先進的で人道的な、最高の政体を世界で初めて樹立した白ア系ル種バこそが最も優良な人種であり、前時代的で非道な帝てい国こく主義の有色種コロラータはその全てが劣れつ等とう種しゆ。野や蛮ばんで愚ぐ鈍どんな人間もどき、進化に失敗した人型の豚ぶたにすぎないのだと。

　かくて全ての有色種コロラータは強制収容所に送られ、兵役とグラン・ミュール建造の労役を課された。それら費用には接収された彼らの資産が充じゆう当とうされ、市民達は兵役と労役と戦時増税を回かい避ひしてのけた人道的な政府を高く称しよう賛さんした。

　有色種コロラータを劣等生物エイティシックスと蔑べつ視しする白ア系ル種バの差別意識は、二年後、生身の兵士──その全員がエイティシックスだった──の代わりに投入された無人機ドローンという形で具現化する。

　共和国の全技術を結集してなお、共和国製無人機ドローンは実戦に耐たえるレベルに達しなかった。

　けれど劣れつ等とうたる帝てい国こくに造り得た無人機ドローンを、優良種たる白ア系ル種バが造れぬことなどあってはならなかった。




　エイティシックスは人間ではないのだから、奴らを乗せればそれは有人機ではなく無人機だ。




　共和国工廠ＲＭＩ自律式無人戦闘機械ドローン〈ジャガーノート〉。

　人的損害を完全に零ゼロにする先進的かつ人道的な兵器として、市民の絶賛とともに投入された。

　エイティシックスの操そう縦じゆう士しを情プ報ロ処セ理ッ装サ置ーと定義して搭とう載さいした、有人搭乗式の無人機である。




　共きよう和わ暦れき三六七年。

　戦死者のいない激戦場で、戦死者にカウントされない部品パーツ扱あつかいの兵士達が、今日もひたすらに死に続けている。
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〈レギオン〉の赤のブリップが東──彼らの支配域の方向へと撤てつ退たいしていくのを確認して、レーナは少し緊きん張ちようを緩ゆるめる。

　一方第三戦隊の損そん耗もう数すうは七機で、苦いものが胸中にこみ上げる。七機の〈ジャガーノート〉全てが、その中のプロセッサーごと爆ばく散さんした。生存者はいなかった。

〈ジャガーノート〉──インテリ気取りの開発者が、古い神話から取った異い邦ほうの神の異名。

　救済を求めて集う数あま多たの人々を、その戦車チャリオットの車輪にかけて轢ひき殺ころすという。

「……ハンドラー・ワンよりプレアデス。敵部隊の撤てつ退たいを確認しました」

　一つ息をついて、〈プレアデス〉のプロセッサーに──自分と家族の市民権復活を見返りに五年の従軍に応じたエイティシックスの操そう縦じゆう士しに、知覚同調パラレイドを介かいして言った。

　聴ちよう覚かくを同調して互たがいの声や聞いた音を伝え合う知覚同調パラレイドは、距きよ離りや天候や地形の影えい響きようを受けやすく阻電攪乱型アインタークスフリーゲの電磁妨害ジャミングにも阻そ害がいされやすい無線通信を過去のものとした、画期的な通信手段である。

　理論上、五感のどれでも同調できるが、基本的には聴ちよう覚かくが利用され、それは視覚では情報量が膨ぼう大だい過すぎて使用者への負ふ荷かが大きいためだ。その点、聴ちよう覚かくなら最小限の情報量で状じよう況きようが把は握あくできる。体感的には無線や電話と大差ない分、混乱も少ない。

　ただ、それだけではないのだろうとレーナは思う。

　視覚を同調しなければ、見なくてすむ。眼前に迫せまりくる敵の威い容ようを。すぐ隣となりの仲間が機体ごと吹き飛ばされる無む惨さんを。引ひき裂さかれた自分の体から零こぼれる、自らの血と内ない腑ふの色を。

「警けい戒かい任務は第四戦隊に引ひき継つぎます。第三戦隊は帰投してください」

『プレアデス了解。……今日も遠眼鏡で豚ぶたの監かん視しご苦労様です、ハンドラー・ワン』

　皮肉な響ひびきは終始消えないプレアデスの応答に、目を伏ふせた。

　嫌きらわれるのは自分が白ア系ル種バで──迫はく害がい者しやの一員である以上仕方ないとわかっているし、ハンドラーの役目の一つがエイティシックス達の監かん視しであるのも、本当のことだけれど。

「お疲つかれ様さまです、プレアデス。隊の皆みなも、亡なくなった七人も。……本当に、残念です」

『……』

　沈ちん黙もくの向こうに、ぴり、と刃やいばのような冷ややかさが混じった。知覚同調パラレイドは聴ちよう覚かくの共有だが、同調に際し互たがいの意識を経由している以上、顔を合わせて話している程度の感情は伝わる。

『……いつもいつもお優やさしいお言葉ありがとうございます、ハンドラー・ワン』

　それはどこか冷たい嫌けん悪おか侮ぶ蔑べつのようで、迫はく害がい者しやには向けて当然の怒いかりや憎ぞう悪おともまた異なるその冷れい淡たんに、レーナは戸と惑まどう。
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　翌朝のニュースは、またしても敵の損害多数、共和国の損害軽けい微び、人的被ひ害がいゼロ、共和国の人道的かつ先進的な云うん々ぬんで敵軍の打だ倒とうは近いことでしょう、で、実は同じ放送の録画なんじゃないかと時々疑ってしまう。国営放送の、剣けんと砕くだけた足あし枷かせのロゴ。支配の打だ倒とうと抑よく圧あつの打破を意味する、革命の聖女マグノリアの表徴アトリビュート。

『……なお、二年後の終戦に向け、政府は軍事予算の漸ぜん次じ縮小を決定しました。その先さき駆がけとして、南部戦線第一八戦区を廃はい止し、配備部隊の解散を──』

　南部一八戦区は失しつ陥かんしたらしい、とレーナは小さくため息をついた。

　取とり繕つくろっていい内容ではない。それに国土の一部を失っていながら、奪だつ還かんもしないどころか軍備縮小とは。

　接収したエイティシックスの資産はとうに使い切り、膨ぼう大だいな軍事予算が福ふく祉しや公共事業のそれを圧あつ迫ぱくする中、軍備縮小を求める市民の声を政府は無視できないのだろうけれど。

　向かいに座る時代がかったドレス姿の母親が、完かん璧ぺきに紅べにを引いた唇くちびるで柔やわらかに言う。

「……どうしたの、レーナ。難しい顔をしていないでお食べなさいな」

　食堂のテーブルには朝食が並んで、そのほとんどが生産プラント製の合成培ばい養よう品ひんだ。

　半分以下に減った国土に、エイティシックスを除いてなお総人口の八割に上る人数を押おし込こんで、更さらにその全員を養うだけの農地を作る余よ剰じようは八五区のどこにもない。諸外国は〈レギオン〉の軍勢と電磁妨害ジャミングに隔へだてられ、貿易や国交はおろかまだ存在しているのかさえわからないまま。朧おぼろな記き憶おくのそれとは風味の異なる紅茶を含ふくんで、それらしい見た目と味を再現した小麦蛋たん白ぱく製せいの合成肉を切り分ける。

　唯ゆい一いつ紅茶に添そえたコンポートだけが庭の木き苺いちごを使った本物だが、こんなものさえ庭どころか植うえ木き鉢ばち一つの余よ裕ゆうもない今の共和国の平均的な住宅事情からすれば、とんでもない貴重品だ。

　母親が微笑ほほえむ。

「レーナ。そろそろ軍などやめて、相応ふさわしい家いえ柄がらのご子息と結婚なさい」

　レーナは内心ため息をついた。ニュースの戦せん況きよう報道は毎日同じで、母親のこれも毎日だ。

　家いえ柄がら。格式。身分。血統。優良な血。

　かつてミリーゼ家が貴族だった頃ころに建てられたこの瀟しよう洒しやで贅ぜい沢たくな邸てい宅たくにはよく似合う、けれど一歩外に出れば時じ代だい遅おくれの、裾すそを引きずる絹のドレス。

　幸福な時代のまま時の止まったような。

　小さな狭せまい甘あまい夢に閉じこもって、外の世界など見ていないような。

「〈レギオン〉やエイティシックスの相手など、本来なら栄はえあるミリーゼ家の令れい嬢じようがすることではありません。亡なくなったお父様は確かに、軍人であらせられたけれど。今はもう、戦争などという時代ではないのですよ」

　時代でないも何も、今はまさに〈レギオン〉との戦争の真っ最中なのだが。戦場は遥はるか遠く、前線に行く者も帰って来る者もいなくなり、市民にとってこの戦争は、映画の中の出来事のような、現実味も当事者意識も薄うすいものとなって久しい。

「祖国を守るのは共和国市民の義務であり誇ほこりです、お母様。それから、エイティシックスではありません。彼らもわたし達と同じ、れっきとした共和国市民です」

　母親は品の良い細ほそ面おもての鼻はな面づらに思い切り皺しわを寄せる。

「汚きたならしい色つきの、何が共和国市民ですか。まったく、餌えさがなければ働かないのが家か畜ちくとはいえ、政府もあんなけだものどもに再び共和国の地を踏ふむのを許すなんて」

　従軍したエイティシックスとその家族には、共和国の市民権が再交付される。過激な差別主義者さえのさばる八五区の中、彼らの身の安全のためその居所は一切非公開だが、開戦からもう九年。かつての自宅に戻もどり、暮らしている者は決して少なくないはずだ。

　それは彼らの文字通りの献けん身しんに対し与えられて然しかるべき当然の報ほう酬しゆうであるのだが、生あい憎にくと奉ほう仕しを受ける側はそうは思わないという典型例が目の前で嘆なげかわしげに首を振ふっている。

「ああ穢けがらわしい穢けがらわしい。あんな人間もどきどもがつい十年前までリベルテ・エト・エガリテを我が物顔で跋ばつ扈こしていたなんて、そして再び舞まい戻もどってこようとしているなんて、ああ。共和国の自由と平等が、一体どれだけ穢けがされていることかしら」

「……自由と平等を穢けがしているのは、お母様の今のお言葉だと思いますけれど」

「どういうこと？」

　きょとんとなる母親に、今度こそレーナはため息をついた。

　わからないのだ。本当に。

　母に限ったことではない。今でも共和国市民は自国の共和制を、五色旗の象しよう徴ちようする自由と平等、博愛と正義と高潔の精神を誇ほこっている。かつての王政や独裁制の国家の所業を歴史に学んではその圧政を憎にくみ、搾さく取しゆに憤いきどおり、差別を蔑さげすんで、虐殺ジェノサイドを悪あく魔まの所業と目を覆おおう。

　けれど、同じことを今まさに共和国が行っているのだと、彼らは理解できない。指し摘てきすれば憐あわれみの目さえ向けて問い返してくる。

　君は人間と豚ぶたの区別もつかないのかね、と。

　レーナは仄ほのかな桜色に染まる唇くちびるを嚙かむ。

　言葉は、便利だ。

　容た易やすく本質を塗ぬり潰つぶしてしまえる。名札一つ張はり替かえただけで、人間を豚ぶたに変えてしまえる。

　母親は困ったように眉まゆを寄せて、やがて何かに思い至った様子でああ、と笑った。

「お父様はあんな家か畜ちくどもにも慈じ悲ひ深ぶかい方かただったから、同じように扱あつかってやろうというのね」

「……いえ、それは」

　エイティシックスの強制収容に強く反対し、最後までその撤てつ廃ぱいを求め続けた父のことは、確かに深く尊敬している。けれど、同じように振ふる舞まいたいというのは少し違ちがう。

　今でも覚えている。




　焰ほのおに浮うかび上あがる、四つ足の蜘く蛛ものシルエット。

　装そう甲こうに描えがかれた首のない骸がい骨こつの騎き士しの紋もん章しよう。

　助け出してくれた手。生まれながらに身にまとう、鮮あざやかな真しん紅くと漆しつ黒こく。

　おれ達は。この国で生まれてこの国で育った、共和国市民だから。




　追想を母親の無ぶ遠えん慮りよな声が破る。

「でもね、レーナ。家か畜ちくには家か畜ちくなりの扱あつかいをするべきなの。野や蛮ばんで愚ぐ鈍どんなエイティシックスに、人間の理想や高こう尚しようさを理解させるなんてできないわ。檻おりに入れて、私達が管理してやるのが正しいの」

　レーナは無言で朝食を食べきって、ナプキンで口を拭ふいて席を立った。

「行ってまいります、お母様」







「担当部隊の変へん更こう……ですか？」

　鈍にぶい金と臙えん脂じの縞しまの壁かべ紙がみが重じゆう厚こうな師団長のオフィス。アンティークのデスクについた師団長のカールシュタール准じゆん将しようから告げられた辞令に、レーナは白銀色の双そう眸ぼうを瞬またたかせた。

　部隊の再編に伴ともなうハンドラー変へん更こうは、実のところよくある話だ。激戦の続く前線では損害はしばしば部隊を維い持じできない域に達し、ほとんど日常的に部隊の統合や再編、廃はい止しと新設が行われている。レーナは経験したことはないしするつもりもないが、担当する部隊の全ぜん滅めつさえ、よくある話だ。

　それほど、〈レギオン〉は強い。

　軍事大国であり技術大国であったギアーデ帝てい国こくの獰どう猛もうさと技術力を惜おしみなくつぎ込んで開発されたそれらは破格の兵装と驚きよう異い的てきな運動性能、同時代の産物とはとても信じられぬ高度な自律判断能力を有し、また真実無人機であるが故ゆえに疲つかれず、厭いとわず、恐おそれない。壊こわしても壊こわしても、これも完全自動制せい御ぎよの生産・修復工場が〈レギオン〉支配域の奥おく深ふかくに点在するらしく、黒雲の湧わくように新たな大軍が攻せめ寄よせてくる。

　市民の認にん識しきとは裏腹に性能において劣おとる〈ジャガーノート〉では、とてもではないが損害軽けい微びなどありえない。実際には出しゆつ撃げきの度に大量の損害を出して、その都度同じ数を補ほ充じゆうして戦線を維い持じしているだけだ。

　けれど、今レーナが担当している隊にそこまでの損害は出ていない。

　カールシュタールは傷きず跡あとの残る頰ほおを緩ゆるめる。穏おだやかな威い厳げんを滲にじませる顎あご鬚ひげ。長身に広い肩かた。

「君の担当する部隊が再編・統合されるというのではないよ。実は、ある部隊のハンドラーが退役することになってね。急きゆう遽きよ別の隊のハンドラーから代わりの者を選出した、というわけだ」

「重要拠きよ点てんの防衛部隊なのですか？」

　後任決定まで待機させておくことができない部隊、ということは。

「ああ。東部戦線第一戦区第一防衛戦隊、通つう称しようスピアヘッド戦隊。東部方面軍全体から古参兵ベテランを集めた、……まぁ、いわゆる精せい鋭えい部隊だよ」

　レーナはいよいよ怪け訝げんにその可か憐れんな眉まゆを寄せる。

　第一戦区は重要も重要、〈レギオン〉の侵しん攻こうが最も激しい最重要の防衛拠きよ点てんだ。そして第一戦隊はその戦区における作戦行動を一手に引き受ける主要部隊。夜間警けい戒かい任務と支し援えん任務、第一戦隊が出動できない場合の代行出しゆつ撃げきを担当する第二から第四戦隊とは課せられた責務の重さが全く異なる。

「新米少佐のわたしなどに、務められる大任とは思えませんが……」

　カールシュタールは苦く笑しようする。

「九一期生最年少にして最初に少佐昇しよう進しんを果たした才さい媛えんがそれを言うのかね？　謙けん遜そんも過ぎるといらぬ反感を買うぞ、レーナ」

「すみません、ジェローム小お父じ様」

　レーナ、とファーストネームで呼んだカールシュタールに、レーナも部下としてではなく頭を下げた。カールシュタールは亡なくなったレーナの父の親友で、共に九年前に壊かい滅めつした共和国正規軍のごくわずかな生き残りだ。小さい頃は家に来た彼に遊んでもらったこともあるし、父の死後も葬そう儀ぎの手配から今に至るまで、何くれとなく世話を焼いてくれている。

「実を言うと、……成り手がいないのだよ、スピアヘッド戦隊のハンドラーの」

「精せい鋭えい部隊、なのでしょう？　その指揮を任されるは共和国軍人として、またとない名めい誉よなのではありませんか？」

　ハンドラーとて真面目に職務を果たす者ばかりではなく、管制室でテレビを見たりビデオゲームをしたり、そもそも管制室にいなかったり、酷ひどい者では指示も情報も与えずプロセッサー達が死んでいく様を刺し激げき的てきな映画のように楽しんだり、自隊の全ぜん滅めつまでの日数を同どう僚りようと競ったりしている者もいるのは知っているが。というか真面目に指揮など執とっている方が少数派という有あり様さまなのだが、それはそれとして。

「うむ、部隊についてはまあそうなのだがね……」

　カールシュタールはしばし、言いい淀よどんだ。

「……スピアヘッド戦隊隊長機、パーソナルネーム〈アンダーテイカー〉には、ちょっとしたいわくがあってね」

　葬儀屋アンダーテイカー。奇き妙みような名前だ。

「それを知るハンドラーからは〝死神〟と呼ばれて恐おそれられているのだが、……担当するハンドラーを、壊こわしてしまうのだそうだ」

「え？」

　思わずレーナは聞き返してしまった。逆ならともかく。

　プロセッサーが、ハンドラーを壊こわす？

　どうやって？

「怪かい談だんの類ではないのですか？」

「勤務中に部下を呼びつけて与よ太た話ばなしをするほど暇ひまではないよ。……事実として、アンダーテイカーの所属部隊のハンドラーには担当部隊変へん更こうや退役の申しん請せいをする者が異常に多い。最初の出しゆつ撃げきの直後に部隊変へん更こうを申しん請せいした者もいるし、因果関係は不明だが退役後自殺した者までいる」

「……自殺、ですか？」

「信じがたい話だがね。……『死し霊りようの声』とやらに、退役してなお付きまとわれたのだそうだ」

「……」

　それはやはり、まるきり怪かい談だんの類に聞こえるのだけれど。

　沈ちん黙もくするレーナを何と思ったか、カールシュタールは気き遣づかわしげに首を傾かしげる。

「君も嫌いやならそう言って構わんよ、レーナ。今の部隊に残りたければそれでいいし、スピアヘッド戦隊は先刻も言ったが古参兵ベテランの集まりだ。話を聞く分では出しゆつ撃げき時じに同調するのがいけないらしいから、最低限の監かん視しだけ行って、指揮は現場に任せても何の問題も……」

　きっとレーナは唇くちびるを引き結ぶ。

「やります。スピアヘッド戦隊の管理も、指揮管制も、全ぜん霊れいを以もつて」

　祖国を守るは共和国市民の義務であり誇ほこり。その最さい先せん鋒ぽうの部隊を任されるならこれ以上のことはないし、投げ出すなんてもっての外ほかだ。

　カールシュタールは目を細める。まったく。本当に、この子は。

「最低限、でいいのだよ。必要以上のことはしなくていいんだ。……指揮下のプロセッサー達と交流など持とうとするのも、もう控ひかえなさい」

「部下について知るのは、指揮官の務めです。拒こばまれない限り交流を持つのは当然のことです」

「まったく……」

　柔やわらかな苦笑で嘆たん息そくした。デスクの引き出しから書類束を取り出して、おどけた様子でひらひらと振ふる。

「お小言ついでにもう一つ言うがね。いい加減、報告書に戦死者数を記き載さいするのはやめたまえ。公的に前線に人間はいないことになっている以上、存在しない項こう目もくを記き載さいした書類など受理できないし、……こんな抗こう議ぎをしても、気にする者はもういないのだよ」

「だからと言って。黙もく認にんはできません。……そもそも有色種コロラータの強制収容には、もう根こん拠きよも無いというのに」

〈レギオン〉という強大な軍事力を以もつて瞬またたく間に大陸を席せつ巻けんしたギアーデ帝てい国こくは、しかし、どうやら四年ほど前に滅ほろんでしまったらしいのだ。

　阻電攪乱型アインタークスフリーゲの強きよう烈れつな電磁妨害ジャミングの合間にわずかに傍ぼう受じゆできていた帝てい国こくの管制無線がその頃にぷっつり途と絶だえて、それきり二度と捕ほ捉そくできない。〈レギオン〉の暴走かその他の理由か、とにかく、滅ほろびたことだけは確実だろう。

『敵国の系けい譜ふ』であることを建前としたエイティシックスの強制収容は、だから、その敵国が無くなった以上続ける根こん拠きよも正当性ももう存在しない。

　それなのに、一度手にした差別という娯ご楽らくを市民達は手放そうとしない。踏ふみつけている間は己の優ゆう越えつを錯さつ覚かくできて、虐しいたげている間は自らを勝者と思いこめる。帝てい国こくとその兵器に閉じ込められ続けている現状と敗北感を打破するのではなく欺ぎ瞞まんするための、その手軽な快楽を。

「誤ちを黙もく認にんするのは、それに加担することです。こんなことは本来、赦ゆるされることでは……」

「レーナ」

　穏おだやかに呼ばれてレーナは口を噤つぐむ。

「君は少し、理想を求めすぎる。他人にも、自分にも。理想というのはね、手が届かないほど高いから理想というのだよ」

「……ですが」

　カールシュタールの白銀の双そう眸ぼうが懐なつかしくそしてほろ苦く緩ゆるむ。

「君は本当にヴァーツラフに似たな。……では、ヴラディレーナ・ミリーゼ少佐を、本日付で第一戦区第一防衛戦隊付指ハ揮ン管ド制ラ官ーに任命する。頑がん張ばりたまえ」

「ありがとうございます」







「……で、受けちゃったの？　レーナってばどんだけ物好きなのよ」

　さて、担当部隊が変へん更こうになるということはそれに伴ともなって色々なものが変へん更こうになるということで、知覚同調パラレイドの接続対象の設定もその一つだ。

　知覚同調パラレイド開発チームの主任はアネットで、だからレーナの設定変へん更こうや調整の依い頼らいは全て彼女がやってくれる。ついでに検査もしてきなよと勧すすめられて、受けて軍服に着き替がえる、その合間。

　検査用の不ふ織しよく布ふのガウンを丁てい寧ねいにハンガーにかけ、ブラウスのボタンを留とめて、レーナは検査室とは強化硝子ガラスの壁かべで仕切られた観察室のアネットに応じる。

　王政時代は離り宮きゆうであった研けん究きゆう棟とうは、外観は瀟しよう洒しやな中期王政様式だが内部は少々趣しゆ味み走ばしった未来的な作りで、金属と硝子ガラスを多用した無機質さがいかにもらしい。一面の硝子ガラス壁へきに展開しては流れていく、熱帯魚や珊さん瑚ご礁しようの映像ウィンドウ。

「だって、どうせ作り話でしょう、アネット。仕事をしない口実の」

　両のストッキングを靴ガ下ー留タめーで留とめながら、レーナは唇くちびるを綻ほころばせる。知覚同調パラレイド使用に関する定期検査はきちんと受けているのに、心配性なんだから。
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「自殺した奴やつがいるってとこはほんと」

　硝子ガラス壁へきとホロスクリーンの向こうで、変へん更こう後ごの設定値をレイドデバイスに入力していたアネットはマグカップのコーヒー……というか濃こすぎて泥どろ水みず的てきな何か……を啜すすってから言う。

「死し霊りようがどうとかは暇ひまなおっさんの与よ太ただと思うけど。散さん弾だん銃じゆうで自分の頭吹っ飛ばしたって」

　スカートを着け、上着を羽は織おり、襟えり元もとを留とめて振ふり返かえる。身をかがめた時に肩かたから滑すべり落おちた銀ぎん髪ぱつを片手で背に払はらった。

「……本当に？」

「知覚同調パラレイドの不具合じゃないかって、調査依い頼らいがうちにも来たから。辞やめてく分にはともかく、流石さすがに自殺ってなると世間的にもね」

「どうだったの？」

　アネットは飄ひよう然ぜんと肩かたをすくめた。

「さあ」

「さあ、って……」

「本人死んでんだから詳しよう細さいなんか調査しようがないわよ。レイドデバイスには異常なし、それで終了。どうしてもってんなら、〈アンダーテイカー〉だっけ？　そのプロセッサー連れてきてって言ったんだけど、輸送部のバカどもが『当フライトには豚ぶたの席はありませんー』って」

　憤ふん然ぜんと腕うでを組んで背もたれに凭もたれて鼻から息を吐はく。折せつ角かくボーイッシュな美人なのに、そういう態度をしょっちゅう取るものだからあんまり女性らしくない。

「連れてきさえすれば頭でも何でもバラして調べてやったのに。まったく」

　露ろ悪あく的てきに過ぎる言い草に、レーナは眉まゆを寄せた。もちろん本気でないのは分かっているが、流石さすがに聞き苦しい。

「……その、プロセッサーの方かたの話は、」

「あたしじゃなくて憲兵部の奴やつが、ね。報告書はもらったけど、本当に形式程度よ。心当たりはありませんとか言われておしまい。ほんとはどうだかわかりゃしないけど」

　言って、アネットは皮肉気に口の端はを吊つり上あげた。

「ハンドラーが死んだって伝えたら、たった一言、そうですか、って。だからどうしたって口くち振ぶりだったって。ま、エイティシックスだもん。仮にも上官が死んだっていうのに、その程度なのよね」

「……」

　沈ちん黙もくするレーナに、ふと、アネットは笑みを消した。

「……ねえ。レーナもやっぱり、研究部に来なよ」

「？」

　きょとんと瞬まばたいたレーナに、猫ねこのように吊つった双そう眸ぼうが向く。思いの外に真しん摯しな、白銀の瞳ひとみ。

「今の軍なんて、完かん璧ぺきただの失業対策じゃない。研究部ウチはまだしも、他の部署なんて仕事にあぶれた高番号区のバカばっかりで」

　共和国の現行政区は第一区を中央に、中心つき四角数の形で付番される。番号が高くなるごとに居住環かん境きようと治安、教育水準は悪くなり、失業率も高い。

「二年後に〈レギオン〉がいなくなって、その後どうすんのよ。平時に『元軍人』の肩かた書がきなんて、潰つぶし利きかないよ」

　レーナは微び苦く笑しようする。

〈レギオン〉は全機が二年後に停止する。

　鹵ろ獲かくした何機もの〈レギオン〉を調査して判明した事実だ。彼らの中ちゆう枢すう処理系には変へん更こう不可の寿じゆ命みようが設定されていて、バージョンごとに五万時間、およそ六年弱。万一の暴走時の保険だったのだろう。

　帝てい国こくが四年前に滅ほろびたと推定される以上、二年後には全〈レギオン〉は中ちゆう枢すう処理系が崩ほう壊かいして稼か働どうを停止する。実際前線で観測される〈レギオン〉の数は、ここ数年減り続けている。最後の更新アップデートを受けられなかった機体が壊こわれ始はじめているものらしい。

「ありがとう。でも、今は戦時だもの」

「だからって別に、あんたがやらなくたっていいじゃない」

　アネットも譲ゆずらない。入力を終えたホロスクリーンを手を振ふって消して、身を乗り出す。

　どこか忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

「真しん偽ぎはどうでも、そういうまともじゃないプロセッサーが相手よ。何があるかわかったもんじゃないわよ。……知覚同調パラレイドにしたって、本当に安全かどうかなんてわかりゃしないんだから」

　レーナはちょっと、目を瞠みはった。

「……知覚同調パラレイドは、安全性が完かん璧ぺきに証明されていると、」

　口が滑すべったらしい。アネットはしまったという顔をして、声を潜ひそめて続けた。

「だって、レーナ。この国よ？　表向きはそうでも、そんなのとりあえずの、ってだけで」

　優良種を自じ称しようする共和国は、自国の技術にいかなる瑕か疵しも許さない。実際にはあっても、認めない。知覚同調パラレイドしかり、……〈ジャガーノート〉しかり。

「実際はそういう、超能力？　がある人達を観察して、脳のこの部分が活性化すると知覚同調パラレイドが使える、ってことがわかってるだけなの。……これもそう」

　片手でレイドデバイスをつついた。青い結けつ晶しよう体たいと、華きや奢しやな銀の本体。結けつ晶しよう体たいには今は情報端たん末まつから伸のびるコードが幾いく本ほんも接続されて、内部の情報を書かき換かえている。

「その元々の『能力者』が親兄弟間で同調できたから、ハンドラー側とプロセッサー側のデバイス両方に二親等相当の擬ぎ似じ遺伝子情報組み込んでるってだけで。何でそれで同調対象になるのかは、よくわからないのよ」

「でも……元はお父様の研究なのでしょう？」

「共同研究だもん。基き礎そ理論っていうか仮説は全部研究相手の構築で、父さんは環かん境きようの準備と、募ぼ集しゆうした被ひ験けん者しやで現象再現するのが担当だったから」

「なら、研究相手の方かたに確かく認にんすれば」

　アネットはその時、ひどく冷えた目をした。

「無理。……エイティシックスだったから」

　人間ではないエイティシックスは名前が記録されず、ただ収容時に割わり振ふられた番号でのみ管理される。どの強制収容所に隔かく離りされたのかも、今となってはもう知る術はない。

「今のレイドデバイスは安全装置があるからそんなことは起きないけど、例えば視覚を複数対象と同調したら脳が過か負ふ荷かで焼き切れちゃうし、同調率最大で長時間同調してると自じ我が崩ほう壊かいしちゃう。活性しすぎても『帰って』これなくなるし……知ってるでしょ、父さんの事故は」

「……」

　アネットの父親であるヨーゼフ・フォン・ペンローズ博士は、知覚同調パラレイド理論とレイドデバイスの完成直後、実験中の事故で狂きよう死しした。

　レイドデバイスの神経活性率が、誤って理論上の最大値に設定されていたのだという。集合無意識の更さらに下の『何ど処こか』、人類を『個』とした場合の『全体』──世界そのものの集合無意識にまで、潜もぐってしまったのではないかとも。

「長期使用でどういう影えい響きようが出るかもわからないんだから。……エイティシックスはすぐ死ぬから別にいいけど、あんたは何かあったら、困るでしょ」

　む、とレーナは反射的に顔をしかめた。アネットは純じゆん粋すいに、心配してくれているだけとわかっているけれど。

「それは、でも、……卑ひ怯きようなことだわ」

　果たしてアネットは聞きき飽あきたと言いたげにぞんざいに片手を振ふった。

「はいはい。あんたもほんと、物好きよね」

　一いつ瞬しゆん気まずい沈ちん黙もくが硝子ガラス壁へきの両側に満ちる。

　かき消すように、不意にアネットはにやりと笑った。

「物好きついでに、レーナ。シフォンケーキ食べてかない？　新作。卵本物」

「えっ」

　途と端たんにぴょこんと見えない猫ねこ耳みみを立てたレーナに、アネットは笑いを嚙かみ殺ころした顔になった。

　レーナだって女の子だ。甘あまいものには無条件で心惹ひかれるし、大量の卵らん白ぱくを使用するシフォンケーキは、養よう鶏けい場じようを作る余よ裕ゆうもろくに無い今の共和国では大変な贅ぜい沢たく品ひんだ。やはりかつての貴族階級で、大だい邸てい宅たくの広い庭で鶏にわとりを飼えるペンローズ家のご令れい嬢じようだからできる趣しゆ味みである。

　ただし。

「ええと……それは入っていないチーズの味がするとか、黒い煙けむりを吐はきそうとか、見た目がその……カエルに似てるとか……そういうことはないわよね……？」

　ちなみに以前アネットがシュークリームを作った時の試食者の感想である。

　最後のは正確には、『ぶくぶくに肥ふとったヒキガエルの轢れき死し体たい』と言っていた。形状はともかく何な故ぜか色までそっくりだったのだとか。

「今あるのは大だい丈じよう夫ぶよ。昨日見合い相手が来やがってそいつで実験済みだから」

　試作五号あたりで泡あわ吹いて撃げき沈ちんしたが。

「ならいいけど……いくら気に入らなくても、その方かたにもまともな新作も分けてあげてね」

「もちろん。わざわざ可愛かわいくラッピングまでしてあげたわよ。ピンクの包み紙でリボンで、キスマーク付きのメッセージカードに『愛いとしのテオバルトへ』って書いて、愛人と同どう棲せいしてるアパルトマンのポストに」

「……」

　気の毒に、と思うべきなのかどうか、レーナは迷った。







　ケーキと紅茶とアネットとのおしゃべりを楽しむ間にデータ書かき換かえの完了したレイドデバイスを、帰宅した屋や敷しきの自室でレーナは首に嵌はめる。

　白ア系ル種バ好みの繊せん細さいな装そう飾しよく紋もん様ようの施ほどこされた、見た目には瀟しよう洒しやなチョーカーのような優美な銀の環わ。演算用の擬ぎ似じ神経結けつ晶しようを飾かざりの小こ粒つぶの結けつ晶しよう体たいが取りまいて煌きらめく様は、ヘッドセットや咽頭スロートマイクと同じ軍用の通信機器とは思えない。

　ふと、昼間の話を思い出した。

　死神。自殺者さえ出している。人の死をどうとも思わない、──エイティシックスの。

　どんな、人だろうか。

　わたし達を、──やはり、嫌きらっているのだろうか。

　一つ首を振ふり、ふ、と短く息をついた。

　よし。

「──アクティベート」

　知覚同調パラレイドを起動。距きよ離りや天候や地形の影えい響きようを受けない、起動の場所も時間も選ばない画期的な相そう互ご通信手段。

　接続完了。問題なし。さわさわと、この部屋の音ではないごく微かすかな雑音。

「ハンドラー・ワンより、スピアヘッド戦隊各位。──初めまして。本日より、貴方あなたがたの指揮管制を担当いたします」

　戸と惑まどうような、間が空いた。

　それをレーナは哀かなしく感じる。

　担当した戦隊の誰だれもが、着任に際しこうして挨あい拶さつすると、一様に戸と惑まどう。

　本来なら同じ人間同士、当たり前のことのはずなのに。

　困こん惑わくの気配は一いつ瞬しゆん、同調した聴ちよう覚かくの向こうで、静かな、ごく年若い声が応じた。

『初めまして、ハンドラー・ワン。こちらはスピアヘッド戦隊戦隊長、パーソナルネーム〈アンダーテイカー〉です』

　不ふ吉きつな異名や噂うわさとは裏腹、耳に心地ここちよい正確な発音と発声の、深い森の湖水のように静せい穏おんな声だった。元は中流以上の家の出ではないかと思わせる、おそらくは同年代の少年の声。

『ハンドラー交代の通達は承うけたまわっています。本日よりよろしくお願いいたします』

　寡か黙もくな性情を容易に想像させる淡たん々たんとした声こわ音ねに、レーナは微笑ほほえんだ。

　そう、こうして直接会話をすればすぐにわかる。誤ご魔ま化かすことなど絶対にできない。

　彼らは、人間だ。

　エイティシックスなどという、人間以下の何かではない。

「こちらこそ。よろしくお願いしますね、アンダーテイカー」
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第二章　白骨戦線異状なし









『退役まで残り一二九日!!　スピアファッキン・ヘッド戦隊グローリー・トゥにクソ・スピアヘッド栄光あれ・スコドーロン!!』




　風雨に色いろ褪あせたバラックの格納庫の奥おくの壁かべ、誰だれが拾ってきたのかも知らない古い黒板で、五色のチョークのカウントダウンがでかでかと踊おどっていた。

　クリップボードから目を上げて、シンはその底そこ抜ぬけに陽気な一文を見上げる。正確には残り一一九日。この戦隊に配属された日にクジョーが書いたもので、毎朝クジョーが更こう新しんしていた。

　十日前に死んだ。

　止まったままのカウントダウンをしばし見上げ、シンはクリップボードの整備記録に目を戻もどした。待機状態の〈ジャガーノート〉が並ぶ格納庫を、整備済みの自機の元へ向かう。

　焰紅種パイロープの血赤の瞳ひとみ。夜黒種オニクスの漆しつ黒こくの髪かみ。赤ル系ベ種ラと黒系種アクィラ双そう方ほうの貴種の血を半分ずつ継ついだその色しき彩さいは、エイティシックスと総そう称しようされる有色種コロラータの一人と一目でわかる特とく徴ちようだ。

　端たん整せいな顔立ちは年に見合わぬ静せい謐ひつな表情のためにどこか冷たく、細身の体たい軀くと白はく皙せきの容よう貌ぼうは旧帝てい国こくの貴族階級特有のそれ。森林と草原、湿しつ地ち帯たいから成る東部戦線の地勢にもかかわらず砂色と灰茶の砂さ漠ばく迷めい彩さいの野戦服を着て、これは共和国軍の死蔵在庫デッドストックが回されているためだ。咎とがめる上官もいないからくつろげた襟えり元もとに、首を覆おおう空色のスカーフが覗のぞいていた。

　整備作業中の格納庫は、機械の作動音と整備クルーのやり取りの怒ど鳴なり声ごえでやかましい。格納庫前の広場で二対二の変則バスケットボールに興じる仲間達の歓かん声せいと、何ど処こかでかき鳴らされるギターの古いアニメソング。キャノピを開け放した自機のコクピットでポルノ誌を眺ながめていた隊員のキノが、こちらに気付いて片手を挙げる。

　最前線とはいえ戦せん闘とうの無い日は、この基地の要員は割と暇ひまだ。

　今もハンドラーへの報告上は競合区域コンテスト・エリア付近の哨しよう戒かいを行っている時間で、本来なら毎日欠かせない哨しよう戒かいを、この隊は必要がないから行っていない。出歩きたい気分だった数名が近くの都市の廃はい墟きよに物資調達に行き、他の者も当番の仕事（炊すい事じとか洗せん濯たくとか掃そう除じとか裏の畑と鶏にわとりの世話とか）をしたり好きに過ごしたりしている。

　荒あら々あらしい軍靴ブーツの足音が近づいて、戦せん車しや砲ほうも真っ青の馬ば鹿かでかい胴どう間ま声ごえが格納庫に轟とどろき渡わたった。

「シン！　シンエイ・ノウゼン！　またやりやがったなてめぇこの野や郎ろう！」

　キノがゴキブリじみた速度でコクピットから物もの陰かげに退たい避ひし、シンは平然と声の主を待った。

「なにか」

「なにかじゃねえよアンダーテイカー！　ったくおめぇは──！」

　地じ獄ごくの番犬のような形ぎよう相そうで詰つめ寄よってきたのは、白しら髪が交まじりの消炭色の髪かみにサングラス、機械油の染しみついた作業着を着た五十がらみの整備クルーだった。

　スピアヘッド戦隊整備班、レフ・アルドレヒト班長。今年十六になるシンもプロセッサーの中では年長の部類だが、アルドレヒトは年長どころか長老クラス、なんと九年前の第一期徴ちよう募ぼ兵へいの生き残りだ。

「なんっでてめぇは出しゆつ撃げきの度に機体ぶっ壊こわしてくるんだよ!?　またアクチュエーターとダンパーがたがたにしやがって、足回り弱えんだから無茶すんなって毎度毎度言ってんだろうが！」

「すみません」

「お前それさえ言っときゃ済むと思ってんな!?　謝あやまれっつってんじゃねえよ改善しろっつってんだよ。いつか死ぬぞあんな無茶な戦い方しやがって！　代えの部品が底ついたってのに、次の補ほ充じゆうまで修理できねぇぞ！」

「二号機が」

「ああ有るなぁどっかの戦隊長が毎っ回毎っ回機体ぶっ壊こわすせいで置いてある予備が二機もな！　他のプロセッサーの三倍も整備の手間かけさせやがって、てめぇ何様だ王子様か!?」

「共和国の身分制度は三百年前の革命で廃はい止しされて」

「ぶっとばすぞクソガキ。……お前の損傷率と壊こわし方かたじゃ三機ねぇと修理がおっつかねえんだ、補ほ充じゆうまでの日数と出しゆつ撃げきペース考えたら保たねぇんだよ！　どうすんだよ壊こわれないようにってお祈いのりでもするか？　次は百年後に来てくださいって屑くず鉄てつどもにお願いしてみるのか、ああ!?」

「クジョーの機体を、ファイドが回収していたはずですが」

　淡たん々たんと言うと、アルドレヒトはいっとき沈ちん黙もくした。

「まあ、確かにクジョーの奴やつの機体からその部品はとれるけどよ……共とも喰ぐい整備なんざやりたかねえが。つか、おめえはいいのかよ？　死人出した機体の部品なんざてめぇの機に使われて」

　シンはわずかに首を傾かしげると、自分の〈ジャガーノート〉──〈アンダーテイカー〉の装そう甲こうを手の甲こうで軽く叩たたいた。キャノピの下に小さく描えがかれた、シャベルを担かついだ首のない骸がい骨こつのパーソナルマーク。

　アルドレヒトが苦笑する。

「今いま更さらか。……そうだったな、アンダーテイカー」

　嚙かみしめるように頷うなずいて、老整備兵は開け放したシャッターの向こう、どこまでも続く春の野を見やった。

　雲一つない、他の何ものをも吞のみこむ虚きよ無むの色しき彩さいを湛たたえた、あまりにも深く高い紺こん碧ぺきの蒼そう穹きゆう。その下に広がる、矢や車ぐるま菊ぎくの花の瑠る璃りと若葉の翠すい緑りよくが精美なモザイクを描えがく草原が、この戦場で散った幾いく百ひやく万まんのエイティシックスの白骨が眠ねむる巨大な墓標だ。

　エイティシックスに、入る墓はない。存在しない戦死者の墓を作ることは許されていないし、遺体の回収も禁じられている。

　人型の豚ぶたには死んだ後に安らう権利も、死んだ仲間を悼いたむ自由も存在しない。それが九年前に彼らの祖国が作り上げ、かくあるべきと九年維い持じされている世界の形だ。

「クジョーの奴やつは、ばらばらに吹っ飛んだんだったか」

「ええ」

　自走地じ雷らい──爆ばく薬やくの詰つまった胴どう体たいに棒状の手足と顔のない頭部のついた、遠目には人に見えなくもない出来の悪い対人兵器を負傷兵と見誤って組みつかれた。夜戦の、他部隊の救きゆう援えん任務中だった。

「そりゃあよかった。逝いけたのか、あいつは」

「おそらくは」

　シン自身は天国も地じ獄ごくも信じてはいないけれど、ここではない何ど処こか、還かえるべきところには。

　アルドレヒトは深く笑う。

「最さい期ごにおめぇと同じ部隊にいて、クジョーは運が良かったな。……こいつらも、」

　破れたゴールネットをボールが揺ゆらして、歓かん声せいが上がる。ギターとアニメソングの不ふ謹きん慎しんな替かえ歌うたの大合唱が裏の畑で楽しげに響ひびいている。

　それが他のどの部隊にもありえない光景であることを、アルドレヒトは知っている。

　出しゆつ撃げきにつぐ出しゆつ撃げき。〈レギオン〉の襲しゆう撃げきを警けい戒かいする日ごとの哨しよう戒かい。緊きん張ちようと恐きよう怖ふに神経をすり減らし、戦せん闘とうの度仲間は死んでいく。その日生きのびるのが精せい一いつ杯ぱいという極限状じよう況きようで、娯ご楽らくや人間らしい生き方など考えている余よ裕ゆうはない。

　けれどこの隊では、襲しゆう撃げきそのものは避さけられなくとも、急きゆう襲しゆうを受ける心配だけはない。

「……こいつらがこうやってられんのはおめぇの功績だな、シン」

「他のプロセッサーの三倍も整備の手間をかけさせてるのもおれですが」

　ぐっとアルドレヒトは喉のどを鳴らした。サングラスの奥おくから苦々しげに見下ろしてくる双そう眸ぼうを、見返してシンは肩かたをすくめる。

「ったくおめぇは……たまに冗じよう談だん言ったと思ったらそれかよ」

「これでも申し訳ないと思ってはいるんです。行動で示せてはいませんが」

「馬ば鹿か野や郎ろう。お前らガキどもを生きて帰らせんのが整備班の仕事だ。そのために必要だってんなら機体なんざどうなろうが構やしねぇし、どんな手間だってかけてやるよ」

　一息に言いきってからそっぽを向いた。照れたらしい。

「……そういや、また担当のハンドラーが交代したそうじゃねえか。どんな調子だ、今度のは」

　間が空いた。

「……ああ、」

「ああ……、ってお前よぉ……」

「そういえばそうでした」

　あまりにもしばしば交代するせいで個別認にん識しきしていなかった。それに元々、プロセッサーはハンドラーの存在を意識しないものだ。

　それだけハンドラーが職務放ほう棄きしているというのもあるし、一定数以上の阻電攪乱型アインタークスフリーゲの展開下ではレーダーもデータ伝送も機能しないから、遠い国軍本部からの指揮など実のところほとんどできるものではない。だからプロセッサーはハンドラーなどあてにしないし、いてもいなくても気にしない。

　結局、ハンドラーの職務とはプロセッサーの監かん視し、ただそれだけに尽つきるのだ。どんな時でもどこにいても、望む時に言動の一切を監かん視しできる知覚同調パラレイドという首輪を以もつてエイティシックスの反はん抗こう心しんを掣せい肘ちゆうする、抑よく止し力りよくの役割が彼らに期待される全てだ。

　この一週間の多くはないやり取りを思い出して、シンは口を開く。とりあえず。

「書類仕事が増えました。これからは哨しよう戒かい報告書を都度捏ねつ造ぞうする必要があるようです」

「……読まれてねえからって、五年前にでっちあげた適当ぶっこいた報告書を毎回そのまま使い回すいい根こん性じようした野や郎ろうはおめぇくらいのもんだからな、シン」

　ちなみに日付も地名も何一つ変えていないし、その頃から哨しよう戒かいなどしてないから内容もでたらめだ。そんなものがこれまで一度もばれずにきたのだから、シンの方がむしろ呆あきれてしまう。

『誤って古いファイルを伝送していませんか』──と、穏おだやかに指し摘てきしてきた銀ぎん鈴れいの声を思い出して、シンは小さく嘆たん息そくした。意外と不注意なところもあるんですね、と屈くつ託たくなく笑った、純じゆん粋すいな善意と親しみに満ちた声こわ音ねも。

「着任当日に挨あい拶さつのために同調してきて、以降も交流を持ちたいからと毎日定時に連れん絡らくをしてきます。共和国軍人には珍めずらしいタイプですね」

「まっとうな人間、てやつか。……そいつぁ、さぞ生きづらいだろうな。気の毒に」

　まったく同感だったからシンもあえて返答はしなかった。

　正義も理想も、振ふりかざしたところでこの世界では何の力も持たないのだから──。

「……ん、」

　ふと、シンは何かに呼ばれたように春の草原の遥はるか向こうに目を向けた。







「ジャーン！　これがホントの『グラン・ミュールの外に棲せい息そくする豚ぶた野や郎ろう』です！」

「悪あく趣しゆ味みだよハルト」

　隊舎の厨ちゆう房ぼう。趣しゆ味みのスケッチの片手間に、大おお鍋なべ一いつ杯ぱいにくつくつ煮に立たつベリーのジャムの火の番を買って出ていたセオは、同じ隊員の少年のボケに呆あきれた声こわ音ねでつっこむ。翠緑種ジェイドの金の髪かみに翡ひ翠すいの瞳ひとみ。今年十六にしては小こ柄がらで華きや奢しやな体たい軀く。

　でっかい猪いのししを裏庭に通じる通用口の前に横たえて、おどけて両手を広げた緋ル鋼ビ種スのハルトは頭を搔かく。今日は当番もなかったので、近場の森まで狩かりに行っていたのだが。

「うーん、受けが今一だなあ。笑うとこだろここ」

「どっちかっていうと凍こごえるとこだよ。……でもまあ、」

　スケッチブックを置いて、セオはしげしげと獲え物ものを見やる。〈ジャガーノート〉で牽けん引いんしてきたのだろうが、それにしても一人ではさぞ苦労したろう、化物じみて巨大な猪いのししだ。

「すごいね。大物だ」

　ハルトは得たりとばかりににかりと笑う。

「だろ!?　今夜はバーベキューだからな！　ライデンどこ行ったかな、あとアンジュ。夕食の当番交代してもらわないと」

「ああ、今日よりにもよってシンだもんね。ライデンは物資調達に『街』に行ってる。アンジュは今日洗せん濯たく当番。他の女子も全員行ったけど」

　ふっとハルトはセオを見た。

「それ、いつの話？」

「たしか……朝食後すぐだったかな」

「今、昼前だけど」

「そうだね」

「「……」」

　いくら基地の全員分の洗せん濯たく物ものとはいえ、六人がかりで午前中いっぱいかかるほどではない。

　そして洗せん濯たく場ばは川かわ縁べりで、今日は快晴で春で暑い。

　そわ、とハルトは露ろ骨こつに浮うき足あし立だつ。

「……つまり水浴び。ただいま川原はこの世の天国!?」

「そのまま本物の天国に直行する前に言っとくけど、全員銃じゆう持ってったからね」

　ぴたっとハルトが硬こう直ちよくする。セオは思い切りため息をついて、木き杓じやく子しを鍋なべにつっこんでかき混ぜた。もういいかなと、煮に詰つまり具合を見て火を止める。

　蓋ふたを閉めたところで、知覚同調パラレイドが起動した。

　入隊時に首の後ろにインプラントされた擬似神経結晶素子レイドデバイスと、同調対象設定等の可変情報登録用のイヤーカフ状のデータタグ。その二つが起動を示して幻まぼろしの熱を帯び、イヤーカフを指先で弾はじいて受信状態に切きり替かえる。

「アクティベート。……って、」

　同調対象の相手に、セオはふっと翡ひ翠すいの双そう眸ぼうを冷えさせた。同じくイヤーカフを片手で押おさえて笑みを消したハルトと、視線を交わして同調相手に問う。

「シン。……どうしたの」







　大きさの割に結構な水量の川のほとりに洗せん濯たく場ばはあって、その川原と水の流れの中で、六名いるスピアヘッド戦隊の女子隊員達は水遊びの真っ最中だ。

「カイエー、何してるの。突つっ立たってないでこっち来なよ」

　何やら端はしの方でもじもじしている仲間に、クレナは追いかけっこの足を止めて声をかける。ショートボブにした落おち栗ぐり色いろの瑪瑙種アガットの髪かみと、猫ねこみたいな金色の金晶種トパーズの瞳ひとみ。

　野戦服の上ははだけて袖そでを腰こしに巻いて結んで、オリーブドラブのタンクトップとその下の豊かな曲線を陽光に晒さらしているが仲間達も同じ恰かつ好こうだし別に恥はずかしくない。

「いや、その、だってよく考えたらこれはこれで恥はずかしい恰かつ好こうのような……」

　黒くろ髪かみ黒目、小こ柄がらな体たい軀くに象ぞう牙げの膚はだの極東黒種オリエンタのカイエは、何な故ぜか男口調だがもちろん女子だ。濡ぬれてぺったり張りつくタンクトップが気になるのか目元を赤らめ、騎き士しの兜かぶと飾かざりのような長いポニーテールが首筋から薄うすい胸の谷間に絡からんで、まあ、確かに結構、艶なまめかしい。

「というか、いいのかな……私たちだけ水遊びなんかしていて……わぷっ！」

　青みがかった銀ぎん髪ぱつを長く背に流したアンジュが、両手で水を掬すくってばしゃっとひっかける。野戦服の上を脱ぬいではいないがジッパーを臍へその下まで下げて、お淑しとやかな彼女なりに解放的な格好だ。髪かみ色いろのとおり月白種アデュラリアの血の濃こい彼女だが、瞳ひとみは曾そう祖そ母ぼの祖母譲ゆずりの天青種セレスタの浅あさい青で、極きよく端たんな純血主義の共和国ではたったそれだけの混血でもエイティシックスの扱あつかいになる。

「真面目ねえ、カイエちゃんは。いいのよ、洗せん濯たくはちゃんとやったんだから」

　他の女子隊員達も口々に言う。

「ていうか、シンもわかってて許可くれたんでしょ別に」

「あっうん。今日は暑くなりそうだからなって、珍めずらしくちょっと笑ってたわよ」

「そういうとこは悪い奴やつじゃないのよねーあの鉄面隊長も」

　そうして、不意にクレナを見やってにやーっと笑った。

「ごめんねぇ気が回らなくて。あんたもシンも当番ないんだから、口実作って二人にしてあげればよかったわよね」

　不意打ちにクレナは真っ赤になった。

「ちっ、違ちがうもん！　あたし別に、そんなんじゃないもん！」

「どこがいいのあんな何考えてるかわかんない奴やつ」

「だから違ちがうってば！」

「ちなみにカイエちゃんはどう？」

「シンか？　ふむ。悪くないと思うぞ。寡か黙もくなところとか、ストイックでいいな」

「ちちちちちちょっとカイエ!?」

　途と端たんに慌あわてるクレナに、カイエは笑いを嚙かみ殺ころす。何ともまあ、わかりやすい。

「そうかそうか。別に誰だれも想おもいを寄せてないのなら、私が狙ねらっても構わないわけだな。なら早さつ速そく今晩にでも、東方伝統の『夜這いヨバーイ』に……」

「かっ、カイエ!?　あのその、別にあたしシンのこと何とも思ってないけど、その、そういうのってよくないと思う！　ほら、ヤマトナデシコのタシナミとかって、だからその、」

　わたわたするクレナを見やって、女子どもはにやーっと笑った。

「「「「「クレナ、かーわいい」」」」」

　引ひっ掛かけられたことに一いつ拍ぱくおいて気づいてクレナは叫さけぶ。

「もー！」

「おーいたいた」

　がさりと藪やぶが鳴って隊員のダイヤが顔を出した。ひょろりと高い背。青玉種サフィールの明るい金きん髪ぱつと碧へき眼がん。

　ちなみに男だ。

「「「「「キャ───────────────────────────────」」」」」

「ぎゃ────────────！」

　およそ女性という種族の全てが生まれながらに持つ超音波兵器の集中砲ほう火かと手近の投とう擲てき可能な物体の爆ばく撃げきを浴びて、ダイヤは慌あわてて藪やぶの向こうに退たい避ひした。

「っておい！　誰だれだ拳けん銃じゆう投げた奴やつ！　初しよ弾だん入ってんぞ危ねえだろ、」

「「「「「ギャ───────────────────────────────」」」」」

「キャ────────────っ！」

　二度目の絨じゆう毯たん爆ばく撃げきをまともに喰くらい、ダイヤは完全に沈ちん黙もくした。

　あたふたと服を着込む他の女子達を後しり目めに、アンジュが近寄って覗のぞき込こむ。

「それで、どうしたのダイヤ君」

「そこはかわいーく、大だい丈じよう夫ぶ？　って聞いてくれていいとこだぜアンジュ」

「マアダイジョウブカシラダイヤクン」

「あっ悪ぃごめんなさい無表情棒読みはやめてください涙なみだが出ちゃう……」

　野戦服を襟えりのベルクロまできっちり留とめて着込んだカイエが、周りを見回して他の少女達の状じよう況きようを確かく認にんしてから言う。

「ふう。もう出てきてもいいぞダイヤ。……どうしたんだ？」

「あーうん。実はワタクシ、本日から伝令のアルバイトを始めまして」

　誰だれかから伝言を預かったらしい。今いま更さら野戦服の上から豊かな肢し体たいを抱だきしめて隠かくしながら、クレナは唇くちびるを尖とがらせる。

「そんなの知覚同調パラレイド使えばいいじゃない。なんでわざわざ、」

　ダイヤはばりばり頭を搔かいた。

「つって、女子ばっかでキャッキャウフフなとこに同調レイド繫つないて、うっかり恋バナ中とかだったらお互たがい気まずいだろーよ。『クレナ、シンが好きなのー』とか言ったりしてたらさ」

「なっ……！」

　およそ自分では絶対出さないかわいこぶった声こわ音ねで物もの真ま似ねをされてクレナは耳まで赤くなり、その周りでカイエ以下他の女子隊員どもは好き勝手に言い合う。

「ふむ。結果として覗のぞいたのはいただけないが、それについてはまあ正しい判断だな」

「私達には面白いけど、流石さすがにクレナちゃんは気まずいわよね」

「ていうかまさにソレ言ってたとこだったし」

「それよ。今度シンが繫つないできそうなとこでそれ言わせるのよ。どんな反応するか見物だわ」

「クレナがね。シンは駄だ目めよ、あの鉄面死神ったらきっと顔色も変えないわよ可愛かわいくない」

「あああああたしそんなこと言ってないもん！　ちょっとやめてよ！」

「「「「「「クレナったら、かーわいい」」」」」」

「うわぁぁぁぁんみんなのバカぁああああああああ！」

　その場の全員（ダイヤ含ふくむ）に声を揃そろえられ、クレナは頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようした。

　くっくっと肩かたを揺ゆらして笑いながらカイエが問う。

「それで、結局なんだったんだ？　伝言とは」

　問われて、ダイヤはふと、表情を消した。

「ああ。……そのシンからなんだけど」

　その言葉に、少女達の表情が一いつ斉せいに緊きん迫ぱくした。







　人はパンのみにて生くるにあらず。

　何千年も前のいけ好かない救世主気取りの言葉だが、至言だと思う。人生には菓か子しとかコーヒーとか、もっと言えば音楽とかゲームとか、そういう、潤うるおいというものが必要だ。この地じ獄ごくに彼らを叩たたきこんでくれやがった共和国の白ブタどもは、最低限の餌えさ以外を家か畜ちくにくれてやる必要を欠片かけらたりとも感じていないようだが。

　また裏を返せば、人間にはまず第一に、日々の食事が重要だということでもある。

「さてファイド。ここで問題だ」

　長期保存の食料や勝手に生おい茂しげっている家庭菜園の野菜、逃にげ出だして野生化した家か畜ちく類るいや放ほう棄きされた娯ご楽らくの品を調達に、定期的に探たん索さくしている都市の廃はい墟きよ。

　瓦が礫れきに埋うもれた広場で、戦隊副長のライデンは基地付属の生産プラントの合成食料と、市庁舎の災害用備び蓄ちく倉庫から持ち出した缶かん詰づめのパンをコンクリートに並べる。精せい悍かんな長身に着き崩くずした野戦服。黒鉄種アイゼン純血の鉄色の髪かみは短く刈かられ、野性味の強い鋭えい利りな顔立ち。

　向かいには馴な染じみの〈スカベンジャー〉……戦せん闘とう中ちゆうの〈ジャガーノート〉に随ずい伴はんして弾だん薬やくやエナジーパックの補給を行う、角張った本体に短い四本の足を生やした不ぶ恰かつ好こうな無人機ドローンがうずくまっていて、レンズ状の光学センサで眼前の物体をしげしげと眺ながめている。

「どっちがゴミだ？」

「ぴ」

　果たしてファイドは即そく座ざにクレーンアームを伸のばして、合成食をぽいっと投げ捨てた。

　飛んでいく白い塊かたまりを見送りつつ、ライデンは残ったパンを齧かじる。無人機ドローンにもわかるゴミ具合。それを平然と食エ料サと言い切る白ブタどもの味覚は一体どうなっていやがるのか。

　必要な物品は全て現場で生産できるよう、各強制収容所と基地には生産プラントと自動工場が付属している。

　生産調整と動力供給も地下ケーブルを介かいして壁かべの向こうからの、無む駄だに高度な自動給きゆう餌じシステムだが、何しろこちらを豚ぶたと言って憚はばからない白ブタどもが用意した代しろ物ものだ。生産される物品は本当に必要最低限、食料の名目で毎日合成される物体は何な故ぜか全てプラスチック爆ばく薬やくに似ていて、当然というべきかアホみたいに不ま味ずい。

　よって、少しでもマシなものが喰くいたければ、こうして九年前に放ほう棄きされたきりの廃はい墟きよに調達に来ることになる。幸い哨しよう戒かいの必要が無いこの隊では、その分の時間もエナジーパックも余るから、探たん索さくに時間も割けるし〈ジャガーノート〉を足代わりに持ち出せる。

「つーわけで、ファイド。今日の調達目標はこっちのゴミじゃない方だ。他の食料品も含ふくめて、積めるだけ持ち出すぞ」

「ぴっ」

　ヤンキー座りから立ち上がるライデンに、がしゃがしゃとやかましい足音をたててファイドも倣ならう。機体の残ざん骸がいから砲ほう弾だん片へんまであらゆる再利用可能な無機物を拾い集め、コンテナに満まん載さいして持ち帰るのも、彼ら〈スカベンジャー〉に設定された任務の一つだ。ライデンの命令はちょっと変則だが。

　ちなみに〈スカベンジャー〉は徒あだ名なで、何しろ戦せん闘とう中ちゆうに自身のストックが不足すれば撃げき破はされた〈ジャガーノート〉や同じ〈スカベンジャー〉の残ざん骸がいからそれらを剝はぎ取とり、戦せん闘とうが無い時も拾える破は片へんを探して戦場跡あとを這はい回まわるその行状が行状だ。なのでプロセッサーの誰だれもが制式名ではなく、身も蓋ふたもなく〈死肉漁りスカベンジャー〉と呼んでいる。弾だん薬やく切ぎれやエネルギー切れの懸け念ねんを払ふつ拭しよくしてくれる頼たのもしい戦友にして、同類の死し骸がいを貪どん欲よくに貪むさぼる機械仕じ掛かけの死肉漁りスカベンジャー。

　ファイドはもう五年近くも、シンにつき従っている〈スカベンジャー〉だ。

　なんでもシンが昔所属していた部隊が彼を除いて全ぜん滅めつした際、唯ゆい一いつ全損は免まぬかれたが動けなくなっていたファイドを牽けん引いんして連れ帰ってやってからの縁えんだという。

　最低限の学習機能はあるとはいえ、恩義を感じるなどという高等思考がゴミ拾い機ごときにあるとも思えないが、それ以来シンを最優先の補給対象と認にん識しきしているらしく、何度部隊が変わってもついてくるし出しゆつ撃げき時じには必ずすぐ傍そばに控ひかえている。全く融ゆう通ずうのきかない他の〈スカベンジャー〉からはちょっと考えられない忠義っぷりだ。型番からして戦争序じよ盤ばんに投入された初期型の生き残りで、ご長ちよう寿じゆな分、学習量も多かったのだろうが。

　そしてそこまで健けな気げに尽つくされていながら、シンがくれてやった名前がファイド。犬につける名前だ。ポチとかシロとかそんな感じの。……やっぱりあの馬ば鹿かは頭がおかしい。

「ぴ、」

「ん？」

　従うファイドが不意に脚あしを止めるのに、ライデンは振ふり返かえった。

　光学センサが向けられている先を見やると、瓦が礫れきの陰かげの花か壇だんの大樹の根元に、すっかり変色して崩くずれた白骨死体がうずくまっていた。

「……ああ」

　呼んだのはそれでか、とライデンは白骨に歩み寄る。ぼろぼろの野戦服。崩くずれ去さった手がそれでも赤あか錆さびたアサルトライフルを抱かかえ、首の骨に認にん識しき票ひようのチェーンがかかっているからエイティシックスではない。おそらくは九年前、楯たてとなって果てた共和国正規軍将兵の一人か。

　一歩遅おくれて従うファイドが、ぴ、とまた電子音を鳴らす。何か持ち帰るか、と聞いているのだ。シンがつけた癖くせのせいで、ファイドは戦せん闘とう以外の時間は戦死者の遺品を──死体そのものは白ブタがわざわざ禁則事じ項こうに設定していて拾えない──優先して拾う傾けい向こうがある。

　しばし考えて、ライデンは首を振ふった。

「いらねえよ。……こいつの弔とむらいはこのままでいい」

　この樹きは知っている。桜。大陸極東部原産の、春の始めに溢あふれるように花をつける樹きだ。今年の花の時分にカイエの提案でここの目め抜ぬき通どおりの桜並木を基地の全員で見に来たが、夜よ闇やみに滲にじむように浮うかび上あがる薄うす紅くれないの花の群むれは、満月の光の中ほとんど彼ひ岸がんのものの美しさだった。

　あの花を見上げて花の褥しとねに眠ねむる兵士を、今いま更さら暗い土の中に閉じこめることもないだろう。

　あるいはこの白骨は白ア系ル種バかもしれないけれど、戦たたかい抜ぬいた果てに死んだ者の遺い骸がいだ。ブタ扱あつかいは相応ふさわしくない。

　短く黙もく禱とうを捧ささげ、顔を上げたところで、イヤーカフが幻まぼろしの熱を帯びた。

『──散歩組各位。聞こえる？』

「セオか。どうした？」

　すぐ隣となりにいるかのような明めい瞭りような声。同調先は廃はい墟きよにいる全員で、代表してライデンは応じる。

『予報が変わった。一雨来るよ』

　ライデンは険しく目を眇すがめた。見れば東の空、〈レギオン〉支配域上空に、目の良い彼が凝ぎよう視ししなければわからない程度の濃のう淡たんで、微び細さいな銀の煌きらめきの群が広がり始めている。

　電波及び可視光を吸収し屈くつ折せつし攪かく乱らんする、蝶ちようの姿と大きさの飛行型〈レギオン〉、阻電攪乱型アインタークスフリーゲ。襲しゆう撃げきに際し先せん兵ぺいとして展開しレーダーを欺ぎ瞞まん、ほぼ完かん璧ぺきに本隊を隠かくしきる〈レギオン〉どもの急きゆう襲しゆうの要かなめだ。

「いつだ」

『二時間後くらいだろうってさ。直近の群に後方から別の群が合流してるって。多分補給。終わり次し第だい来るよ』

　直近とはいえ到とう底てい視し認にんなど不可能、レーダーもすでに欺ぎ瞞まんされている彼方かなたの状じよう況きようを、目まの当たりにしているかのようにセオは……その伝える言葉の主は語る。

「了解、すぐ戻もどる。──チセ、クロト。聞いてたな。ルート一二入口に集合」

『了解』

『今回も〈羊飼い〉はいないらしいから、単純な力ちから押おしで来るだろうね。相手の進路にもよるだろうけど、ポイント三○四付近で待まち伏ぶせ、一いち網もう打だ尽じん、ってとこかな』

　探たん索さく組ぐみに指示を飛ばし、自身も少し離はなれたところに停とめた自機に向かうライデンに、笑みを含ふくんだ声でセオは言う。ライデンも獰どう猛もうに口の端はを吊つり上あげた。

「〈羊〉だけか。──カモ撃うちだな」

　決して口にしたほど楽な戦いではないが、単純な戦術しかとらない〈羊〉との交戦は〈羊飼い〉が率いるそれより何倍もましだ。厄やつ介かいな敵がいないと予あらかじめわかっている分、気が楽でもある。

　まったく、本当に死神様々──そこまで考えて、ふと、ライデンは顔をしかめた。

　当の本人にとってはどうなのだろう。

　あの、無くした首を探して戦野を彷徨さまよう、赤い瞳ひとみの死神には。







　ライデン達が基地に戻もどると他の一八機はすでに出しゆつ撃げき準備を終えていて、格納庫の入口に最も近い位置にある自機の前でセオが根こん性じよう悪わるの猫ねこみたいににやーっ、と笑う。

「おっそいよ、ライデン。地じ雷らいでも踏ふんだんじゃないかって心配してた」

「遅おそくねぇよ。それから、まだ冗じよう談だんに地じ雷らいはやめろ」

「あ。ごめん」

　自走地じ雷らいで吹っ飛んだクジョー。この戦隊を編成して二月、クジョーは三人目の戦死者だ。

　プロセッサーの損そん耗もう率りつは非常に高い。毎年十万人以上が入隊して、一年後まで生き残るのはそのうちの千人に満たない。それでも生身で肉にく薄はく攻こう撃げきをかける以外に手がなかった彼らの両親達に比べれば随ずい分ぶんましだ。旧式のロケットランチャーか爆ばく薬やくを抱だいて〈レギオン〉に突つっ込こむのが唯ゆい一いつの戦術だった当時の損そん耗もう率りつは、日に五割を超えることさえあったという。

　それらに比べればこの隊の損そん耗もう率りつの低さは驚きよう異い的てきだが、所しよ詮せん、ここも最前線で激戦地だ。

　損害のない戦いなどない。

　死だけはいつも、誰だれにでも平等で、唐とう突とつだ。

「揃そろったな。傾けい注ちゆう」

　静かなくせによく通る声がかけられて、全員が姿勢を正す。

　第一戦区の地図の上から透とう明めいなカバーを一枚かけて必要な情報を書き込んだ作戦図の前に、密ひそやかに降る月光の気配のように、いつの間にかシンが立っている。

　白はく皙せきの容よう貌ぼうに、けれどすっかり馴な染じみきった砂さ漠ばく迷めい彩さいの野戦服、戦隊長を示す大たい尉いの階級章。こんな時でも外さない空色のスカーフが、その不ふ吉きつな二つ名の由来の一つだ。

　ああして隠かくしているだけで、あの死神は首なんかとっくに無くしているんじゃないか。

「状じよう況きようを説明する」

〝死神〟の異名を持つ戦隊長の、冷えて冷れい徹てつな紅あかい双そう眸ぼうが隊員達を映す。







　敵総数から進路、対応する作戦まで、簡潔だが異常に明確なブリーフィングを終え、プロセッサー達は各自の〈ジャガーノート〉に搭とう乗じようする。いずれも十代半ばから後半の、まだ顔立ちや体型に幼さの残る少年兵ばかり。

　足りない最後のパーツをキャノピの奥おくに組み込んで、二一機の機き甲こう兵器が束つかの間まのまどろみから目を覚ます。

　有人搭とう乗じよう式しき自律無人多た脚きやく機き甲こう兵器、Ｍ１Ａ４〈ジャガーノート〉。

　節足状の細く長い四本の脚きやく部ぶ。蛹さなぎじみた有機的なフォルムの小さな胴どう部ぶ。古びた骨の色をした白茶の装そう甲こうで身を鎧よろい、格かく闘とう用ようサブアームの重じゆう機き関かん銃じゆう二に挺ちようとワイヤーアンカー一対、背部ガンマウントアームの五七ミリ滑かつ腔こう砲ほう。

　全体のシルエットは徘はい徊かい性せいの蜘く蛛も、一対の格かく闘とうアームと振ふりかざした主しゆ砲ほ砲う身しんは蠍さそりの鋏はさみと尾のような、彼らエイティシックスの相棒にして最さい期ごの寝ね床どこだ。

　伏ふく撃げきの埋まい伏ふく地点として選んだ廃はい都と市しの崩くずれ果はてた教会の陰かげ、潜ひそませた〈ジャガーノート〉の狭せま苦くるしいコクピットで、シンは瞑めい目もくしていた紅あかい双そう眸ぼうを開ける。

　メインストリートにキルゾーンを設定し、その周囲に戦隊の各小隊を射線が重ならないようずらして配した、包ほう囲い網もうの一角。前衛担当の第シ一ン・第三小隊セオ隊と火力拘こう束そく役やくの第二ライデン・第カ四イ小エ隊隊がそれぞれ前衛・火力拘こう束そくで組んでメインストリートの左右に、榴りゆう弾だん装備の第ダ五イ小ヤ隊隊と狙そ撃げき班はんの第ク六レ小ナ隊隊がストリートの終しゆう端たんに、各自の〈ジャガーノート〉を伏ふせさせている。

　お粗そ末まつな解像度の光学スクリーンに見るともなしに目を留とめたまま、感知した敵機の数と隊形に目を細めた。

〈ジャガーノート〉のコクピットは戦せん闘とう機きのそれと相そう似じし、多数のスイッチ類の配された左右の操縦桿スティックと各種液晶Ｌ表示式Ｃ計器Ｄ。唯ゆい一いつの違ちがいは防ぼう弾だん硝子ガラスの風防ではなく装そう甲こう板ばんのキャノピに鎖とざされるために機体外を全く視し認にんできないことで、三面の光学スクリーンと情報表示用のホロウィンドウがその代わりを務めるものの、暗くら闇やみと閉へい塞そく感かんを緩かん和わするには至らない。棺かん桶おけ、とはよく言ったものだ。

　敵部隊の隊形は教則通り、そして想定通りの菱ひし形がた隊形──直ちよく衛えいを従えた偵てい察さつ隊たいの後方に、四個部隊がそれぞれ菱ひし形がたの頂点を成して進軍する機き甲こう部隊の典型的な進しん撃げき隊形だ。兵数・性能においてこちらを遥はるかに凌りよう駕がする〈レギオン〉は奇き策さくの類を用いることはなく、その戦術は比ひ較かく的てき読みやすい。

　予測されたからどうということもないから、相手を上回る大戦力の投入が、古いにしえより変わらぬ戦術の定石であるわけなのだが。

　倍、などという生易しい比率では利きかぬ、〈軍団レギオン〉の名そのままの大群は、けれどそれもいつものこと──まともな軍隊なら無む謀ぼう、絶望的と作戦立案段階で回かい避ひ策さくが模も索さくされる、寡か兵へいによる圧あつ倒とう的てき多数との死し闘とうが〈ジャガーノート〉の、彼らエイティシックスの戦せん闘とうだ。

　ふと、昔誰だれかが読んでくれた聖典の一節が、記き憶おくの奥おく底そこから浮うかび上あがった。

　誰だれか。

　もう顔も声も上手く思い出せない。

　最後に見た姿と最さい期ごの声に、塗ぬり潰つぶされてわからない。

　言葉だけを覚えている。

　──主、悪あしき霊れいに問うて曰いわく。







　知覚同調パラレイドの向こうで、ごく微かすかな雑音にすら紛まぎれるようにシンが何ごとか呟つぶやくのが聞こえて、ライデンは両足を投げ出した姿勢から身を起こす。瓦が礫れきに潜ひそむ今はメインスクリーンはコンクリートの灰色に埋うまり、受パ動ッ探シ査ブに設定したままのレーダースクリーン。

　母国語である共和国語ではないから、何と言ったのかはわからなかった。ディキト・エイ・レギオ・ノーメン・ミヒ──それ以上は聞き取れなかった。うんざりとセオが言う。

『シン、今読んでるのってひょっとして聖書？　趣しゆ味み悪いなあ。しかもそこ引用って最悪だよ趣しゆ味み悪い！』

「なんつったんだ？」

『悪あく魔まだか亡ぼう霊れいだかが救世主サマに名前聞かれて、数が多いから〝軍団レギオン〟ですって』

　ライデンは黙だまった。なるほど、悪あく趣しゆ味みだ。

　新たな同調対象が知覚同調パラレイドに加わる。

『ハンドラー・ワンより戦隊各位。──すみません、遅おそくなりました』

　銀ぎん鈴れいを振ふるような可か憐れんな声が、同調した聴ちよう覚かくを通じて耳に届く。〝死神〟に怯おびえて辞やめた前任者の代わりに配属された新しいハンドラーだ。声からして、おそらくは同年代の少女の。

『敵部隊が接近中です。ポイント二○八にて迎げい撃げきを、』

『アンダーテイカーよりハンドラー・ワン。認にん識しきしています。ポイント三○四に展開済みです』

　淡たん々たんとシンが応じ、同調の向こうで息を吞のむ気配がする。

『早い。……流石さすがですね、アンダーテイカー』

　本気で感かん嘆たんしているらしいハンドラーに、当たり前だ、とライデンは胸中に呟つぶやく。シンやこの隊のプロセッサー達の持つパーソナルネームとは、歴戦を示す一種の称しよう号ごうだ。

　大多数のプロセッサーは、小隊名と数字を組み合わせた識別符号コールサインを作戦中使用する。それに当てはまらない名を使うのは、年間生存率○・一パーセント未満の戦場でその絶死の一年を生き延びた古参兵だけだ。死んでいった大多数にはなかった才能と素質、何よりそれを磨みがき上あげる悪運に恵めぐまれた、悪あく魔まか死神に気に入られた化物達。

　そういう連中は、今度はそれからもなかなか死なない。あっけないほど簡単に死んでいく幾いく千せんの仲間を後しり目めに、数えきれない死線をかいくぐって生せい還かんする。そんな古参兵に一いつ般ぱんのプロセッサーが奉たてまつった敬意と畏い怖ふの称しよう号ごうがパーソナルネームだ。自分達では達し得ない高みに達した彼らの英えい雄ゆうに、そして敵と仲間の死を積み上げて闘たたかい続つづける戦せん鬼きに対する、せめてもの。

　スピアヘッド戦隊のプロセッサーは全員がこの〝号持ち〟、それも戦歴四年から五年に及およぶ最古参ばかりだ。城の奥おくのお姫ひめ様の指揮など、無くても別に困らない。

　同時に少し、感心した。

　ポイント二○八は、現時点で〈レギオン〉の襲しゆう撃げきを検知した場合の最良の迎げい撃げき地点だ。着任からわずか一週間、ただ善良なだけのお嬢じようさんではないらしい。

　警告音。

　脚あし先さきの振しん動どうセンサに感。ホロウィンドウがポップアップし、ズームオン。

　前方、ビルの残ざん骸がいを左右に侍はべらせるメインストリートの緩ゆるやかな勾こう配ばいの、陽光を負う頂点にぽつりと黒こく影えい、次の瞬しゆん間かん稜りよう線せん全体が鉄色に染まる。

　来た。

　レーダースクリーンが、瞬またたく間まに敵性ユニットのブリップで埋うまる。

　機械仕じ掛かけの魔ま物ものの軍勢が、侵しん蝕しよくする影かげのように廃はい墟きよの灰色を塗ぬり潰つぶして歩み来る。

　互たがいに五〇から一〇〇メートルほどの間かん隔かくを置いた、整然たる隊たい伍ご。最軽量の斥候型アーマイゼでさえ一〇トンを超えるとはとても思えぬ、骨の擦すれるようなささやかな駆く動どう音おんとほぼ無音の足音が、数えきれないほど折り重なって葉は擦ずれのようにざあっ……と広がった。

　その、異様と威い容よう。

　三対の脚あしをせわしく動かし、胴どう体たい下部の複合センサユニットと肩かた上うえの七・六二ミリ対人機き銃じゆうを細かく左右に振ふりながら先頭を進む、人ひと喰くい魚うおのように鋭えい角かく的てきなフォルムの斥候型アーマイゼ。

　七六ミリ多連装対戦車ロケットランチャーを背負い、一対目の脚あし先さきに高周波ブレードの鋭えい利りな鈍にび色いろを煌きらめかせる、六足の鮫さめじみた獰どう猛もうな姿の近接猟兵型グラウヴォルフ。

　五〇トン級の戦車の車体に一ひと抱かかえもある八はち脚きやくの節足を生やし、威い圧あつ的てきな一二〇ミリ滑かつ腔こう砲ほうで傲ごう然ぜんと進行方向を見み据すえる戦車型レーヴェ。
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　上空に展開する阻電攪乱型アインタークスフリーゲの大群が陽光を遮さえぎって曇くもりの暗さが辺りを包み、〈レギオン〉の血であり神しん経けい網もうである流体マイクロマシンの代謝された残ざん骸がいが銀の鱗りん粉ぷんか粉雪のように降る。

　斥候型アーマイゼの偵てい察さつ隊たいがキルゾーンの内に踏ふみ込こむ。埋まい伏ふくした第一小隊の前にさしかかり、気づかずに過ぎる。本隊を先導しながら各隊の前も行き過ぎ、最さい後こう尾びの戦車型レーヴェが今、包囲の中に──

　達した。檻おりに入った。

『撃うて』

　シンの号令と同時、あらかじめ担当の箇か所しよに照準を定めていた全機がトリガを引いた。

　初しよ撃げきは先頭集団に第四小隊が一いつ斉せい射しや、ついで最後尾に第一小隊が背後から砲ほう撃げき。脆ぜい弱じやくな斥候型アーマイゼと装そう甲こうの薄うすい後部を撃うち抜ぬかれた戦車型レーヴェが頽くずおれ、即そく座ざに戦せん闘とう態勢を取った〈レギオン〉の隊列に、残りの全機が放った砲ほう弾だんが突つき刺ささる。

　炸さく裂れつ。轟ごう音おん。引きちぎられた金きん属ぞく片へんとマイクロマシンの銀色の血が黒炎を背景に飛散する。

　同時に二一機の〈ジャガーノート〉が射しや撃げき位置を離り脱だつ。

　あるものは遮しや蔽へいから出て更さらに砲ほう撃げき、あるものは遮しや蔽へい物ぶつを辿たどって移動、先に射しや撃げきした僚りよう機きを狙ねらう〈レギオン〉に側面や後方から砲ほう撃げきを浴びせかける。その頃には最初の〈ジャガーノート〉は掩えん蔽ぺいに飛び込み、別の敵機の側面に回り込むべく移動を開始している。

〈ジャガーノート〉は、どうしようもない駄だ作さく機きだ。

　重じゆう機き関かん銃じゆう弾だんにもぶちぬかれる薄うすっぺらなアルミ合金装そう甲こうに、履り帯たい式しき戦車よりはマシという程度の機動性能、戦車型レーヴェとやりあうにはあまりに火力不足な貧ひん弱じやくな主しゆ砲ほう。

　華きや奢しやな四本足は歩行制せい御ぎよプログラム開発の時間か技術が足りなかったか（多た脚きやくの歩行制せい御ぎよは脚あしの数に比例して複雑性が増す）、ともあれそのせいで機体重量の割に接地圧が高く、東部戦線に多い湿しつ地ち帯たいのような軟なん弱じやく地じ盤ばんでは足を取られる。シネマやアニメの戦せん闘とうロボットのように、跳とんだり跳はねたり目の回るような高速で駆かけまわったり、あまつさえ飛んだりなど夢のまた夢。思わず笑い出したくなるほどの走る棺かん桶おけ具合なのである。

　そういう脆ぜい弱じやくな〈ジャガーノート〉は、小しよう火か器き装備の斥候型アーマイゼはともかく近接猟兵型グラウヴォルフや戦車型レーヴェとは正面からやり合っても勝てない。複数機で連れん携けいし、低い機動力を地形や遮しや蔽へいでカバーしながら、装そう甲こうの薄うすい側面や後方に回り込んで狙ねらうのが常道だ。この地で散ったエイティシックスの先せん達だつが夥おびただしい犠ぎ牲せいを払はらいながら編み出し、受うけ継つぎ、磨みがき上あげてまた後進たちに引ひき継ついで、そうやって七年に渡わたり伝えられてきた戦術だ。

　それを元に数年を戦たたかい抜ぬいたスピアヘッド戦隊のプロセッサー達は、だから誰だれよりもこの戦い方に慣れている。基本的には連れん携けいを組む小隊内で指示も連れん絡らくも不要、互たがいが互たがいの意志を齟そ齬ご一つなく汲くみとった協調を以もつて作戦行動を行える。

　それに。

　ふ、と知らず、獰どう猛もうな笑みが口の端はを掠かすめた。

　こっちには、〝死神〟の加護がある。







　崩ほう落らくした建築物と瓦が礫れきの陰かげの薄うす闇やみを、首のない骸がい骨こつのパーソナルマークを負う〈ジャガーノート〉──〈アンダーテイカー〉が駆かける。

　敵機の射線には寸すん毫ごうも身を晒さらさず、けれど己の照準からは決して逃にがすことはない。斥候型アーマイゼを、近接猟兵型グラウヴォルフを、時には戦車型レーヴェさえ巧たくみに死角に回り込んで仕留め、僚りよう機きの砲ほう撃げき域いきに釣つり出だして殲せん滅めつさせる。

　敵部隊の連れん携けいを搔かき乱みだすため、あえて単機で突とつ出しゆつし敵てき陣じん深く斬きり込こむのが、先頭で敵と渡わたり合あう前衛ポイントマンの中でも近きん距きよ離り戦せん闘とうに特化したシンの役目であり、同時に最も得意とする戦い方だ。

　一時も消えることのない接近警報の赤色光が映り込む血赤の双そう眸ぼうは、敵性ユニットのブリップで埋うめ尽つくされたレーダースクリーンなど最も早はや見てもいない。異名そのまま、戦死者の順を定める死神の冷れい徹てつで屠ほふるべき敵機を選定する冷えた眼まな差ざしが、ふと、微かすかな慨がい嘆たんに揺ゆらぐ。

　また、自分からは出てこない、か。

　無意味な思考は束つかの間ま、自らが引いたトリガのもたらす爆ばく炎えんに吞のまれて消える。次の敵機に視線と意識は移り、射しや撃げきの合間に市中に散らばった僚りよう機きに最も効率の良い殺さつ戮りくの指示を飛ばす。

「──第三小隊。交戦中の小隊を誘ゆう引いんして南西に後退。第五小隊は現在地で待機。射しや撃げきゾーンに敵小隊が進入したら斉せい射しやで仕留めろ」

『ダイヤブラックドッグ了解。……アンジュスノウウィッチ、今のうちにリロードしとけよ』

『セオラフィングフォックスも同じく。こっちを撃うたないでよブラックドッグ！』

「ハルトファルケ。方位二七〇、距きよ離り四〇〇。ビルを超えてくるぞ、顔を出したところを叩たたけ」

『りょーかい。キノファーヴニル、手伝って』

　遠く、連続する砲ほう声せいが廃はい墟きよの瓦が礫れきを震ふるわせる。

　ビルの壁へき面めんを垂直に駆かけ登のぼる驚きよう異い的てきな機動で上方からの奇き襲しゆうをかけるはずだった近接猟兵型グラウヴォルフの群が、飛び降りた瞬しゆん間かんに機き関かん砲ほうの掃そう射しやを喰くらって空中でずたずたに引ひき裂さかれる。

　次の標的を定めようと視線を巡めぐらせかけ、それの動きに気づいてシンはちらと視線を向ける。

「全機攻こう撃げき中止。散開」

　突とつ然ぜんの指示に、しかし全機が即そく応おうした。どうした、などという間ま抜ぬけなことは誰だれも問わない。前線が苦戦していれば〈レギオン〉が投入してくる、敵兵種はあと一つ──。

　ぃぃぃいいいいん、と、接近する甲かん高だかい轟ごう音おん。

　戦場のそこかしこに遥はるか彼方かなたから飛来した砲ほう弾だんが突つき刺ささり、炸さく裂れつ。灼やけた黒土が泡あわが膨ふくらむように吹き上がる。

　後方に展開された一五五ミリ自じ走そう砲ほう型がた〈レギオン〉、長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの砲ほう支し援えんだ。

　支し援えんコンピュータが弾だん道どうを逆算、発射位置を東北東三〇キロ付近と特定するが、そんな遠えん距きよ離りを攻こう撃げきできる兵装がこちらにない以上無む駄だな情報。長ちよう距きよ離り砲ほう撃げきには不可欠な、弾だん着ちやく確認の前進観測機の潜せん伏ぷく位置を、地形と敵機の展開状じよう況きようから推定し──。

『ハンドラー・ワンより戦隊各位。前進観測機の推定位置を送信します。候補は三か所、確認と制圧を』

　ちらっとシンは目を上げた。デジタルマップ上に三つの光点が灯ともるのを一いち瞥べつし、把は握あくしている敵機の位置と照らし合わせて、後方のビル群に潜ひそむ狙撃手マークスマンのクレナに標的を指示する。

「クレナガンスリンガー。方位〇三〇、距きよ離り一二〇〇のビル屋上に四機」

『了解。任せて』

「ハンドラー・ワン。指向レーザーによるデータ伝送は、こちらの位置が特定される恐おそれがあります。作戦中の指示は口頭のみにしてください」

『っ……すみません』

「次の観測機が出てきます。引き続き位置の特定をお願いします」

　ぱっ、と嬉うれしそうな笑みの気配が知覚同調パラレイドの向こうで湧わいた。

『はい！』

　声を弾はずませるハンドラーの少女にかすかに眉まゆを顰ひそめ、──点灯した接近警報と響ひびき渡わたる叫きよう喚かんに、シンは意識を戦場に戻もどす。







　自軍の損害もお構いなしに──真実無人機同士だからできる戦術だ──撃うち込こまれる砲ほう弾だんの嵐あらしが耳を聾ろうする戦場を、ライデンは次の獲え物ものを探して駆かけ回まわる。

　飛び交う火線は、まだ敵機のそれの方が遥はるかに多い。ばら撒まかれる重じゆう機き関かん銃じゆう弾だんの一発が致ち命めい傷しよう、戦せん車しや砲ほうなど喰くらえばひとたまりもなく木こつ端ぱ微み塵じんだ。

　遮しや蔽へい物ぶつを伝って移動した廃はい墟きよの陰かげに、先客がいた。〈アンダーテイカー〉。弾だん薬やくを撃うちきったらしく、〈スカベンジャー〉──やはりというか、ファイドだった──から補ほ充じゆうを受けている。

「ちっと多いな」

『カモ撃うちなんだろ。楽しめばいい』

　セオとのやりとりを聞いていたらしい。皮肉を言ってきやがる。

『……確かに思ったより戦車型レーヴェが多い。補給ついでに合流したかな』

　小雨が降ってきたから傘かさをさそうか、程度の声こわ音ねだった。というか、シンが動どう揺ようしたところなどライデンは見たこともない。多分死ぬ時も、死んでさえもこいつはこのままなのだろう。

『遮しや蔽へいが限られる分厄やつ介かいだ。そのうちこちらの移動パターンも解かい析せきされる。その前に削けずっておいた方がいいだろうな』

　ファイドのクレーンアームが弾だん倉そうコンテナ全てを交こう換かんし、補ほ充じゆう完了。〈アンダーテイカー〉が立ち上がる。

『戦車型レーヴェは受け持つ。その他の相手と、援えん護ごの指揮は任せた』

「了解だ、アンダーテイカー。……またアルドレヒトのジジイにどやされるな」

　微かすかに笑う気配。〈アンダーテイカー〉が廃はい墟きよから飛び出す。

〈ジャガーノート〉の最大速度で遮しや蔽へい間かんを巧たくみに伝い、戦車型レーヴェの四機小隊に接近。無む謀ぼうなどという言葉では到とう底てい足りない、傍はた目めには自殺行こう為いそのものの特とつ攻こうに、ハンドラーの少女が悲鳴のような声をあげる。

『アンダーテイカー！　一体何を……!?』

　戦車型レーヴェの一いち輌りようが砲ほう塔とうの向きを変え、砲ほう撃げき。寸前で〈アンダーテイカー〉は機体を軽く横に振ふって回かい避ひに成功する。更さらに砲ほう撃げき。また外す。

　砲ほう撃げき。砲ほう撃げき。砲ほう撃げき。砲ほう撃げき──人間も兵器も等しく灰かい燼じんに変える一二〇ミリ砲ほう弾だんの連れん撃げきを、〈アンダーテイカー〉はことごとく回かい避ひして前進する。砲ほう身しんの向きを見て間に合う機動ではない。経験で培つちかった勘かんだけが頼たよりの、首のない白骨が這はいずる様によく似た悪夢のようなマニューバ。

　業ごうを煮にやしたように、戦車型レーヴェが機体ごと向きなおる。爆ばく発はつじみた速度で跳とびだし、それ自体凶きよう器きのような八はち脚きやくで地面を蹴けりつけて猛もう進しん、接近する敵機を真まっ向こうから迎むかえ撃うつ。

　鋼はがねの総身の仮か借しやくない重量を驀ばく進しんさせながら足音は皆かい無む、静止状態から一いつ瞬しゆんで最高速度に達し、瞬またたく間まに〈アンダーテイカー〉の眼前に迫せまる。強力なショックアブソーバーと高性能のリニアアクチュエータがもたらす、理り不ふ尽じんなまでの運動性能。

　八はち脚きやくを溜ため、跳ちよう躍やくした。踏ふみつぶす気だ。今──

　瞬しゆん間かん、〈アンダーテイカー〉が跳とんだ。

　戦車型レーヴェの突とつ撃げきを横よこっ跳とびに回かい避ひし、空中で向きを変えると着地と同時に再さい跳ちよう躍やく。戦車型レーヴェに取り付くや脚きやく部ぶ関節を足場に瞬またたく間まに砲ほう塔とう上面に駆かけ登のぼり、前まえ脚あしを広げた極きよく端たんな前ぜん傾けい姿勢でガンマウントアームの主しゆ砲ほうを鋼はがね色いろの装そう甲こうに突つき付つける。

　見えている中では最も装そう甲こうの薄うすい、砲ほう塔とう後部上面に。

　撃げき発はつ。

　信管の最低起爆距離設定ミニマムレンジを消キ去ルした高速徹てつ甲こう榴りゆう弾だんが装そう甲こうを貫かん通つう、秒速八〇〇〇メートルにも及およぶ高性能爆ばく薬やくの破は壊かい的てきな爆ばく轟ごうを機体内部に撒まき散ちらす。

　黒こく煙えんを噴ふいて頽くずおれる戦車型レーヴェから飛び降りた時には、〈アンダーテイカー〉は二機目の戦車型レーヴェに狙ねらいを定めている。弾だん幕まくを小刻みに左右に跳ちよう躍やくすることでかいくぐって近接し、脚きやく部ぶに斬ざん撃げき──格かく闘とうアームの選せん択たく兵装だがシン以外に装備している奴やつを見たことのない、強力だが非常に間合の狭せまい高周波ブレードの一いつ閃せん。

　傾かたむいた二機目の上面に砲ほう撃げきを喰くらわせ、沈ちん黙もくしたそいつを盾たてに三機目の砲ほう撃げきを防ぐ。爆ばく炎えんが戦車型レーヴェの貧ひん弱じやくなセンサを塗ぬり潰つぶした隙すきに手近の高こう架かにワイヤーアンカーを撃うちこんで高速上じよう昇しよう、敵機を見失って砲ほう口こうを彷徨さまよわせる三機目の砲ほう塔とうに飛び降りて零ゼロ距きよ離り射しや撃げきを叩たたきこむ。

『っ……』

　ハンドラーが絶句しているのが、同調の向こうに感じ取れた。

　このアルミの棺かん桶おけの開発者が見れば腰こしを抜ぬかすか泡あわ吹いて失神するだろう、神かみ業わざそのものの機動にライデンは目を細める。

〈ジャガーノート〉は本来、こんな戦せん闘とうを行う想定で作られていない。火力も装そう甲こうも機動力も足りないまま突とつ貫かん作業で作られた、撃うてればいいだけの自殺兵器だ。たった一機で戦車型レーヴェを、それも続けざまに何機も撃げき破はしていくなどありえない。

　無論、代だい償しようも大きい。

　ただでさえ脆ぜい弱じやくな〈ジャガーノート〉の足回りは限界以上の負ふ荷かを強いられて戦せん闘とうが終わるころにはがたがたに壊こわれてしまうし、主力である戦車型レーヴェを護まもろうとする他の〈レギオン〉の集中攻こう撃げきの的にもなる。その分ライデン達が戦車型レーヴェ以外を撃げき破はするのも楽になるから結果的に早く戦せん闘とうも終わるとはいえ、正直、何だってシンがまだ戦死してないのかは不思議で仕方ない。死なないどころかもう五年も、こんなやり方で生き残っている化物なわけなのだが。

　もったいねぇ、といつも思う。

　三年、共に戦った。三年間ライデンはシンの副長で、つまりは三年ずっと二番手だった。同じ〝号持ち〟のライデンにも同じ真ま似ねはできない。比ひ肩けんできたことなど一度だってない──あの首のない死神こそは、掛かけ値ねなしの戦せん闘とうの天才だ。ただ生き残る悪運に恵めぐまれただけではない、しかるべき時間と装備を費ついやせばあるいはこの戦場から全ての〈レギオン〉を駆く逐ちくする要かなめとなったかもしれない、そういう、不ふ世せい出しゆつの英えい雄ゆうの器量だ。

　ただ、シンは生まれるべき戦いくさの時代をとことん間ま違ちがえた。遥はるか昔の騎き士しの時代なら後世に語かたり継つがれる武ぶ勲くん詩しの主人公ともなったろうし、最後に人間同士が殺し合った大戦の頃なら、英えい雄ゆうとして輝かがやかしい名を永遠に戦史に刻んだろう。

　この馬ば鹿かげた戦場では、そんなものは望むべくもない。

　人の尊厳も権利もなく、死んで入る墓もなければ刻む名前も名めい誉よもない、使い捨ての兵器として死ぬまで使つかい潰つぶされた果てに、戦場の片かた隅すみで人知れず散るのが彼らのさだめ。この戦場に果てた幾いく百ひやく万まんの同どう胞ほうと同様に、朽くちて還かえる己の白骨の他に遺すものなど何もなく。

　阻電攪乱型アインタークスフリーゲの霧きりが晴れて陽光が戻もどる。生き残った〈レギオン〉が、長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの支し援えんを受けつつ撤てつ退たいを始めた。冷れい徹てつな自動兵器達は仲間がどれだけ壊こわされようと復ふく讐しゆうには逸はやらない。損害数が一定に達し、目標を達し得ないと判断すればあっさりと矛ほこを収めて退くだけだ。

　傾かたむいた太陽の光線が、戦車型レーヴェの残ざん骸がいの中に立つ〈アンダーテイカー〉の輪りん郭かくに散っている。

　振ふりかざした古刀の切先に閃ひらめく月光のような、それはうつくしさだった。







　夜や襲しゆうや夜間出しゆつ撃げき任務が無ければ、夕食の後片づけから就しゆう寝しんまでの数時間は自由時間だ。

　後片付けの終わった厨ちゆう房ぼうで全員分のコーヒーを淹いれてアンジュが戻もどると、基地の全員が集まったままの格納庫前の広場は射的大会で大いに盛り上がっていた。

「ほい、クマ王様に一発ウサギ騎き士し二発。ハルト君の合計点数は七点であります！」

「あちゃー、二発外したか。やっぱりハンドガンっていまいち苦手なんだよなー」

「おーっと、ファイドから突とつ然ぜんの挑ちよう戦せんです！　横に置く！　対するキノ選手の実力や如い何かに！」

「マジかよ……だー！　全っ然駄だ目めじゃねえか！　次！　次の奴やつ早く！」

「私か。えーと、……カイエ・タニヤ、推おして参る！」

「ハイ二てーん」

「うおっ、五発全部命中。流石さすがだなライデン」

「へっ、わけねえよこんなん」

「きゃー生意気言いやがって。クレナ行け！　本物の神かみ業わざってやつを見せてやれ！」

「おっけー見ててよ！　ファイド、それ並べないで投げて！」

「「「うおぉぉおすげぇえええええ！」」」

「……って、なんか今日はファイドがサドいぞ。タワー型とかまた難易度上げてきた」

「シンー、お前の番」

「ん」

「……うわぁぁああ一発クリアかよ相変わらずかっわいくねえ……」

　今日の調理で出た大量の空あき缶かんを的にして、それぞれ携けい行こうの拳けん銃じゆうを用いて。点数代わりの可愛かわいい動物のイラストをマジックでセオがさらさら書きつけ、各人の射しや撃げきの合間に撃うち落おとされた缶かんを拾ってはファイドがタワーやらピラミッドやらに並べ直している。

　騒そう々ぞうしいその様子に、アンジュはくすりと微笑ほほえむ。

　豪ごう勢せいな夕食だった。捌さばいて豪ごう快かいに炙あぶり焼やいた猪いのしし肉にくに森で馬ば鹿かみたいに採れるスグリのソース、裏の畑の野菜サラダと缶かん詰づめのミルクとキノコのクリームスープ。食堂で食べる料理じゃないよなとテーブルを外に持ち出して、当番だけでは手が足りずに結局基地要員総がかりで調理して。

　楽しかった。それは皆みなも一いつ緒しよだったと、こうして目の当たりにしてそれがとても嬉うれしい。

　自分が撃うち倒たおした空あき缶かんががらがら崩くずれるのは見もせず、喧けん騒そうから少し離はなれて一人書物のページを繰くっているシンの前に、コーヒーのマグカップを置いた。

「お疲つかれさま」

　ちらりと視線が返るのが返事の代わりだ。気づいて寄ってきたダイヤにコーヒー満まん載さいのトレイを預けて、アンジュは向かいの椅い子すを引いて座る。

　黙もく々もくと読み進めている分厚い書物に、目を留とめて問うた。隊舎で飼っている白しろ靴くつ下したの黒い仔こ猫ねこが、ページにじゃれようと奮ふん闘とうしているのが妙みように微笑ほほえましい。

「面白い？」

「別に」

　言ってから、自分でもあんまりな答えだと思ったのだろう。少し考える間をおいて続けた。

「他のことを考えてる間は、意識しないでいられるから」

「……そう、」

　淡あわく苦笑して、もう一度アンジュは言った。それだけは彼女達でも、代わってやることも分かち合うこともできないから。

「お疲つかれさま。いつも」

　じん、とレイドデバイスが熱を帯びた。

『戦隊各位。今、よろしいですか？』

　ハンドラーの少女の声が響ひびく。着任から一週間、初日から欠かさず繰くり返かえされている夕食後のひとときの交流の時間だ。

「問題ありません、ハンドラー・ワン。今日はお疲つかれさまでした」

　代表してシンが応じる。器用なことに目線は本に落としたまま、ページを繰くろうとするのをぺちっと仔こ猫ねこに邪じや魔まされて本を持ち上げていなす。

　盛り上がっていた隊員達が、そそくさと拳けん銃じゆうから初しよ弾だんを抜ぬいてホルスターに戻もどした。反乱防止のため、エイティシックスが小しよう火か器きを持つのは禁じられているのだ。別に検査もされないので、どの戦隊も放ほう棄きされた近在の軍施し設せつから持ち出して使っているが。

『ええ、貴方あなた達もお疲つかれさまです、アンダーテイカー。……何か、ゲームでもしていましたか？　邪じや魔まをしてしまったならすみません、続けてください』

「ただの時間潰つぶしです。お気になさる必要はありません」

　話したくなければ、同調は切ってもらって構わない。初日にそう言われているのをいいことに早さつ速そく同調を切った仲間達が図太く投げナイフ大会を始めるのを見ながらシンは言う。ライデンやセオ、カイエといった何人かは丁度来たコーヒーを楽しむ気になったのか、それぞれマグカップを手に手近の椅い子すやテーブルに腰こしを下ろした。

『そうですか？　何だかとても、楽しそうですよ。……ところで』

　ふと、ハンドラーは居ずまいを正したようだった。まっすぐに向けられる、生き真ま面じ目めそうな眼差しの気配。

『アンダーテイカー。今日は少し、お小言があります』

　上官の叱しつ責せきというより優等生の学級委員長の注意といった口調の言葉に、シンは気にせずコーヒーに口をつけた。壁かべの向こうのハンドラーの言うことなど、一々真まに受けても仕方ない。

「なんでしょうか」

『哨しよう戒かいと戦せん闘とうの報告書。伝送ミスじゃなかったんですね。……読もうとしたら全部同じでした』

　シンはわずかに目を上げた。

「まさか、全て目を通したのですか？」

『あなたがスピアヘッド戦隊に配属されてからのものは』

「……お前、まだあれやってたのか」

　呆あきれを隠かくしもせずにライデンが言うのはとりあえず無視する。

「前線の様子など、そちらが知ってどうするのですか。無む駄だなことをしますね」

『〈レギオン〉の戦術や編成傾けい向こうの分ぶん析せきは、わたしたちハンドラーの職務の一つです』

　つんと言ってから、ハンドラーは少し語調を和やわらげた。

『読まれないから送らなかったのだということはわかりますし、それはこちらが悪いのですから怒おこりませんが、これからはきちんと作成してください。わたしは読みますから』

　面めん倒どうな。

　思ってシンは口を開く。

「読み書きは苦手なんです」

「お前さんほんといい根性してんのな」

　ダイヤがぼそっと呟つぶやいたのはやっぱり無視して、分厚い哲てつ学がく書しよのページをめくる。

　もちろんハンドラーはこの場にいないからそんなことは分からない。幼少期に強制収容所に入れられた今のプロセッサーは、まともに初等教育も受けていないことに思い至ったのか、気まずげに口ごもる。

『あ……ごめんなさい。でも、それなら尚なお更さら、訓練だと思って書いてみてください。いつか必ず、役に立ちますから』

「どうだか」

『……』

　ハンドラーはあからさまにしょげかえった。別に字くらい読めるけどね、とばかりに鼻を鳴らしたセオがナイフを的に投げて、可愛かわいらしい子ブタのお姫ひめ様が台の下に転げ落ちる。

　マグカップを両手で包んで持って、カイエが小首を傾かしげる。

「いや、役には立ってるだろう、アンダーテイカー。何しろ趣しゆ味みは読書なわけだし……今だって、それは哲てつ学がく書しよか？　随ずい分ぶん小難しそうじゃないか」

　同調の向こうで、何やらものすさまじい沈ちん黙もくが降りた。

　ハンドラーが言う。これまでどおり柔やわらかな響ひびきの、おそらく微び笑しようさえ浮うかべているだろうに、何な故ぜか異様な迫はく力りよくを帯びた声で。

『アンダーテイカー？』

「……………………わかりました」

『これまでのものも送ってくださいね？　戦せん闘とう報告書も。全部』

「……ミッションレコーダーのデータファイルでいいですか」

『駄だ目めです。書いてください』

　ついシンは舌打ちし、おずおずと様子を窺うかがっていたカイエがびくっとポニーテールを揺ゆらした。ぱちんと両手を合わせて勢いよく頭を下げるのに、お前にじゃないと片手を振ふる。

　まったく……、とため息をついて、ふとハンドラーはそもそもの未送信の原因を思い出したらしい。腹立ちを収めた、ひたすらに真しん摯しな声こわ音ねで続ける。

『分ぶん析せきができれば、対策が取れます。精せい鋭えいの貴方あなたがたの戦せん闘とう記録なら尚なお更さらに。全戦線の損そん耗もう率りつが下げられますし、それは貴方あなたがたにもそうなのですから、どうか協力してください』

「……」

　シンは応えず、ハンドラーの少女はもの哀がなしげに沈ちん黙もくする。プロセッサーがハンドラーを信用しない原因が、全てハンドラー側にあることを自覚しているのだろう。

　それから気き詰づまりな雰ふん囲い気きを打開しようと思ったか、務めて明るい声を出した。

『そういえば、文書の日付が随ずい分ぶん前のものでしたが、どなたかから引ひき継ついだのですか？　それとも、もしかしてその頃から？』

「あァ。こいつのこれは最初っからだぜ、ハンドラー・ワン。俺おれが会う前からずっとやってる」

　からかう口調に、ライデンが乗ってやった。ハンドラーがきょとんと瞬まばたく気配。

『ヴェアヴォルフは、アンダーテイカーとは以前からのお知り合いなのですか？』

　カイエが肩かたをすくめる。

「というか大半がそうかな。例えばダイヤブラックドッグとアンジュスノウウィッチは入隊以来同じ隊だし、私はハルトファルケと一年一いつ緒しよだ。セオラフィングフォックスとクレナガンスリンガーは一昨年からシンアンダーテイカーとライデンヴェアヴォルフの隊にいて、……たしか二人も、会ってからは二年くらいになるんだったか？」

「三年だ」

　ライデンが答え、ハンドラーがひととき沈ちん黙もくした。

『……従軍してもう、どれくらいになるのですか……？』

「みんな四年目、というところかな。ああ、アンダーテイカーは一番長くて、今年五年目だ」

　ハンドラーの声が弾はずむ。

『では、アンダーテイカーは任期満了まであと少しですね。……退役したら、何かやりたいことはありますか？　行きたいところや、見たいものとか』

　全員の視線がシンに集まった。やはり本から目も上げないまま、身も蓋ふたもなくシンは答える。

「さあ。考えたこともありませんね」

『そう、ですか……。……でも、今から考えておいてもいいかと思いますよ。何か思いつくかもしれませんし、きっと、楽しいと思います』

　ふっとシンは微かすかに笑った。うとうとしていた仔こ猫ねこが、ぴょこんと両耳を立てて振ふり仰あおいだ。

「そうかもしれませんね」














第三章　夜よ闇やみの冥めい府ふのほとりにおけるご立派な君の









　レーナがスピアヘッド戦隊のハンドラーに着任して、半月が経った。

　その日の出しゆつ撃げきも戦死者はいなくて、レーナはくつろいだ気分ですっかり日課となったプロセッサー達との知覚同調パラレイドを起動する。夕食の後の、夜の自室。

　この半月、出しゆつ撃げき回数は他隊よりずっと多いにも関わらず、スピアヘッド戦隊のプロセッサーに戦死者は出ていない。ベテラン揃ぞろいの精せい鋭えい部隊、というのは本当なのだろう。

「戦隊各位。今日もお疲つかれさまでした」

　まず聞こえるごく微かすかな、遠い雑ざつ踏とうのような雑音。プロセッサー達が応じてくれれば、その声にもかき消されてしまう程度の、おそらくは格納庫の騒そう音おんか他の戦区の夜戦の音。

『お疲つかれさまです、ハンドラー・ワン』

　最初に応じてくれるのはいつもアンダーテイカーだ。結局〝死神〟などという異名の片へん鱗りんさえも感じられたことのない、常に沈ちん着ちやくで静せい穏おんな声。

　他にも何人かの気配が同調先にあって、そのうちの数名が続けて挨あい拶さつをくれる。

　言こと葉ば遣づかいはよくないけれど隊の良き兄貴分といった、戦隊副長ヴェアヴォルフ。

　他愛ない話にも一番応じてくれる、律りち儀ぎで実直なキルシュブリューテ。

　剽ひよう軽きんなムードメーカーのブラックドッグ。

　やわらかな声こわ音ねをした、たおやかなスノウウィッチ。

　少女じみた優やさしい声の割に言うことは結構辛しん辣らつなラフィングフォックス。

　アンダーテイカーは最初の印象通り寡か黙もくな性た質ちのようで事務連れん絡らく以外ではあまり話さないが、どうやら毎晩同調に応じてくれる全員が彼の周りにいるらしい。同調していない隊員も同じ場所に何人かいるようで、慕したわれているのだろう。

「アンダーテイカー。まずは先日、要求の出ていた補ほ充じゆう物資の納入日についてなのですが……」







　ハンドラーとシンの事務的なやりとりを聞きながら、ライデンは拾ってきたクロスワードパズル誌に暇ひまな夜の時間を潰つぶす。

　ぼろいバラックの隊舎の、シンの部屋。周りでは同じくこの部屋をたまり場にしている数人がそれぞれ好き勝手に過ごしている。セオがスケッチに没ぼつ頭とうし、ハルトとカイエとクレナはカードゲームに興じていて、無む闇やみに凝こった模様のレースを編むアンジュと壊こわれたラジオの修理に勤いそしむダイヤ。食堂と別の部屋でもそこをたまり場にしている連中がいて、馬ば鹿か騒さわぎの声が遠くする。

　戦隊長であるシンは報告書作成を含ふくめ幾いくらかの書類仕事があって、執しつ務む室しつを兼かねて隊舎の中では一番広い個室を使っている。そこにライデンが隊のあれこれの相談にいき、二人にちょっかいをかけに仲間達が顔をのぞかせて、そのうちたまり場の一つにされてしまった形だ。

　部屋の主であるシン本人は読書のスペースが確保できれば他のことはどうでもいいらしく、猫ねこを構っていようがチェスの果てにぎゃーぎゃー口くち喧げん嘩かが勃ぼつ発ぱつしようが目の前で腹はら踊おどりをしていようが（以前本当にクジョーとダイヤがやってみた）全く無む頓とん着ちやくだ。今もハンドラーとの会話は片手間に、定位置である部屋の隅すみの古びたパイプベッドで枕まくらをクッション代わりに寄りかかって、どこぞの図書館から持ち出した古い小説を黙もく々もくと読み進めている。胸むな元もとにはこれも毎晩の定位置の、ちんまり寝ねそべる白しろ靴くつ下したの黒い仔こ猫ねこ。

　まったく平和なもんだ、と、マグカップのコーヒーに口をつけた。代々レシピが受うけ継つがれてきた、スピアヘッド戦隊伝統の代用コーヒーエアザッツ・カフェ。材料は隊舎裏で育てた蒲公英ダンデリオンだが、プラント合成の謎なぞの風味の黒い粉で淹いれた謎なぞの液体などより遥はるかに旨うまい。

　……ババアに飲ませてやったら、何て言うかな。

　厳格で堅かた物ぶつで贅ぜい沢たくなんか一切しなくて、ただ唯ゆい一いつコーヒーには目がなかったあの老ろう婆ば。

　八五区内の生産プラントでも、嗜し好こう品ひん類るいの再現性は収容所や基地の合成食料と大差ない。

　まるで泥どろ水みずねと毎朝嘆なげいていたあの老ろう婆ばは今もまだ、不ま味ずい合成品を嘆なげいているのだろうか。

　俺達のことをまだ、哀かなしんでくれているのだろうか。

　鈴すずを振ふるようなハンドラーの声をまるで遮さえぎるように、仔こ猫ねこが甲かん高だかい声でみゃー、と鳴く。







　会話の合間にみゃー、と高い声が聞こえて、レーナは瞬まばたく。

「猫ねこ……ですか？」

『あ、隊舎で飼ってんすよ』

　応じたのはブラックドッグだ。

『ちなみに拾ったのは俺おれっす。ここに配属されたばっかの頃に、戦せん車しや砲ほう喰くらって吹っ飛んだ家の前でみーみー鳴いてて。親とか兄弟はぺっちゃんこだったんすけどこいつだけ無事で』

『で、何な故ぜかアンダーテイカーに一番懐なついちゃったんだよね』

『全然じゃらしてもあげないし媚こび媚こびすりすりされてもおざなりに撫なでてるだけなのにねえ』

『懐なついてるっつうか、いいベッドだと思ってんじゃねえのか。今だってそうだろありゃ』

『ああ。読書中は動かないからな。ではブラックドッグには絶対馴なれないな、うるさいから』

『ひでえ！　てか理り不ふ尽じんだ！　改善を要求するぞー！　ブーブー！』

　じゃれあうプロセッサー達に、レーナはくすりと笑う。こうしていると、本当にごく普ふ通つうの同年代の少年少女達だ。この場にいないのが不思議なくらいに。

「名前はなんというのですか？」

　微笑ほほえましく問うと、同調している全員が答えた。ほとんど同時に。

『クロ』

『シロ』

『ニケ』

『チビ』

『キティ』

『レマルク』

『……だからその今読んでるのの著者名で呼ぶのいくらなんでも適当すぎるからやめてよっていうか、何読んでるんだよほんっと趣しゆ味み悪いなあ……』

　最後のラフィングフォックスだけ名前じゃなかった。

　ともあれレーナは混乱する。

「ええと……。たくさんいるんですか……？」

『話聞いてたの。一いつ匹ぴきだよ』

　いよいよ混乱する。見かねたブラックドッグが助け船を出してくれた。

『足の先っちょだけ白い黒くろ猫ねこなんすよ。だから呼び名も黒で白で二毛。そんで特に決まった名前とか付けてなくて、みんなそん時の気分で好きなよーにてきとーに呼ぶもんだから、最近そっち見て声かけりゃとりあえず寄ってくるようになってて』

　なるほど。

「……でも、どうしてそんなことを？」

『……あー。……そりゃあ、』

　少し言いい淀よどんで、答えようとして。

　不意にブラックドッグが同調を切った。







　突とつ然ぜんクレナが椅い子すを蹴け飛とばすように立ち上がって出て行って、近くにいたからダイヤが追った。椅い子すが倒たおれるけたたましい音がした。

『……？　あの、どうかしましたか？』

　ダイヤの同調は切れていて、クレナは元々同調していない。とりあえずシンは適当に繕つくろう。

「ああ。ネズミが出ただけです」

『ねずみっ!?』

「……適当すぎでしょ」

　ぼそっと呟つぶやいたセオの声はハンドラーには届かなかったらしい。

　ネズミが出るのですか……と、よっぽど苦手なのかこわごわと聞いてくる声に生返事を返しながら、シンはクレナの出て行った立てつけの悪い扉とびらを見やって目を眇すがめる。







　廊ろう下かの端はしでダイヤが追いついて、クレナは己の内圧を下げるように短く強く息を吐はく。

　なんでみんな、あんなのと。

　声を聞くだけで吐はき気けがする。むかむかして、居ても立ってもいられない。これまではこの夜のひとときはみんなと一いつ緒しよに過ごせる折せつ角かくの、居い心地ごこちのいい大切な時間だったのに。

「クレナ、」

「なんでみんな、あんな女と」

「今だけだって。そのうちお姫ひめさんの方から、繫つないでなんかこなくなるさ」

　常の剽ひよう軽きんさが噓うそのような醒さめた目で、ダイヤは肩かたをすくめる。これまでと同じだ。ハンドラーは誰だれも彼も、一度だってあの〝死神〟に耐たえられない。

　シンの異名の本当の由来を、あの少女はまだ知らない。たまたまそういう敵が傍そばにいなかっただけで、そんな幸運は長くは続かない。

　普ふ通つうの白い羊レギオンに紛まぎれる、厄やつ介かいな異い端たんの黒い羊ブラックシープ。

　そのつもりで名付けたはずのそれは、今では〈白羊〉より遥はるかに多い。

　更さらに厄やつ介かいな〈羊飼い〉さえも、また。

　きりっとクレナは歯を軋きしらせる。わかってる。わかっているけれど。

「シン、あんなのとっとと壊こわしちゃえばいいのに」

　ささくれ立った気分のまま、刺とげ々とげしい声が出た。

「白ブタなんかに気つかってやることないのに。同調率だって最低に設定してやって」

「それが普ふ通つうだからだろ。シンだって別に、好きで壊こわしてるわけじゃねえだろし」

　喧けん騒そうに支配される戦場で正しく意志疎そ通つうを図るために、知覚同調パラレイドの同調率はごく至近距きよ離り、発言者の声を拾う程度の低い数値に設定するのが一いつ般ぱん的てきだ。

　静かにダイヤが問う。非難ではなく、ただ気き遣づかわしげに。

「ていうかね。おまえそれシンに言える？　気に喰くわないからおまえのそれで壊こわしてくれって、あいつに言える？」

「……」

　クレナは唇くちびるを嚙かんだ。ダイヤは正しい。失言だった。

　シンは、隊のみんなは仲間で、家族だ。家族にそんな酷ひどいことは絶対に言えない。

　シンにはあれが日常だ。

　それなのに。

「ごめん。……でも、やっぱり許せない。あいつらはパパとママを殺した。ゴミみたいに射的の的にした」

　強制収容のための護送の夜だった。どこに当たるか、どこまでやれば死ぬかを賭かけの対象にして、白ア系ル種バの兵士どもは笑いながら両親を嬲なぶり殺ごろしにした。

　七つ年上だった姉は収容後すぐに戦場に連れていかれて、今では十五のクレナより一つ下だ。

　あの時クズどもを追おい払はらって、血まみれになりながら両親の手当てをして、結局救えずにクレナと姉に詫わびたのも、白ア系ル種バの、白セ銀レ種ナの軍人だったけれど。

「白ブタはみんなクズよ。……絶対に許さない」







　しばらくして二人は戻もどってきて、その時にはネズミの話から前線特有の景色やエピソードの話に二転三転し、最終的に昔カイエが見た流星雨の話題になっていた。

　視線を向けたライデンにダイヤは肩かたを一つすくめてラジオの修理に戻もどり、クレナはシンの傍かたわらで床に座って仔こ猫ねこを取り上げて構い始めた。本当は多分、仔こ猫ねこを構いたいわけではなくて。

　果たして、クレナ、と座り直してスペースを開けたシンが呼んでやると、案の定仔こ猫ねこを抱かかえて従った。自分では気のないつもりの顔をして、随ずい分ぶん距きよ離りをあけてベッドの端はしにちょこんと。

『──本当に？　キルシュブリューテ。本当にそんなにたくさんの星が？』

「数えきれないくらいだったよ。二年くらい前だったかな、見ている端はしから幾いくつもの星がぼろぼろ空を墜おちていくんだ。空一面、光が流れて──それは見物だったよ」

　キルシュブリューテ──カイエは、クレナが抜ぬけた場にカードを配りながら頷うなずく。

　その流星雨ならライデンも見た。ただし敵も味方も壊かい滅めつした戦場のど真ん中、隣となりにいたのはシン一人で、おまけに揃そろって〈ジャガーノート〉がエナジー切れで、はぐれてしまっていたファイドが探し出してくれるまで身動きが取れなかったという色気もなければ笑えない状じよう況きようでだ。

　光を持ち込む人間がいないから、戦場の夜は暗い。深黒の闇やみ、とはああいうのを言うのだろう。地上は一面闇やみに染まる中、天球を青白い焰ほのおの色の光があとからあとから流れて埋うめ尽つくし、押おしつぶされそうなほど荘そう厳ごんなくせに一切の音もないその光景は、世界が砕くだけた破は片へんが燃もえ尽つきながら零こぼれるような、この世の終わりの夜のような、そんな凄せい絶ぜつな美しさだった。

　最後に見るのがこれなら悪くねぇかもな、とか、しかもシン相手に口走ったのは一生の汚お点てんだ。鼻で笑いやがってあの馬ば鹿か。

「あんなものはもう、二度と見られないだろうな……。流星群自体は毎年見られるものらしいけど、流星雨となると何十年かおきで、しかもあそこまでの数となると百年に一度もないらしい。……ああ、これは前にいたクシジリョウースに聞いたんだけど」

『それは、残念ですね……。私も見てみたかったのですけれど』

「壁そのち中らでは見られなかったのか？」

『一晩中、街の明かりが消えないので。こちらでは星なんていつも見えないんです』

「ああ」

　カイエは微かすかに笑う。懐なつかしく。

「そういえば、そうだったかもしれないな……。こちらは夜は本当に真っ暗なんだ。人が少ないし場所も離はなれているし、寝ねる頃には灯火管制がかかる。だから、こちらは普ふ段だんも星がきれいだ。満天の星とはこういうことだろうな。それは間ま違ちがいなく、ここでの暮らしの良いところだ」

『……』

　言い切ったカイエに、ハンドラーは沈ちん黙もくした。予想だにしない答えだったのだろう。この世の地じ獄ごくにいるはずのプロセッサーの口から、良かった、とは。

　神しん妙みような声こわ音ねが問うてきた。

　意を決して聞いてみた、という声だった。罵ば倒とうも糾きゆう弾だんも、受け止める責任が自分にはあるというような。

『キルシュブリューテ。……わたし達を、恨うらんでいますか？』

　カイエはしばし言いい淀よどんだ。

「……それは、もちろん差別されるのは辛つらいし、悔くやしい。収容所での暮らしは辛つらかったし、戦うのはいつまでも怖こわいよ。だからそれを私達に押おしつけて、エイティシックスは人間じゃなくて家か畜ちくだから構わないとか言うような奴やつらのことは、やっぱり好きにはなれないな」

　何か言いかけた──おそらく謝罪か自責を──ハンドラーを遮さえぎるようにしてカイエは続ける。言わせるつもりは流石さすがになかった。

「けど、白ア系ル種バの全員が全員、悪人じゃないというのもわかっているんだ。……エイティシックスの全員が、必ずしも善人ばかりじゃなかったのと同じように」

『え……』

　カイエはふと、ほろ苦く口の端はを歪ゆがめた。

「私は極東黒種オリエンタだから。まあ、収容所でも以前の隊でも色々あったよ」

　自分だけではない。アンジュもそうだし、……何も語らないけれどおそらくシンもだ。迫はく害がい者しやの血を引く白ア系ル種バとの混血や、強制収容の口実となった帝てい国こく系けいの、それも貴種の血統はエイティシックス達の憤ふん懣まんの捌はけ口ぐちとなりやすかったし、共和国では極きよく端たんな少数派である東方・南方系の民族も特に理由もなく同様だった。

　エイティシックスとて無む垢くな被ひ害がい者しやばかりというわけではない。

　世界はいつも、より数が少なくて、弱い者に冷たい。

「ともかく、同じように白ア系ル種バにも良い人がいるのは、まあ私は見たことがないけど、仲間の何人かは知っているからわかっているんだ。だから、白ア系ル種バというだけで恨うらんだりしない」

『そうだったのですか……では、その方々にわたしは感謝しないといけませんね』

　カイエは少し、身を乗り出した。同調下でも、向き合って話しているような仕草はつい出る。

「私からも聞きたいな。どうしてそんなに、私達のことを気にするんだ？」

　ふと、焰ほのおのイメージが脳のう裏りに忍しのび込こんでシンは目を上げた。

　火事にも火あぶりにも覚えはないから、これはハンドラーの記き憶おくか。

『昔、貴方あなたがたと同じプロセッサーの方に、助けていただいたことがありまして……』







　レーナは思い出す。

『おれ達はこの国で生まれてこの国で育った、共和国市民だ』

『今は誰だれもそれを認めようとしないけれど、だからこそ、そのことをおれ達は証明しないといけない。国を護まもって戦うのは市民の義務で誇ほこりだ。だからおれ達は戦うんだ』

　助けてくれた、あの人の。その言葉に応えたいと思って、わたしは。







『自分は共和国の市民だと、証明するために戦うのだと仰おつしやっていました。その言葉に、わたし達は応えねばならないと考えます。戦えと求めておきながら見届けようとせず、あなた達を知ろうともしないのは、それに反する振ふる舞まいです。……赦ゆるされることではありません』

　それは酷ひどく綺き麗れいな言葉で、ライデンはわずかに目を眇すがめる。

　カイエは小首を傾かしげて聞いていて、聞き終えてからも考えながら、口を開いた。

「ハンドラー・ワン。貴女あなたは処女だな」

　──ぶっ!?

　ハンドラーがお茶か何かを噴ふくのが聞こえた。同調している全員が吹きだした。

　同調していないクレナとハルトがきょとんとするのにアンジュが説明して、二人も笑い出す。

　ハンドラーの少女はけほこほ咳せき込こんでいる。

　カイエはそれらの反応に目をしばたたかせてから青くなる。

「……あっ！　すまない間ま違ちがえた！　処女みたいだな、だ！」

　普ふ通つうそこは間ま違ちがわない。あとどっちでも大差ない。

　ダイヤとハルトは笑い死にしそうな勢いで机や壁かべをばんばん叩たたき（うるせえ！　と向こうの方からキノの怒ど鳴なり声ごえがした）、珍めずらしいことにシンまでくつくつと肩かたを震ふるわせて笑っている。

　カイエはひたすら慌あわてている。

「ええっと、つまりだな。世界はお花畑だと思っている女の子みたいというか、傷のついてない完かん璧ぺきな理想を抱いだいているというか、その、ともかく私が言いたかったのは」

　ハンドラーは明らかに真っ赤になって硬こう直ちよくしている。

「……貴女あなたは、悪い人じゃない。だから、忠告するのだけれど」

　なんとか気を落ち着けてカイエは言う。

「貴女あなたはその役目に向いていない。まして私達になど関わってはいけない。私達はそんな殊しゆ勝しような理由で戦ってなどいないし、だから貴女あなたが私達に関わる必要もない。……誰だれかと代わった方がいい。後こう悔かいする前に」




　悪い人じゃない、とカイエは言った。

　良い人だ、とは言わなかった。

　それが何な故ぜなのか、この時のレーナには、思い至ることができなかった。




　　　†




「ハンドラー・ワンより戦隊各位。レーダーに敵てき影えいを捕ほ捉そく」

　その日もスピアヘッド戦隊は全機が出しゆつ撃げきで、管制室のスクリーンを見み据すえてレーナは言う。

「敵主力は近接猟兵型グラウヴォルフ、戦車型レーヴェの混成部隊、並びに対シ戦ュ車テ砲ィ兵ー型アの随ずい伴はんが──」

『把は握あくしています、ハンドラー・ワン。ポイント四七八にて迎げい撃げき準備』

「あ……了解です、アンダーテイカー」

　敵の配置と対処する作戦を伝えようとして、中ちゆう途とで遮さえぎられてまごつきつつ追認する。

　ベテラン揃ぞろいのスピアヘッド戦隊はレーナの指揮などあまり必要としなくて、このところのレーナの主な仕事は彼らが十全にその戦せん闘とう能力を発揮できるよう支し援えんすることだ。敵情を分ぶん析せきしたり必要な補給を優先的に受けられるよう調整したり、資料庫に日参して担当戦域の詳しよう細さい情報を漁あさったり。

　最近は戦区後方の迎げい撃げき砲ほうの使用許可を求めて陳ちん情じようを繰くり返かえす日々だ。射程の長い迎げい撃げき砲ほうを使えれば、長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの砲ほう支し援えんを多少なりとも抑おさえられる。随ずい分ぶん戦せん闘とうが楽になるはずなのだが、使い捨ての迎げい撃げき砲ほうは一度撃うつと再設置の必要がある。エイティシックスなどのためにそんな手間をかけるのは嫌いやだと輸送部がごねているせいで許可は出ないままだ。それってもう錆さびてんじゃないの、とは、ついそのことを愚ぐ痴ちってしまった時のラフィングフォックスの弁。

『アンダーテイカー。ガンスリンガー、配置についたよ』

『ラフィングフォックスよりアンダーテイカー。第三小隊も同じく』

　着々と各小隊の配置が完了していく。〈レギオン〉の進路が見えているかのような、完かん璧ぺきなまでの伏ふく撃げきの布ふ陣じん。

　スピアヘッド戦隊のプロセッサー達は、〈レギオン〉の襲しゆう撃げきや進行方向をほとんど予知しているかのように動く。何か、彼らしか知らない予兆や判断基準があるのかもしれない。

　これが終わったら聞いてみよう、とレーナは思う。もし他の戦隊でも応用できれば、急きゆう襲しゆうで死ぬプロセッサーが減らせるかもしれない。貴重な情報が個々の現場での利用で完結して、集約されて蓄ちく積せきも周知もされないのもこの歪いびつな戦せん闘とうシステムの大きな欠点だ。

　それはともかく、昨晩ようやく見つけたばかりの第一戦区の戦域地図を見ながら言う。

「アンダーテイカー。ガンスリンガーの配置を、ガンスリンガーから三時方向距きよ離り五〇〇の位置に移してください。そこからだと隠かくれますが、高台があります。稜りよう線せん射しや撃げきになりますし、射界がより広くとれるはずです」

　一いつ瞬しゆん間まが空いて、アンダーテイカーが応じる。

『確認します。……ガンスリンガー、その位置からは見えるか？』

『待って、十秒ちょうだい。……うん、確かにある。移動するよ』

「主しゆ攻こうである第一小隊とはほぼ逆方向の位置取りになります。アンダーテイカーの基本戦術である攪かく乱らんからの各個撃げき破はに際し、戦せん闘とう序じよ盤ばんの本隊位置の欺ぎ瞞まんにも繫つながるかと」

　ヴェアヴォルフが嗤わらう。

『要するに囮おとりってわけか。お姫ひめ様みたいな声して、大したもんだ』

「……戦車型レーヴェ、対シ戦ュ車テ砲ィ兵ー型アは仰ぎよう角かくがとれません。高台にいるガンスリンガーを直接砲ほう撃げきはできませんし、砲ほう撃げき位置変へん更こう時にも周辺の地形が遮しや蔽へいになりますから……」

『勘かん違ちがいすんな。……悪くねえ案だ、そうだろ、ガンスリンガー』

『みんなの援たすけになるなら何だってするよ』

　はきと答えた少女の声が、うって変わってそっけなくレーナに向けられる。

『新しい地図でも見つけたの？　便利だね』

　レーナは苦笑した。このガンスリンガーという少女からは好かれていないようで、日常の同調はしてくれないし、たまに会話をするとあからさまにつっけんどんな態度を取られる。

　レーナの手元にある地図はかつて国軍が年月と労力をかけて作成した詳しよう細さい極きわまるものだが、戦時下の現在、肝かん心じんの防衛拠きよ点てんである前線基地には置かれていないのだという。代わりに使っているのは以前のスピアヘッド戦隊員が廃はい墟きよの何ど処こかから引っぺがしてきた地図で、それに代々書き足しをして運用しているのだとか。そのため迎げい撃げきしやすい地点や選ばれやすい進しん撃げきルートはある程度詳くわしいが、それ以外の地勢については現場の彼らも知らないことが多い。

「後で転送しましょうか？」

　戦せん闘とう中ちゆうに送るにはデータ容量が大きすぎるが、終わって落ち着いた時間ならいいだろう。

　揶や揄ゆの口調でヴェアヴォルフが言う。

『いいのかよ。敵性市民エイティシックスに軍事機密の地図なんざ渡わたして』

「かまいません。活用しないで、何のための情報ですか」

　言い切ると、ヴェアヴォルフは虚きよを突つかれたように黙だまった。へえ、と軽い感かん嘆たんを帯びた吐と息いき。

　そもそもレーナが段ボール箱の山から発はつ掘くつするまで所在も不明という未管理の資料なのだ。コピーはもちろん紛ふん失しつや盗とう難なんにあっても把は握あくできないこんな有あり様さまで、機密も何もない。

　九年前の戦争序じよ盤ばんで正規軍将兵は後方要員に至るまで戦せん闘とうに駆かり出だされて壊かい滅めつしてしまったため、資料も業務も正しく引ひき継つぎされておらず、そのまま所在不明となっている資料は多い。

　それを問題と捉とらえて然しかるべき、まっとうな職業軍人の誇ほこりも、また。

「それから、あなた達はエイティシックスなどではありません。少なくともわたしはそんな風に呼んだ覚えは、」

『へいへい。……っと。来るぞ』

　一気に緊きん迫ぱくが同調の向こうに満ちる。幾いく人にんかがどこか愉たのしそうですらあるのは古参兵の戦いくさ慣なれか、戦せん闘とうに際し大量に放出されているだろうアドレナリンの影えい響きようか。

　腹底に轟とどろく砲ほう声せいが、同調を通じて耳に響ひびく。







　戦せん闘とうはめまぐるしく、〈レギオン〉の赤いブリップを着々と削けずりながら推移する。

　スピアヘッド戦隊は戦域内の原生林を経由して第一小隊を迂う回かいさせ、火力は高いが機動力・防ぼう御ぎよ力りよくともに低い対シ戦ュ車テ砲ィ兵ー型アを先に殲せん滅めつ。ついで近接猟兵型グラウヴォルフと戦車型レーヴェの混成部隊を原生林内に引きずり込み、分断して各個撃げき破はを重ねていく。障害物の多い森の中では小回りの利かない戦車型レーヴェは機動力を活かせず、射界も大きく制限される。空間がないから〈レギオン〉は小規模の部隊で分散せざるをえず、圧あつ倒とう的てきなまでの数の利も活かせない。

　傍はた目めにはまるで手慣れた作業であるかのような、けれど実際にはそんなはずもない戦せん闘とう。今も撃うたれた砲ほう弾だんをきわどいタイミングで避さけて〈ジャガーノート〉の一機──〈キルシュブリューテ〉が木々の向こうに飛び込み、そのまま戦車型レーヴェの左側面を狙ねらうべく疾しつ走そうする。

　レーナはぞっとなる。戦車型レーヴェの位置取りがおかしい。他の敵機の位置からして、そいつはそこにいるはずがない。本来常に念頭に置いて然しかるべき、互たがいの援えん護ごがそこではできない。

　慌あわてて確認した、進行方向。戦域地図上は明記された、けれどおそらくキルシュブリューテは知らない、見た目には何かで埋うもれてしまっているそれ──。

「そっちは駄だ目めです、キルシュブリューテ！」

『え？』

　制止は、遅おそきに失し。

〈キルシュブリューテ〉を示すブリップが、レーダースクリーン上で不自然に止まった。







「っ……。なんだ、湿しつ原げん……!?」

　突とつ然ぜんがくりとつんのめっって止まった自機の中、くらつく頭を振ふってカイエは呻うめく。スクリーンの映像では自機の両りよう前まえ脚あしが半ばまで地面に埋うまってしまっていて、それは暗い原生林の中、小さな草地に見えていた湿しつ原げんだ。接地圧の高い〈ジャガーノート〉が苦手とする軟なん弱じやく地じ盤ばん。

　後ずされば抜ぬける。判断し、両の操縦桿スティックを握にぎり直なおして──

『キルシュブリューテ、そこから離はなれろ！』

　シンの警告に顔を上げた。視線に追従して〈キルシュブリューテ〉の光学センサが上を向き。

　目の前に、戦車型レーヴェがいた。

「……あ」

　戦車砲ほう弾だんの最低起爆距離ミニマムレンジ内。だから戦車型レーヴェは最さい前ぜん脚きやくを振ふりかぶった。冷れい徹てつに。挟はさまれた者がどれほど泣なき叫さけぼうとも気にも留とめずに磨すり潰つぶして回る歯車の無む慈じ悲ひさで。

「いやだ」

　泣き出す寸前の子供のような、力ない声だった。

「死にたくない」

　唸うなりを上げて振ふるわれた、五〇トンもの重量を高速駆く動どうさせる巨大な脚あしが横よこ殴なぐりに〈キルシュブリューテ〉を払はらい飛とばす。

　接合部が弱くて、一定以上の衝しよう撃げきを受けるとそのまま中身ごと吹き飛んでしまう、プロセッサー達がギロチンと呼んで嫌きらうクラムシェル型のキャノピが、異名そのままに吹き飛んだ。

　刎はね飛とばされたまるい何かが、てん、と落ち、緑りよく陰いんの向こうに転げて消えた。







　絶句したのは一いつ瞬しゆん、怒ど号ごうと悲ひ憤ふんが通つう信しん網もうを錯さく綜そうする。

『キルシュブリューテ!?　─────くそっ！』

『アンダーテイカー、回収に行くわ、一分ちょうだい！　あのまま放ってなんかおけない！』

　応じるシンの声はひたすらに静かだった。氷に鎖とざされる冬の夜の深い湖水。そのように。

「駄だ目めだ、スノウウィッチ。……友とも釣づりだ。待まち伏ぶせがいる」

　カイエを屠ほふった戦車型レーヴェがまだ近くに潜ひそんでいる。負傷した戦友や死体を餌えさに、取とり戻もどそうと近づく敵兵を撃うち殺ころす、元は狙撃兵スナイパーの常じよう套とう戦術。

　息をつめたアンジュが、激情に任せ計器盤を叩たたく鈍にぶい音。せめてもと〈スノウウィッチ〉が撃うち込こんだ五七ミリ榴りゆう弾だんが〈キルシュブリューテ〉とその周辺を爆ばく炎えんに包み込む。

「キルシュブリューテは戦死。キノファーヴニル、第四小隊の援えん護ごに回れ。……敵残存兵数もそう多くない。キルシュブリューテの抜ぬけた穴を突つかれる前に片づける」

『了解』

　応答は悲ひ憤ふんを帯びつつもそれに支配されない冷静さで、仲間が目の前で吹き飛ばされる光景も突とつ然ぜんシグナルロストに変わる友軍機のブリップも、〝号持ち〟の彼らはうんざりするほど見慣れている。悲しむのは戦せん闘とうが終わってから、それができなければ同じ死体になるだけと嫌いやというほど心得た理性が、感情は切り捨てて必要な冷れい徹てつを保たせている。戦場という狂きよう気きに適応しきった、人間というより戦せん闘とう機械に近いモノと成り果ててしまった意識がなせるそれ。

　わずかに一息、ほんの刹せつ那なだけ足を止めていた四つ足の蜘く蛛もの群が、がしゃがしゃと不気味な足音で再び緑りよく陰いんの暗くら闇やみを這はいずり始はじめる。

　冥めい府ふの手前の薄うす闇やみの中、死んだ仲間の道連れに誰だれ彼かれかまわず縊くびり殺ころして引きずり込もうと蠢うごめく、彷徨さまよう亡もう者じやの白骨のように。







　それから程なく〈レギオン〉部隊は全ぜん滅めつした。撤てつ退たいしたのではなく文字通り全ぜん滅めつさせられた。

　それは残ったプロセッサー達の意志のように感じられて、レーナは胸が痛む。

　一昨日、つい一昨日の流星雨の話と誇ほこり高たかい言葉が蘇よみがえって、どっと後こう悔かいが押おし寄よせた。

　もし、もっと早くこの地図を見つけていたら。

　もし、警告が間に合っていたら。

「状じよう況きよう終了。──戦隊各位、お疲つかれ様さまでした」

『……』

　応じる声はない。みな、それぞれに悲しんでいるのだろう。

「キルシュブリューテのことは……残念でした。わたしがもっと、しっかりしていれば……」

　瞬しゆん間かん。

　そら恐おそろしい沈ちん黙もくが、同調の向こうに満ちた気がした。

『……残念？』

　ラフィングフォックスが問い返す。爆ばく発はつ寸前の何かを無理矢理押おさえ込こんで、静かなくせにどこか軋きしむような声だった。

『何が残念？　あんたにしてみればエイティシックスの一匹ぴき二匹ひき、どう死のうが家に帰ったらすっかり忘れて夕食楽しめる程度の話だろ？　しおらしい声作って、空々しいんだよ』

　何を言われたのか、一いつ瞬しゆん本当にわからなかった。

　咄とつ嗟さに言葉の出ないレーナを何と思ったか、あのさあ、とため息交じりにラフィングフォックスは続ける。今度は敵意を隠かくしもしない、あからさまな険の混じる声こわ音ねで。

『そりゃあこっちだって暇ひまだったからさ、あんたが自分だけは差別とかしません豚ぶた扱あつかいしません高潔で善良で正義なんですって勘かん違ちがいの聖女気分楽しみたいのに、そういうどうでもいい時ならつきあってもやるよ。けどさ、空気読んでよ。こっちはたった今仲間が死んだんだ。そういう時まであんたの偽ぎ善ぜんにつきあってなんかいられないって、それくらいわかれよ』

「ぎ──」

　偽ぎ善ぜん？

『それとも何？　仲間が死んでも、何とも思ってないとか思ってる？　──ああそうかもね、あんたにとって所しよ詮せんエイティシックスはエイティシックス、あんたみたいな高こう尚しような人間さまとは違ちがう人間以下の豚ぶただものね！』

「ち……」

　思いもよらない言葉を浴びせられて、頭の中が真っ白になった。

「違ちがいます！　わたしはそんな……！」

『違ちがう？　何が違ちがうんだよ。僕ぼく達を戦場に放り出して兵器扱あつかいして戦わせて、自分だけ壁かべの中でぬくぬく高みの見物決め込んで、それを平気な顔で享きよう受じゆしてる今のあんたのその状態が、エイティシックスブタ扱あつかいじゃなくてじゃあ一体何だっていうんだよ!?』

「っ……」

　同調を介かいして伝わる、プロセッサー達の感情は。

　何人かは無関心で、その他の者はラフィングフォックスを含ふくめ、程度の差はあれど冷たい目を向けてきているようなそれだった。敵意や、軽けい蔑べつ、あるいは諦てい念ねん。そういう、冷たい。

『エイティシックスって呼んだことはない？　呼んだことがないだけだろ！　何が国を守るのは市民の誇ほこりで、何がそれに応えなきゃならないだよ。僕ぼく達が望んで戦ってるとでも思ってるのか？　あんた達が、閉じ込めて！　戦えって強制して！　この九年何百万人も死なせてるんだろ!?　それを止めもしないで、ただ毎日優やさしく話しかけてやればそれで人間扱あつかいしてやれてるだなんてよく思えるな！　そもそもあんた、』

　そうして、ラフィングフォックスは一いつ片ぺんの容よう赦しやもなくそれを抉えぐりだして突つきつけた。

　人間として、接していると思っていた。それだけはしているつもりだった、レーナの決定的な家畜豚扱あつかいのその証しよう拠こを。




『僕ぼく達の名前さえ、一回だって訊きいたことがないじゃないか！』




[image: ]

　息が、詰つまった。

「あ…………」

　思い返し、茫ぼう然ぜんとなった。その通りだった。知らない。聞かなかった。誰だれの名前も、必ず最初に応えてくれるアンダーテイカーも、一番話に応じてくれたキルシュブリューテの名前さえ。勿もち論ろん自分の名だって名乗っていない。ハンドラー・ワン。彼らの管理者で監かん視し者しやという役職名だけで、平然と通して。

　合意の上ならともかく、そうでないなら同じ人間を相手に、許されることではない非礼だ。

　そんなことを、平気で。自覚一つなく行っていた。

　家か畜ちくは家か畜ちくなりの扱あつかいをするべきなの。

　そう、平然と言い放った母親と、これまでの自分の振ふる舞まいに。言葉に出していなかったという以外に、一体何の違ちがいが──。

　がくがくと、総身が震ふるえた。ぼろぼろ涙なみだが零こぼれて、言葉なんか何も出ないくせにみっともない嗚お咽えつが漏もれそうになるのを両手で口元を押おさえて堪こらえた。自覚していないだけだった、誰だれかを踏ふみつけて見下して、それを当然として恥はじいりもしない自分自身の醜みにくさが恐おそろしかった。

　ヴェアヴォルフが、──違ちがう、今までそう呼んでいた、名前も顔さえも知らない有色種コロラータの少年が──低く口を挟はさんだ。

『セオ』

『ライデン！　こんな白ブタ、庇かばってやること──！』

『セーオ』

『っ……わかったよ』

　舌打ちが一つ。ぶつん、とラフィングフォックスの気配自体が同調から消える。

　内心の感情をそれで吐はき出だしてしまおうとするような嘆たん息そくを長く吐はいて、ヴェアヴォルフがこちらに意識を向ける。

『ハンドラー・ワン。同調切ってくれ』

「……ヴェアヴォルフ、あの、」

『戦せん闘とうは終わった。もう管制してる義務もねえだろ。……ラフィングフォックスは言いすぎだが、だからって俺おれ達もあんたと仲良くおしゃべりしたい気分でもねえんだ』

　声こわ音ねは冷たいが糾きゆう弾だんの響ひびきのないその口調は、レーナにはむしろ、より酷こく薄はくに感じられた。

　非礼を咎とがめない。責めもしないのは、諦あきらめているから。何を言ってやってもどうせ聞き入れない、言葉を話すふりをしているだけで誰だれの言葉も聞かなければ受け入れもしない、自分の発した言葉の意味さえ本当は理解できていない人の形をした豚ぶただと、諦あきらめられているからだ。

「……ごめんなさい」

　震ふるえる声で辛かろうじて応え、一いつ拍ぱくおいてから同調を切った。返る言葉は、誰だれからもなかった。







　ハンドラーとの同調は仲間達とのそれごと切って、セオはひどく気分が悪い。

　ややあって、アンジュが繫つないできた。

『セオ君』

「……わかってるよ」

　ぶすくれた声が出た。

　酷ひどく子供じみたその響ひびきが嫌いやで、セオは苛いら々いらと唇くちびるを突つきだす。

『気持ちはわかるけど、言いすぎよ。いくら本当のことでも、ああいう言い方はよくないわ』

「わかってる。……ごめん」

　わかっていたのだ。そうあってはいけないとみんなで決めて、それはそうやって言葉にされる前から自然と理解できていたことだったから、ずっとこれまで守ってきたのに。

　言いたいことはそのまま全て、思いつく一番きつい言葉で叩たたきつけてやって、でも、気持ちは収まるどころか余計腹立たしくてささくれ立って嫌いやな気分だ。怒いかりを向ける謂いわれはない、かけがえのない仲間達にも咄とつ嗟さに嚙かみついてしまうほどに。

　破ってしまった。大切な約束だったのに、あんな、白ブタなんかのために。

　それでも我が慢まんできなかったのは、きっと。

『……隊長さんのこと？』

「……ああ」

　思い出す、大きな背。

　十二歳で入隊して、最初に配属された部隊の隊長だった。

　陽気で快活で、部隊中から嫌きらわれていた。セオもその時は大だい嫌きらいだった。

　笑う狐きつねのパーソナルマークは彼から継ついだ。隊長の〈ジャガーノート〉のキャノピの下で陽気に笑っていた狐きつねは、あの頃絵なんて描かいたこともなかったセオの腕うででは、何度描かき直なおしても口角をねじ上げるように嗤わらう底意地の悪い狐きつねのデフォルメにしかならなくて。

　その、彼とまるで同じであるかのような顔をして、聖女気取りの白ブタが善良ぶってカイエの死を嘆なげいてみせたのが、セオは許せなかった。

　許せなくて、でも、それでやってしまったのは結局は。

「……ごめん、カイエ」

　燃もえ尽つきた〈キルシュブリューテ〉の残ざん骸がいを見やって目を伏ふせた。墓を作ってやることも、連れて帰ってやることすらできない、とうに見慣れてしまった仲間の遺体。

「ブタと同じ真ま似ねをして、君の死を穢けがした」

　色々なことがあったろうに。最さい期ごまで恨うらみ言ごとの一言も口にしなかった、誇ほこり高たかい君を。







　誰だれかが死んだ日の夜は隊員達は一人、あるいは誰だれかと共にそれぞれのやり方でその死を悼いたんで、だからこの夜、シンの部屋を訪れる者はいない。

　月と星の明りで必要がないから電灯は消した自室の、冷たく青い光の差し込むデスクに掛かけて緩ゆるく瞑めい目もくしていたシンは、控ひかえめに響ひびいた窓まど硝子ガラスを叩たたく音にその血赤の目を開いた。

　隊舎の外の窓の下、佇たたずむファイドが二階のここまでクレーンアームを伸のばして、先せん端たんのマニピュレーターに摘つまんだ数センチほどの薄うすい金きん属ぞく片へんを差し出す。

「ありがとう」

「ぴ」

　受け取ると、ファイドは一度光学センサを瞬またたかせてからがしゃがしゃと踵きびすを返した。コンテナに満まん載さいした残ざん骸がいを自動工場の再さい生せい炉ろに運ぶ、〈スカベンジャー〉の本来の役目。

　あらかじめ広げておいた布の上に金きん属ぞく片へんを置いたところで、知覚同調パラレイドが起動した。

　簡単な工具類を入れた布包みを解こうとした手を一いつ瞬しゆんだけ止め、シンは眉まゆを顰ひそめる。同調の対象はシン一人で、相手はこの基地にいる人員の誰だれでもない。

『…………』

　向こうから繫つないできたというのにそのまま相手が何も言わないので、一つ嘆たん息そくしてシンは口を開いた。同調の向こうの、悄しよう然ぜんとした気配。

「何かご用でしょうか。ハンドラー・ワン」

　びくっと肩かたを震ふるわせるように気配が揺ゆれて、それきりまた、何も言わない。逡しゆん巡じゆんしているらしい沈ちん黙もくに、シンは何の関心もなく相手が言葉を発するのを待った。

　中断していた作業を再開して随ずい分ぶん経ってから、ようやくハンドラーの少女はおずおずと口を開いた。手ひどく撥はねつけられるのを予期しながらおそるおそるかけてくるようなか細い声で、シンは今度は手を止めなかった。

『……あの、』







　拒きよ絶ぜつされたら、大人しく切ろうと思っていた。

　その覚かく悟ごでいたから、これまでと同じ静かな声を向けられて、レーナはむしろ怖おじ気けづく。

　何度も息を整えて次は言おうと心を決めて、何度目かでようやく声が出る。

「……あの、アンダーテイカー。今、よろしいでしょうか……？」

『ええ。どうぞ』

　静かで穏おだやかで、感情の響ひびきのまるで無い声が淡たん々たんと応じた。

　それはやはり今までと何も変わらない声こわ音ねと口調で、それらは沈ちん着ちやくな性情ゆえではなく、こちらに何の関心もないからなのだと初めて気づいた。

　また臆おく病びように縮こまりそうになる心を叱しつ咤たして、深々と頭を下げた。

　多分これも、ほんとうは卑ひ怯きようだ。

　本当は最初から、全員に言うべきだ。けれどきっとまだ繫つないでくれないだろうラフィングフォックスやヴェアヴォルフに、そうとわかって同調を試みる勇気はなくて。

「ごめんなさい。昼間のことも、これまでのことも。本当にすみませんでした。……あの、」

　きゅ、と膝ひざに置いた両手をきつく握にぎりしめた。

「わたしは、レーナ。ヴラディレーナ・ミリーゼと、言います。こんな、今いま更さらですけれども、……あなたたちの名前を、教えていただけませんか……？」

　しばらく、間が空いた。

　レーナには怖おそろしいような沈ちん黙もくだった。遠い、ささやかな雑音と、それを際きわ立だたせる無言。

『……ラフィングフォックスの言ったことを気にされているのでしたら、』

　無関心な声だった。そっけなく、突つき放はなした、ただ事実を言っているだけというような。

『それは不要です。別にあれが我々の総意というわけではありません。この現状を貴女あなたが作りだしたのでもなければ、貴女あなた一人の力で撤てつ回かいできるものでもないということはわかっています。貴女あなたには不可能なことを、しなかったと責められたからといって気に病む必要はありません』

「でも、……名前も知ろうとしなかったのは私の非礼です」

『それも必要がないからでしょう。何な故ぜ〈レギオン〉には傍ぼう受じゆできない知覚同調パラレイド下かで識別符号コールサインの使用が義務付けられ、プロセッサーの人事ファイルも開示されないのだと思いますか？』

　レーナは唇くちびるを引き結んだ。およそ愉ゆ快かいならざるその答えは容易に想像がついた。

「ハンドラーが、プロセッサーを人間と考えずにすむように、ですね」

『ええ。大たい概がいのプロセッサーは一年も経たないうちに死ぬ。その大量の死をハンドラー一人が負うのは負担が過ぎると、そう考えたのでしょう』

「それは卑ひ怯きようです！　わたしは、」

　気づいて声がしぼんだ。

「わたしも、卑ひ怯きようでした。……卑ひ怯きようなままでいたくない。わたしに名乗るのが嫌いやだというのでなければ、……どうか、教えていただけませんか」







　存外に頑かたくななハンドラーの少女に、シンは再び嘆たん息そくする。

「……今日戦死したキルシュブリューテは、カイエ・タニヤという名です」

『！』

　ぱっと同調の向こうで嬉うれしそうな感情が湧わき、ついでそれが今日死んだばかりの少女の名だと思い至ってかすぐに自制された。対照的に淡たん々たんと、シンは仲間達の名を告げていく。

「副長のヴェアヴォルフが、ライデン・シュガ。ラフィングフォックス、セオト・リッカ。スノウウィッチ、アンジュ・エマ。ガンスリンガー、クレナ・ククミラ。ブラックドッグ、ダイヤ・イルマ──」

　二〇名全員の名を伝え終えて、最後にハンドラーが締しめくくった。

『わたしはヴラディレーナ・ミリーゼです。どうぞ、レーナと』

「先程承うけたまわっています。……階級は」

『あ……そうでしたね。少佐です。まだ、なりたてですけれど、』

「では、以後ミリーゼ少佐とお呼びいたします。よろしいでしょうか」

『……もう』

　あくまで上官として接しようとするシンに、レーナは苦笑したようだった。

　それからふと、訊きいてきた。

『今日は、誰だれもいないようですが。……何をしているのですか？』

　いっとき、シンは沈ちん黙もくした。

「──名前を、」

『え？』

「カイエの名前を、遺しています。……おれたちエイティシックスには、墓がありませんので」

　小さな金きん属ぞく片へんを、青く透すける月光にかざした。薄うすい長方形のアルミ合金に、工具で刻んだカイエのフルネームと、塗と料りようの薄うす紅べに色いろと黒々と走る文字の一部。五弁の桜の上から彼女の民族の文字で『桜花キルシュブリューテ』と書いたそれは、カイエの〈ジャガーノート〉のパーソナルマークだ。

「最初の部隊で、他の奴やつらと約束をしたんです。死んだ奴やつの名前をそいつの機体の破は片へんに刻んで、生き残った奴やつが持っていよう。そうやって最後まで生き残った奴やつが、そいつの行きつく場所まで全員を連れて行こう、と」

　実際にはその頃は、戦死者の機き体たい片へんさえ回収できないことの方が多かった。ありあわせの金きん属ぞく片へんや木もく片へんに釘くぎで搔かいて名前を刻んで、それだけがそいつの存在した証あかしだった。

　ほぼ確実に機き体たい片へんを入手できるようになったのは、ファイドがそれを覚えてからだ。可能な限りキャノピのすぐ下、パーソナルマークの描えがかれた装そう甲こう表面の一部を切り取ってくるのも。

　それらは全て、まとめて〈アンダーテイカー〉のコクピットの備品入れにおいてある。最初の部隊の隊員達と、それからの全員。その彼らと交わした約束を果たすため。

「その時はおれが最後で、今までずっとそうでした。だから、おれは連れて行かないといけないんです。おれと共に戦って死んだ全員を、おれが行き着くところまで」







　レーナはその静せい謐ひつな声に胸を衝つかれる。

　先程までのそれとは違ちがって、何も感じていないからではないと何な故ぜかわかった。

　急に恥はずかしくなった。

　周りの死を、沢たく山さんの死を、ただ黙もくして受け止めて、引き受けて。一言の嘆なげきも表に出さないまま、当然のことのようにその全てを負って。

　一人の死として真実向き合おうともしないまま、嘆なげくだけはあけすけに嘆なげいてみせた昼間の自分は、だから、仲間の死を静かに背負おうとしていた彼らに対して、あの時、本当にひどいことをしてしまったのだろう。

「今まで、もう、どれくらいの人数になるのですか……？」

『五六一名です。カイエを含ふくめて』

　即そく答とうに、いよいよ唇くちびるを嚙かんだ。自分は、自分の指揮下で死んだ者の数も覚えていない。もっとずっと少ないのに、正確に何人かといわれたら思い出して数えなければわからない。

「……だから、あなたは〈葬儀屋〉アンダーテイカーなのですね」

『それもあります』

　沢たく山さんの仲間を、静かに葬ほうむって。作れない墓の代わりに小さなアルミの墓標と記き憶おくを抱かかえて。

　慕したわれるのも当然だ。優やさしいのだろう、この、アンダーテイカーという少年は──。

　と、そこまで考えて。

　あ、とレーナは目を見開く。







『アンダーテイカー。あの、』

　そう呼ばれてもまだそのことに気がつかない、という点に、シンがその根本に抱かかえる、物事に対する関心や執しゆう着ちやくの希き薄はくさが表れていた。レーナに対しても、それからシン自身に対しても。

『貴方あなたの名前を、聞いていないと思うのですが……？』

　シンは瞬まばたいた。名乗りたくないのですか、とか聞いてくるが、そういうわけではない。単純に忘れていたのだ。

「失礼しました。シンエイ・ノウゼンです」

　シンにしてみれば名前もパーソナルネームも識別のための記号、どちらで呼ばれようと構わないから短く告げるのに──けれど、レーナが大きく息を吞のむのに流石さすがに目を上げた。

『ノウゼン……!?』

　愕がく然ぜんと繰くり返かえしたレーナを訝いぶかしむ間もなく。

　がたん！　と同調の向こうで椅い子すか何かがひっくり返る音がした。勢いよく立ち上がる気配。

『もしかして、ショーレイ・ノウゼンという方をご存じではありませんか!?　デュラハンというパーソナルネームの、首のない骸がい骨こつの騎き士しのパーソナルマークをつけた……！』

　シンはわずかに、目を見開く。




　　　†




「戦場を見に行こう、レーナ。そこで何が起きているのか、その全てを」

　その日、共和国陸軍大佐ヴァーツラフ・ミリーゼは、十歳になる一人娘のレーナを連れて偵てい察さつ機きを前線に向かわせた。

「……戦争を、しているのでしょう？　お父さま」

「ああ、そうだよ。そして、それと一いつ緒しよにもっと酷ひどいことを私達がしているんだ」

　ヴァーツラフは共和国正規軍の数少ない生き残りで、彼と部下達が家族と同どう胞ほうを守ろうと必死に戦っているその間に、愛する故国はその彼らの矜きよう持じを踏ふみにじる悪法を制定していた。

　守るべき市民の一部を人間以下と規定し、追い出して閉じ込めて戦わせる。

　ある小さな町で起きた事件は、今でも忘れられない。

　全ぜん滅めつした正規軍の代わりに急きゆう遽きよかき集められた新兵はその多くが自らの粗そ暴ぼうや怠たい惰だで元の職を失った者ばかりで、教育も足りず、何より最初の任務が同じ市民を銃じゆうを以もつて追い立てるという代しろ物ものだ。元より高くないモラルは瞬またたく間まに地に落ち、どの隊でも略りやく奪だつや暴行が横行していた。

　覚えている。二人の子供の目の前で、その両親を笑いながら嬲なぶり殺ころしていたけだものども。

　姉らしい少女の悲痛な慟どう哭こくと、妹らしい女の子の泣くこともできず凍こおりついた瞳ひとみを、今でもヴァーツラフは忘れられない。

　あの子たちは一生、白ア系ル種バも共和国も、許すことはないだろう。

「……やめさせなければ……。こんなことは、早く……」

　幼い娘に壁かべの外の全てを見せるため、偵てい察さつ機きはゆっくりと飛ぶ。

　第一区の住民は、その外に出ることはほとんどない。最外周区の生産プラントの丘きゆう陵りようと太陽光・地熱・風力発電プラントの平原と林を超え、山脈の如ごときグラン・ミュールの威い容ようを見下ろす間は初めて見る光景に目を輝かがやかせていたレーナも、粗そ末まつなバラックを鉄てつ条じよう網もうと地じ雷らい原げんが取り囲む強制収容所が、夕暮れの草原に点在する荒こう涼りようの風景が広がる頃には、顔を曇くもらせて押おし黙だまってしまっていた。

　神しん妙みような顔で窓の外を見つめている娘に、ヴァーツラフは微笑ほほえむ。賢かしこい子だ。言葉を尽つくして教えずともこうして見て学んで、考えてくれることだろう。

　仮にも軍用機を私用に持ち出し、許可のない民間人を乗せるのは明確な軍ぐん規き違い反はんだが、知ったことではなかった。どうせ今の共和国軍には勤務時間中は賭かけ事ごととゲーム、終われば酒と女にしか興味のない軍人など名ばかりのクズしかいないのだから。

「前線基地を少し超えるくらいまで、回ってもらえるか。戦場も見せたいんだ」

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎるパイロットに告げた。普ふ段だん八五区外に飛ばす機会など全くない、偵てい察さつ機きでの長ちよう距きよ離り飛行を許可されて楽しげな顔なじみのパイロットは気軽く頷うなずく。

「了解です、大佐。……ですが、その辺りは規則では輸送の連中の飛行禁止区域ですよ？」

「何、問題ないだろう。競合区域コンテスト・エリアまで入るわけでなし、それにこの速度なら着くのは夜だ。〈レギオン〉どもは動かんよ」

〈レギオン〉は基本的に昼行性で、それは彼らが電気で駆く動どうしているためだ。常時は支配域奥おくの発電プラント型アトミラルからエナジーパックの供給を受けているが、それを使い切った緊きん急きゆう時じには個々の〈レギオン〉が収納式のパネルを広げて太陽光発電を行う。夜には当然発電できないから、身動きできないまま撃げき破はされるのを避さけるため、夜戦の類は避さける傾けい向こうがあるらしい。

　本音を言えば〈レギオン〉との戦せん闘とうの苛か烈れつも、レーナに見せておきたかったのだけれど……。

　それも娘の身の安全には代えられないかと、小さな背を見やってヴァーツラフは苦笑し。







　ただ、ヴァーツラフは失念していた。

　あるいは彼自身、戦場で死ぬのはエイティシックスばかりと、他ひ人と事ごととして捉とらえていたか。

〈レギオン〉包囲下で他国との交流が全く途と絶だえ、航空機による地上攻こう撃げきもされない理由。

　シュタッヘルシュバイン。

　開戦と同時に共和国のほぼ全域にばら撒まかれ、航空戦力を壊かい滅めつさせた。電でん磁じ妨ぼう害がいの蝶ちようの群に身を隠かくし、今なお針の山を成す対空自じ走そう砲ほう型がた〈レギオン〉。







　人の暮らす灯りの乏とぼしい戦野の黒い夜空に、耳を劈つんざく轟ごう音おんで朱あかく爆ばく炎えんが散る。

　左さ翼よく側がわのローターに被ひ弾だん。偵てい察さつ機きは炎の尾を噴ふいて傾かたむき、みるみる地表に近づいて──。







　その光景を、夜間の哨しよう戒かい任務に出ていた、ある戦隊の戦隊長が見ていた。

「……なあ。今、偵てい察さつ機きが」

「あ？　ああ。いいよ、ほっとこうぜデュラハン。どうせまた遊覧飛行の馬ば鹿かブタだろ。白ブタが何なん匹びき死のうが、俺おれたちエイティシックスにゃ万ばん々ばん歳ざいじゃねえか」

　戦隊長は構わずキャノピを閉めて愛機を立ち上がらせる。血赤の髪かみ。眼鏡の奥おくの漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

「おいデュラハン……」

「救助に行く。……おまえ達は哨しよう戒かいを続けてくれ」







　目が覚めると、火の海だった。

　両手をついて上体を起こして座り込み、レーナはきょろりと周りを見回す。

　何もかもが燃えている。お父さまも、火に炙あぶられて動かない。胸から上が無くなっていた。

　外から何か、喚わめき声ごえと大きな音が聞こえてハッチから這はい出だす。

　焰ほのおの色を鈍にぶく照り返す銀色の、大きな、見上げるばかりにおおきな怪かい物ぶつがいた。

　硝子ガラスの煌きらめきの赤い目。肩かたの上の汎はん用よう機き関かん銃じゆうの禍まが々まがしい鈍にび色いろ。昆虫じみた、せわしい脚あしの動きに胴どう体たい部ぶが全く連動しない、何かの上を滑すべってくるような気味の悪い歩ほ容よう。

　向かう先にはパイロットがいて、何事か喚わめきながら腰こしだめにしたアサルトライフルを乱射している。多くは外れ、たまさか当たるものも装そう甲こうに弾はじかれてただ火花を散らすばかり、斥候型アーマイゼは意にも介かいさない。悠ゆう然ぜんと近づき、無造作に前まえ脚あしで薙なぎ払はらった。冗じよう談だんみたいに上半身を刎はね飛とばされたパイロットの下半分が、血の柱を噴ふき上あげて倒たおれた。

　斥候型アーマイゼの複合センサユニットが、今度はきろりとレーナに向けられる。

　なす術もなく身をすくませた、その時。

『──生き残りがいるなら耳を塞ふさいで伏ふせろ！』

　割れて雑音混じりのスピーカーの大だい音おん声じよう。揺ゆらめく炎の紗しや幕まくを突つき破やぶって、四つ足の蜘く蛛もが黒い夜空と朱あかい焰ほのおを背景に躍おどり出でた。

　側面に描えがかれた首のない骸がい骨こつの騎き士しの紋章パーソナルマークが、レーナの目に焼きつく。

　両の格かく闘とうアームの重じゆう機き関かん銃じゆうを向け、撃発トリガ。耳を劈つんざく轟ごう音おんで重じゆう機き関かん銃じゆうが咆ほう哮こうする。

　歩兵用アサルトライフルなどこれに比べれば豆まめ鉄でつ砲ぽう同然、コンクリートの防ぼう壁へきも装そう甲こう車しやも容た易やすくぼろくずに変える重じゆう機き関かん銃じゆう弾だんの猛もう烈れつな嵐あらしが、振ふり返かえろうとした斥候型アーマイゼに襲おそいかかる。

　装そう甲こうの薄うすい斥候型アーマイゼはたちまちずたずたに引ひき裂さかれ、何とも知れぬ鉄てつ屑くずとなって頽くずおれた。

　重じゆう機き関かん銃じゆうの凄すさまじい銃じゆう声せいにぼうっとなった頭をおそるおそる上げたレーナの前に、蜘く蛛もががしゃがしゃと重い足音で歩み寄る。

『大だい丈じよう夫ぶか？』

　人の声と言葉が問うてくるが、怖こわい。声もなく縮こまっていると、蜘く蛛もの胴どう体たいがぱくりと割れて後ろに跳はね上あがり、中から人ひと影かげが立ち上がった。

　血の色をした赤い髪かみの。黒くろ縁ぶちの眼鏡をかけて理知的な細身の、二は十た歳ちそこそこの青年だった。







　助けてくれたお兄さんは、ショーレイ・ノウゼンと名乗った。

　お兄さんの『きち』だという場所の、沢たく山さんの機械の蜘く蛛もが並ぶ建物の入口近く。第一区で見るのとはまるで違ちがう、空を埋うめ尽つくす星の煌きらめきがしんと降り注いでいる。

『きち』には他にも何人も人がいたけれど、近くに行っちゃ駄だ目めだよとお兄さんは言って、その人達も近づいてこなかった。遠巻きにだが睨にらまれているのがわかって、少し怖こわかった。

　ともあれ名乗られた名前に、レーナは瞬まばたく。知らない、ひどく馴な染じみのない響ひびきの名だ。

「……ふしぎなお名前」

「ああ。帝てい国こくでも父の一族しか使ってない珍めずらしい姓せいらしいから。名前も」

　苦笑して、お兄さんは肩かたをすくめる。

「レイでいいよ、言いにくいだろ。一族じゃ伝統的な名前らしいんだけど、共和国人にはどうもなじみが薄うすくって」

「共和国の人じゃないの？」

「両親が帝てい国こくの出で、おれと弟は共和国の生まれ。……そう、弟がいるんだ。丁度君と同い年くらいかな。……大きくなってるだろうなぁ……」

　その言った時、レイは笑っているのにひどく寂さびしそうだった。懐なつかしく苦く、何ど処こか遠くを見るまなざし。

「会ってないの？」

「……うん。まだ帰れないから」

　従軍しているエイティシックスは、任期が終わるまでたった一日の休きゆう暇かも許されないのだということを、レーナはまだ知らなかった。

　お腹すいてない？　と聞かれて、夕食は食べてないのに空腹とは感じなかった。首を振ふるとレイは痛いような顔をして、甘いものなら飲めるかなとチョコレートをお湯で溶といたものを持ってきてくれた。

　それがここでは破格のもてなしだということは、幼いレーナにも察せられた。

「……お父さまが」

「ん？」

「わたしたちは、有色種コロラータの人にひどいことをしているって、教えてくれたの。お兄さんは有色種コロラータなのに、どうしてわたしを守ってくれたの？」

　まっすぐ疑問をぶつけると、レイは困ったような顔をした。何か、レーナにはまだ難しいことを訊きいた時に、ごまかさないで答えようとしてくれる大人のひとたちがする顔。

「……そうだな。確かに、おれ達は今酷ひどいことをされてる。自由を奪うばわれて、尊厳を蹂じゆう躙りんされてる。それは誰だれにも許されないし、許してはいけないことだ。そういうことをおれ達はされて、市民でも人間でもない、野や蛮ばんで愚ぐ鈍どんな卑いやしい豚ぶただって決めつけられてる」

　黒い瞳ひとみに刹せつ那な、深く冷たい怒いかりが閃ひらめく。吞のみこむように自分のマグカップに口をつけた。

「それでも、おれ達はこの国で生まれてこの国で育った、共和国市民だ」

　その言葉は、静かなのに決然と強く、レーナの耳に響ひびいた。

「今は誰だれもそれを認めようとしないけれど、だからこそ、そのことをおれ達は証明しないといけない。国を護まもって戦うのは市民の義務で誇ほこりだ。だからおれ達は戦うんだ。戦って、守る。守りきってみせる。……口先だけのクズどもと同じに成り下がってたまるものか」

　レーナはぱちぱちと瞬まばたいた。戦う。守るために。証明するために。でも、あんな大きな、怪かい物ぶつみたいなものと。

「怖こわくないの……？」

「怖こわいよ。でも、戦わないと生き残れないから」

　肩かたをすくめて笑って、レイはふと、満天の星を見上げた。

　じゃらじゃらと音がしそうな、けれど何の音もしないのがいっそ恐おそろしいほどの、漆しつ黒こくの夜空を埋うめ尽つくして煌きらめく星ほし屑くずの瞬またたき。その狭はざ間まに広く深く、厳然と広がる無む窮きゆうの虚きよ無むの闇やみ色いろ。

　それまで浮うかべていた笑みが消える。誓ちかいのように真しん摯しに、言葉は紡つむがれた。

「おれは死ねない。死ぬわけにはいかない。必ず生きて、帰らないといけないんだ。弟の所に」




　　　†




　その時のレイの真しん摯しな横顔と言葉を、十六歳になった今でもレーナははっきりと覚えていて。

　だから彼と同じファミリーネームを思いがけず耳にして、レーナは興奮のあまりその場に立ち上がる。椅い子すを蹴け倒たおしたことにも、ティーカップが落ちて割れたことにも気が付かない。

　レイの言ったとおり帝てい国こくでも珍めずらしい、本当に珍めずらしいファミリーネームのようで、これまでレイ以外に『ノウゼン』の名を持つ人にレーナは会ったことがない。その名前。同じ一族か、あるいはレーナと丁度同じ年頃の、この少年はもしかして──

　果たして、シンは答えた。

　一いつ瞬しゆんの自失から醒さめたばかりのような、初めて聞く、どこか呆ぼう然ぜんとした響ひびきの残る声だった。

『……兄です』

「お兄様。……じゃあ、」

　会えないと言って、会いたがっていた。必ず帰ると誓ちかうように口にした──。

　彼が、その弟か。

「会いたいと、帰らないといけないと仰おつしやっていましたよ……。……お兄様は今は、どうなさっていますか？」

　懐なつかしさと万ばん感かんで声を弾はずませたレーナに、早くも常の冷れい徹てつを取とり戻もどした声こわ音ねでシンは告げた。

『死にました。五年前、東部戦線で』

　あ。

「……すみません」

『いえ』

　短く返された。本当にどうでもよさそうな声だった。

　弟について語っていた時のレイの様子からはあまりの温度差に、レーナは戸と惑まどう。誰だれかの死には慣れてしまっている、というのとも違ちがう気がする、冷ややかな沈ちん黙もく。

　何を言ったものか、声をかけあぐねていると、やがてシンが静かに口を開いた。

『除隊したら、したいことはあるかと前に聞きましたね』

「え……ええ、」

『今も、除隊したとしても、したいことは特にありません。ただ、しなくてはならないことはあります。……おれは兄を探しています。この五年、ずっと』

　レーナは首を傾かしげる。すでに亡なくなっているレイを、それと知ってということは。

「遺体を……ですか？」

　微かすかにわらう気配がした。

　笑う、ではなかった。どちらかといえば嗤わらう、に似た。けれどもっとしんと冷えた。

　凄せい絶ぜつなまでの鋭えい利りさゆえに目を奪うばわれる、鋭するどくも危あやうい氷ひよう刃じんのような。狂きよう気きのような。

『──いいえ』




　　　†




　翌日。

　シンからことのあらましを聞かされ、ほどなく全員と同調を繫つないできたハンドラーは真しん摯しな謝罪の言葉を重ねた上で一人一人の名前を尋たずねてきて、セオは非常にばつが悪い。

「……シン。余計なことしないでよ」

「後こう悔かいしてたろ。内容はともかく言い方を」

　見ていないようで意外と見ている。見み透すかされたようでちょっとむかつく。

　ダイヤはにやにやと、アンジュは何な故ぜかほのぼのと見守っているし、あっくそ、何であたし関係ないみたいな顔してそっぽ向いてるんだよクレナ。あの時自分だって同じくらい頭に来てて、僕ぼくが怒ど鳴なってなかったらそっちが怒ど鳴なってたくせに。

「ていうかあんたもさ、ミリーゼ少佐だっけ。シンから僕ぼくらの名前聞いてるんだろ」

『伺うかがっています。ですが、皆みなさん本人から教えていただいたわけではありません』

　当人から許しを得てないから、知っていても呼べない、ということか。面めん倒どうな。

　シンは何も言わず、レーナは自分が悪いとわかっているから身を縮めて叱しかられるのを待っている子供みたいな様子で、セオはとうとう面めん倒どうくさくなった。怒いかりを保ち続けるのが、か、意地を張り続けるのが、かは知ったことじゃない。

「最初に配属された隊の、戦隊長がさ」

　突とつ然ぜんの話題の転てん換かんに、レーナは戸と惑まどったようだった。構わず続ける。

「馬ば鹿かみたいに陽気で明るくて、元軍人で馬ば鹿かみたいに強くて、…………白ア系ル種バだった」

　同調の向こうで小さく、息を吞のむのが聞こえた。

「最初の防衛戦を生き残ったのに、エイティシックスだけ戦わせるなんておかしいって勝手に最前線まで戻もどってきた物好きで。部隊全員、隊長の前では何も言わなかったけど陰かげでは悪くしか言わなかった。実際大だい嫌きらいだったよ。だってそうだろ。同じプロセッサーって言ったって、隊長は選んでここに来たんだ。僕ぼく達にはそんな選せん択たく肢しなんか最初からなかった。こっちに来てからだって、嫌いやになったらいつでも全部放り出して壁かべの向こうに帰れるんだ。仲間面される度にむかむかしたよ。安い同情ごっこにいつ飽あきて帰るかってみんなで賭かけてた」

『……』

「でも、違ちがった。──隊長は最後まで帰らなかった。帰らないで死んだ。他のプロセッサーを守ろうとして、殿しんがり引き受けて、死んだ」

　最後の声を聞いたのはセオだった。隊長を残して撤てつ退たいする中、その一番近くにいたのがセオで、聞き流してくれて構わないから聞いていてくれないかと無線通信が入った。

──お前達に嫌きらわれてるのは知ってた。当然のことだから何も言わなかった。

──嫌きらわれるのは当然だ。だってお前達を助けに来たのでも、救いに来たのでもない。

──俺おれは、ただ。お前達だけ戦わせてたら自分が許せなくなるってそう思って。それが怖こわくて。自分のためだけに戦こ場こに来たんだ。赦ゆるされなくて当然だ。

──赦ゆるさないでくれ。

　そうして突とつ然ぜん、無線はノイズを吐はき散ちらして沈ちん黙もくした。そうなるのがわかっていたから同調はしなかったのだと、その時になってようやくわかった。戦死を覚かく悟ごで、二度と帰らぬ覚かく悟ごで、この絶死の戦場に戻もどってきたのだということも。

　もっと話をしておけばよかったと初めて後こう悔かいして、今でもまだ、後こう悔かいしている。

「別に、隊長と同じことしろとか、思ってるわけじゃないよ。ただ、壁の中そこにいて白ア系ル種バである以上、あんたは僕達とは対等じゃないし、僕達はあんたを仲間とは認めないって、それだけ」

　言いたいことを言い終えて、うんと一つ伸のびをした。仲間達はみんな知っていることだし、何度も何度も反はん芻すうして考えた過去だ。今いま更さら話したくらいで、傷ついたりしない。

「以上、どうでもいい話終わり。……ああ、僕ぼくはセオト・リッカ。セオでもリッカでも可愛かわいいクソ豚ぶたちゃんでも好きに呼んでよ」

『どうでもよくありません。……ごめんなさい、昨日までは、本当に』

「それいいよもう。めんどくさいなあ」

『カイエが言っていた、良い人というのは……その方のことだったのですね』

「隊長だけじゃないけどね。全員、その人なりに必死で戦った人達だよ」

　彼らの同どう胞ほうが作り上げた、クソったれなこの世界と。

『……』

　続いて、ライデンが名乗った。

「戦隊副長、ライデン・シュガだ。……まず最初に謝あやまっとく。あんたが毎晩繫つないでくるのを、俺おれ達は聖女気取りの偽ぎ善ぜん者しやのブタが、自分のブタ加減に気づきもしねぇでおめでたいって笑ってた。それについては詫わびる。悪かった。その上で、だ」

　黒鉄色の双そう眸ぼうが冷然と細まる。

「セオが言ったとおり、俺おれ達はあんたを対等とも仲間とも思わない。あんたは俺おれ達を踏ふみつけた上で、上から綺き麗れい事ごと吹いてるアホだ。それはどうあろうと変わらないし、だからそうとしか見み做なさない。それでもいいっていうなら暇ひまつぶしにこれまでどおり相手はしてやるが、個人的にはそれも勧すすめねぇ。あんたはハンドラーには向いてない。……辞やめた方がいいぜ」

　レーナは少し、笑ったようだった。

『暇ひまつぶしにでもなれるのなら、またこれからも繫つながせてもらいます』

　ライデンは苦笑した。狼おおかみのような精せい悍かんな顔に、どこか人ひと懐なつこい色が滲にじむ。

「あんたも大たい概がい、馬ば鹿かだな。……ああそうだ。地図、とっとと送ってくれ。あんた昨日、泣くのに忙いそがしくて忘れたろ」

　レーナは今度こそ笑った。

『すぐに』







　やりとりの声を聞くともなしに聞きながら、シンはふと、昨日のレーナの話を追想する。

　ショーレイ・ノウゼン。

　久しぶりに聞いた名だった。

　もう二度と聞くことはないと思っていた名前だ。そんな名だったということさえ、そういえば忘れかけていた。シンがその人を名前で呼んだことは、最後までなかったから。

　知らず、右手が首のスカーフを摑つかみ締しめた。

　兄さん。














間章　首のない騎き士し









　所属部隊を壊かい滅めつさせられ、廃はい墟きよの市街地に追い込まれて潜ひそんで、夜になってしんしんと雪が降り始めた。

　遺い棄きされた書庫の中で、入隊からのこの一年で装そう甲こうに細かい無数の傷のついた〈ジャガーノート〉に背を預けて、シンは束つかの間まのまどろみに身を委ねて夜が明けるのを待つ。

　十二歳の小さな体に、雪夜の寒さはいかにも堪こたえる。崩ほう落らく箇か所しよの無い壁かべの厚い造りの図書館の、最さい奥おうにある窓一つない書庫で、薄うすい毛布にくるまった。少し前まで廃はい墟きよの中を徘はい徊かいしていた〈レギオン〉達はエナジー切れで雪に降り込められるのを避さけるため撤てつ退たいを始めていて、夜が明ければ何事も無く基地に戻もどれるだろう。その前にファイドと名付けてやった、前の部隊の時から何な故ぜだか妙みように懐なつかれている〈スカベンジャー〉が来る気もするが。

　ふと、呼ばれた気がして目を開けた。

　一度死んでから聞こえるようになった亡ぼう霊れい達の声とも違ちがう。音でもなく、ただ呼ばれていると感じる感覚。

　随ずい分ぶん前に無くしたきり、二度と聞こえなくなってしまった、これは。

　惹ひかれるように、外に出た。

　鋳ちゆう鉄てつと暗あん灰かい色しよくの石材を多用した街並みを、雪はすでに半ば以上その純白で染め、おぼろな影かげと霞かすませている。音も無く激しく、無数に舞まい落おちて降り積もり、街も瓦が礫れきも、夜の闇やみさえ己の色に侵しん食しよくする白はく魔まの静かな暴ぼう虐ぎやくの、魂たましいさえ漂ひよう白はくするようなうつくしさ。

　雪と瓦が礫れきに埋うもれる大通りを踏ふみ越こえ、街の中央の広場に出た。

　広場の最さい奥おう、二つ並んだ尖せん塔とうの片方が無む惨ざんに崩くずれ落おちた聖堂の廃はい墟きよ。雪ゆき闇やみの紗しやの向こうに黒々と聳そびえる、その巨大な死し骸がいの前に。

　ぽつりと行いき倒だおれた白骨のように、朽くちた〈ジャガーノート〉が頽くずおれていた。

　キャノピが吹き飛んでどこにもない。風雨にざらつく、ひしゃげて曲がった装そう甲こうに微かすかに残る、首のない骸がい骨こつの騎き士しのパーソナルマーク。

　雪に足をとられながら近寄り、コクピットを見下ろした。

「……兄さん、」

　どうしてわかるのか、と問われても、わかるから、としか答えられない。シンにとってはそれは理り屈くつも理由も無く、ただそうと確信できる事実にすぎなかった。

　見下ろしたコクピットの、静かに雪の降り積もる白い狭せまい薄うす闇やみに最も早はや一言の声もなく、首のない兄の変色した白骨がひっそりと横たわっていた。














第四章　我が名は〈亡霊の軍勢レギオン〉、数あま多たなれば









　携けい帯たい端たん末まつのメールの着信音に目が覚めて、レーナは起き上がって大きく伸のびをする。起動したままの情報端たん末まつのホロスクリーンがガンカメラの映像を一時停止状態で投とう影えいし、プリントアウトした戦せん闘とう報告書の紙の海。

　東向きの自室はカーテン越ごしの陽光で明るい。掛かけ布ふの上に投げ出していた透すける素材の薄うすいガウンを素す肌はだの上に羽は織おり、手て櫛ぐしで髪かみを直しながらベッドを降りる。

　メーラーを開いて、アネットからだ。

『来月革命祭でしょ。次の休みでパーティードレス見に行こうよ』

　少し考えて短く返信を打ち込み、送信。

『ごめんね。今、少し忙いそがしいの。また今度誘さそってくれる？』

　すぐに返信が返った。

『レーナってば、最近つきあい悪いよ？』

　続けてもう一通。

『エイティシックスなんかに尽つくしてやったって、何にもならないんだからね？』

　ちらりとレーナは背後を振ふり返かえった。

　昨晩、寝ねる前にもう少しだけと分ぶん析せきを進めていた、スピアヘッド戦隊の戦せん闘とうの記録。書き手の怜れい悧りさを窺うかがわせる、的確にまとめられた戦せん闘とう報告書に、〈ジャガーノート〉のミッションレコーダーのデータファイル。何な故ぜか哨しよう戒かい報告書だけは相変わらずの内容の無さだが、それ以外はまさに宝の山そのもの、対〈レギオン〉戦せん闘とうにおける情報の宝庫だ。

　何にもならなくなんてない。

　これはきっと、皆みなを生き残らせる力になる。

『ごめんね』




　　　†




「──それは別に、行ってよかったのではありませんか？」

　普ふ段だんは〈アンダーテイカー〉のコクピットに置いているアサルトライフルの整備をしながら、知覚同調パラレイド越ごしの雑談にシンは淡たん々たんと返す。連れん絡らくと報告の合間。報告上は哨しよう戒かいに出ている時間の。

　昼下がりの、隊舎の自室。部品にじゃれられると邪じや魔まなので放り出した仔こ猫ねこが、諦あきらめ悪く扉とびらをかりかり引ひっ搔かいている。

『でも、その時にもし、襲しゆう撃げきがあったら』

　レーナはいかにも不服げだ。生き真ま面じ目めな彼女らしいというか融ゆう通ずうがきかないというか。

「何とでもなります」

『大体、戦争中にパーティーなんて』

「おそらく今もどこかの戦区は戦せん闘とう中ちゆうです。壁かべの中で何をしていようと、前線こちらには何の影えい響きようもありません」

　カムピンを抜ぬいてボルトをキャリアグループから外し、広げた布の上に置く。アサルトライフルなど〈レギオン〉にはほとんど通用しないが、戦い様ようがないわけではないし、万一の時にはこれが最後の武器になるから手て抜ぬきはできない。

「だから、それは行っていいと思いますよ。敵情の分ぶん析せきはありがたいですが、少佐の私的な時間を占せん有ゆうしてまですることではありません」

　言うと、レーナはしばらく黙だまってしまった。

『もしかして、余計なことでしたか……？』

「いえ。随ずい分ぶん助かっています」

　本心だった。役にも立たない指揮官の自己満足のために、時間を割く真ま似ねをシンはしない。

「おれたちは所しよ詮せん、前線しか知りませんから。教育を受けた将校の視点、大局を含ふくめた俯ふ瞰かんからの情報分ぶん析せきは貴重です」

『……よかった』

「ですが、それにばかりかまけている必要はありません」

　む、とレーナが口を噤つぐむ気配。エキストラクターピンを外しながら、あくまで淡たん々たんとシンは続けた。

「あまり戦場に囚とらわれすぎていると、おれのようになりますよ」







　冗じよう談だんとも本心ともつかないシンの言葉に、レーナは小さく嘆たん息そくする。全く気は進まないが。

「ノウゼン大たい尉いも、たまには冗じよう談だんを言うんですね。……わかりました。精々楽しんでくるとします。くだらないパーティーと、ハイヒールとドレスの窮きゆう屈くつさを」

　こちらも冗じよう談だんで返すと、シンは少し笑ったようだった。

『革命祭の、でしたか。そういえば、そんな祭りもありましたね』

「何か、覚えていますか？」

　シンはしばらく考えた。

『……花火が、ありましたか？　噴ふん水すいのある庭園で。宮きゆう殿でんの前の』

　はっとレーナは顔を上げる。

「そうです。第一区の、大統領府リューヌ宮きゆう殿でんの。……第一区に住んでいたのですか？」

　第一区の居住区画は王政時代からの高級住宅街であり、住民も古くからの者が……かつての貴族階級である白セ銀レ種ナが過半を占しめる。有色種コロラータの住人は、九年前でもかなり珍めずらしい部類だ。

　ひょっとして、どこかですれ違ちがったこともあったのかもしれない。そう思うと不思議に切ない気持ちがした。

『あまり覚えてはいませんが、おそらくは。家族と一いつ緒しよに……兄に手を引かれて行った記き憶おくがあります』

　あ、とレーナは身を縮める。またやってしまった。

「すみません」

『……何が、ですか？』

「無神経ですよね。この前も、その、……お兄様やご家族は……」

『ああ……』

　しゅんと肩かたを落とすレーナとは対照的に、シンの口調はやはり、酷ひどくそっけなかった。

『構いません。ほとんど覚えていませんから』

「え、」

『家族のことは。断だん片ぺん的てきな記き憶おくが幾いくつか残っているだけで、もう顔も声も思い出せません』

「……」

　それを、情の無いことだとは思えなかった。

　家族と別れた時、シンはまだ随ずい分ぶん幼かったはずだ。まして五年にも渡わたる死し闘とうの日々。

　大切な思い出さえ戦火に焼やき尽つくされてしまうのは、あるいは仕方のないことだったろう。

　一いつ瞬しゆん──廃はい墟きよの戦場で帰る道を見失って立たち尽つくす、小さな子供が見えた気がした。

「──必ず生きて、帰らないといけないと言っていましたよ。あなたのところに」

　出来る限り、正確に。記き憶おくの中のレイの言葉を思い出して、それを口にした時のレイを思おもい描えがいて、レーナは言った。

　知覚同調パラレイドは互たがいの意識を経由して、互たがいの声を伝え合う。同調に際して、顔を合わせて話している程度の感情も伝わる。

　伝わればいい。シン自身は奪うばい去さられてしまったのだとしても、レーナが覚えているレイの記き憶おくが。その姿と言葉と、今もレーナの中に残る心が。

「大きくなってるだろうなと、懐なつかしがっていました。大切な家族だと、思っているのがわかりました。お兄様は本当に、貴方あなたの元に帰りたがっていました」

『…………。そうであればいいのですが』

　長い沈ちん黙もくの後、返った言葉はかすかに揺ゆらいだ響ひびきを帯びていた。そうならいいと思いながら、そうではないことをこれ以上ないほど思い知っている。そういうような。

「大たい尉い……？」

　シンは応えず、触ふれられたくないのだろうと察してレーナも口を噤つぐんだ。沈ちん黙もくの向こうで、小さな金属音だけが微かすかに響ひびく。

　最後に少し大きく響ひびいた、特とく徴ちよう的てきな音おん響きようにレーナは小首を傾かしげた。今のは。

「大たい尉い。もしかして今、ライフルの分解整備をしていませんか？」

　一いつ瞬しゆんシンは言いい淀よどんだ。

『……そうですが』

「今、哨しよう戒かい行動中のはずですよね」

　黙だまった。

　妙みようにでたらめな哨しよう戒かい報告書の理由はそういうことかと、レーナは思い切りため息をつく。

　その割に、スピアヘッド戦隊の初動は相変わらず異様に早い。レーダーより早くどうやって〈レギオン〉の襲しゆう撃げきを察知しているのか、そういえばまだ聞いていない。

「貴方あなたが必要ないと判断したなら、そうなのでしょうけれど。……ライフルも」

　エイティシックスが小しよう火か器きの類を持つのは禁止されているが。

「必要だから使っているのでしょうから、何も言いませんが。管理はきちんとしてくださいね」

『……すみません』

　応えた声はなにやら少し意外そうで、レーナは瞬まばたく。

「あの、何か変なことを言いましたか？」

『いえ、……少佐は怒おこるかと、思っていましたので』

　やっぱり少し意外そうに言われて、思わずレーナは視線を泳がせた。

　それは、たしかに配属当初、報告書の提出についてうるさく言ったり、あまりにも規律の乱れた国軍本部の同どう僚りよう達の振ふる舞まいについてついつい愚ぐ痴ちを零こぼしたりもしたけれど。

「別に……意味のない規則や禁止事じ項こうにまで拘こう泥でいするほど、堅かた物ぶつじゃありません。繰くり返かえしになりますが、貴方あなたたちが戦そ場こで必要だと、あるいは不要だと判断したことなのでしょう。その判断は、わたしは尊重しますから」

　戦そ場こにいないわたしが、何か言えた立場ではないのだから。

　一いつ瞬しゆん苦く思って、一つ頭を振ふって切きり替かえた。

「それにしても、やはり戦場では予備の武器でも、そうやって整備は欠かさないのですね。共和国のアサルトライフルは重いからと、八こ五ち区らでは訓練どころか持つのも嫌いやがられるのに」

　大口径・フルサイズの小銃弾ライフルブレットを使用する共和国陸軍制式モデルは、そのために総身が頑がん強きような金属で作られている。対軽けい装そう甲こう戦せん闘とうを考こう慮りよしての口径だが、結果として非常に重い。

　のだが、シンは怪け訝げんそうな様子になった。

『重い？　ですか？』

　本気で不思議そうな口調にレーナはきょとんとし、唐とう突とつに気づいた。

　そうか、当たり前じゃないか。男の子なんだから。

　意識した途と端たんに無性に気き恥はずかしくなった。

　そういえば、だって、言ってしまえば二人きりで、同じくらいの男の子とこんなに長く話したことなんてない。

『……少佐？』

　知覚同調パラレイドでは顔を合わせている程度の感情も伝わる。シンにしてみれば、突とつ然ぜんレーナが真っ赤になったようなものだろう。

「な、なんでもありません。ええと、」

　突とつ然ぜん同調の向こうの空気が緊きん迫ぱくした。

　音もなく、シンが立ち上がる気配がする。どこか遠くに視線と意識が向く。

　通奏低音のようないつもの雑音が、ほんの少しだけ強くなった気がした。

「……ノウゼン大たい尉い？」

『管制の準備を始めてください』

　見やった情報端たん末まつには、やはり何の警報アラートもない。けれどシンははっきりと言った。

『〈レギオン〉が来ます』







　今回は事前にシンと同調していたこともあり、小隊長以上が参加する作戦会議にレーナも加わった。

　敵総数から部隊展開状況から進しん撃げき路ろから、いつもこんなに詳しよう細さいに敵情を把は握あくした上で迎げい撃げき作戦を立てていたのかと、内心レーナが舌を巻くほどの情報量を元に会議は進み、その上でレーナも幾いくつか作戦案を提示した。最終的に採用された案を追認し、作ブ戦リ前ー要フ旨ィ説ン明グを経て作戦が開始される。

「主力は、近接猟兵型グラウヴォルフの単兵種編成と思われます」

　伏ふく撃げきのための埋まい伏ふく位置にそれぞれ潜ひそんだ隊員達との同調下、何な故ぜか唯ゆい一いつ不ふ透とう明めいだった敵兵種と編成について、レーダーの情報とこれまでの戦せん闘とうから得られた情報を元にレーナは推論する。

「生産性と整備効率からして、前回の戦せん闘とうで集中的に叩たたいた戦車型レーヴェの定数配備は未完了のはずです。かといって対シ戦ュ車テ砲ィ兵ー型アを前面に押おし出だす作戦は考えられません」

　機動力もなければ装そう甲こうも薄うすい対戦車自じ走そう砲ほうは、待まち伏ぶせ専用の兵種だ。見た目が似ているからと戦車のように運用して壊かい滅めつさせる失策は、履り帯たい式しき戦車黎れい明めい期きに人間が散々やりつくしている。

「対軽装甲ジャガーノート用の榴りゆう弾だんはほとんど効かない戦車型レーヴェならともかく、比ひ較かく的てき軽けい装そう甲こうの近接猟兵型グラウヴォルフのみの編成では長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの砲ほう支し援えんも限定的でしょう。先に斥候型アーマイゼを削けずってしまえば、ほぼ無力化できるものと思われます」

『ヴェアヴォルフより各位。今確かく認にんした。少佐の読みがドンピシャだ』

　偵てい察さつに出ていたライデンが言う。感心を通とおり越こして、少し呆あきれているような口調で。

『それにしても……生産性だの整備効率だの、あんた、ほんとにちゃんと寝ねてるんだろうな』

　不意にシンが口を開いた。

『少佐。今回は知覚同調パラレイドは、切っていてもらえませんか』

「え？」

『市街戦でこれだけ近接猟兵型グラウヴォルフばかりの編成では、どうしても乱戦になります。接敵が多くなる。……が多いこの状じよう況きよう下かで、おれと同調しているのは危険です』

　シンの言葉は一字一句完かん璧ぺきに共和国語だったが、言われた意味が理解できずにレーナは眉まゆを寄せる。今、シンは何と言った？

　黒羊が、多い？

『聞きたければ後で説明します。同調を切ってください』

　今にも戦せん闘とうが始まろうという状じよう況きようだ、説明の時間も惜おしいのは当然だったが、理由も知らされないまま彼女にとっては恥はずべき職務放ほう棄きを要求されて、レーナは反射的にむっとなる。

「他の隊員とは今も同調しているでしょう。阻電攪乱型アインタークスフリーゲの電磁妨害ジャミングもありますし、無線では万一の時に繫つながらない恐おそれがあります。同調は切りません」

　覚えた反発のまま拒きよ否ひする。シンはそれでも何か言いかけて、いよいよ無視できぬ位置まで踏ふみ込こんだ〈レギオン〉に続く言葉を吞のみこんだ。

『……忠告はしましたよ』

　捨すて台詞ぜりふというには苦い響ひびきで言い捨て、〈アンダーテイカー〉が立ち上がる。







　戦せん闘とうはシンの予告通り敵味方の入り混じる乱戦となり、電磁妨害ジャミング下で辛かろうじてブリップを表示させているレーダースクリーンを睨にらみながらレーナは片手で耳を押おさえる。何だろう。雑音がひどい。この部屋の音ではないからシンたちが聞いている戦場の音だが、一体何の。

　敵性ユニットレギオンの赤いブリップが、友軍ユニットジャガーノートの青のそれに接近する。〈アンダーテイカー〉。シンの機体。遥はるか遠い戦場ではまさに肉にく薄はくというべき距きよ離り、完全なる近接猟兵型グラウヴォルフの間合で、二つの光点が交こう錯さくし──。

　誰だれのものとも知れない声が、奇き妙みように明確に、耳の中に響ひびいた。




『──かぁさん』




　死にゆく者が最後の吐と息いきで、意識も朧おぼろに呟つぶやくような、そんな、虚うつろな声だった。

　凝ぎよう然ぜんと凍こおりつく間にも声は続く。込めるべき追つい憶おくも感情も死の虚きよ無むの前に散さん逸いつしきった、茫ぼう漠ばくの声が、繰くり返かえし。

『かぁさん。かぁさん。かァサんカぁさんカぁサンカァさンかぁさんカぁサんかぁさんカぁサんカァサんカぁさンかぁサンカぁサんかぁさンかァさンかぁサンかァさんカァサんかぁサんカァさンかァさんカぁサんかぁさんかァサンかァサんかァさんかぁさんかぁサんカぁさン……』

「ひっ──!?」

　総毛立った。

　両手で耳を塞ふさぎ、知覚同調パラレイドを介かいした音であるがゆえにそんな防ぼう御ぎよは何の意味も成さなかった。飛び込んでくる。母を呼ぶ末期の声が。言葉ではなくただの音の連なりに堕だした、ひたすらに虚うつろな最さい期ごの吐と息いきが、壊こわれたような執しつ拗ようさで。腹底に響ひびく砲ほう声せいが母を呼ぶ声を吹き飛ばし、けれど同じ音色の別の呻うめきが後から後から捻ねじ込こまれる。

『助けてタスケテ助ケテたスケてタすけてたすけてタすけテたスケてたすケてタスケテたスケ』

『あツいあついアツいあツイあつい熱いアつイあツいあついアツいあツい熱イあつい熱いアつ』

『嫌いやだ……いやだ……イヤだ嫌いやダいヤダイヤだいやだいヤだいやダイヤだいやだイやだイヤだ』

『まま、まマ、まマ、まま、ままママまママまママまママままままマママまままままマまマま』

『しにたくない。しにたくない。しにたくないしにたくないしにたくないしにたくないしにた』

「や、ぁっ……嫌いやぁあああああ……っ！」

　思考も理性も塗ぬり潰つぶす断だん末まつ魔まの呻うめきの渦うずの合間に、シンの声が聞こえる。

『少佐！　同調を切ってください！　ミリーゼ少佐！』

　沈ちん着ちやくな少年には珍めずらしい焦しよう燥そうを帯びた声は、けれど恐きよう慌こうするレーナには届かない。きつくきつく耳を塞ふさぎ、逃のがれようと身を縮め、かき消すように悲鳴を上げて、それでも止むことのない死にゆく声の斉せい唱しようにいよいよ正気は消し飛ばされて──。

『ちっ』

　舌打ちとともに、シンが同調を切った。末期の声の群がふつりと消えた。

「…………………………、あ…………」

　そろそろと顔を上げ、おそるおそる手を外した。……何も聞こえない。プロセッサー全員との同調が切れていた。

　恐きよう慌こうに浅い呼吸と、怯おびえに見開かれた瞳ひとみで、いつの間にか椅い子すから落ちて座り込んでいた床の上でレーナは管制室の薄うす闇やみを凝ぎよう視しする。

　……今のは、何……？

　同調しているプロセッサーの誰だれでもなかった。誰だれの声でもなかったし、それより遥はるかに、数も知れぬほど遥はるかに多かった。

　そして呻うめきの中微かすかに、聞こえた声。あれは。




　──死にたくない




「……キルシュブリューテ……、カイエ……？」







　レーナとの同調を切断した時には〈黒羊〉の大群に群がられていて、耳を劈つんざく断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようの嵐あらしにシンは目を眇すがめる。群の大半は近接猟兵型グラウヴォルフで、装そう甲こうを水のように切きり裂さく高周波ブレードの連れん撃げきに対処せざるを得なかったせいで同調の切断が遅おくれた。

　絶ぜつ叫きようが、喘ぜん鳴めいが、呻しん吟ぎんが叫きよう喚かんが数えきれぬほど折り重なり、この近きん距きよ離りでは内腑はらわたを揺ゆさぶり耳を聾ろうする轟ごう音おんとしてシンには聞こえる断だん末まつ魔まの声。そのくせこの距きよ離りならば一つ一つの声を聞き分けることすら可能で、同調し共有した聴ちよう覚かくの元、その一つに気づいたセオが呻うめく。

『最悪……！　今、カイエがいた……！』

　息を吞のむ気配が幾いくつか重なり、通つう信しん網もうは瞬またたく間まに騒そう然ぜんとなる。

『カイエが……!?　連れてかれてたのか……！』

『くそっ……アンジュが焼いてやったはずなのに……！』

　仲間達の悲ひ憤ふんは意識の端はしに、嘆なげきの声を頼たよりに〈カイエ〉の位置を探した。知覚同調パラレイドによる借り物に過ぎない他の者には不可能でも、オリジナルであるシンには可能だ。

　耳をすますまでもなくそれを捉とらえ、程ほどなく距きよ離りと方向を摑つかむ。藁わら山やまの中から針の一本を探し出すが如ごとき真ま似ねを、人の五感の域さえ超えた精確さで。

　最も近くにいるのは──クレナか。

「ガンスリンガー。方位〇六〇、距きよ離り八〇〇。一五機の集団の先頭、右から二番目の近接猟兵型グラウヴォルフ」

『っ……了解』

　死にたくないと嘆なげき続つづけるカイエの声が、砲ほう撃げきを喰くらってふつりと絶える。死してなおも遺り続ける、壊こわさぬかぎりは還かえれぬ亡ぼう霊れいの声の群。

　正気を轢ひき潰つぶすような怨えん嗟さと嘆なげきの渦うずの中、シンはそっと一つ、憐あわれむような息を吐はいた。

「弔とむらい合がつ戦せん、か」

　壊こわさねば還かえれぬ、亡ぼう霊れいの群。

　互たがいに往くべき場所へ還かえるを、望んでいるかのように。

　あのハンドラーの少女はもう繫つないでこないだろうなとふと思い、……何な故ぜだかそれを残念だと感じている自分に気付いて、シンは眉まゆを寄せる。
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　もう一度同調してみようと気力を奮い起こすのに、日暮れまでかかった。

　それからも繫つなごうとするたび吐はき気けがするほどの恐きよう怖ふに襲おそわれて、結局同調できたのは夜も更ふけ、前線はそろそろ消灯近くと思われる刻限だった。

　こんな遅おそくでは迷めい惑わくかもしれない、とまたぞろ弱気が頭をもたげて、何とかそれをねじ伏ふせる。ここで先延ばして、明日にしてしまったらもう二度と繫つなげない。同じ言い訳を繰くり返かえして永遠に先延ばしを続けるだけだ。

　浅く速くなる呼吸を意識して深く吸って止め、知覚同調パラレイドを起動する。幸い、相手はまだ就しゆう寝しんしていなかったようで、問題なく繫つながった。

　同調の相手は、一人だけ。

　同調を切れと言ったのは彼で、自分と同調していてはいけないと言ったのも彼だ。訊きくのなら第一に彼だと思った。

「……ノウゼン大たい尉い」

　微かすかに、シンが目を見開く気配。

「ミリーゼです。あの、今、よろしいでしょうか」

　変な間が空いた。

　なぜか繫つないだ時から微かすかに、ざあざあと雨の降るような水音。

『………………シャワー浴びてますが』

「ええっ!?」

　素すっ頓とん狂きような悲鳴、というのを、レーナは自分の声で初めて聞いた。

　耳まで真っ赤になってあわあわと言葉を探すが、空転するばかりでまともな思考が働かない。昼間とは別の意味でパニックになりつつ、なんとか取とり繕つくろう言葉を絞しぼり出だす。

「ご、ごめんなさい。そうですよね、もう遅おそいですものね……。あの、すぐ切りますから」

『いえ』

　シンの声はやっぱり小こ面づら憎にくいほど沈ちん着ちやくだった。

『おれは構いませんし、これが終わったらもう寝ねます。訊ききたいことがあるのでしたら、少佐がよければこのまま伺うかがいます』

「そ……そうですか。では……」

　そうは言っても、何しろ父も早く亡なくして男兄弟もなく、恋人なんかもまだいないレーナである。この状じよう況きようは少々刺し激げきが強すぎて、まだ熱い頰ほおをどうしようもなく意識しながら口を開く。

「あ……そう、あの、今日の戦せん闘とうは？　誰だれか、怪け我がをしたり、その、亡なくなったりとか……」

『問題ありません。……そんなことを確かく認にんするために？』

「だって、」

　いかな精せい鋭えいの彼らとはいえ、〈レギオン〉との戦せん闘とうで生せい還かんの保証などない。

　ましてあの凄すさまじい叫きよう喚かんの中──もしかしたらあの後全ぜん滅めつしてしまったのではないかと、同調など誰だれにも繫つながらないのではないかと、それも酷ひどく恐おそろしくて。

「大たい尉い。……今日、戦せん闘とう中ちゆうに聞こえたあの声は」

　言った瞬しゆん間かん、まだ腹の底が冷える。

　通奏低音のようないつもの雑音。深い森の葉は擦ずれのような。遠い雑ざつ踏とうのざわめきのような。

　それが遠いがゆえにそのように聞こえる、あの末期の声の無数の集合だったのだ。

　ようやくわかった。シンの、〝死神〟という異名の由来。それを知るハンドラー全てから恐おそれられた訳。

　この声こそが、その所以ゆえんだ。

「一体、何ですか……？」

『……』

　ざあざあと、水音。

『昔、死しに損ぞこなったことがありまして』

　じん、と首に鈍にぶく痛みが滲にじんだ。鈍にぶく重い、締しめ上あげられるような。縊くびられるような。

　レーナ自身の感覚ではなかった。同調を通じた……では、これは、シンの。

『というよりも多分、その時おれは死んだんでしょうね。同じものだから、声も聞こえる……死んだくせに消えずに残る、亡ぼう霊れいの声が』

「……亡ぼう霊れい、」

　ふと、アネットの父親の事故の話を思い出した。

　レイドデバイスの神経活性率が理論上の最大値に設定されて、世界そのものの意識の底にまで、潜もぐったきり戻もどれなくなった。

　それなら。あまねく死者が世界に、その遥はるか底の最さい奥おうに還かえるというなら。

　死に瀕ひんし、最さい奥おうにまで墜おちかけた者は──あるいは知覚同調パラレイドが人間同士を繫つなぐように、最さい奥おうを介かいして他の何かと繫つながってしまうのではないだろうか。例えば同じく死して最さい奥おうへと墜おちた、墜おちていながら宿る体が残って還かえりきらない、……消えられない亡ぼう霊れい達と。

　でも、あれは。

「〈レギオン〉……でしたよね？」

　聞こえたのは近接猟兵型グラウヴォルフに近づかれた瞬しゆん間かん。戦せん闘とう前のシンもそうととれる言い方をした。

『〈レギオン彼ら〉もまた、亡ぼう霊れいでしょう。帝てい国こくの滅めつ亡ぼうとともにその兵器としての存在意義を失い、命じた者も成じよう就じゆの必要も無くした遺命を抱かかえて彷徨さまよう、……亡国の軍勢の亡ぼう霊れいです』

「……もしかして、貴方あなたがたが〈レギオン〉の襲しゆう来らいを事前に察知できるのは、」

『ええ。声が聞こえるからです。近づいてくれば、たとえ眠ねむっていてもおれにはわかります』

「ちょっと待ってください……！」

　レーナは呻うめいた。こともなげに言ったが、そんな程度の話ではない。

　近づいてくればわかる？　──最も近くに拠きよ点てんを置く群すら普ふ段だんどれほど離はなれていて、その距きよ離りの範はん囲いにどれほどの〈レギオン〉が蠢うごめいていると思っているのだ!?

　遠い雑ざつ踏とうか葉は擦ずれのような亡ぼう霊れいの声。

　同調率を最低に設定した知覚同調パラレイドは、発言者の声と、体が接する距きよ離りの音の他は、体に響ひびくほどの大だい音おん響きようしか拾わない。

　レーナにはさわさわと微かすかに聞こえる程度のこの声の群は、……シンには今、どんな音として聞こえているのか。シンと同調した時には常に聞こえる、このざわめきは。

「大たい尉いは今、どこまで聞こえているのですか？　どの距きよ離りまで聞こえて、どんな風に……」

『正確な距きよ離りまでは知りませんが。共和国の旧国境内にいる〈レギオン〉は全て把は握あくしています。……距きよ離りが離はなれて、群れているものは個々ではなく集団としてしか把は握あくできませんが』

　想像を絶する、世界だった。

　たとえ個々にはかそけき囁ささやきの程度だとしても、各戦線の〈レギオン〉全て。

　そんなものを、常に。休息のはずの眠ねむりの間にさえ。

「辛つらく……ないのですか？」

『慣れました。長い付き合いですから』

「いつ、から……？」

　答えはなく、だからレーナは次の疑問を問うた。

「カイエ・タニヤ少尉の声が聞こえたのも、彼女が……その、亡ぼう霊れいになっていたからですか？」

　自分で口にするにはまだ少し、空くう虚きよな常識が邪じや魔まをする。

　わずかな沈ちん黙もく。水音が止まり、濡ぬれた髪かみをかき上げる気配。

『この戦争は、長くてもあと二年ほどで終わると、共和国政府はそう予測していますね』

「え、ええ……。どうして知っているのですか？」

　突とつ然ぜんの話題の変へん換かんに困こん惑わくしつつ頷うなずいた。余計な希望を持たせないようにと、プロセッサー達には知らされていないはずだが。

『セオが件くだんの隊長から聞いて、おれはセオから聞きました。……〈レギオン〉の中央処理装置は構造図に寿じゆ命みようが設定されていて、その残り時間が二年弱。そうですね？』

「……ええ」

〈レギオン〉の中央処理装置は流体マイクロマシンが哺ほ乳にゆう類るいの中ちゆう枢すう神経系を模した構造を構築し、大型哺ほ乳にゆう動物のそれに匹ひつ敵てきする処理能力を実現しているが、その構造を維い持じするための構造図に、変へん更こう不可のタイムリミットと消去プログラムが組み込まれている。

『セオから聞いて、納なつ得とくしました。元々〈レギオン〉の声は聞こえると言っても、ごちゃごちゃしていて聞き取れないんです。それがある時期から人の声が混じるようになって、何をしたのかの想像はつきましたが、何故それをしたかはわからなかったものですから』

　女性の身からは信じられない乱雑さで髪かみを拭ぬぐい、ややあって微かすかに衣きぬ擦ずれの音。質が悪いと音だけでわかる、ごわついた生き地じの。

『中央処理装置の構造図が失われるなら、別の構造図で代だい替たいすればいい。……代だい替たいとなるものも、彼らの周りにすでにあるわけですから』

「……まさか、」

『ええ。哺ほ乳にゆう動物の中でも特に発達した中ちゆう枢すう神経系。人間の脳です』

　想像してレーナは吐はき気けを覚えた。グロテスクという以上にそれは人間の尊厳というものを徹てつ底てい的てきに踏ふみ躙にじる所業で、対照的にシンの声はどこまでも平へい淡たんだった。

『正確には、その構造のコピーだと思いますが。そのままではすぐに腐ふ敗はいしてしまいますし、戦死者の死体は残らないことが多いですから、使えるほど脳の損傷の少ない死体となれば随ずい分ぶん希少でしょう。実際、同じ声の〈レギオン〉に複数回遭そう遇ぐうするのはよくあります。カイエも多分、まだどこかにいるでしょうね』

　どこにもいない少女の嘆なげきを、オルゴールのように繰くり返かえす機械仕じ掛かけの亡ぼう霊れいが。

『だから亡ぼう霊れいと言っても、一いつ般ぱん的てきに魂たましいと呼ばれているものとは違ちがうのだと思います。存在の残ざん滓し、というのが近いのかもしれない。元の人間の意識があるわけでも意志の疎そ通つうが図れるわけでもない、その瞬しゆん間かんの脳の形で複写されてしまったから死しに際ぎわの思考を繰くり返かえすだけの、〈レギオン〉に棲すみついた亡ぼう霊れいです』

「……黒羊、」

『ええ。〈レギオン白い羊〉に紛まぎれる、亡ぼう霊れい憑つきの異端ブラックシープ。もっとも、今は黒羊の方が多いですが』

　死んだ瞬しゆん間かんから腐劣敗化が始まっていてなお、哺ほ乳にゆう類るいの中でもとりわけ大脳の発達した人間のそれともなれば〈レギオン〉本来の中央処理装置より処理能力が高いのだろう。構造図を失いやむなく、という以上に、断だん末まつ魔まの声を憑つかせた異い端たんの黒羊は増えている。

　心なしか、シンの声は〈レギオン〉達を憐あわれんでいるようだった。故国を失い、戦う理由も存在意義も失ってなお、死肉を漁あさって永らえてまで遺命に殉じゆんじ戦い続ける機械の亡ぼう霊れい達を。

『……彼らが共こ和の国国を攻め続けるのも、少し、わかる気がします』

「え、」

『彼らは亡ぼう霊れいです。消えるべきなのに残ったまま、壊こわれるまで還かえれない。多分、彼らも還かえりたいから、目の前にある同じ亡ぼう霊れいを、一いつ緒しよに還かえってやろうと攻こう撃げきしているのだろうと思います』

「亡ぼう霊れい……？」

　それは、誰だれの。

　生きながら、人間でないものにされた。社会的には死者も同然のエイティシックス達の？

『死んだでしょう、共和国は九年前に。……国こく是ぜであったはずの五色旗の精神の、どれか一つでも今の共和国が保っていますか？』

　静かなくせに、否、だからこそ、おそろしく痛つう烈れつな言葉だった。

　自由と平等。博愛と正義と高潔。およそ正当化できない理り屈くつで人を差別し抑よく留りゆうし、何百万人と死なせて当然と恥はじないこの国に、……その国こく是ぜの一つでも謳うたう資格は最も早はや無い。

　共和国は死んだのだ。九年前、その市民が同じ市民の迫はく害がいを決めた時に、自らの手で。

　シンにはあるいは、とうの昔に死んだくせに気づかないまま存在し続ける、共和国という巨きよ大だいな亡ぼう霊れいの声も、聞こえているのかもしれない。

　返す言葉を失い、口を噤つぐんだレーナに、やはりしばしの沈ちん黙もくを置いて、ふとシンが告げた。これまでと同じ、ただ淡たん々たんと、彼の知る事実を語る口調で。

『少佐。この戦争は、貴女あなた達が敗まけます』

　おれ達が、とは言わなかった。

「……どういうことですか」

『〈レギオン〉は今話したとおり、中央処理装置の崩ほう壊かいによる機能停止は見込めません。実際おれが感知している〈レギオン〉の総数は増えはしても減ってはいない。……では、エイティシックスは？　あとどれだけ残っていますか？』

　レーナは、答えられなかった。知らないからだ。その統計を、共和国は取っていない。

『おれ達の二、三歳下の者で最後、というところでしょう。強制収容以降エイティシックスは人口の再生産が出来ていませんし、収容当時乳幼児だった者は大半が死にましたから』

　収容当時成年に達していた者は、ほぼ全員が開戦後二年以内に死亡した。従軍した者で帰って来た者はいなかったし、グラン・ミュール建設に動員された者も、衰すい弱じやく死しさせるのが目的のような過か酷こくかつ劣れつ悪あくな労働下でやはり、全員が死んだ。残ったのはどちらの役にも立たないほどの高こう齢れい者しやか重病人だけで、それもこの九年でほとんどが死に絶えた。

「……赤ちゃんは、どうして……」

『まともな医い療りようの無い環かん境きよう下かの幼児死亡率を？　……おれのいた収容所では、最初の冬を越えられた乳幼児はほとんどいませんでした。他も似たような状じよう況きようでしょう。生き残った者も大半が売られましたし』

「売られた？」

『ええ。一部の兵士やエイティシックスが、小こ遣づかい稼かせぎに。そのままか部品かは知りませんが』

　一いつ拍ぱくおいてその意味するところを理解して、レーナは血の気が引くのを感じる。

　つまり、共和国には、エイティシックスを豚ぶたと蔑さげすみながらその豚ぶたの子供を弄もてあそんだ者や、豚ぶたの内臓を移植して生きながらえた者がいるということだ。

　そうして、子供だけが残り。彼らも順に戦場に送り込まれて、じきに底をつく。

『〈レギオン〉は減らない。でも、エイティシックスはじきに絶ぜつ滅めつする。その時、白系種あなたたちは戦えますか？　戦い方も知らない、戦場を知る者もいない、兵役も戦費の負担もエイティシックス自分以外の誰かに押おしつけることを一度覚えてしまったあなた達が、今度は進んで戦えますか？』

　できないでしょう──と、シンが微かすかに嗤わらうのがわかった。

　迫はく害がい者しやの苦境を、ざまを見ろと嗤わらうのとも違ちがう。目先の自利につられて現実から目を塞ふさぎ、かりそめの平へい穏おんに閉じこもった挙句に自分で自分を守る術さえ失った、生き物としての無様を嗤わらう声だった。

『志願が見込めないなら、強制動員するしかない。でも、それができるのも民主制下では眼前に脅きよう威いが迫せまってからです。それではもう、間に合わない。……事態が致ち命めい的てきにならないと決断が下せないのは、近代民主制の欠点ですね』

　言葉どおりの破局がまざまざと想像できてしまって、不ふ吉きつなその想像にレーナは慌あわてて首を振ふる。否定にかかったのは根こん拠きよがあったからではなくただ突とつ然ぜん突つきつけられた、考えもしなかったわずか数年後の滅めつ亡ぼうを受け入れられなかっただけだった。

「で──ですが、実際に〈レギオン〉の観測数は減少しています！　数年前から比べれば、もう半分近くにも……」

『観測できる範はん囲いの〈レギオン〉が、でしょう？　競合区域コンテスト・エリア深部から〈レギオン〉勢力圏けん内ないは阻電攪乱型アインタークスフリーゲの電磁妨害ジャミングが常時展開されて全く観測できていない。……確かに前線の〈レギオン〉の数は減っていますが、必要以上が出てこないだけです。こちらを削けずる程度の襲しゆう撃げきは続けつつ、それ以上の数が後方に控ひかえて、その数は今も増え続けている』

　その行動が示す目的は一つ。

　戦力の温存と増強。消しよう耗もうするばかりの持久戦をやめ、ただ一いち撃げきで共和国の防衛線を瓦が解かいせしめる総そう攻こう撃げきを企き図としての。

「そんな戦略的判断が下せるほどの知能は〈レギオン〉には」

『ないはずだった。それが、もう一つの敗因です』

　狼ろう狽ばいの限りを尽つくすレーナとは裏腹、シンの声はやはり、そっけないほど平静だった。

『頭が無事な死体は希少と言っても、死体は回収されないまま戦こ場こに何百万とあって、それだけあれば劣れつ化かが進む前に鹵ろ獲かくされるものもある。……人間なら、攻め落とせない敵てき陣じんを前に、戦力増強を図る程度の判断はそう難しいことではないでしょう。同様に、もし人間と同じ程度にものを考えられる〈レギオン〉がいたら？』

「っ……！」

　黒羊。人間の脳構造を取り込んだ〈レギオン〉。劣れつ化かしてなお本来の中央処理装置より高い処理能力をそれによって獲かく得とくし。

　では、もし死んだばかりで劣れつ化かしていない脳のう髄ずいを、彼らが手に入れていたとしたら。

『そういう〈レギオン〉を、おれ達は〈羊飼い〉と呼んでいます。本来命令を受けて動く兵士に過ぎない〈レギオン〉を、統とう率そつし導く亡ぼう霊れい達の指揮官。これまで何機か遭そう遇ぐうしましたが、彼らが直接指揮する軍勢は、そうでないものとは比べ物にならないほど手ごわいです』

「待ってください。仮定ではなくすでに実在しているのですか？　まさかそれも──」

『聞いて判別できます。指揮官機である彼らの声はよく通りますから、群の中にいても認にん識しきできます。各戦線にそれぞれ数十機ほど、この第一戦区の奥おくにも、──一機、います』

　一いつ瞬しゆんシンの声は昏くらく冷えた。いつか、そう、死んだ兄を探しているのだと言った時と同じ、冴さえわたる白はく刃じんの。鋭するどく危あやうい狂きよう気きの気配。

　慄りつ然ぜんとした。

　共和国は滅ほろびる。自らの無策と無様の果てに。自分達が戦場に送り込んで何百万と使つかい潰つぶし、葬ほうむってさえやらなかったエイティシックスの死し霊りように足を取られ。

「で……でも、」

　ふと、気づいてレーナは言った。

「それは……もし、何年か後に貴方あなた達が全ぜん滅めつしてしまったら、の話ですよね」

　シンはふと、瞬まばたいたようだった。

『それはそうですね』

「それなら、その前に〈レギオン〉を壊かい滅めつさせてしまえば、そんなことにはなりえません。貴方あなた達なら……〈レギオン〉の襲しゆう撃げきも居場所も見通せる貴方あなたがいるスピアヘッド戦隊なら、それも可能なのではありませんか？」

　ほとんど損害もないままに、最も激しい〈レギオン〉の襲しゆう撃げきを退け続ける精せい鋭えいの彼らなら。

『必要な人員と装備と時間があれば、可能でしょう。どんな戦争でもそれは同じと思いますが』

「それなら、勝ちましょう。わたしも、」

　共に戦いますと言いそうになって、それは傲おごりだと気づいて言い直した。

「全力を尽つくします。敵情の分ぶん析せきも作戦の構築も、わたしにできることは全て。……他の戦線も、いずれ同じようにしてみせます」

　敵情の詳しよう細さいがわかれば、基本的な対応策が構築できれば、それは確実に共和国の国益だ。それを説いて、他部隊にも応用させるのはきっと難しくないはずだから。

「今年で任期満了なのでしょう？　ノウゼン大たい尉い。だからそれまでに勝利して、……生き残りましょう。お互たがいに」

　シンは苦笑した。微かすかな、柔やわらかな響ひびきだった。

『……そうですね』







　レーナとの同調を切り、シンは消灯を過ぎて寝ね静しずまりつつある隊舎の自室に戻もどる。

　暗いままの自室に入ると、満月の青い月明かりに、窓の硝子ガラスに自身の鏡像が映りこんでいた。

　戦せん闘とう中ちゆうでさえ着けたままの空色のスカーフも、流石さすがに眠ねむる時までは身に着けていない。シャワーを終えたらそのまま寝ねるつもりだったから、アンダーシャツの上に無造作にひっかけた野戦服の襟えり元もとに、淡あわい空色は今はなかった。

　細身と見えて長い苛か烈れつな戦場暮らしに豹ひようのように鍛きたえ上あげられた体たい軀くの、しなやかな首筋には、赤く首を一周する痣あざがあった。

　完全な直線ではなくぎざぎざとした、生々しい赤い鬱うつ血けつの痕あと。ねじくれたそれは一度首を切断し、無理矢理縫ぬい繫つないだ痕あとのようでもあった。

　つと、片手を伸のばし、鏡像の己の首の痕あとに触ふれた。














間章　首のない騎き士しⅡ









　ライデンがその死神に出会ったのは、入隊から半年目に配属された戦隊で。

　入隊後ばらばらに配属された友人達の最後の一人が死んだ、その翌日のことだった。







　入隊までは八五区内で匿かくまわれていた。

　全ぜん寮りよう制せいの私立校を運営する、白ア系ル種バの老婦人だった。

　彼女の生徒と、近きん隣りんの子供。隠かくせるだけのエイティシックスの子供を学校の寮りように匿かくまっていた。

　五年目に誰だれかの密告で露ろ見けんして、護送のための兵士が来た。老婦人はそれでも必死に食い下がり、人の良心と正義を繰くり返かえし説いたけれど、その言葉は全て嘲ちよう笑しようと罵ば声せいで応じられた。

　家か畜ちくを乗せるトラックに子供を満まん載さいして、何の呵か責しやくも感じない顔で立ち去る兵士達に、出発するそのトラックに追いすがって、老婦人は最後に叫さけんだ。

　汚きたない言葉など一度だって使ったことがなかった。そういう言葉を使いたい盛さかりのライデンたちがふざけて口にすると烈れつ火かのように怒おこった、謹きん厳げんで清せい貧ひんな、その老婦人が。

　激げつ昂こうに顔を歪ゆがめて、涙なみだを流して絶ぜつ叫きようした。

「地じ獄ごくに堕おちろ、このクズども！」

　その叫さけびと、道にうち伏ふして身も世もなく号ごう泣きゆうしていた彼女を、今も変わらず覚えている。







　死神の異名を持つ同い年のその戦隊長は、それまでのライデンの経験からは信じられないほど杜ず撰さんで気まぐれだった。

　哨しよう戒かいの類は一切させず、どこに〈レギオン〉が潜ひそんでいるとも知れぬ廃はい墟きよを一人で探たん索さくし、レーダーに何の反応もないうちから突とつ然ぜん出しゆつ撃げき命令を出す。それらは確かに気味が悪いほどそのとおりだったけれど、ライデンにしてみれば自殺志願者としか思えない無防備さだった。

　腹に据すえかねた。

　一いつ緒しよに入隊した友人達はみんな死んだけれど、それまで必死で戦った。あの老婦人は撃うたれるかもしれないのに、それでも必死にライデン達を守ろうとした。

　それをこいつは。まるで誰だれが死んでも、自分が死んでも構わないと思っているかのように。

　我が慢まんの限界に達して手が出たのは、配属から半月ほどして、相変わらず中止されっぱなしの哨しよう戒かいについて口論になった時だった。

　体格差を考えて多少手加減する理性は働いたが、当時はまだずっと小こ柄がらだったシンが吹っ飛ばされる程度の威い力りよくはあった。埃ほこりっぽい土の上に転がった相手にふざけるなと怒ど鳴なりつけて、紅あかい瞳ひとみがそれでもなお揺ゆれ一つない沈ちん着ちやくさで見返した。

「……説明しなかったのはこちらの非だろうけど、」

　口の中を切った血を吐はき捨すてて立ち上がる。思いの外ほかにダメージの少ない、淀よどみのない動き。

「経験上、実際に聞くまで誰だれも納なつ得とくしないから言わないだけだ。時間を無む駄だにしたくない」

「あァ？　おまえ何言って、」

「そのうち話す。……それと、」

　言うなりシンはライデンの顔面をぶん殴なぐった。

　小こ柄がらな体たい軀くで至し極ごくコンパクトな振ふりで、おそろしく効いた。体重の移動と力の伝達が無む駄だ一つなく適切だからで、なす術もなく殴なぐり倒たおされて頭がくらくらした。

「殴なぐられてやる謂いわれはない。おれは手加減はしないが、それでいいならかかってこい」

　何をこの、と今度は本気で殴なぐりかかって。

　結論から言うなら、ライデンが負けた。それはもう一方的なくらいやられた。ライデンより一年長く戦場に生きてきたシンは、それだけ暴力にもその使い方にも長たけていた。

　いけ好かねえがやる奴やつではあると、それでシンの印象は少しだけ変わった。後年話を聞いたセオからは漫まん画がじゃあるまいし恥はずかしいなあと呆あきれられたが、わかってないのはセオの方だ。なんでか当のシンまで笑いをこらえていたが、あの馬ば鹿かの考えなんかも知ったことか。

　ちゃんと話せよと、思い切りやり合ったその翌日、切れて痛い口でそれだけ吐はき捨すてて。




　次の戦せん闘とうで、あの、亡ぼう霊れいどものおぞましい絶ぜつ叫きようを聞いた。

　何な故ぜ、哨しよう戒かいが不要で、……何な故ぜ、ああもシンが年に見合わぬほどの沈ちん着ちやくさを備えてしまったのか、それでライデンは、わかった気がした。




　　　†




　スピアヘッド戦隊の隊舎は消灯を迎むかえて寝ね静しずまり、自室のベッドに寝ね転ころがってはいたがまだ寝ねていなかったライデンは、密ひそやかな足音を耳にして起き上がる。

　扉とびらが開いたままの隣りん室しつを覗のぞくと、暗い部屋の月明かりに青い窓の前に、シンが立っていた。

「おまえ、さっき誰だれかと喋しやべってたか？」

　階下のシャワー室とその隣となりの更こう衣い室しつ辺りで、微かすかにシンの話す声が聞こえていた気がした。

　視線だけで振ふり向むいたシンが、ああ、と短く頷うなずく。年に見合わぬ沈ちん着ちやくに、何にも心揺ゆらされぬ無関心と無感動に凍こおりついた、紅あかい瞳ひとみ。

「少佐と。同調してきたから、少し」

「……へえ。繫つないできたのか。あのお嬢じようちゃんも意外に根性あるな」

　少し感心した。あれを聞いてシンと再び同調できたハンドラーは一人もいない。

　襟えり元もとから伸のびる首筋は今は露あらわになっていて、それを一巻きする赤い痣あざに、つい目が行った。

　斬ざん首しゆの傷のようなその無む惨ざんな痕あとの由来を、シン自身から聞いてライデンは知っている。亡ぼう霊れいの声を聞く異能を、それによって得たということも。

　静かな夜だ。少なくともライデンにはそうだ。

　けれどシンには、……止むことなき亡ぼう霊れいどものざわめきを聞く異能を得てしまったこの同どう胞ほうには、この夜もまたどれほどの悲ひ嘆たんと叫きよう喚かんに満ちているのだろう。

　そんなものを聞き続けて、まともな感性を保っていられるわけがない。感じる心を押おし潰つぶしてすり減らして、その結果がおそらくこの、何にも揺ゆらがぬ沈ちん着ちやくで無関心な死神なのだろう。

　死神が、ライデンを見る。紅あかい瞳ひとみで。何もかも凍こおりつかせてしまった、血色の瞳ひとみで。

　その心は戦場の遥はるか彼方かなた、探し求める首に捕とらわれたきり、ここにはないのだと知っている。

「もう寝ねる。話があるなら明日に」

「……ああ。すまねぇな」







　立てつけの悪い扉とびらが少し苦労して閉ざされ、足音が隣りん室しつに戻もどってパイプベッドの軋きしむ音が聞こえてもまだ、シンは窓まど硝子ガラスを透とう過かする青い月つき影かげの中、戦野の向こうに目を向けて動かない。

　耳を澄すませば星ほし屑くずのざわめきのような、夜の闇やみを遥はるか彼方かなたまで埋うめ尽つくす亡ぼう霊れいたちの声。呻しん吟ぎんと、絶ぜつ叫きようと、嘆なげきと、悲鳴と、聞き取れない機械の言葉。それらをぴんと貫つらぬいて通る、ここからはまだ遠い呼び声に意識を寄せた。

　同じ声を最後に人の声として聞いたのは、もう、八年も前。

　その時も同じ言葉だった。

　毎夜、聞く度に蘇よみがえる。忘れることをこの声はただの一夜も許さない。

　のしかかる影かげ。

　首にかかる、潰つぶれて千切れそうな握あく力りよくと重さ。

　至近距きよ離りで見下ろす眼鏡の奥おくの、憎ぞう悪おにぎらつく黒い瞳ひとみ。

　窒ちつ息そくの苦しさと、それすら圧する耳を劈つんざく兄の怒ど声せい。

　罪業ＳＩＮ。お前の名だ。相応ふさわしいじゃないか。

　お前のせいだ。何もかも全て、お前のせいだ。

　同じ声が、遥はるか彼方かなたで呼んでいる。五年前にこの東部戦線の片かた隅すみの廃はい墟きよで死んだ時から、ずっと、ひたすらに自分を呼び続けている。

　冷たい硝子ガラスに手を触ふれて、届かぬと知りつつ呟つぶやいた。

「もうすぐ行ける、──兄さん」














第五章　スピアファッキン・ヘッド戦隊グローリー・トゥにクソ・スピアヘッド栄光あれ・スコドーロン









　その日の戦せん闘とうも〈黒羊〉が多くて、戦せん闘とうを終えてレーナは吐はき気けを堪こらえてそろそろと息を吐はく。

　繫つないだままだった同調の向こうで、ふとクレナが口を開いた。戦せん闘とうが終わって、プロセッサー達はめいめいに同調を切断したと思っていたが、彼女はまだ残っていたらしい。

『そんなにきついなら、やめればいいのに』

　心配しているわけではないと如によ実じつにわかる、そっけない口調だった。

『こっちはあんたなんかいなくたって困んないし、別に管制してないからって何かあるわけでもないんでしょ。いもしないくせに戦せん闘とう中ちゆうにきつそうにされてると、気が散って邪じや魔ま』

　全くその通りなので腹も立たない。そう思っているのに声をかけてくれただけ、少し嬉うれしい。

　それからふと、気づいて問うた。

「貴女あなたや皆みなさんは、辛つらくはないのですか……？」

　クレナ達は辛つらいからと同調を切るわけにはいかない。どこにいてもどれほどの数でも正確に位置を特定し、欺ぎ瞞まんもされないシンの索さく敵てき能力は、実戦においてはこれ以上なく貴重だ。

　クレナは肩かたを竦すくめたようだった。

『別に。もう慣れたし、それにシンがいなくたって、どうせ断だん末まつ魔まの悲鳴なんてプロセッサーならいくらでも聞いてるから』

　淡たん々たんとした口調とは裏腹、クレナの感情が揺ゆれたのがわかった。恐きよう怖ふではない、怒いかりや無念や悔くやしさといった、ひどく暗い重いそれ。

『機体ごと爆ばく散さんして即そく死しするのは、死に方としては上等。手足吹っ飛ばされて、顔が削けずれてなくなって、体中焼やけ爛ただれて、お腹が裂さけて内臓がはみ出て、痛い苦しいって泣なき叫さけんで仲間が死ぬのなんてみんな、何度も見てる。とっくに死んだ奴やつの声なんて、別に、それに比べれば大したことじゃない』

　裏腹に、痛みを堪こらえるように。涙なみだを堪こらえるように。

　遥はるか彼方かなたの戦場の少女が、きつく唇くちびるを引き結ぶのがわかった。奥おく歯ばが嚙かみしめられて軋きしむ音。

『第一戦区ここだって、それは同じ。……誰だれが死んだってあたしたちにはもう、何もおかしいことなんかじゃない』

「……ええ」

　当初二四名いた戦隊員は、つい一昨日も一人が失われて、今や一三名にまで減ってしまった。







　壊こわれたきり、永遠に直ることのなくなったラジオをライデンは自動工場の再さい生せい炉ろに放り込む。

　いつものメンバーで部屋にたむろしていると、いつもの時間にいつも通りレーナが同調してくる。こんばんは、と声をかけてくるのに応じる。

「感度良好だ、少佐。……野や郎ろうばっかりでむさ苦しくてすまねぇな」

　レーナはきょとんとしたようだった。

　それも当然で、何な故ぜなら毎晩彼女の呼びかけに最初に応じるのは、ライデンではなくシンだ。

『……あの、ノウゼン大たい尉いはどうかしましたか？』

　スケッチブックを抱かかえたまま、セオが鼻を鳴らす。

「あんたもほんっと面めん倒どうくさいよねミリーゼ少佐。僕達の階級なんて名前だけの飾かざりって知ってるだろ」

　戦隊長が大たい尉いで、それから副長、小隊長と下って、小隊員が准じゆん尉い。戦隊内の指揮系統を明確にするために一律にそう定めてあるだけで、その通りの権限や待たい遇ぐうや給与を受けられるわけでもない。この隊のプロセッサーは前の隊では戦隊長か副長クラスの〝号持ち〟ばかりだったから、配属にあたり大たい尉い・中ちゆう尉いから少尉や准じゆん尉いに『降格』されたものが大半だ。

　レーナはしかし、澄すまして答える。

　何だか最近ふてぶてしくなってきたなと、ライデンは少し面白くなる。

『シュガ中ちゆう尉いだって、リッカ少しよう尉いだってわたしを少佐と呼ぶでしょう。同じように呼んで、何か問題が？』

「……たしかにね」

　言い切られてセオが苦笑した。

　レーナでいい、と言われているが、そう呼ぶ者は誰だれもいない。そこに潜ひそむ隔かく意いに気づいているから、レーナも他た人にん行ぎよう儀ぎな部下としての呼び方で通しているのだろう。

　会話はしても、名を呼び合う関係ではない。親しいふりをしているだけであくまで迫はく害がいする側とされている側に過ぎないのだという、その暗あん黙もくの一線に。

『……それで、あの、ノウゼン大たい尉いは？　まさか今日の戦せん闘とうで何か──』

「ああ、いや、」

　ふっとライデンは隣りん室しつとの境の壁かべを見やる。

　集まっているのはクレナとアンジュを除いた毎晩の面々で、それぞれ好き勝手にしているのも変わらないが、ここはシンの部屋ではなくライデンの自室だ。

　薄うすい壁かべ一枚隔へだてた隣となりのシンの部屋は、物音一つなくしんと静まり返っている。

「寝ねてるだけだ。疲つかれたってよ」

　夕飯食ってる時点ですでにうとうとし始めていて、ライデンが当番だった後片付けを終えて部屋を覗のぞいた時にはベッドでぶっ倒たおれていた。不満げにみーみー鳴いている仔こ猫ねこをつまみ上げ、ついでに上うわ掛がけをかけてやって、それから全く物音がないからこのまま朝まで起きないだろう。

　会ってからのこの三年の間にもたまにあったことだ。本人は慣れていると言ってはいるが、四六時中遥はるか遠くの〈レギオン〉どもの声まで聞こえている状態は、やはり全く負担が無いわけではないのだろう。

　最低の同調率では同じ音が聞こえるわけではないから、シンがどんな世界に生きているのかはライデン達には本当にはわからない。ただ、昔一度だけシンが同調率を最高まで上げて繫つないだハンドラーは、その直後に自殺した。無茶な命令や誤情報をわざと与えてプロセッサーを無む駄だ死じにさせて愉たのしむクズで、経験のない新入りが惑まどわされて死んだ。流石さすがにうるさいし邪じや魔まだとシンは言って、次の戦せん闘とうで他の全員と同調を切ってからそいつ一人に繫つないだ。そいつは二度と同調してくることなく、後日憲兵から、あいつは自殺したと聞かされた。

　そういう音で満たされた世界に暮らして、加えてここ最近のスピアヘッド戦隊の状じよう況きよう。

『……大たい尉いもそうですが、やはり各員の負担が増えていますね……。こうも立て続けに、戦死が続いてしまっては……』

「……ああ」

　レーナの慨がい嘆たんに、短く首しゆ肯こうした。シンだけではない。部隊全員の疲ひ弊へいが、このところの戦せん闘とうで深刻な域にまで達しつつある。

　スピアヘッド戦隊の戦死者は、配属当初から数えて一一名にもなる。部隊の定員のすでに半分近く、まともな軍隊ならとうに全ぜん滅めつと判断されて再編成される損害だ。〈レギオン〉の襲しゆう撃げき回数と兵数は変わらないので、各人の負担がそれだけ増える形になっている。敵の数が対処できる範はん囲いを超え、疲ひ労ろうから判断を誤り、人員減が原因で更さらに戦死者が嵩かさんでいるのが現状だ。

　にも関わらず欠員の補ほ充じゆうは、最初の二月で戦死したクジョー達三名のそれさえまだなされていない。唇くちびるを嚙かんだらしいレーナが語気を強めた。

『補ほ充じゆうを急がせます。こちらに最優先で人員を送るよう、手を尽つくしますから』

　ちらりとハルトがこちらを見た。ライデンは鼻から息を吐はく。

「ああ……そうだな、」

『この隊は最重要拠きよ点てんの防衛戦力です。優先的に補ほ充じゆうを受ける権利があります。それまでは周りの他の隊にも応おう援えんを要よう請せいしますから、……だからどうか、もう少しだけ耐たえてください』

「……ああ、」

　曖あい昧まいに頷うなずいた。視界の端はしで、ハルトとセオが肩かたをすくめる。







「……ねえ。アンジュ。あのさ、」

　シャワー室にいるのは、クレナとアンジュの二人だけだ。

　長い銀ぎん髪ぱつを丁てい寧ねいに洗っているアンジュに、頭からぬるい湯を浴びたままクレナは言う。

「なあに？」

「あの女に、もういい加減、話さなくっていいのかなって」

　何な故ぜか嬉うれしそうな目で見られた。

「少佐が心配？」

「ちっ、」

　慌あわてて首を振ふった。いきなり何を言い出すのか！

「違ちがうってば！　なんであんな女なんか！　……ただ、その、あいつはシンのこと怖こわがらなかったからそれくらいはしてやってもいいかなって、それだけよ」

　唇くちびるを尖とがらせてぼそぼそ続けた。

　嫌きらいだけど。相変わらず吐はき気けがするような綺き麗れい事ごとばかりだけれど。大切な仲間を化物扱あつかいしなかった、それだけはまあ、認めてやってもいいと思うから。

「シンも、ライデンも、みんな黙だまってるでしょ。……言ってやったらあの女ももう繫つないでなんかこないだろうし、お互たがいその方がいいんじゃないかって」

「そうねぇ……いつだったか、カイエちゃんもそう言ってたものね……」

　あなたは、悪い人じゃないから。私達なんかに、関わらない方がいい。

「でも、シン君もライデン君も、だから言い出せないんじゃないかって思うの。多分、言っても傷つくだろうって、そう考えたんだと思うわ」

「……」

　もういない、カイエ。

　小こ柄がらであちこちぺたんこの体たい軀くをシャワーのたびに気にして、他の女子隊員に笑われていた。あの猫ねこのようにしなやかな少女も、男子どもにはとても聞かせられない話題できゃーきゃー盛り上がっていた他の皆みなも、どこにもいない。

　今はもう、二人だけだ。六人いた女子隊員は、クレナとアンジュを除いた全員が戦死した。

　ふと、気づいてアンジュを見上げた。

「ねえ。アンジュ」

「なあに？」

「……いいの？」

　髪かみを洗う手を止めて、アンジュは肩かたをすくめた。

　アンジュと同じ時間にシャワーを使うのは、一年以上の付き合いでこれが初めてだ。アンジュはこれまで誰だれの前でも、同じ女性の隊員の前ですらも、服を脱ぬいだ姿を見せたことがない。

「うん。流石さすがにもう、いいかなぁって。二人しかいないのに、隠かくすこともないかなって」

　水の紗しやに透すける、白い裸ら身しん。新旧の傷きず跡あとが残っているのはクレナもアンジュも同じだけれど、アンジュの背中には幾いくつか、戦せん闘とうによるそれとも思えぬ痕あとが未いまだ色いろ濃こく散っている。

　長い髪かみの合間に覗のぞく、文字のように見える傷きず痕あとについ目がいって慌あわてて逸そらした。売女ばいたの娘、と読めた気がした。白ア系ル種バの血の濃こいアンジュ。一方の親の遠い祖だけの天青種セレスタの血。

「……ダイヤ君、ね。最初に会った時に、髪かみ綺き麗れいだなって、褒ほめてくれたの。隠かくそうとして伸のばしてるんだってわかってるのに、綺き麗れいな髪かみだから伸のばしてるのかって、そう言ってくれたの」

　静かに話そうとした声は、途と中ちゆうからどうしようもなく上うわ擦ずる。無理矢理微び笑しようの形を作った淡あわい色の唇くちびるが、別の生き物のように震ふるえていた。

「そのダイヤ君も、もういないんだから。これ以上、気にしたって仕方ないかなって……」

　泣くかと思った。けれど、アンジュは泣かなかった。濡ぬれた髪かみをかきあげてこちらを見た時には、もうその優やさしげな面おもてはいつもの穏おだやかな笑みだった。

「クレナちゃんこそ、いいの？　伝えなくて」

　誰だれに、とも、何を、とも言わない。言わなくてもわかることだから。

　クレナはそっと、目を伏ふせた。

「……うん。多分、あたしにはそれを言う資格は、無いと思うから」

　最初にその下に配属された時は、正直恐おそろしかった。

　噂うわさはずっと耳にしていた。東部戦線の最前線を支配する、首のない、赤い目の〝死神〟。

　仲間がばたばた死んでいく中その血を啜すするようにして生きのびるのが〝号持ち〟だから、その異名パーソナルネームは大たい概がい悪名混じりの剣けん吞のんなものになる。だが、その中でもシンのそれは極きわめつけだ。

　葬儀屋アンダーテイカー。誰だれより死に近いくせに自分だけは死なず、ひたすら他の誰だれかを葬ほうむり続つづける、戦場では最も親しく最も忌いまわしい死神と同義の称号パーソナルネーム。

　所属した戦隊は、従う〝人じん狼ろう〟一人を除いて全て全ぜん滅めつしたと言われていた。異名そのまま死を呼ぶのだとも、あるいは仲間を盾たてにして生きのびてきたのだとも。

　最初の部隊の時からずっと、激戦区にばかり配属されてしまっていたのだとは、後で知った。

　何度目かの作戦の後だった。

　仲間の一人が、自走地じ雷らいに腹から下を吹っ飛ばされた。

　死にきれずに苦しんでいて、けれど、誰だれもどうしてやることもできなかった。

　シンだけが一人、静かにその傍かたわらに膝ひざをついた。同じく動きかけた、ライデンを制して。

　携けい行こうしている拳けん銃じゆうを抜ぬくのを、立たち尽つくしてクレナは見つめていた。自衛のために、万一の時の自決のために、皆みなが携けい行こうしている自動拳けん銃じゆう。

　もう一つ役割があるのだと、初めて知った。

『難しいだろうけど。何でもいい、幸せだった時を思い出せ』

　死にかけたそいつは、微かすかに笑った。なあ、と懸けん命めいに唇くちびるを震ふるわせた。

『約束……俺おれも、連れてってくれるんだよな……？』

『ああ』

　鮮せん血けつと内腑はらわたの破は片へんに塗まみれた手で頰ほおをなぞられて、眉まゆ一つ動かさなかった。この世の何よりうつくしく、尊い光景だった。

　我らが死神と、稀まれにライデンが、少し前からいる仲間達が呼ぶ理由を、ようやく知った。

　連れていってくれるから。死んだ仲間の、その名前を。その心を。誰だれ一人見捨てることなく、その行き着く果てまで抱かかえていってくれるから。

　入る墓もなくただ忘れ去られるのがさだめの、明日をも知れないこの戦場に生きるプロセッサーにとって、それは何ものにも代えがたい、得え難がたい救いだ。

　焦こがれた。心の底から。

　いつか死んでも、連れていってもらえるのだと思うと嬉うれしかった。怖こわくなくなった。元々得意だった銃じゆうを、更さらに磨みがいたのはその頃からだ。もし次に同じことをしなくてはいけないなら自分がやろうと思ったし、いつか死ぬとしても少しでも共に戦いたかったから。

　でも。

　蛇じや口ぐちをひねってシャワーを止めて、クレナは天を仰あおいだ。少なくともそれは、自分ではない。この戦場にいる限り、自分には決してそれはできない。

　共に戦った全ての仲間を、その心を、行き着く果てまで連れていく、彼女達の死神。




　でも、それならシンの心は、一体誰だれが預かってくれるのだろう……？
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「おい、エイティシックス。こっちもだ」

　生産プラントでも自動工場でも生産できない物品は壁かべの向こうから空輸されてきて、月に一度のその空輸品の受領。

　補ほ充じゆう品ひんのリストとコンテナをつきあわせて確かく認にんをしていたシンは、輸送隊員の横おう柄へいな声に顔を上げる。

　威い嚇かくのつもりかアサルトライフルを抱かかえた兵を二人も従えて、いかにも軍服に着られた貧ひん相そうな士官が顎あごをしゃくる。どうでもいいが、後ろの兵のライフルは安全装置がかかったままで、しかも初しよ弾だんが装そう塡てんされていない。それぞれの立ち位置も近すぎるから、やろうと思えば撃うたせる前に全員制圧できる。意味がないのでやらないが。

「ハンドラーご主人様からだ。要求された特とく殊しゆ弾だん頭とうだとさ。ったく、豚ぶた如ごときが人間様に手間かけさせやがって……」

　士官の後ろには頑がん丈じようそうな耐たい爆ばくコンテナが鎮ちん座ざしていて、厳重な封ふう印いんと弾だん薬やくを示すマーキングが物々しい。

　ともあれシンは怪け訝げんに眉まゆを寄せる。そんなものを要求した覚えはない。

　無言のシンに、士官はふと下げ卑びた笑みを向けた。エイティシックスには飼ってもらっている分際を弁わきまえない反はん抗こう的てきな者が多いが、こいつは大人しい。何を言っても嚙かみつかない。

「お前らのご主人様は女だったな。おい、どうやって取り入ったんだ。世間知らずのお嬢じよう様さまだ、言葉だけでも愉しませるのは簡単だったろ」

　ふっとシンは士官を見返した。

「では、貴方あなたの奥おく方がたで実演してさしあげましょうか？　さぞ夜はお暇ひまでしょうから」

「貴き様さまッ……！」

　士官は一いつ瞬しゆん激げつ昂こうしたが、目が合うなり凍こおりついた。赤い双そう眸ぼうは常の静せい謐ひつのまま、欠片かけらの威い迫はくも宿していなかったが、囲いの中でぬくぬく守られるばかりのブタが戦場に生きる獣けものに敵かなう道理はない。硬こう直ちよくしているすぐ横をあえて抜ぬけて、シンはコンテナに歩み寄った。なるほどリストにはこのコンテナの番号があり、配送票の、ここ数か月で見慣れたレーナのサイン。

　その下の、試し書きかメモ書きのような一文に目が留まった。

「リューヌ宮殿……？」

　少し考え、思い至ってシンはわずかに目を見開く。
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　さて、パーティーとは社交の場で、つまりは人脈作りと折せつ衝しようと情報収集が目的の集まりだ。

　当然そこで交わされる会話が芸術や音楽や哲てつ学がくといった、高こう尚しようで無益な内容に終始するわけはないのだが、そうとわかっていても面白くないものは面白くない。

　煌きらびやかなペルレ宮きゆう殿でんの大広間とそこを埋うめ尽つくす欲望に満ちた囁ささやきの群を逃のがれ、星の光に照らされるテラスに逃のがれてレーナは一人息をつく。

　元々パーティーは好きではないし、このところは年ねん齢れい特有の話題とそれを目的にした男性が増えて鬱うつ陶とうしい。ミリーゼ家は元貴族で資産家だ。家いえ柄がらでも財産でも、目当ての者は大勢いる。

　もっとも、今日のレーナに声をかけてくる物好きはいない。

　黒絹のイブニングドレスはドレスコードに反するものではないが、黒い宝石と白い花を合わせるとまるきり喪もの装よそおいだ。その上飲み物も取らずに壁かべの花を決め込んでいたものだから、時折迷めい惑わく気げな視線を向けられる以外、会場の貴き顕けん淑しゆく女じよからはきれいに無視されていた。呆あきれ顔がおのアネットと困り顔のカールシュタールと少し話した以外は、頭に花の咲いた婦人（比ひ喩ゆでも物理的にも）が素す敵てきなチョーカーね、と首に巻いたレイドデバイスを褒ほめに来たくらいだ。

　非礼と言われればそのとおりなのだが、だからと言って合わせる気にはならない。

　現実から目を塞ふさいだ狭せまい世界の中でのプライドの張り合いも色や財への欲望も、あまりに空くう虚きよで馬ば鹿か馬ば鹿かしい。何人ものプロセッサーを立て続けに死なせた、その後なら尚なお更さらに……。

　不意に、レイドデバイスが起動した。

『……少佐？』

「ノウゼン大たい尉い。……どうかしたのですか？」

　咄とつ嗟さに片手でレイドデバイスを押おさえ、小声で応じた。この時間の戦せん闘とうは彼らの管かん轄かつではないはずだが、まさか第二戦隊以下では支えきれない大軍勢が……。

　けれどシンの声に緊きん張ちようの色はない。

『いつもの時間に同調がなかったのでこちらから繫つなぎましたが、問題なかったでしょうか？　都合が悪いようでしたら、後日にしますが……』

「大だい丈じよう夫ぶです。何ですか？」

　そういえば、いつもはスピアヘッド戦隊のみんなと話している時間か。電話の時にそうするようにパーティー会場に背を向け、新月の下の闇やみの庭園に向きなおりながら問う。

『〝特とく殊しゆ弾だん頭とう〟が届いたので、そのご連れん絡らくを』







　星の光以外に照らすもののない漆しつ黒こくの空に、大輪の炎の花が咲く。

　炎色反応の鮮あざやかな色しき彩さいをひととき振ふりまき、儚はかない雪のように散り落ちる。ドン、とささやかな轟ごう音おんとともに伸のびあがった逆方向の流星がその横をすり抜ぬけ、次の花を夜空に開かせる。

　そのたび上がる歓かん声せいは子供のような純じゆん粋すいさで、ほとんどの者が子供のころから見ていないのだからそれも当然なのだろう。火明かりにほんの一いつ瞬しゆん照らし出される夢中の眼差しと、逆光に刹せつ那な踊おどる影かげ法ぼう師し。

　基地周辺では流石さすがに色々問題だろうと、基地の要員全員で移動してきた廃はい墟きよのサッカースタジアム。芝しばでない草で覆おおわれたグラウンドには隊員と整備クルーが思い思いに散らばり、グラウンド外周にうずくまる〈ジャガーノート〉の影かげ。

　整備クルー達を乗せてきたファイドが、せっせと打ち上げ筒つつを設置しては、金属切断用のバーナーをライター代わりに導火線に点火して回っている。

　待機状態の〈アンダーテイカー〉の傍かたわらで、シンはまた一つ、打ち上がる炎の花を見上げる。

「──花火。ありがとうございました」







　同調率がいつもより少し高い。他の隊員達の歓かん声せいが、ごく微かすかにだが聞こえてくる。

　聞かせてくれるつもりで設定を変えているのだと、気づいてレーナは嬉うれしくなる。

「革命祭ですから。昔、お兄様とご両親と見たのでしょう。きっと他の皆みなも、それぞれに」

　この時期になると大量に店頭に並ぶ、市し販はんの打ち上げ花火を送ったのは少し前のことだ。兵へい站たん部ぶの係員にちょっと高級なお酒を渡わたして、ラベルを偽いつわってコンテナ詰づめしてもらった。一応可燃物で輸送機で運ぶものなので、耐たい爆ばくコンテナに入れるべく弾だん薬やく扱あつかいにして。

　賄わい賂ろなんて、とこれまで思っていたけれど、こうしてどうしても横車を押おしたい時のためには必要なシステムなんだなと、ちょっと感心したものだ。

『革命祭の伝統、だそうですね。……そちらでも見えていますか？　大統領府の花火は』

「ええと、」

　テラスを移動して大統領府の方角を見やった。丁度始まったところらしい。共和国国歌の大音量の放送とともに、五色の大輪が夜空を染め上げたところだ。

　技ぎ巧こうを凝こらした炎の芸術を一人見上げて、レーナは少し哀かなしく微笑ほほえんだ。

「見えています。でも、やっぱり空が明るすぎますね」

　街中のパーティーと乱らん痴ち気き騒さわぎの光が強すぎて。節度なく浪ろう費ひされる利便性の代だい償しように都市の空気は汚よごれていて。共和国の威い信しんをかけて華はなやかなはずの花火は、酷ひどくくすんでいた。

　そもそもパーティー会場にも周囲の大通りで騒さわぐ人々にも、花火を見ている者など誰だれもいない。市し販はんのささやかな打ち上げ花火より遥はるかに美しいだろう、専門の職人の手になる花火を、けれど、ここでは誰だれ一人得え難がたいものとも思わない。

「そちらの花火は、綺き麗れいでしょうね。夜は暗くて、きっと空気も綺き麗れいでしょうから」

[image: ]

　夜空は暗く大気は澄すみ、一心に見上げてくれる人のいる、戦場の片かた隅すみの花火は、きっと。

　わたしも一いつ緒しよに見たかった、という言葉を、レーナは辛かろうじて吞のみ込こんだ。それは言ってはいけない言葉だ。レーナ自身は望めばいつでも行き来が出来る。けれどシン達は望んで戦場にいるわけではなく、また彼らを連れて帰ることも出来ない。一いつ緒しよ、なんてほんの一時の錯さつ覚かくにすぎないのだから、そんなことは望んではいけない。

　代わりに言った。

「いつか、みんなで第一区の花火も見ましょう。きっと笑っちゃいますよ」

　シンは苦笑したらしかった。

『そんなにひどかった覚えはありませんが』

「じゃあ、確かめてみてください。戦争が終わったら、退役したら、みんなで一いつ緒しよに」

　思い出して声が沈しずんだ。ダイヤ。このところ続けざまの、六名の死者たちも。

「イルマ少しよう尉い達にも、見てもらいたかったですけれど。……すみません。また、タイミングが悪かったですね」

『いえ。弔ちよう砲ほうがあるのは初めてですし、ダイヤ達は喜んでいると思いますよ。あいつらは湿しめっぽいのは嫌きらいでしたから』

　キノ達は単純に楽しんでるようですが、と、少し笑う気配。彼自身何も感じていないわけではないようで、伝わってくる感情の振ふれ幅はばがいつもより少し大きい。

『それに、アンジュが先程ようやく泣けましたから。彼女はいつまでも一人で抱かかえ込こんでしまう性た質ちなので、その意味でもありがたかったです』

「……」

　親しげだった、長い付き合いを感じさせた、ダイヤとアンジュ。

「エマ准じゆん尉いは、忘れないのでしょうね……」

『それは皆みな同じです。少佐も忘れずにいてくれたでしょう。兄のことを』

　少し逡しゆん巡じゆんする間があって、結局シンは続けた。

『嬉うれしかったですよ。……おれは、兄さんを覚えてはいられませんでしたから』

　かすかに揺ゆらいだその言葉を、レーナは少し、信じられない思いで聞く。

　こんな風に、シンが己の心情を吐と露ろするのは初めてだった。

「……ノウゼン大たい尉い、」

『少佐はおれ達のことも、忘れないでいてくれますか？』

　シンは多分、冗じよう談だんめかして言おうとしたのだろう。実際口調も声の響ひびきも、軽口以上のものではなかった。

　けれどいつもより少しだけ。ほんの少しだけ高い同調率に設定された知覚同調パラレイドが。

　その言葉の奥おく底そこの切々たる願いを、レーナに伝えてしまった。

　忘れないでいてくれますか。

　おれ達が死んだら、ほんの少しの間でも。

　レーナは緩ゆるく、瞑めい目もくする。

　どれほど強くても。数あま多たの戦場を生せい還かんしても。

　それでもなお、彼らにとって死は、こんなにも身近で。

「あたりまえです。……でも」

　息をつき、きっぱりと告げた。それが自分の──スピアヘッド戦隊ハンドラー、ヴラディレーナ・ミリーゼの、責務だった。

「その前に、死なせません。もうこれ以上、誰だれも」







　けれど、一方で。

　レーナが幾いく度ど兵員補ほ充じゆうの要よう請せいをしても、何度陳ちん情じようを繰くり返かえしても。

　スピアヘッド戦隊には、一人の補ほ充じゆうも回ってこなかった。




　　　†




　その日の出しゆつ撃げきで、四人が死んだ。




　ごくありふれた〈レギオン〉の前進陣じん地ちへの襲しゆう撃げき任務だった。本隊の進軍のための足あし掛がかりの拠きよ点てん。ただし実際にはそれは囮おとりで、一見無防備なその周りには待まち伏ぶせが潜ひそんでいた。

　埋まい伏ふくの位置も兵数もいつものとおりあらかじめシンが摑つかんで、待まち伏ぶせの正面を迂う回かいして側面から急きゆう襲しゆうする手はずだった。

　阻電攪乱型アインタークスフリーゲの展開は何な故ぜか無く、レーナが見ていたレーダースクリーンにもその他に敵てき影えいはなかったが、会敵直前、シンを含ふくめた数人が何かを気にした。嫌いやな感じだな、というライデンの曖あい昧まいな呟つぶやきはおそらくその数名全員が共通して覚えた感覚で、本当はそれこそが、彼らをこれまで生き残らせてきた最大の理由だったのだろう。

　亡霊レギオンの声を聞く索さく敵てき能力に勝まさるとも劣おとらぬ、戦士の嗅きゆう覚かく、というものが。

　それは突とつ如じよ、高空から斜ななめに、レーダーに警告が点ともると同時に着ちやく弾だんした。

　当初の警けい戒かいが頭の隅すみに残っていて、いかなる事態にも即そく応おうできる構えを無意識にとっていた者が生き残った。回かい避ひの遅おくれた〈グリフィンチセ機〉が直ちよく撃げきを喰くらって消し飛び、運悪く弾だん着ちやく位置に近かった〈ファーヴニルキノ機〉が破は片へんにやられて沈ちん黙もく。それ以外の全機が猛もう烈れつな衝しよう撃げき波はに吹っ飛ばされて転てん倒とうするか体勢を崩くずし、そこに第二、第三の着ちやく弾だんと強きよう烈れつな爆ばく轟ごうが襲おそい掛かかる。

　支し援えんコンピュータの弾はじきだした砲ほうの発射位置は東北東一二〇キロ。これまで観測されたことのない超ちよう長ちよう距きよ離り砲ほうの砲ほう撃げきだ。しかも弾だん速そくが異様に速い。推定初速は秒速四〇〇〇メートル超。火か砲ほうの限界値を軽く超えている。

　待まち伏ぶせさえもスピアヘッド戦隊を砲ほう撃げき域いきに確実に拘こう置ちするための捨すて駒ごま。側面からの急きゆう襲しゆうをも計算に入れた、これまでの〈レギオン〉のそれとは比べ物にならぬ精せい緻ちで冷れい酷こくな戦術だった。

　弾だん着ちやく確認の前進観測機をいち早くシンが特定して撃げき破はしていなかったら、新型ゆえの不具合か十度ほどの砲ほう撃げきで唐とう突とつに長ちよう距きよ離り砲ほうが沈ちん黙もくしていなかったら、いかな精せい鋭えいの彼らといえど、撤てつ退たいも叶かなわず全ぜん滅めつしていたかもしれない。

　追つい撃げきも振ふり切きり、最終的な損そん耗もうは四機。チセとキノ、トーマ、クロトが戦死。

　残りの〈ジャガーノート〉は、わずかに九機。

　定員の半分さえついに割った。一ひと桁けたまで減ってしまった、スピアヘッド戦隊の隊員達──。

「い……」

　慄りつ然ぜんと、レーナは言葉を紡つむぐ。

　口が渇かわく。不ふ吉きつな想像と何か、予感に動どう悸きがした。急き込むように言いい募つのった。

「今すぐに補ほ充じゆうを、決定させます。今日にもすぐに。こんな、おかしい──！」

　スピアヘッド戦隊は、随ずい分ぶん前から機能不全に陥おちいっている。

　兵数は足りず、そのために休養も充じゆう分ぶんにとれず、周辺の部隊に応おう援えんや出しゆつ撃げき代行を要よう請せいして辛かろうじて防衛線を維い持じしているのが現状だ。それは上層部も了解しているだろうに何の手も打たない。応おう援えんや出しゆつ撃げき代行の要よう請せいはすんなり通るのに、欠員補ほ充じゆうの要求だけが何な故ぜか一切通らない。縁えん故こを恃たのむ卑ひ劣れつを忍しのんでカールシュタールにも頭を下げて、仮にも准じゆん将しようの彼を通してもらってそれでも一人の補ほ充じゆうも回ってこない。

　短く、シンが口を開いた。

『少佐』

「准じゆん将しようにもう一度話して、口を利きいてもらいます。足りなければどんな手を使っても──」

『ミリーゼ少佐』

　再度強く呼ばれて、レーナは口を噤つぐむ。

『総員。かまわないな』

『……ああ』

　代表してライデンが首しゆ肯こうする。他の全員の、重い沈ちん黙もく。

「……、何を……？」

『少佐。もういいです。あなたが何をしても、もうどうにもならない』

「ノウゼン大たい尉い。それはどういう、」

『補ほ充じゆうは来ない。ただ一人も、決して』

「……え、」

　そして、シンは静かにそれを告げた。

　誰だれもが知りながら、レーナには告げなかった、その真実を。




『おれたちは全ぜん滅めつします。この部隊は、そのための処しよ刑けい場じようです』














間章　首のない騎き士しⅢ









　物心つく前から母や兄や周りの人の、言葉ではない声が聞こえることがあって、それらはいつも、ただひたすらに優やさしいものだった。

　だからあの時、甘あまえてはいけない相手に甘あまえてしまった。それが全ての元げん凶きようだったのだろう。







　従軍してすぐに父は戦死し、ほどなく母も戦場に行って、それからシンは兄と二人、強制収容所の片かた隅すみに建つ教会でその神父に育てられた。

　シンの入れられた強制収容所はそこにあった村を潰つぶして作られていて、その村の神父だった。月白種アデュラリアだったがエイティシックスの強制収容に強く反対し、八五区内への避ひ難なんも教会からの立ち退きも拒きよ否ひして、強制収容所の鉄てつ条じよう網もうの中に一人、居残っていた。

　白ア系ル種バだったからエイティシックスからは避さけられていたけれど、シンの両親とは親しかった。二人が戦場に行ってからは、残された兄弟を引き取って育ててくれた。

　そうでなければ、あるいは兄もシンも生きてはいられなかったかもしれない。強制収容を決めた白ア系ル種バや戦争を始めた帝てい国こくや、不条理な運命そのものへの憤いきどおりと不満に満ちる収容所で、帝てい国こく貴種の血の濃こい二人は、神父の庇ひ護ご下かになければ容た易やすくその捌はけ口ぐちとされていた。

　シンが八つになる、少し前だった。母が戦死したと、知らせを受けた夜だった。

　両親の戦死を、その時シンはまだよく飲みこめていなかった。

　遠すぎて話はできないけれど確かに感じ取れていた父や母の『声』が突とつ然ぜん聞こえなくなって、ある日紙切れが一枚届く。それが二人の死だと言われても、それはひどく実感に乏とぼしい言葉だった。末期に立ち会うのでも亡骸なきがらと対面するのでもない、ただ言葉だけのその『死』は、まだ死というものを知らない幼い子供に、その途と方ほうもない喪そう失しつや取り返しのつかなさを実感させるには到とう底てい足りなかった。

　嘆なげくよりも悲しむよりも、困こん惑わくが先に立った。もう二度と会えない、帰ってこないのだと教えられても、それがどうしてなのか理解できなかった。

　神父さまとお兄ちゃんの言うことを聞いて、いい子でね。出立の朝、そう笑って頭を撫なでてくれた母が、どうしてもう帰ってこないのかが、いくら考えてもどうしてもわからなくて。

　だから、兄に聞こうと思った。

　十歳離はなれた兄のレイは、何でもできて、何でも知っていた。何からだって守ってくれて、何よりも大切にしてくれた。

　だからこれも、聞いたらきっと教えてくれる。

　与えられた部屋の、明かりをつけない月つき闇やみの中にレイは立たち尽つくしていた。扉とびらに背を向けた兄の大きな背に、シンはそっと声をかけた。

「お兄ちゃん」

　緩かん慢まんに、レイが振ふり返かえる。黒い双そう眸ぼうは涙なみだに赤く、伝わる思し惟いは悲ひ憤ふんと痛つう嘆たんが吹きすさぶようで、その嵐あらしのような激情と、裏腹に見たこともない虚うつろな眼差しが、少しだけ怖こわかった。

「お兄ちゃん。ねえ、お母さんは？」

　黒い瞳ひとみが、軋きしんだ気がした。

　目の当たりにしていながら、その悲ひ嘆たんが聞こえていながら、シンは続けた。続けてしまった。

「もう帰ってこないの？　どうして？　……どうして、死んじゃったの？」

　ふつりと何かが切れるような、沈ちん黙もくが落ちた。

　茫ぼう洋ようと凍こおりついたようだった黒こく瞳とうが罅ひび割われ、マグマのような狂きよう熱ねつが覗のぞいたと見えた次の瞬しゆん間かん、おそろしい力で首を摑つかまれて木の床ゆかに叩たたきつけられた。

「かっ……！」

　肺はい腑ふが潰つぶれ、絞しぼり出だされた空気は首を締しめ上あげる仮か借しやくない握あく力りよくに邪じや魔まされて入ってこない。酸欠であっという間に視界が暗くなった。膂りよ力りよくと体重を総動員した、縊くびられた首がそのまま握にぎり潰つぶされて千切れてしまいそうな凄すさまじい圧あつ迫ぱく。

　至し近きん距きよ離りで見下ろすレイの黒い瞳ひとみ。

　激げつ昂こうと憎ぞう悪おに、ぎらぎら光る。

「──お前のせいだ」

　食いしばった歯の隙すき間まから、唸うなるような声が落ちた。

「お前がいたから、母さんは戦場に行った。母さんが死んだのはお前のせいだ。お前が母さんを殺したんだ！」

　お前さえいなければ。

　霹へき靂れきのような怒ど号ごうをも圧おして、兄の『声』が聞こえる。業ごう火かのような、兇きよう刃じんのような、思し惟いそのものであるが故ゆえに一切の糊こ塗とのない、剝むき出だしの。

　お前なんかいなければよかった。お前さえ生まれてこなければ。今からだっていい。この世界から消えてしまえ。




　死ね。




「罪業ＳＩＮ。お前の名だ。相応ふさわしいじゃないか。お前のせいだ。何もかも全て、お前のせいだ！　母さんが死んだのもおれがこれから死ぬのも、何もかも全部お前の罪つ業みだ！」

　おそろしかった。兄の怒ど号ごうが。兄の『声憎悪』が。

　けれど身動きも出来ず、『声』からは耳を塞ふさぐことも出来なくて。

　だからシンはそこへ逃にげた。心の底の、魂たましいの底の更さらに奥おく、両親が消えていった遥はるかな最さい奥おうへ。

　ふつりと意識は途と絶だえて、全てが暗転して散さん逸いつした。







　目が覚めると自分の部屋のベッドの中で、神父一人が傍そばにいた。もう大だい丈じよう夫ぶだよ、と言われて、兄はそこにいなかった。教会の中にはいるようだけれど、一度として会えなかった。

　その間にレイは従軍の手続きを取り、数日後に教会を出て行った。

　神父に連れられ、その背に半ば隠かくされるようにして見送りに出た。

　一いち瞥べつも与えず、一言たりとかけてくれない兄の横顔はまだ怒おこっているようで、声をかけたらまた怒おこらせてしまいそうで怖こわくて、ついに最後まで、何も言えなかった。

　それまでは常に感じられていた兄の『声』はそれから全く聞こえなくなり、幾いく度どか勇気を振ふり絞しぼってかけてみた呼びかけにも、兄が応じてくれることはついになかった。赦ゆるしてくれていないのだと、……赦ゆるされることはないのだと、やがて悟さとらざるを得なかった。

　首の痣あざはついた時のままいつまでも薄うすくなりも消えもせず、常に遠く、奇き妙みような声が聞こえると気づいたのもその頃だった。

　何を言っているのかは聞き取れない。ただ、何を言おうとしているのかはわかった。

　それはやがて、人の声が混じるようになってからもそうだった。壊こわれたレコードみたいに繰くり返かえす言葉とは別に、それらは皆みな、同じことを求めて嘆なげいていた。

　神父にも他の誰だれにも聞こえないそれが何の声なのかは、自然と理解できた。

　多分あの時、自分は兄に殺された。殺されて、死んだのだ。

　死んでいるのに消えもしないで残っているから、同じ亡ぼう霊れいの声が聞こえる。

　ある日、常に耳の奥おくに響ひびく亡ぼう霊れいたちの嘆なげきの中に、兄の声を聞いた。

　兄が死んだと、彼を呼び続けるその遥はるか遠い声に悟さとり。

　その日のうちに、シンは従軍の手続きを取った。














第六章　せめて人間たらんとFiat　justitia　ruat　caelum









「な──」

　一いつ瞬しゆん、シンの言葉を把は握あくしかねた。

　全ぜん滅めつする？　そのための処しよ刑けい場じよう？

「何を、言って……」

　唐とう突とつに、レーナは気づく。

　六年前、出会ったレイはエイティシックスで、プロセッサーだった。

　エイティシックスは本人と家族全員の市民権の復活を見返りに、絶望的な戦場に赴おもむく。

　それならば何な故ぜ、レイの弟であるシンが──レイの従軍によって共和国市民に戻もどったはずのシンが、今、プロセッサーとして、エイティシックスとして戦場にいる？

　他のプロセッサーだってそうだ。毎年何万人もの新兵が前線に送られて、けれどそれなら、その何万人もの彼らの親や年長の兄弟たちは揃そろいも揃そろって一体今まで何をしていたのだ？

「まさか──……！」

『ああ。そのまさかだ。白ブタどもは、エイティシックスに市民権をくれてやるつもりなんざ、最初っからねぇんだよ』

『それエサにして徴ちよう兵へいして、使つかい潰つぶすだけ使つかい潰つぶしておいてね。ほんっとブタ。最悪だよね』

　咄とつ嗟さにレーナは首を振ふった。およそ彼女の倫りん理りでは、それは到とう底てい受け入れがたい話だった。

　共和国が。生まれ育った祖国が。いくらなんでも、そこまで。

「そんな。そんなことがあるわけが──！」

　セオが小さく嘆たん息そくした。糾きゆう弾だんではなく、苦く、どこか気き遣づかいの響ひびきのある声だった。

『別にあんたを責めるわけじゃないけどさ。……だってあんた、開戦からこれまで、八五区内でエイティシックスを見たことが一度でもある？』

「……あ──！」

　市民権を見返りに、エイティシックスに課される従軍期間は五年。仮に本人が任期満了前に戦死してしまっても、家族への市民権授じゆ与よは保障される。

　けれど、開戦から九年。少なくともその間の戦死者の家族は市民権を取とり戻もどしているはずなのに、その彼らの姿を一人だって、本当に一人だって見かけたことがない。レーナは第一区から出たことはなくて第一区は元々有色種コロラータの住民は極きよく端たんに少なかったけれど、それにしたって皆かい無むということなどありえないだろうに──！

　自分のおめでたさに吐はき気けがした。

　手がかりならこれまで幾いくらでもあった。兄弟である、レイとシン。収容当時はまだほんの子供で、親や兄弟がいたはずのプロセッサー達。白ア系ル種バしかいない第一区。それら全て見過ごして、この期ごに及んで共和国の無む謬びゆう性せいを、馬ば鹿かみたいに信じ込んでいた。

『プロセッサーの大半は任期満了までに戦死するから、市民権云うん々ぬんの話なんざ反ほ古ごにしてもそれは問題ねぇ。問題なのは俺おれ達みたいな、死ななきゃおかしい戦場で何年も生き残っちまう〝号持ち〟だ。生き残った分頭も回るし、他のエイティシックスからすりゃ英えい雄ゆうだ。反乱の火種になっても困ると、そう思ったんだろ』

　ライデンの声は、静かだった。

　共和国への怒いかりを秘めて、けれど、もう今いま更さら怒いかり狂くるうことでもないというような。

『だから〝号持ち〟は各戦線の激戦区を転戦させられる。そこで戦死することを期待される。実際いくら〝号持ち〟でも大たい概がいの奴やつはそれで死ぬ。それでもなお生き残っちまうような始末に負えない命根性汚きたない奴やつが、最後に行き着く場所がここだ。各戦線の第一区第一防衛戦隊。ここが最終処分場だ。処分候補の〝号持ち〟を一定数まとめて放り込んで、全ぜん滅めつするまで戦わせるのがこの隊の目的だ。補ほ充じゆうなんか来ない。俺おれ達が全ぜん滅めつしてようやく、次の処分待ちが送られてくる。──ここが俺おれ達の最後の任地だ。俺おれ達は全員、ここで死ぬ』

　目め眩まいのするような倒とう錯さくだった。

　守らせるためではなく、死なせるために戦わせる。

　それは最も早はや、軍役の強制ですらない。外敵を利用した虐殺ジェノサイドだ。

「で──でも、」

　一いち縷るの望みに縋すがるように、レーナは言った。

「それでももし、生き残ったら……」

『あァ。そういう往おう生じよう際ぎわをとことん弁わきまえねえ奴やつもいる。……そういう奴やつも処分するのに、ここでの任期の最後に与えられるのが成功率・生存率ゼロの特別偵てい察さつ任務だ。そこまでやられて帰ってきた奴やつは流石さすがにいねぇ。白ブタどもにしてみりゃゴミ処理完了、万ばん々ばん歳ざいってわけだ』

「っ……」

　防衛のために絶死の戦場に対価も無く駆かり出だし、長生きすれば邪じや魔まだとばかり戦死を期してさらに戦わせ、死なせるための部隊に送り込んだ挙句に、──それでも必死に生き残った彼らに、最後の最後で露ろ骨こつに死ねと命じるというのか。

　涙なみだが浮ういた。怒いかりにだ。

　この国は。どこまで。どこまでも。

　腐くさり果はてて。

　暇ひまだ暇ひまだと事あるごとに口にした、セオやライデンを思い出した。

　任期満了のその後を聞かれて、考えたこともないと応じたシンを思い出した。

　彼らには、なかったから。未来のために投資するべき時間も。望むべき未来も。

　あるのはただ、いつ執しつ行こうされるかはわからないがその日までには必ず死ぬという、とうの昔にサインの済んだ死し刑けい執しつ行こう命令だけで。

「皆みなさんは、それを知って……？」

『ええ。……ごめんなさい。シン君もライデン君も、私達も少佐にはどうしても言えなくて』

「いつ、から……？」

　自分の声が軋きしむようだ。対照的に不自然なほどそっけなく、クレナが応じる。

『最初からよ。だってあたしのお姉ちゃんも、セオのパパとママも、シンの家族も、戦場に行った人は誰だれも彼もみんな帰ってこなくて、あたしたちも収容所から出られなんかしなかった。白ブタが約束を守ることなんかないって、……みんな最初からわかってた』

「それがわかっていて！　なぜ戦ったのですか!?　逃にげようと、……それこそ、共和国に復ふく讐しゆうしようとは思わなかったのですか!?」







　悲鳴のようなレーナの問いに、ライデンは一度目を閉じて薄うすく苦笑する。

「逃にげるとこなんざどこにもねぇよ。前は〈レギオン〉の大群、後ろにゃ地じ雷らい原げんと迎げい撃げき砲ほうが針の山だ。反乱もまぁ、悪かねえが……それもやるには、エイティシックスおれたちはもう減りすぎた」

　あるいは両親達の代なら可能だったかもしれない。けれど彼らは共和国の打だ倒とうなどよりも家族に人間らしい暮らしを取とり戻もどすことを望んで戦地に赴おもむいた。それに彼らが戦わなければ、真っ先に死ぬのはグラン・ミュールの外の強制収容所に閉じ込められた彼らの家族だ。共和国の甘かん言げんに縋すがって戦い続けるより他に、選せん択たく肢しはなかった。

　両親達が死んで、市民権など得られぬと悟さとった兄や姉の代は、せめて共和国市民たるを自らに証明しようと戦った。祖国によって踏ふみにじられた自己存在証明アイデンティティと矜持プライドを、市民の義務である祖国防衛に殉じゆんじることで取とり戻もどすため。防衛の義務を放ほう棄きした白ブタなどではなく自分達こそが真に共和国市民たると、ただ自分一人に証あかし立てるために。

　ライデン達には、それさえもない。

　守るべき家族はとうに亡なく、また強制収容所に移送された時、あるいは小さな箱庭に匿かくまわれた時、彼らはあまりにも幼すぎた。

　街を自由に歩いた記き憶おくも人間として扱あつかわれた経験も遥はるか遠く、知っているのは鉄てつ条じよう網もうと地じ雷らい原げんに囲いこまれた人の形の家か畜ちくの生活、そしてそれを作り上げた共和国という迫害者だけだ。自由と平等、博愛と正義と高潔を国こく是ぜとする共和国など、彼らは知らない。その市民であったという自覚も誇ほこりも、持つ前に彼らは家か畜ちくに落とされた。

　共和国市民という意識など、ライデン達にはない。

　彼らはエイティシックス、──戦場に生き戦場に果てる、敵ばかりに囲まれたこの戦場を故国に、戦死までの日を生きぬく民。それだけが彼らの自己存在証明アイデンティティで矜持プライドだ。

　サンマグノリア共和国とかいう白ブタの棲すむ異国など、本当は彼らには知ったことではない。

『なら、どうして……』

　だからそれも、答えてやる義理はない。

　にも関わらず答える気になったのは、怒ど鳴なられても身も凍こおる亡もう者じやの呻うめきにさらされても、しぶとく食らいついてくるこの少女の馬ば鹿かさ加減に、いい加減根負けしたからかもしれない。

　仲間たちの沈ちん黙もくに、答えを拒こばむ気配がないのを確認してから口を開く。

「俺おれは十二まで、第九区の白ア系ル種バのババアに匿かくまわれてた」

『……？　何を……』

「シンを育てたのは立ち退き拒きよ否ひして強制収容所に居残った白ア系ル種バの神父で、セオの隊長の話は前にセオがしたな。白ブタどものクズっぷりは全員が知ってて、クレナはその中でも最悪のクズを知ってる。アンジュとシンは、同じようにクズのエイティシックスを見た」

　人間の見るに堪たえない下げ劣れつと、眩まぶしいほどの高潔を、そのどちらか、あるいは両方を知った。

「それを踏ふまえて、俺おれ達は決めた。簡単なことだ。その何方どっちでありたいかってな」

　狭せまいコクピットの中で何とか体を伸のばして、天を仰あおいだ。

　あの老ろう婆ばに教えられた、神とやらに向ける祈いのりはとうに忘れてしまったが、土の道にうち伏ふして身も世も無く泣いていた彼女の姿は今も鮮せん明めいに覚えている。

「復ふく讐しゆうってのは、実のところ難しい話じゃねぇ。戦わなけりゃそれでいい。〈レギオン〉どもを素す通どおしにしてやりゃ、……まァ、俺おれ達も死ぬが、共和国もそれで終わりだ。ブタどもが皆みな殺ごろしになってざまあねぇって、思わなくもねぇさ」

　強制収容所の同どう胞ほうも道連れではあるが、彼らもどうせ数年後には死ぬ身だ。仕方がないと見限ることも、……本当は、プロセッサー達にはそう難しいことではない。

「けどまあ、わざわざ死なせることはねぇって白ア系ル種バも中にはいるし、大体そこまでやってやったって、結局は何にもならねえんだよな」

『……』

　レーナは理解できないようだった。あなた方の気は済むだろうと、そう言いたいのが如によ実じつに伝わる沈ちん黙もく。思わず失笑した。この少女は本当に、お育ちが良くて馬ば鹿かだ。復ふく讐しゆうなんてこれまで、望んだことも考えたことも無いのだろう。

　憎にくい相手をただ殺せばそれですむなんて、復ふく讐しゆうは、憎ぞう悪おは、そんなに軽いものではない。

「手前ェのしたことを心底思い知って、後こう悔かいして這はいつくばって赦ゆるしてくれって泣なき喚わめいてんのをぶっ殺すんでもなきゃ、到とう底てい復ふく讐しゆうにはならねえ。……けど、これだけ今まで恥はじ知しらずな真ま似ねばっかりしてきやがった白ブタどもが、今いま更さら反乱だの皆みな殺ごろしだの程度で反省なんかするわけもねえだろ。手前ェの無能と無策は棚たなに上げて、他の誰だれかの無能と無策を罵ののしりながら悲劇の主人公気取って、被ひ害がい者しや面づらしてくたばるだけだ。……そんなクズどもの自己陶とう酔すいのために、誰だれが同じものに成り下がってやるものかよ」

　知らず、吐はき捨すてる口調になった。

　何が許せないといって、それこそが一番、彼らが自分自身に赦ゆるせないことだった。

　己の良心に従い全ぜん霊れいで迫はく害がいに抗あらがった老ろう婆ばを、嗤わらう兵士。

　戦争という現実から目を閉じて耳を塞ふさいで、要よう塞さい壁へきの中という脆もろい夢に閉じこもる市民。

　己は義務も果たさないくせに他人の権利は喜んで剝はぎ取とり、それを恥はじもせずに我らのみが正しく高こう尚しようたると本気で謳うたう、自分の言葉と行動の絶望的な乖かい離りも理解できない白ブタども。

　誰だれが、そんな奴やつらと同じように。

「クズにクズな真ま似ねをされたからって、同じ真ま似ねで返したら同じクズだ。ここで〈レギオン〉と戦って死ぬか、諦あきらめて死ぬかしか道がねえなら、死ぬ時まで戦いきって生いき抜ぬいてやる。諦あきらめも踏ふみ外はずしもしてやるものか。それが俺おれ達の戦う理由で、──存在証明誇りだ。……その結果として白ブタどもを守っちまうのは業ごう腹はらだが、まあ、構わねえさ」

　彼らはエイティシックス。戦場に捨てられた、戦場の民。

　力及ばず戦死するその瞬しゆん間かんまで戦たたかい抜ぬくことが、己おのが身一つ恃たのみに全ぜん霊れいを以もつて生ききることが、彼らの誇ほこりだ。

　ハンドラーの少女が、唇くちびるを嚙かむ。微かすかに鉄臭くさく、自分の物ではない血の味。

『その果てに、……死ぬしかないとわかっていても、ですか』

　どうあっても復断讐罪に来てほしいとでもいうような、そんな声こわ音ねだった。ライデンは苦笑する。

「明日死ぬからって今日首括くくる間ま抜ぬけがいるかよ。死し刑けい台だいに登るのは決まってても、登り方は選べるだろって、そういう話だ。俺達は選んで、決めた。あとはその通り、生きのびるだけだ」

　その果ての無意味で無む惨ざんな死を、不ふ可か避ひのものと見み据すえるがゆえに。







　がらがらに空いた格納庫の、開け放したシャッターの向こうに人ひと影かげと〈スカベンジャー〉の巨体を見とめてライデンは足を止める。秋口の冴さえた夜気に月つき影かげは青く、星せい辰しんは鋭えい利りに煌きらめく暗黒の天球。誰だれかが死んだ日の夜であろうと月も星も何一つ変わらず玲れい瓏ろうと輝かがやく、その無情。

　世界は人間のためになど美しくない。この世界はどこまでも、人間になど無関心だ。

「──いいよ、仕方ない。今日もありがとう」

「……ぴ」

　何やら悄しよう然ぜんと肩かたを落として（比ひ喩ゆではなく本当に前まえ脚あし側がわが下がっているのだ）去っていくファイドを見送ってから、それと別れて戻もどってくるシンに声をかける。

「キノ達のか」

「ああ。チセの機き体たい片へんが、どうしても見つからなかったらしい。代だい替たい品ひんを探すことになるのは久しぶりだな」

「チセが作ってた飛行機の模型ばらしたのでいいんじゃねえか。主しゆ翼よくのあたりとか丁度いいだろ。……しかし、破は片へんも見つからねえか。あんな砲ほう撃げき喰くらっちゃひとたまりもねえな」

　ファイドも長いこと今日の作戦域を探し回ってくれたのだろう。戦死者の名をアルミの墓標に葬ほうむる死神に従ううち覚えた、本来の役目にはないファイドだけの最優先探たん索さく対象。

　それを覚えたのがいつだったのか、シンから聞いてライデンは知っている。その時初めてファイドが切り取ったパーソナルマークの破は片へんも、まだ名前は刻まれないまま他の墓標達と同様〈アンダーテイカー〉のコクピットに収められている。

　長ちよう剣けんを掲かかげた、首のない骸がい骨こつの騎き士しの紋もん章しよう。どこかの廃はい墟きよでその遺い骸がいと機体の残ざん骸がいを見つけてから、持つ物だけシャベルに変えてシンが継ついだ、シンの兄のパーソナルマークだ。

「別に気にしてねえだろうが、一応言っとくぜ。お前のせいじゃねえからな」

　シンの異能は、どこにいるかはわかっても何がいるかはわからない。配置や兵数から機種の類推はある程度可能だが、はるか後方の集団に紛まぎれる一機を、それも全くの新型の存在を推測しろというのはいくらなんでも無理な話だ。

　シンはちらりとライデンを見やって、無言で肩かたをすくめた。本当に気にしていないようだが、それでいいとライデンは思う。覚かく悟ごを決めて、全ぜん霊れいを尽つくした果ての死だ。その責を負えるのは結局は、死んだ当の本人だけだ。

　透とう徹てつと紅あかい瞳ひとみが昼間の戦域の空に向くのに、同じ方を見やった。あの、昼間の超ちよう長ちよう距きよ離り砲ほう。

「……次は直接基地狙ねらってくるかと思ったが、意外とこねえな」

「重じゆう砲ほうの役割は面制圧か固定目標の破は壊かいだ。機き甲こう兵器を狙ねらい撃うつようにはできてないし、一個戦隊如ごときに使うものでもない。あれも都市か要よう塞さいが本来の目標だろう。試射ついでにこちらに向けてみた、くらいじゃないか」

　ライデンは低く嗤わらった。

「ついで、で四人か。つくづくやってられねえな」

「完成すれば四人どころか共和国が滅ほろぶ。おれたちにはどうでもいいが、……少佐はそうもいかないだろうな。対策がとれればいいけど」

　淡たん々たんと言うのに、ライデンは内心ふぅんと思う。本人は気づいていないようだが。

「……何？」

「べぇつに」

　ハンドラーの身を案じたことなんて、これまで一度だってなかったのが。

「……いずれにせよ、砲ほう撃げきにあたり前進観測機が必要なのは長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンと変わらない。今のところ砲ほう自体も沈ちん黙もくしたままだ」

「わかるのか？」

「声は覚えた。どちらか動けば次はわかるし、……おそらくもう撃うってこない」

「……？」

　怪け訝げんにライデンはシンを見返す。シンは遠い戦場の空に目を向けたまま、微かすかに目を細めた。

「見つかった。多分、前進観測の斥候型アーマイゼの光学センサ目を共有していたんだと思う」

「っ……！　兄貴か……！」

　凝ぎよう然ぜんと息を吞のんだ。知っている。直接見たことはないが、その指揮する〈レギオン〉の軍勢とは何度かやり合った。恐おそろしく精せい緻ちで冷れい徹てつで、狡こう猾かつな戦術を駆く使しする〈羊飼い〉だ。

　おそらくそのいる方角に目を据すえたまま、シンは薄うすく笑む。

　畏おそれと蛮ばん勇ゆうとを等分に混ぜ合わせたような、死地に挑いどむ戦せん鬼きの笑み。武む者しや震ぶるいのように細身の体が震ふるえ、無意識に抑おさえ込こむように両りよう腕うでで己の身を抱だいた。

「戦区の奥おくにいるのは気づいてたけど、向こうもおれに気づいた。次からは取りにくる。砲ほう撃げきで吹き飛ばすような、生なま温ぬるい真ま似ねはしてこない」

　常には沈ちん着ちやくで冷れい徹てつな同どう胞ほうの、見る影かげもない狂きよう気きじみた感情の発はつ露ろに、ライデンは底冷えを覚えて険しく顔を顰しかめる。

　シンは、兄の首を探している。かつて自分を殺した兄の首。東部戦線の何ど処こかの廃はい墟きよで死んで持ち去られた兄の、最さい期ごの声を宿す〈レギオン〉を。

　死神が嗤わらう。氷ひよう刃じんのように。狂きよう気きのように。獲え物ものと定めた相手の息の根を確実に止めるのみを至上とする、戦の苛か烈れつに毀こぼれ研とがれ狂くるいきった古刀の冷たい獰どう猛もうさで。

「おれには最良の展開だが、おまえ達には貧びん乏ぼうくじだな。……どうする？　明日死ぬ前に、今日首を吊つっておくか？」

　ライデンもまた、獰どう猛もうに笑った。同じ獰どう猛もうでもこちらは餓が狼ろうの、己が生きのびるため何をも食い殺す獣けものの、狂くるおしくも激しい生への執しゆう着ちやくだった。

　格納庫の奥おくのカウントダウンが目に入る。

『退役まで残り一二九日!!　スピアファッキン・ヘッド戦隊グローリー・トゥにクソ・スピアヘッド栄光あれ・スコドーロン!!』

　退役は即すなわち、彼らの死だ。底そこ抜ぬけに陽気なそれは、死し刑けい執しつ行こう日びへのカウントダウンだ。

　止まってしまったカウントダウンの、本当の残り日数は、三二日。それがたとえ零ゼロになっても、その最後の一日を死ぬ瞬しゆん間かんまで戦たたかい抜ぬくと決めた。

「冗じよう談だんじゃねえ。……最後までついてくぜ、我らが〝死神〟」
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「はあ、それはまた……うちの国らしいというかなんというか」

　話を聞いたアネットは、流石さすがに呆あきれ果はてたという顔をした。

　余人の耳のある場所ではまずいからと、人ひと払ばらいをしてもらった彼女の研究室だ。お揃そろいの白と黒のウサギのマグカップのコーヒーと、半分紫むらさきで半分ピンクの変な色の焼やき菓が子し。

「アネットお願い、力を貸して。こんなこと……どうにかして止めないと」

　アネットは興きよう醒ざめしたような顔のまま、焼やき菓が子しをつまんでいる。

　白銀の瞳ひとみがきろりと向いた。

「具体的にどうすんの」

　千年も生きて世界の全てに厭あき果はてた魔ま女じよのような、乾かわいた、醒さめた眼差しだった。

「テレビに出て演説する？　偉えらい人に直じか談だん判ぱんする？　意味ないってわかってるよね。今いま更さら理想に満ちた感動的なお言葉くらいでみんなが改心するなら、そもそも最初からこんなことになってないって、それくらいあんただってわかるでしょ」

「それは……」

「ねえもういいでしょ。どうにもできないの。何やったって無む駄だなの。だからもう、」

「やめてアネット」

　聞いていられず遮さえぎった。大事な友人だ。それでも、その言葉だけは許せない。

「人の命がかかっているの。わかっているでしょう。……何もしない言い訳に悪人ぶるのは、いい加減にして」

「いい加減にするのはそっちよ！」

　突とつ然ぜんアネットは立ち上がった。咄とつ嗟さにレーナは息を吞のんだ。それほどの剣けん幕まくだった。

「やめてよ。もうほんと、いい加減にしてよ。何にもできないの。あたし達にはあの人達を助けてあげる力なんて何一つないの！」

「アネット……？」

「ともだちだったの」

　怒ど号ごうから一転──酷ひどく、静かな声でアネットは言った。

　取り返しがつかなくなって途と方ほうに暮れた女の子のような、細い、力ない声だった。

「隣となりの家の子だった。父さんとその子のお父さんは同じ大学の研究者で、友達で、あたしもその子とはたくさん遊んだ。その子のお母さんの家系は代々不思議な力があって、お母さんとその子と年の離はなれたお兄さんは、離はなれていてもお互たがいの気持ちが少しだけわかった」

　父は脳科学者で、人と人とがわかりあう時の脳の働きの研究をしていた。

　その子の父親は人工知能の研究者で、人と友達になれる人工知能を作ろうとしていた。

　だから研究といったって、危ないことは誰だれにも一つもしなかった。玩具おもちやみたいなセンサをつけて別の部屋のもう一人と話をする、ゲームみたいな他愛もない実験で、ずるいわたしもと割り込んでアネットも何度もやらせてもらった。再現実験の被ひ験けん者しやは父の研究室の学生から希望者を募つのって、単位と母のお茶ちや菓が子し目当てにほとんど全員が顔をのぞかせていた。

　成果なんてほとんど出なかったけれど、楽しかった。

「戦争が始まって、全部終わった」

　入ったばかりの初等学校に、その頃すでにその子は来なくなっていた。それほど、有色種コロラータを取り巻く情勢は悪化していた。

　こいつ汚きたない色つきが友達なんだぜと、学校でいじめられてアネットは悔くやしかった。

　学校から帰って、遊ぼうと待っていてくれたその子に八つ当たりをした。

　喧けん嘩かになって、腹立たしくてたまらなくて、ついに、汚きたない色つきと言ってしまった。

　その子は傷ついた顔はしなかった。ただ、何を言われたのかわからないという、困こん惑わくした目でアネットを見た。それでも決定的な亀き裂れつが自分とその子の間には入ってしまって、それを入れたのが自分だという事実にアネットは戦おののいた。

　それが怖こわかったから。だから。

　友人一家だけでも家に匿かくまおうかと相談を繰くり返かえしていた両親に。友人への情と露ろ見けんした時の家族への危険を秤はかりにかけて苦く悩のうしていた父に、問われてアネットは言ってしまった。

　本当は最後に背中を押おしてほしかったのだろう父に、逆の道を示してしまった。

　あんな子知らない。あの子なんかのために、危ないのは嫌いや。




　その子とその子の家族が強制収容所に連れていかれたのは、その翌日のことだった。




　どうしようもなかったのだと、最初からどうせ何もできなかったのだと、思うしかなかった。

　それなのに。

　痙けい攣れんするようにアネットは笑う。そうであるべきなのに、この友人は、どこまで私に。

「ねえレーナ。あんたはそうやって聖女様みたいに振ふる舞まってるけど、今いま更さらあんただって同罪よ。……そのレイドデバイス、何人のエイティシックスを殺してると思う？」

「まさか」

　人体実験──…………。

「言葉を伝えるものなんだから、動物じゃ実験にならないでしょ。エイティシックスは人間じゃないって言ったくせに、そういう時だけほんと都合がいいのよね。……すぐに結果を出さなきゃいけないからって、被ひ験けん者しやの安全度外視で研究は続いた。父さんはその指揮を執とらされた」

　当時父親は何もアネットに話さなかったけれど、残された記録は全て目を通した。

　過か負ふ荷かで脳が焼き切れて、自我の境界が崩ほう壊かいして、苦しんで死んだ者ばかりだった。

　大人は戦せん闘とうと労役に使うからと、子供ばかりが使われていた。

　エイティシックスは番号で管理され、名前は記録されていない。だから。

　遠い何ど処こかの収容所の実験室で一番悲ひ惨さんな死に方をした、あの子と同い年の被ひ験けん者しやの少年が、本当にあの子でないかどうかなんて、父にも誰だれにもわからなかった。

「事故じゃなかった。父さんは、自殺したの」

　友人を見捨て、大勢苦しませて死なせた自分は、その誰だれよりも苦くるしみ抜ぬいて死ぬべきだ。

　そう、繰くり返かえし言っていた父だ。誤って設定したなんて、そんなわけはなかった。

　それならあの子を見捨てた自分も同じ罪を負うべきだと、思ってアネットは研究を継ついだ。

　ハンドラーが自殺してレイドデバイスの調査依い頼らいが来て、プロセッサーの一人が原因みたいに言われていると知った時、ふと考えた。

　調査に必要だから連れてこいと、言ってあげたらどうだろうか。

　貴重なサンプルだとか言って、そのまま終戦まで留め置いてしまえばいい。軟なん禁きんする形になってしまうけれど、少なくともその人は生きのびられる。たった一人だけでも助けられる。

　そこまで考えて、自分の思考に慄りつ然ぜんとなった。

　だってあの時、幼おさな馴な染じみのあの子だって、助けてあげなかったのに。

　輸送部のクズどもが自分の仕事だというのに断ったと聞いて、むしろほっとした。ほら、やっぱり何もできない。あたしには誰だれも助けられない。

「でも、それはあんただって同じでしょ」

　嗤わらう。未いまだそんなことにも思い至らない、人間の悪意の底知れなさをまるで知らない、善良で愚おろかな親友に。

「何も出来ないどころじゃない、──あんたが余計なことして長生きさせたから、そいつらは『死ね』って命令されるんでしょ？　適当に扱あつかわれてとっとと死んでれば言われなくてすんだことを、あんたのせいで言われるんじゃない！」

　ひゅっとレーナが息を吞のんだ。みるみる青あお褪ざめていく繊せん美びな面おもてが痛快で、同時に酷ひどく打ちのめされた。

　あたしは。

　また。

　マグカップを取り上げて、屑くず籠かごに投げ落とした。いつだったか、一いつ緒しよに買ったマグカップ。お揃そろいにしようよ、と一いつ緒しよに選んで包んでもらって。最初のコーヒーもこの部屋で淹いれて。

　脆もろい磁じ器きの砕くだけ散ちる、悲鳴のような音がした。

「大だい嫌きらいよ、レーナ。……二度と顔を見せないで」
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　それから二度、迎げい撃げき任務がスピアヘッド戦隊に下され、その二度で三人が死んだ。

　そのどちらも、〈レギオン〉達の戦術は明らかにそれまでと違ちがった。あの超長ちよう距きよ離り砲ほう型がたを投入してきた時と同じ、精密で冷れい徹てつで狡こう猾かつな、高度な戦術。〈羊飼い〉がいるとシンは言った。超長ちよう距きよ離り砲ほうの投入からこれまで、最前線には出てこないが後方からその指揮を執とっていると。

　その間、レーナに出来たことは何もなかった。砲ほう弾だん一発の援えん護ごも、処しよ刑けいを撤てつ回かいすることも。

　そして、ついにその通達は届いた。







「〈レギオン〉支配域最さい奥おうへの、長期偵てい察さつ任務──!?」

　情報端たん末まつに表示された通達のあまりの内容に、レーナは呻うめく。

　参加戦力は、本任務の発動時に健在な第一戦区第一防衛戦隊の全〈ジャガーノート〉。

　偵てい察さつ目標は、最終的に前進できた地点。

　任務期間は無制限。この間、後退した場合は脱だつ走そう行こう為いとみなし、即そく時じ処しよ刑けいする。

　これに伴ともない、知覚同調パラレイド対象登録、友軍機登録、共和国軍ぐん籍せきの全てを抹まつ消しよう。

　偵てい察さつ任務に携けい行こうする物資は、各一月分程度。

　なお、本作戦への他部隊及び本部からの支し援えんはその一切を認めない。

　……無茶苦茶だ。

　こんなもの偵てい察さつでも作戦でもない。死ぬまで意味も無く敵地を前進しろと、そういう命令だ。無む駄だ死じにしろと直ちよく截せつ書いていないだけ。任務としての体てい裁さいさえ繕つくろう気がない。

　一月どころか、数日だって保たない。間断なく襲おそい来くる〈レギオン〉の軍勢に、偵てい察さつ隊たいは瞬またたく間まに減げん耗もうし全ぜん滅めつする。無意味極きわまりない戦いの果てに、戦場の奥おくに捨てられて、死ぬ。

　そんなことを許すのが。そんなことを命じるのが、共和国の在るべき姿か。

　痛いほどに奥おく歯ばを嚙かみしめ、椅い子すを蹴けってレーナは立ち上がる。







「特別偵てい察さつ任務を撤てつ回かいさせろ、と？　レーナ」

「お願いします、ジェローム小お父じ様。こんなことがこれ以上、許されていいはずがない」

　最後の恃たのみであるカールシュタールの前で、レーナはひたすらに低頭する。

　作戦中止に奔ほん走そうする中で調べて知った。この無体な命令さえ、共和国軍内で随ずい分ぶん前から連綿と続いている『伝統』だった。

　スピアヘッド戦隊だけではない。南部戦線第一戦区第一防衛戦隊レザーエッジ。西部戦線第一戦区第一防衛戦隊ロングボウ。北部戦線第一戦区第一防衛戦隊スレッジハマー。全ての戦隊が、六か月の任期の間に隊員を文字通り全ぜん滅めつさせられ、稀まれに生き残った場合も最後に必ず同じ『特別偵てい察さつ』を命じられている。生せい還かん率りつはいずれも全くの零ゼロ。最後まで生き残ったエイティシックスを必ず殺処分するための最終処分場──。

　カールシュタールは手元の書類に目を落としている。

「……大したものだな。通常、特別偵てい察さつ任務は精々が一、二名程度が命じられるものだ。小隊規模の兵員を参加させたハンドラーはレーナ、お前が初めてだよ。──だから言ったろう。必要以上のことはしなくていいのだと」

「っ……」

　あんたが余計なことして長生きさせたから、そいつらは。

　アネットの捨て台詞が蘇よみがえって、レーナは怯ひるむ。奥おく歯ばを嚙かみしめ、必死に食らいつく。

「お願いします。共和国は……私達は、これ以上罪を重ねるべきではありません」

「……」

「人じん倫りんや正義では人を動かすには足りぬと仰おつしやるなら、……国益ならばいかがですか。優秀なプロセッサーを徒いたずらに損そん耗もうするのは共和国の戦力を、ひいては市民の安あん寧ねいを著いちじるしく損そこなう行こう為いです。そう国防会議や世論に訴うつたえることも、小お父じ様なら……」

　カールシュタールは愁しゆう眉びを寄せてレーナの訴うつたえを聞いていて、愁しゆう眉びを寄せたまま口を開いた。

「エイティシックスの全ぜん滅めつこそが共和国の国益に適かなうと、共和国政府、ひいては共和国市民が暗あん黙もくの裡うちに考え、それを受けて共和国軍が実行しているのだと、そうは思わないかね？」

「な……！」

　呆ぼう然ぜんとなった。無礼も構わず、アンティークのデスクに両手をついて身を乗り出した。

「何を仰おつしやるのですか！　今申し上げた通り、これはただ共和国とその良心を損そこなうだけの、」

「終戦後にエイティシックスを生き残らせれば、彼らへのあらゆる仕打ちが批ひ難なんと補ほ償しようの対象となる。強制収容、財産接収、兵役強制。何もかも全てだ。財産の補ほ塡てんと賠ばい償しよう金きんだけでもどれほどの額になるだろうな。そのための増税を、今いま更さら共和国市民が受け入れると？」

「……それは……」

「それに、もし周辺諸国が生き残っていれば、有色種コロラータである彼らに、同どう胞ほう迫はく害がいの事実を知られることになる。面目を失い信用を失い、共和国は永遠に迫はく害がい者しやの汚お名めいを歴史に刻むだろう。……それら全ての不都合が、エイティシックスを全ぜん滅めつさせさえすれば回かい避ひできるのだ」

　息を吞のみ、ついで歯は嚙がみした。前に、シンが言っていた。

「だから、戦死者の回収もお墓も……！」

「そうだね。言いい添そえておくと、強制収容所でもグラン・ミュールでも死者の記録も墓も残させていないし、戦死したプロセッサーの人事ファイルは全て破は棄きされている。全ぜん滅めつと同時に、彼らは存在しなかったことになる。存在しない者は迫はく害がいできない。共和国の無む謬びゆう性せいを損そこなう事実など、何もなかったことになるのだよ」

「っ……。そこまで、共和国市民が悪あく辣らつだと……」

　カールシュタールは何な故ぜか、少しだけ悲しそうな顔をした。

「暗あん黙もくの裡うちに、だ。明確にそうと意図している者はごく少数だろうが、そうなるかもしれないことを黙もく認にんし、あるいは無関心に諾だく々だくと追認した大多数とて賛同者だ。……これは我らが誇ほこる民主主義の結果だよ、レーナ。市民の大多数が、己の利のためならエイティシックスなどどうなろうと構わないと望んだのだ。その決定に従うのが、我ら国軍の役目とは思わないかね」

　平手で思い切りデスクを叩たたいた。どん、と鈍にぶく、むなしく音はオフィスに散った。

「民主主義とは、多数派の望みなら少数派をどう扱あつかってもよいというものではありません！　誰だれに対しても必ず守られねばならないものが五色旗の象しよう徴ちようする国こく是ぜであり、それに基もとづく共和国憲法でしょう！　それも守らず、何が共和国の意志ですか！」

　一いつ瞬しゆんカールシュタールの双そう眸ぼうに鈍にぶい光がよぎった。それはレーナへの苛いら立だちであると同時に、何か遠い、漠ばく然ぜんとした何かへの底知れない怒いかりだった。

「憲法など、その価値があると誰だれもが認めねばただの紙切れだ。偶ぐう像ぞうとしての価値のみを求めた革命政府によって王権転てん覆ぷく後ごひそかに獄ごく死しさせられた、革命の聖女マグノリアのように」

　吐はき捨すてる声こわ音ねに、息を吞のんだ。初めて聞く、それは深い瞋しん恚いの声だった。

「蛮ばん行こうだと？　ああそうだろうとも。それも全て愚ぐ民みんどもをのさばらせたその結果だ。自分の権利は許される以上に行使したいがそれに伴ともなう義務は負わず、他人の権利は平気で侵おかす、己の利と欲以外何も考えぬ獣けものどもに政まつりごとを任せた結果がこの有あり様さまだ。聖女の御み名なで着き飾かざりながらその名を穢けがす愚ぐ行こうしかなさぬ、怠たい惰だで下げ劣れつな愚ぐ民みんどもに邪じや悪あく以外何がなせるものか！」

　激げつ昂こうから一転──カールシュタールは重く嘆たん息そくすると、アームチェアに身を沈しずめた。

「自由や平等など早すぎたのだよ、レーナ。我々人類には、……おそらく、永遠に」

　レーナは表情を消した瞳ひとみで、かつて二人目の父とも慕したった相手を見下ろした。込み上げてくる侮ぶ蔑べつを押おし殺ころすのに、そうする以外に術がなかった。

「それは貴方あなたの絶望で、貴方あなたの絶望を正当化するだけの理り屈くつです。……そのために何人もが死んでいくのを黙もく認にんするのは、ただの間ま違ちがいです」

　カールシュタールは視線だけを上げてレーナを見返す。疲つかれた、諦あきらめたその白銀色。

「お前が口にしているのは希望で、希望は何も救わないよ。理想と同じだ。尊いだけで届かず、届かぬゆえに我々には何の影えい響きようも及ぼさない。希望でも理想でも誰だれも動かせなかったから、……だからお前は、私の元へ来たのではないのかね？」

　レーナはきつく歯を食いしばった。そのとおりだったからだ。

「絶望と希望は同じものだよ。望むけれど叶かなわない、その表と裏に違ちがう名がついているだけだ」

「……」

　それでも。叶かなわぬと諦あきらめて、座して運命を待つのと。

　叶かなわぬと知りながら、それでも運命に抗あらがうのは、違ちがうのだと。

　そのことは、でも、この目の前の男にはきっとどう言っても通じない。

　ああ。これが、絶望か。

「……失礼します。カールシュタール准じゆん将しよう」
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　特別偵てい察さつ任務はレーナに届くのと時を同じくしてスピアヘッド戦隊にも通達され、こちらは粛しゆく々しゆくと準備が進む。作戦にあたり空輸される物資の受領と整理。基地で用意するべき物資の確保。それらを輸送する〈スカベンジャー〉の選定。任務開始以降は専門の整備の見込めない〈ジャガーノート〉各機の入念な検査と整備。二度と帰らぬプロセッサー達の身辺整理。

　それらの結果は最終的に書類の形で戦隊長であるシンの元に上げられ、それを元に実状を確認していくのもまた彼の仕事だ。

　物資の準備と積込はそれに慣れたアルドレヒトが請うけ負おって、空いたスペースばかりが目立つ格納庫の一角に積み上げたコンテナの前で確認作業は淡たん々たんと進む。

「糧りよう食しよく、エナジーパック、弾だん薬やく、修理部品は所定数を確保済み。ああ、どっかの馬ば鹿か戦隊長のために、足回りの修理部品は大目に用意しといたぜ。おめぇ、簡単な修理は出来るんだよな」

「ええ。よく壊こわすので」

「しれっと返してんじゃねえよこのクソガキ。……持ってけるのは一機だけだ。同じ調子で戦うんじゃねえぞ」

　胴どう間ま声ごえを真しん摯しに低めた老整備クルーに、シンはけれど肩かたをすくめた。そう言われても、確約できることではない。対たい峙じした〈レギオン〉には全力を以もつて当たらねば命がないのが〈ジャガーノート〉の戦せん闘とうだ。アルドレヒトが深く苦笑する。

「最後くらい噓うそでもいいからわかったっつっとけ。ていうか一度くらい言うこと聞けよ手前ェ」

「すみません」

「ったく本当におめえはよ……」

　へっ、とアルドレヒトが鼻から息を吐はいて、沈ちん黙もくが下りた。居い心地ごこちが悪い、とはシンは思わないそれに、しばしがりがりと胡ご麻ま塩しお頭あたまを搔かいてアルドレヒトは言う。

「……シン。この準備が全部終わったら、ちっとばかし話しときてぇことがある。そんときゃガキども全員集めてくれ」

　シンは一つ瞬まばたいてアルドレヒトのサングラスをかけた厳いかめしい顔を見上げた。構いませんが何を、と言おうとしたところで知覚同調パラレイドが起動して口を噤つぐむ。

『……ノウゼン大たい尉い』

「少佐。どうかしましたか？」

　話の中断を仕草で告げつつ応じる。アルドレヒトは頷うなずいて、一いつ旦たん離はなれた。

『……特別偵てい察さつの通達が、届きました』

「承うけたまわっています。準備作業に今のところ遅ち延えんはありませんが、何か変へん更こうがありましたか？」

　いかにも重たげなレーナの口調とは対照的に、常の作戦命令の受領と全く同じ口調で応じたシンに、その従しよう容ようと聞こえる響ひびきに、レーナは歯は嚙がみしたようだった。

『すみません。わたしの力では、撤てつ回かいさせることができませんでした』

　一いつ拍ぱく、唇くちびるを引き結ぶ沈ちん黙もく。堪こらえきれず吐はき出だすようにレーナが口を開く。







「逃にげてください。こんな、馬ば鹿かげた命令に従う必要なんてありません」

　情けなくてたまらなかった。こんな無体な作戦一つ撤てつ回かいしてやれず、こんな無責任な方法しか提示できない。

　はたして静かな声が、穏おだやかに問い返した。問いの形を取っただけの、それは否定だった。

『どこに、ですか？』

「っ……」

　わかっている。逃にげ場ばなんてない。仮に逃にげられても、生きていけない。たった数名の人員で、食べていくための食しよく糧りよう生産さえ覚おぼ束つかないのは目に見えている。

　一人では生きていけないから、人は寄より添そいあい、村を作り、街を作り、国を作った。

　その、生きていくためだったはずのシステムが、今、彼らを殺そうとしている。

　何に向けられたとも知れぬ怒いかりが腹の底から湧わき上あがって、その感情のまま嚙かみついた。

「貴方あなたはいつも、どうしてそう……！」

　不条理な死をも淡たん々たんと受け入れるその従しよう容ようが腹立たしかった。まるで己の罪つみ咎とがを受け入れた死し刑けい囚しゆうだ。彼らには刑けいされるべき罪などないというのに！

『恨うらむことでもありませんから。人はいつか、必ず死ぬ。それが人より少し早いからといって、誰だれかを責めても仕方ありません』

「そういうことではないでしょう！　殺されるんですよ!?　未来も望みも、命さえ理り不ふ尽じんに奪うばわれて、それさえも恨うらまないなんてそんな話がありますか！」

　ほとんど涙なみだ声ごえで喚わめき散ちらすと、シンはひととき口を噤つぐんだ。ややあって返された声には、淡あわい苦笑の気配があった。

『少佐。おれ達は別に、死にに行くのではありません』

　何の未練も執しゆう着ちやくもなく、いっそどこか、清せい々せいと。

『おれ達はこれまでずっと、閉じ込められて縛しばられてきました。それがようやく終わるんです。ようやく、自分が行こうと思ったところまで、行こうと思った道を辿たどっていけるようになる。やっと自由になれるというのに、それを貶けなさないでもらえませんか』

　きつくレーナはかぶりを振ふった。そんなものは、自由ではない。自由とは、法と他人の権利を侵おかさない範はん囲いで行きたいところに行けて、なりたいものになれて、少なくともそれを望むことは妨さまたげられないという、そういう、人間ならごく当たり前に享きよう受じゆできるはずのものだ。

　明日死ぬ場所と、今日そこまで行く道だけが望めることだなんて、そんなものは自由などでは断じてない。

「だったら……だったらせめて、もう戦わないでください。あなたは〈レギオン〉の居場所がわかるのでしょう。それなら交戦を避さけて進むことだって……」

『それは無理ですね。いくら位置がわかるからといって、気づかれずに彼らの哨しよう戒かい線せんをすり抜ぬけるのは不可能です。進むためには戦うしかありませんし、……それは最初から承知の上です』

　その時、シンは確かに、微かすかにわらった。

　承知の上、ではなく、望むところ、と言った気がした。

　堪こらえきれずレーナは目を伏ふせる。それは。

「──〈レギオン〉の中にいるお兄様を、討うつためですね」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。ややあって、シンはどこか、忌いま々いましげに嘆たん息そくした。

『……どうしてそう、余計なことに気付くのですか』

「わかりますよ。だって、」

　とうに死んだレイを、そうと知りながら探していると言った時。第一戦区の〈羊飼い〉に言げん及きゆうした時。シンは今と同じ、冷えて凄せい愴そうな笑みの気配を纏まとっていた。

　あるいはシン自身は気づいていないのかもしれない。自分の表情は自分自身こそわからない、それと同じように、心の奥おく底そこの思いには、当の本人こそが疎うといのかもしれない。

　懼おそれのような憎ぞう悪おのような執しゆう着ちやくのような強きよう迫はくのような、その無む惨ざんな、自らに向いた狂きよう刃じんのような感情に。

　それは望むというより、むしろ真逆の。

「それなら尚なお更さら、戦わないでください。いくら〈レギオン〉でも、お兄様と戦うなんて……」

『兄は〈羊飼い〉です。討うたなければどこにも行けない』

　硬かたい、きつい声こわ音ねだった。初めて聞く、苛いら立だちの。

「大たい尉い、」

『管制するのが嫌いやなら、もう同調してこなければいい。……そうするべきだと、何度もライデンやカイエが言ったはずです』

　切り捨てる口調に、息を吞のんだ。激しかけたのは一いつ瞬しゆん──意識して長く息を吐はいたシンは、配属されたばかりの頃ころの、あの突き放して無関心な声を出した。

『……少佐。もうおれ達の管制は必要ありません』

「そっ……」

『先の言葉、言い直します。……おれは兄の最さい期ごの声を、貴女あなたに聞かれたくはない』

　その呪のろいを。その怨えん嗟さを。──差さし伸のべられたレイの掌てのひらと笑顔だけを知っているレーナに。

「……」

『それともう一つ。ここから東に、国境も越こえた先で〈レギオン〉の声が聞こえなくなります』

　言い忘れていた事務連れん絡らくでもするような声だった。

　あるいはそのように鎧よろって、何かを綺き麗れいに押おし隠かくした声だった。

「……ノウゼン大たい尉い」

『そこがおれの聞き取れる限界なのかもしれませんが、あるいは誰だれかが生き残っているのかもしれない。それなら共和国が滅ほろぶ前に、助けが来るかもしれない。……〈羊指飼揮い官〉が討うたれれば、〈レギオン〉もしばらくは混乱します。その程度の時じ間かん稼かせぎはしていきますから、だから、──少佐はそれまで、生きのびてください』

　突つき放はなす口調で、無関心な声で、けれどどこか切なる祈いのりのように贈おくられたその言葉に──レーナはきつく両の拳こぶしを握にぎりしめる。
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　その日の迎げい撃げき作戦で、ハルトが戦死した。

　作戦の開始から終了まで、初めて、レーナの管制はなかった。







　そして、特別偵てい察さつの日が訪おとずれた。




〈ジャガーノート〉に乗り込み、システムを起ち上げる。スクリーンを流れる起動シークエンスとチェック結果。サブスクリーンに表示される友軍機の数に、ライデンは鼻を鳴らす。

「五人、か。ハルトの奴やつは惜おしかったな」

　あと二日生き残れば、楽しいハイキングに行けたのだが。

　同調の向こうでセオがあーあ、と空々しい嘆たん息そくを漏もらす。

『少佐、最後は結局繫つないでこなかったね』

「なんだ、なんだかんだ言って寂さびしいのかセオ」

『いや全然。……まあでも、』

　セオは少し首を傾かしげた。

『ちょっとくらい心残り？　かな』

『どうせここまでつきあったんだし、さようならくらい言ってもよかったかなって感じよね』

『あ、そんな感じアンジュ。別にいないならいないで全然かまわないんだけど、いたなら言ってやってもまあよかったかなって』

『別に、いいでしょ。関わるなって散々言ったの、ようやく理解したってそれだけじゃない』

　言いながらクレナの声はちょっと拗すねている。セオとアンジュが忍しのび笑わらうのに、何よう、と更さらにむくれた。

　まあ確かに、とライデンはキャノピの内ない壁へきを仰あおいだ。ここにきてレーナが全く繫つないでこなくなるとは彼も思ってもみなかった。今いま更さら怖おじ気けづくようなタマとも思えないが、……また愚ぐにもつかない罪悪感だので、顔向けできないとかふさぎこんででもいるのか。

　最後に言ってやってもいい言葉もあったのだが、……まあ、伝わらないならそれまでだ。

　最終チェックシークエンス完了。起動承しよう認にん。瞬またたいて灯ったスクリーンに、見送りの整備クルー達が映る。半年を過ごしたぼろい隊舎と、半年世話になった整備クルー達。見えないと知りつつ頭を下げた。

　一月分に余よ裕ゆうをもたせた物資と人数分の生活用品を満まん載さいした機き動どう脚きやく付つき追加コンテナ五機を連結され、百足むかでのようになったファイドが偵てい察さつ隊たいの後ろに控ひかえる。

　準備はこれで、全て整った。あとは踏ふみ出だせばもう後退は許されない。作戦発動と同時に彼らの軍ぐん籍せきと国軍本部の友軍機登録は抹まつ消しようされ、管制用に残されたハンドラーとの同調対象の登録も管制範はん囲い外がいに出るか、本日正午を以もつて解除される。退がれば共和国の迎げい撃げき砲ほうから攻こう撃げきされる、死ぬまで死地を進むばかりの決死行。

　その未来を目の前にして、不思議と心は凪ないでいた。

　この隊への配属が決まった時に、覚かく悟ごとやらはとうに済ませた。

　その時はダイヤがいて六人だった。その六人で前の任地から輸送機に乗り、ここの隊舎でカイエやハルトやキノと会って、人事ファイル添てん付ぷ用ようの写真を全員が撮とり直なおした。部隊を編成し直すたびに撮とり直なおす、身長の線を引いた壁かべの前で番号札を掲かかげる囚しゆう人じんみたいな写真。部隊解体時にまとめて破は棄きされる、今夜にはもう破は棄きされているだろう弔とむらわれない彼らの遺い影えい。気弱で人の良さそうな係の兵士についでに撮とらせた別の一枚も、……さて、いつまで残ったものか。

　その日の夜に、改めて全員で誓ちかい合あった。

　誰だれに豚ぶたと罵ののしられようと決してブタには成り下がらない。最後の一人になったとしても、最さい期ごの一日まで戦たたかい抜ぬくと。

　上々だ。最終的に五人、そこまで残った。

　悪くねぇと薄うすく笑み、自然と意識は先頭に立つ〈アンダーテイカー〉に集まる。シャベルを担かついだ首のない骸がい骨こつのパーソナルマーク。その象しよう徴ちようする、彼らをこれまで率い、これから死の時もその先までも共にあるだろう彼らの死神に。

　そのこれまで葬ほうむってきた五七六名の戦死者達の、小さなアルミの墓標も道連れにして。

　瞑めい目もくしていた赤い瞳ひとみを、シンが緩ゆるやかに開く気配。静かな声が告げる。

『……行こう』







　聞こえた微かすかな声に、それは待機状態サスペンドモードから目を覚ます。

　来る。まだ遠く、けれど近づいている。探し求め、ようやく再び見つけた。焦こがれるように待ちわびたその相手が。

　待っていられない。迎むかえよう。そして、今度こそ。







　常に聞こえる亡ぼう霊れいの声が、ざわりと声量を増して移動を始める。塊かたまりのまま、陸地の全てを吞のみこんで進む津つ波なみの暴ぼう威いそのままにひたひたと押おし寄よせてくる。

　本隊に先行して展開する阻電攪乱型アインタークスフリーゲの微び細さいな銀の群。全天を薄うすく埋うめ尽つくし、曇くもりの暗さで陽光が翳かげる。

『……シン』

「ああ」

　低く唸うなるライデンに、短く応じた。選んだ進路に、真っ向からぶつかる位置。進路を少し変えると敵部隊の展開状じよう況きようもそれに応じて正面を変へん更こうする。

　……当然、ではあるのだろう。シンが〈レギオン〉の声を聞くなら、同じ理り屈くつで逆も可能だ。

　地勢を勘かん案あんし、一番ましな進路を選んだ。どうあっても行き会う以上、少しでも利のある戦場に進むしかない。

　レーダースクリーンにブリップが点ともる。敵性存在を示すコード。瞬またたく間まに数を増し、重なり合って進行方向全体が真っ白に染まる。

　視界を遮さえぎる丘きゆう陵りようを、裾すそを回って抜ぬけた。左手に鬱うつ蒼そうと茂しげる木々を臨のぞむ、草原と森林地帯の境。

　待ち構えていたのは、見み渡わたす限りの大軍勢だった。

　先頭を進む斥候型アーマイゼの偵てい察さつ部隊。その後方二キロほどから戦車型レーヴェ、近接猟兵型グラウヴォルフ混成の機き甲こう部隊が隊ごとにまとまって進み、数キロの距きよ離りを置いて同じ機き甲こう部隊の第二陣じん、目視可能なぎりぎりの位置の第三陣じんと続く。その向こうには長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの砲ほう兵へい陣じん地ちも控ひかえているだろう。第一戦区に相対する〈レギオン〉の軍勢の、おそらく全戦力をあげてきた。

　その先頭、斥候型アーマイゼの一個小隊を従えて悠ゆう然ぜんと歩む重戦車型ディノザウリアに、意識が向いた。

　全高実に四メートル、戦車型レーヴェの倍もの重量に達する巨きよ軀くを堅けん固ご極きわまる装そう甲こうに鎧よろい、爆ばく発はつ的てきな機動力を生み出す八本の脚あしを備える陸上戦せん艦かんじみたその威い容よう。巨大で長大な一五五ミリ砲ほうと同どう軸じく副ふく砲ほうの七五ミリ砲ほうをこちらにひたりと向けて、砲ほう塔とう上部に備えた二に挺ちようの一二・七ミリ重じゆう機き関かん銃じゆうが、この鋼はがねの巨きよ獣じゆうの身にあってはまるで玩具おもちやだ。

　この軍勢を統すべる〈羊飼い〉だと、声を聞くまでもなくわかった。単純な進行方向の延長上ではなく、こちらが選ぶだろう進路の真正面に部隊の展開を完了させて待ち受けていた。状じよう況きようを勘かん案あんして敵の選せん択たくする進路を予測する。〈羊〉には不可能な仕業だった。

　そしてこの第一戦区最さい奥おうに潜ひそむ〈羊飼い〉こそが。

『……シン』

　証あかし立てるように、低く、声。それだけは鮮せん明めいに覚えている声だ。忘れもしない、最後に聞いた生前のそれと同じ言葉で声だ。

　同じ声がずっと、彼を呼んでいた。

　薄うすく、シンは笑った。ようやく出て来た。……ようやく、その前にたどりついた。

　その笑みの、氷ひよう刃じんのような、狂きよう気きのような、冷たく鋭えい利りな獰どう猛もうさ。




「見つけたよ。──兄さん」
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間章　首のない騎き士しⅣ









　音もなく、とめどなく雪が降っている。

　闇やみの空から舞まい落おちる白い雪は、しんしんと降り積もる絶望に似て、暴ぼう威いのようで、世界からの拒きよ絶ぜつのようで美しかった。涙なみだは凍いてつき、嘆なげきさえも凍こおりつく、酷こく薄はくで無情な厳冬の絶白。

　キャノピの吹き飛んだ〈ジャガーノート〉の中、せめて空を見て逝いこうと仰あお向むけに横たわって、レイは闇やみの彼方かなたから滲にじみ出でては自らの上に降り落ちる白雪を見上げている。

「……シン」







　十歳の時に生まれた弟は、レイにとってはようやくできた、待望の兄弟だった。

　両親以上にレイが目め一いつ杯ぱい甘あまやかして、弟は少し泣き虫で甘あまえん坊ぼうに育った。いつも傍そばにいて、何でも出来て、何からだって守ってやれる、レイは、弟のヒーローだった。

　十七の年に戦争が起きて、レイと両親と弟は、人間ではなくなった。

　祖国に銃じゆうを向けられて、家か畜ちくのようにトラックに詰つめ込こまれ、貨物列車に押おし込こまれて。

　その間ずっとシンは怯おびえて泣いていて、縋すがり付ついてくる小さな体を抱だきしめた。弟はおれが守る。何があっても、何からだって絶対に。

　収容所は粗そ末まつなバラックと生産プラント、物々しい鉄てつ条じよう網もうと地じ雷らい原げんが、構成物の全てだった。

　兵役に応じれば市民権を返すと通知があって、最初の徴ちよう募ぼに父が応じた。お前たちだけでも家に帰らせてやらないとなと父は笑って、そして二度と帰ってこなかった。

　父が死んで、その通知と共に母に徴ちよう募ぼの通達が来た。

　取とり戻もどせたはずの市民権は、戻もどらなかった。兵役に応じたのが一人なら与えられる市民権も当然一人分だと、それが政府の弄ろうした詭き弁べんで、そして母にとって、守るべき子供は二人いた。

　やがて、母も死に。その死の通知と共に、レイに徴ちよう募ぼの通達が来た。







　与えられた自室の中、レイは目もくらむような激しい怒いかりに立たち尽つくす。徴ちよう募ぼの通達。

　一人の働きに一人分、という詭き弁べんさえまたも翻ひるがえして。

　どこまで。政府は。白ア系ル種バどもは。この世界は。

　どうしておれは。そんなことは薄うす々うすわかっていたのに、あの時母を止められなかった……!?

「……お兄ちゃん」

　シン。

　来るなよ。どこでもいいからどっか行ってろ。おまえに構ってやる余よ裕ゆうなんか今はないんだ。

「お母さんは？　もう帰ってこないの、どうして？」

　教えただろ。何度も言わせるなよ。幼い弟の頭の鈍にぶさに、心底腹が立った。

「どうして、しんじゃったの」

　ふつりと、何かが切れた気がした。




　お前が。

　二人目なんかがいたからだ。




　首を摑つかんで押おし倒たおして、細い首を両手で思い切り締しめ上あげた。折れてしまえばいい。千切れたならいっそいい気味だ。激情のまま、お前のせいだと喚わめき散ちらした。

　そう、母さんが死んだのはシンのせいだ。こいつがいたから、この愚おろかな弟なんかがいたから、こいつを人間に戻もどしてやるために母さんは死にに行くしかなかったのだ。断罪の言葉を叩たたきつけてやるのは痛快だった。傷つけばいい。耐たえ切きれずに死んでしまえ。

「──何をしている!?　レイ！」

　肩かたを摑つかまれ、思い切り引きはがされて転がされて、我に返った。

　今。おれは。何を。

　おろりと見やったのは割って入った神父の黒い僧服カソックの背中で、横たわったきり動かないシンの容態を診みている。口元に手を近づけ、首に触ふれて、血相を変えて心しん肺ぱい蘇そ生せい処置を施ほどこし始はじめる。

「……神父さ、」

「出ていなさい」

　唸うなるように言われていよいよ困こん惑わくに視線を彷徨さまよわせた。だって、シンが、動かないのに。

　立ちすくむレイを、銀色の目の片方だけで一いち瞥べつして神父は一いつ喝かつした。

「死なせたいのか！　出ていなさい！」

　その、本気の怒ど声せい。

　打ちのめされるように部屋を出て、ふらふらとへたりこんだ。

「あ……」

　敗戦した白ア系ル種バがエイティシックスを虐しいたげ、そのエイティシックスがより少なくて弱い同じエイティシックスを虐しいたげる連れん鎖さを、レイはずっと軽けい蔑べつしていた。受けた痛みや非道を耐たえるのでも立ち向かうのでもなく、ただ自分より弱い者を捌はけ口ぐちにして晴らす、その下げ劣れつを。

　同じことをした。

　両親の死や、共和国の卑ひ劣れつ、世界の理り不ふ尽じんと、何より自身の無力に対する途と方ほうもない怒いかりや憎ぞう悪おを、抱かかえきれずにぶつけた。自分よりもずっと小さくてずっと弱い、自分が守るべき弟に。

　その罪深さに、今いま更さらになって戦慄おののいた。頭を抱かかえてうずくまった。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　おれは。あいつを。守りたかったはずなのに。







　幸い、シンはすぐに息を吹き返し、目を覚ましたけれどレイは会いに行けなかった。神父は二人で会うのを警けい戒かいして許してくれなかったし、顔を合わせるのが怖こわかった。

　逃にげるように徴ちよう募ぼに応じた。

　出立の時には神父もシンを連れて見送ってくれたけれど、ついに一言たりともかけられなかった。一度として向けられたことのない怯おびえた眼差しが、胸に痛かった。

　このまま死ぬわけにはいかない。必ず生きて、帰らないと。

　そう思って、仲間が次々と死んでいく中を戦って戦って必死に生きのびて。

　けれど。







　降りしきる粉雪が寒くて、これはいよいよ駄だ目めだなと失血でぼうっとなる頭でレイは思う。

　ひしゃげた装そう甲こうの紋章パーソナルマークが目に入る。首のない骸がい骨こつの騎き士し。絵本の表紙だ。お話の主人公。

　レイからすれば正直不気味なその絵本が、何な故ぜか小さなシンは大のお気に入りで。

　今はもう、絵本のことも、毎晩それを読んでやったことさえ、覚えているか。

　愛された記き憶おくも。

　くしゃりとレイは顔を歪ゆがめた。

　あの出発の日。声をかけてやればよかった。

　お前のせいじゃないんだと、はっきり言ってやらなくてはいけなかった。

　あの夜レイは、シンに呪のろいをかけた。そのままにして逃にげてしまった。

　家族が死んだのはお前の罪だと責めたてられて、あれからシンはどれほど自分を責めたろう。

　愛してくれるはずの家族に殺されかけて、それはシンの心をどれほど歪ゆがめてしまったろう。

　両親の死やレイの暴力を、泣けただろうか。笑うことは今、できているだろうか。

「……シン」

　霞かすみきった白い視界に鈍にび色いろの影かげが差す。〈レギオン〉。追ってきたか。

　視界の端はしの、骸がい骨こつの騎き士し。弱きを助けいかなる強敵にも立ち向かう、正義のヒーロー。

　弟を守る、ヒーローのままでありたかった。

　自分でそれは壊こわしてしまって、けれどそれでも、もう一度会いたいと手を伸のばし。




　それが『彼』の形になった。
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『……シン』

　ぞわ、と重戦車型ディノザウリアの機体から装そう甲こうをわずか持ち上げて無数の『手』が伸のびる。

　流体マイクロマシンの銀色。節の高い長い指を備えた大人の男の手で、本来の腕うでの何倍もの長さのそれが爆ばく発はつの速度で生え伸のびる。右手も左手もばらばらに、何かを求めて伸のばされる。

　それら全てを間ま違ちがいなく〈アンダーテイカー〉に向けて、霹へき靂れきの轟ごう音おんで咆ほう哮こうした。

『シィィィィイィィィィィィィィィィィィィィィィィイィィィィィィィィィィィン！』

　最低の同調率でなお、内腑はらわたを揺ゆさぶり腹の底にびりびり響ひびく大だい音おん声じよう。血も凍こおるおぞましい絶ぜつ叫きように、最も慣れているはずのライデンでさえ冷ひや汗あせが吹き出すのを抑おさえられなかった。アンジュが小さく悲鳴を上げて耳を塞ふさぐ。

　シンだけが、ただ名前を呼ばれただけのように〈アンダーテイカー〉をそちらに正対させた。

「……シン!?」

『先に行け。ライデン、その間の指揮は任せる』

　重戦車型ディノザウリアだけにひたりと据すえられた冷れい徹てつな眼差しさえ、見えるようだった。

『森の奥おくまで入ってしまえば、斥候型アーマイゼにさえ注意していればそうそう見つからない。やり過ごして先に進め』

「お前は!?」

『倒たおしてから行く。片づけないと進めないし、進む気も無い。……逃にがしてくれる気もなさそうだ』

　ライデンはその最後の独白の響ひびきにぞっとなる。

　こいつ。今。

　笑った。

　ああ。駄だ目めだ。

　引ひき戻もどせない。元々こいつの心はここになんかないのだ。こいつはずっと囚とらわれている。無くした首に。探し求める、死んで奪うばわれた兄の首に。これまでずっと、……多分、かつて兄貴に絞しめ殺ころされたというその時から。

　それと知って、けれどライデンは低く唸うなる。

「ざけんな。誰だれが聞くか」

　誰だれが、置いて逃にげろという命令など。

『──』

「一人でやりてぇって言うなら、仕方ねえ。……他は支えてやる。とっとと片付けろ」

　言いながら、込み上げるものにきつく奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　一人でやる、か。

　手伝えと。一いつ緒しよに戦えと言ってくれれば応じてやるのに。どうしてこの馬ば鹿かはこう、……この期ごに及んでどうしようもなく馬ば鹿かなのか。

　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが落ちて、シンが小さく嘆たん息そくする気配。

『……馬ば鹿かだな』

「お互たがい様さまだ。……死ぬなよ」

　応じる言葉は、今度はない。

　長ちよう距きよ離り砲ほうの金切り声が号ごう砲ほうだ。嵐あらしのように撃うち込こまれる弾だん幕まくに、跳とび退すさる形で四機が散開。

　骸がい骨こつの死神を負う四つ足の蜘く蛛もが、獲え物ものに襲おそい掛かかる獣けものの速度で飛び出す。







　重戦車型ディノザウリアが仕し掛かける。

　控ひかえる斥候型アーマイゼが四方に展開。斥候型アーマイゼ以外の〈レギオン〉のセンサ性能は高くなく、火力を犠ぎ牲せいに高性能の複合センサを備えた斥候型アーマイゼからデータリンクを通して索さく敵てき情報を受け取る。四方に散ったそれらが重戦車型ディノザウリアの目だ。接近する〈ジャガーノート〉を前方の二機が捕ほ捉そく、転送される各種情報と自機のセンサが得た光学映像を元に重戦車型ディノザウリアの砲ほう塔とうが旋せん回かいする。

　砲ほう声せい。

　最も早はや戦せん車しや砲ほうではなく重じゆう砲ほうクラスの一五五ミリ砲ほうが猛もう然ぜんと吼ほえ、音さえ置き去りに駆かける高速徹てつ甲こう弾だんが寸前まで〈アンダーテイカー〉がいた空間を地を嘗なめるように貫かん通つうする。

　応射。〈アンダーテイカー〉はしかし、重戦車型ディノザウリアではなく周囲の斥候型アーマイゼを撃うった。一機を撃げき破は、二機目の胴どう体たいを回かい避ひ機動のついでに蹴けり潰つぶし、ここでようやく重戦車型ディノザウリアに砲ほう撃げき。空中で炸さく裂れつさせた発はつ煙えん弾だんが重戦車型ディノザウリアの光学センサを一時塗ぬり潰つぶした隙すきに、二機の斥候型アーマイゼを潰つぶして出来た死角に滑すべり込こむ。

〈ジャガーノート〉の主兵装は、敵のそれとは比べるのもおこがましい貧ひん弱じやくな五七ミリ砲ほう、堅けん牢ろうを極きわめた重戦車型ディノザウリアの装そう甲こうなど前後左右、どの位置からでもいかな近きん距きよ離りでも撃うちぬけない。有効な攻こう撃げき箇か所しよはただ一点、そこを狙ねらえる位置まで接近するため、まずはその巨体の死角を外から補う目を潰つぶし、付け入る隙すきを増やす策に出た。

　白はく煙えんの帳とばりを風圧で吹ふき払はらい、重戦車型ディノザウリアの巨きよ軀くが躍おどりでる。接近方向を予測した動きで重じゆう機き関かん銃じゆうが旋せん回かい、掃そう射しやが薙なぎ払はらう。避さけて跳とび退すさった〈アンダーテイカー〉が煙けむりの向こうに現れる。

　発射の高熱に陽炎かげろう立つ巨きよ砲ほうの砲ほう口こうがその首のない影かげに向く。ほとんど神かみ憑がかり的てきな乱数機動と、神かみ業わざじみた敵機の照準の先読みで〈アンダーテイカー〉が疾しつ駆くする。







〈レギオン〉の軍勢は明らかに〈アンダーテイカー〉を他の四機から引ひき離はなし、かつそれら四機を分断して各個撃げき破はしようと動いている。

　戦車型レーヴェと近接猟兵型グラウヴォルフが複数機で連れん携けいして目標と定めた一機に波状攻こう撃げきを仕し掛かけ、遮しや蔽へいに潜ひそもうにも戦場全体に散った斥候型アーマイゼが必ず嗅かぎつけにくる。退路となりうる要所には対シ戦ュ車テ砲ィ兵ー型アが隙すき間まなく砲ほう列れつを並べ、長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの猛もう砲ほう撃げきが移動可能な区域を限定する。近くにいる〈レギオン〉は次々撃げき破はしていくのだけれど、それ以上が続々と攻せめ寄よせてくる。

　通常〈レギオン〉はこれほど緊きん密みつな戦術はとらない。間ま違ちがいなく〈羊飼い〉だ。おそらくはあの重戦車型ディノザウリアの〈羊飼い〉の指揮。

　狂きよう奔ほんじみた砲ほう撃げきと斬ざん撃げきの猛もう攻こうの中、ライデンはちらとそちらに視線を向ける。蟻ありのたかるように押おし寄よせてくる〈レギオン〉どもの向こう、そこだけぽかりと空白となった一帯で繰くり広ひろげられているのは重戦車型ディノザウリアと〈アンダーテイカー〉の熾し烈れつな一いつ騎き打うちだ。

　冗じよう談だんみたいな光景だった。

　重戦車型ディノザウリアとの一いつ騎き打うちなど、およそ正気の沙さ汰たではない。応おう酬しゆうが成り立っているように見えることさえ奇き跡せきの域だ。火力も装そう甲こうも、機動力さえ〈ジャガーノート〉は遥はるかに劣おとる。

　本来なら勝負にもならない。シンだからこそ辛かろうじて戦せん闘とうが成立しているのだ。……否、シンでさえもがまともな勝負とまでは至らない──重戦車型ディノザウリアは機き甲こう兵器の定義を無視してほとんど動かず悠ゆう然ぜんと構え、対する〈アンダーテイカー〉は剃刀かみそりの上を踊おどり渡わたるが如ごとき緻ち密みつと蛮ばん勇ゆうで組み立てられた、見るだけで胃の痛くなるような際きわ疾どいマニューバを強いられている。

　互ご角かくなどでは全くない。あんな綱つな渡わたりがいつまで保もつか。

　それともこちらが、先だろうか。

　微かすかな弱気が脳のう裏りを掠かすめた。もう何機仕留めたか覚えていない。仕留めても仕留めてもきりがない。凝こごる疲ひ労ろうと徒労感は、戦いくさ慣なれた彼らの気力をも確実に蝕むしばんでいた。

『リロード！　援えん護ご頼たのむ！』

　荒あらい息を吞のみこんでセオが叫さけぶ。その声も疲ひ労ろうに掠かすれている。

　たった一機で砲ほう火かの中、健けな気げに補給に駆かけ回まわるファイドが、計六基あるコンテナの一つをパージした。そのコンテナの弾だん薬やくストックが零ゼロになったのだ。一月分を想定した弾だん薬やくの、二割近くを早くもここまでの戦せん闘とうだけで使い切った。

　弾だん薬やく全部使い果たした時が、俺達の最さい期ごか。

　ちらりと思い、無理に笑った。上等だ。そう生きて死なんと、望んだまさにそのとおりの。

　突とつ然ぜん同調の対象が一人増えた。

『──シュガ中ちゆう尉い！　左目を借りますよ！』

　一いつ瞬しゆん左目の視界がわずかに暗くなり、すぐに戻もどった。同じ声が続けざまに叫さけぶ。

『射出しました！　着ちやく弾だんします、備えて！』




　刹せつ那な。空が漂ひよう白はくされた。




　無音の閃せん光こう。遅おくれて爆ばく発はつの轟ごう音おん。上空に展開する阻電攪乱型アインタークスフリーゲの群が一いつ瞬しゆんで広がった爆ばく炎えんに吞のみこまれて焼かれ、あるいは全方位から襲おそい掛かかる衝しよう撃げき波はに磨すり潰つぶされてはらはらと墜おちる。

　ただ中に撃うち込こまれた燃料気化爆ばく弾だんの強きよう烈れつな一いち撃げき。銀の薄うす雲ぐもがごっそりと欠け、ひとときぽかりと覗のぞいた空の青を、続けて飛来した誘導飛翔体ミサイルの群が真っ黒に塗ぬりつぶす。

　指示された座標上空に正確に到とう達たつし、信管が作動して外がい殻かくが破は裂れつ。内部に収められた数百もの子し弾だんはそれぞれがレーダーを作動して目標を探知、目標上方で炸さく裂れつして初速毎秒二五〇〇から三〇〇〇メートルにも及ぶ超高速の爆ばく発はつ成せい形けい弾だんを叩たたきこむ。

　鋼はがねの驟しゆう雨うに脆ぜい弱じやくな上部装そう甲こうを食い破られ、〈レギオン〉第二陣じんの前方半分が一いつ瞬しゆんで沈ちん黙もくした。

　続けて第二派が飛来。再びの鋼こう鉄てつの驟しゆう雨うが第二陣じんの生き残りを完かん膚ぷなきまでに打うち倒たおす。

　ライデンも、セオもクレナもアンジュも、一いつ瞬しゆん心底啞あ然ぜんとなる。

　見たことはないが、何かは分かった。迎げい撃げき砲ほう。〈ジャガーノート〉が守る前線の背後にハリネズミのように林立する、一度たりともその役目に使われたことのない役立たずのオブジェ。

　それを起動させられるのは。

　そもそもこんな死出の道みち行ゆきにさえ、繫つないでくるような物好きなんかただ一人。

「あんたか──ミリーゼ少佐！」

　声が返る。銀ぎん鈴れいの声。何か腹を決めたような、何か腹に据すえかねたような。

『ええ。わたしです。遅おそくなってすみません、戦隊各位』
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「──顔を見せるなって言ったでしょ。レーナ」

　出てこないかとも危き惧ぐしたが、アネットは存外にあっさりと玄関広間ホールに現れた。

「ええ、聞いたわ、アネット。了りよう承しようした覚えはないけれど」

　霧きり雨さめの降りしきる夜。邸てい内ないの明かりと夜の闇やみの境界線に立ったレーナは、身み繕づくろいの時間すら惜おしんだ憔しよう悴すいと疲ひ労ろうも相まってさながら幽ゆう鬼きのようだった。ざっと梳くしけずっただけの白銀の髪かみにくたびれた軍服、化け粧しよう気けのない白い貌かお。

　硬かたい白銀の双そう眸ぼうだけが、異様な光を湛たたえて底光る。

「視覚の同調設定。レイドデバイスの調整まで含ふくめて、やってくれるわね」

　アネットが唸うなる。手負いの獣けものの眼光で。

「やるわけないでしょ。あたしには関係ないんだから」

「やってもらうわ。どうしても」

　レーナは嗤わらった。

　おそろしく酷こく薄はくな、醜みにくい表情をしているのだろうなと、頭の何ど処こかが思った。

「あなたが見捨てた、幼おさな馴な染じみは、」

　嗤わらう。悪あく魔まのように。死神のように。

「シン、というのでしょう？」

　瞬しゆん間かん、アネットの表情が落らく剝はくした。

「……、なんで……!?」

　これ以上ないほど血の気を引かせた彼女に、やはりそうか、とレーナは思う。

　鎌かまをかけただけだ。だが同時に、そうだろうという確信があった。エイティシックスの住民が極きよく端たんに少ない第一区に住んでいて、レーナやアネットと同い年で、年の離はなれた兄がいて。

　何より、亡ぼう霊れいの声を聞くシンの異能と、家族の心の声が聞こえたというアネットの幼おさな馴な染じみの能力ちから。繫つながる対象が異なるだけで、おそらく根本的には同じ。

　ここまで揃そろっていながら別人だなどと──そんなわけがあるだろうか。

「なんで、あんたがその名前を知ってるの……!?　…………まさか──！」

「ええ。そうよ。わたしの部隊にいるの。スピアヘッド戦隊戦隊長、パーソナルネーム〈アンダーテイカー〉。彼が、シンよ」

　救う機会はありながら、二度目さえも、アネットが見捨てた。

　がっ、と胸むなぐらを摑つかまれた。縋すがりつく動作と眼差しに、レーナは眉まゆ一つ動かさなかった。

「それをシンが話したの!?　ねえ、あの子はまだ生きてるの!?　あの子は……まだあたしを恨うらんでるの!?」

「聞いてどうするの？　関係ないんでしょう？」

　その手を払はらい、ゆっくりとレーナは後ずさった。追って霧きり雨さめと夜よ闇やみの中に踏ふみ出だしたアネットに、底冷えのする笑みを向ける。

　本当は、シンからアネットのことを聞いたことなど一度もない。おそらく、……もう覚えてもいないのだろう。レイや両親の記き憶おくさえ戦火と亡ぼう霊れいの嘆なげきに塗ぬり潰つぶされてしまったシンが、幼おさな馴な染じみのことだけ覚えている道理はない。

　それがアネットにとって、救いなのか呪のろいなのかは知らないけれど。

「そうじゃないなら手伝ってもらうわ。どうするの。──早くしないと、鶏にわとりが鳴くわ」

　おまえはにわとりがなくまでに、三度、わたしをしらないというだろう。

　立たち尽つくし、アネットは笑った。それは泣き笑いのようで、どこか安あん堵どにも似た表情だった。

「……悪あく魔ま」

「ええそうよ、ペンローズ技術大尉。わたしも、あなたも」
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　そう、レーナはふさぎ込んでいたわけでも打ちひしがれていたわけでもない。スピアヘッド戦隊と同調する、その時間がなかったのだ。

　視覚の同調の設定と調整。周辺の戦区一帯全ての迎げい撃げき砲ほうの手動発射コード。叶かなう限りの援えん護ごの手段をかき集めるためには。

「っ……不発が全体の五割……!?」

　返ってきた作動結果にレーナは呻うめく。三割の迎げい撃げき砲ほうが動作せず、発射された誘導飛翔体ミサイルもその三割近くが外がい殻かくの信管が作動せずに落下。重量百キロを超す誘導飛翔体ミサイルの一基の真下にいた不運な斥候型アーマイゼがぺしゃんこになったようだが、本来の威い力りよくからすれば戦果にもならない。

　整備不良もいいところだ。己を守る鎧よろいを己の怠たい慢まんで錆さびつかせて、馬ば鹿からしい。

　残りの迎げい撃げき砲ほうに同じ座標を打ち込んで発射。目標にした部隊がそれで全ぜん滅めつし、一つ息を吐はく。

　ようやく自由になれるのだと、あの時シンは言った。

　そんなものは自由ではないとレーナは思うけれど、だからと言って特別偵てい察さつを撤てつ回かいしてやることも彼らを解放してやることもできないのだ。それならせめて、彼らが望んだ道みち行ゆきを、一秒でも長く邪じや魔まをさせずに進ませてやることが、彼女がしてやれる唯ゆい一いつの手た向むけだ。

　ようやく得たという、自由だ。

　こんな初日の。こんな歩き始めてすぐの場所で。終わらせてなんてなるものか。







　返ってきた銀ぎん鈴れいの声に、思わずライデンは怒ど鳴なりつける。第二陣じんが壊かい滅めつして第三陣じんは判断をつかねて立ち止まり、損そん耗もう分ぶんの補給を断たれた第一陣じんを撃げき破はしていく、その間。

「本物の馬ば鹿かか！　あんた一体何やってんだ！」

『貴方あなたと左目の視覚を共有して位置情報を確認して、その位置を元に迎げい撃げき砲ほうを手動発射しただけですが。ああ、視覚共有時はそちらの気が散らないよう、左目は閉じますのでご心配なく』

　淡たん々たんと返る声にいよいよ苛いら立だって叫さけぶ。何が、だけ、だ。それですむ話じゃないだろうが！

「視覚共有はハンドラーが失明するからやらねぇって知らねぇのか!?　迎げい撃げき砲ほうも、あんた許可どうしたんだよ！　そもそも今そこにいること自体命令違い反はんだろうが！」

　視覚共有は、双そう方ほうが混乱する以上に、情報量が多すぎる。連用すれば負ふ荷かが過ぎて最悪失明もありうると、だから管制には使われない。支し援えん禁止の作戦に、許可のない兵器を使用して援えん護ごを行う明確な命令違い反はんも含ふくめ、これから死ぬだけの部隊のためにするようなことではない！

　突とつ然ぜんかっとレーナが叫さけび返かえした。初めて聞く、ハンドラーの少女の怒ど号ごうだった。

『だから何ですか！　失明なんていつかの話、迎げい撃げき砲ほうの自己判断使用も命令違い反はんも精々減給か降格程度、死ぬわけでもあるまいし！』

　本気の怒ど声せいにライデンは虚きよを突つかれて押おし黙だまった。激げつ昂こうのあまりはあはあと荒あらく息を吐はき、これまでからは想像もつかない捨すて鉢ばちさでレーナは吐はき捨すてる。

『どうせ本部や政府だって、道理なんか弁わきまえてないんです。こちらだけ道理に従ってやる謂いわれなんかありませんし、その誰だれに非難されようがどうだっていいです。……だから、とっととこうしていればよかったんです。許可なんか気にしないで』

　一いつ瞬しゆん苦く声は沈しずむ。ついで言い捨てて高こう慢まんにフンと鼻を鳴らした。

　張りつめていた気分がふっとほぐれて、微び苦く笑しようが零こぼれた。

「……あんた、ほんと馬ば鹿かだな」

『別に、あなた達のためじゃありません。この数が前線を突とつ破ぱしてくれば共和国が危あやうい。わたしが死にたくないから、戦ってるだけです』

　澄すました声に今度こそ声を上げて笑った。今日初めて、レーナが笑う気配。

『第三陣じんが動いたら、こちらで撃うちます。第一陣じんは、貴方あなた達も巻まき込こんでしまうので支し援えんができません。すみませんが自力で何とかしてください』

「ああ。任せろ、俺達にとっちゃいつものことだ」

『……ノウゼン大たい尉いは、』

　問いに、苦く目を眇すがめた。同調こそ繫つないだままだが、応答もなければこちらを気に留とめてさえいない、ただ伝わってくる冷れい徹てつで獰どう猛もうな戦意の気配。

「兄貴と、殺し合ってる。──あれがシンの目的だ。こっちの声はもう聞こえてねえ」







　耳を聾ろうする兄の絶ぜつ叫きようが轟とどろき渡わたる中、反はん撃げきの機を求めてシンは〈ジャガーノート〉を駆かる。

　些さ細さいなミスも許されない細い細い死線の上を戦い続け、極度に集中した神経は目の前の敵以外の光景も、その絶ぜつ叫きようと砲ほう声せい以外の音も、時間の経過さえ最も早はや認にん識しきしていない。

　砲ほうが向く。照準。寸すん毫ごうの差で〈アンダーテイカー〉は切り返しを踏ふもうとしていた脚あしをわざと滑すべらせて射線を外れる。副ふく砲ほうは主しゆ砲ほうの向かって右側にあり、左回りに逃にげ続つづけていれば攻こう撃げきしてくるのは主しゆ砲ほうと、砲ほう塔とう上部の旋せん回かい機き銃じゆうだけ──……。

　副砲が、撃うった。

　砲ほう弾だんが右みぎ脚あしを掠かすめるように飛び去り、同時に主しゆ砲ほうの照準がぴたりと据すえられる。機体を横よこ滑すべりさせている〈アンダーテイカー〉はまだ回かい避ひ機動を取れる体勢にない。

　砲ほう声せい。離はなれた地面に撃うち込こんだワイヤーに引かれて辛からくも〈アンダーテイカー〉が射線を逃のがれ、たまたま後方にいた戦車型レーヴェが巻まき添ぞえを食って爆ばく散さんする。強きよう烈れつな反動をその超重量と強きよう靭じんな脚きやく力りよくでねじ伏ふせての二連射に、流石さすがに一いつ瞬しゆん重戦車型ディノザウリアも八本の脚あしを踏ふみしめ。

　その一いつ瞬しゆんで、〈アンダーテイカー〉が己の間合いに飛び込んだ。

　その時には仰ぎよう角かくを取った主しゆ砲ほうは重戦車型ディノザウリアの砲ほう塔とう後部上面に照準を合わせている。見えている中では最も薄うすい装そう甲こう。堅けん牢ろう極きわまりない重戦車型ディノザウリアの装そう甲こうの中で唯ゆい一いつ、〈ジャガーノート〉の貧ひん弱じやくな主しゆ砲ほうでも撃うちぬける箇か所しよ。

　撃発トリガ。曲射の軌き道どうで撃うち込こまれた、致ち命めい打だのトップアタックの徹てつ甲こう榴りゆう弾だんを。

　重戦車型ディノザウリアは、砲ほう塔とうに群れ生えるその手の一つで打うち払はらった。

「っ……!?」

　悪夢のような光景にシンは目を見開く。迎げい撃げきした手はその衝しよう撃げきに砕くだけ散ちったが、元が流体の腕うでは瞬またたく間まに手首から先を形作ると何事もなかったようにざわりと指を蠢うごめかせる。

　重戦車型ディノザウリアの意識が向いたと感じる。反射的に飛とび退すさるや機き銃じゆう掃そう射しやが元いた地面を薙なぎ払はらい、追って二度、三度と撃うち込こまれる鉛なまりの豪ごう雨うを避よけて下がれば、そこは再び己が間合いの外。最も威い力りよくに劣おとる重じゆう機き関かん銃じゆうだけで〈ジャガーノート〉を退けた重戦車型ディノザウリアが、悠ゆう然ぜんと向きなおる。

　牽けん制せい射しや程度にもこっちは必死に逃にげ回まわらなくてはいけなくて、その上こちらの唯ゆい一いつの攻こう撃げき可能箇か所しよも封ふうじられた、か。

　総身を駆かけ上のぼるのは深い戦せん慄りつで、裏腹に口元に浮うかぶ笑み。

　好機と見たか、隊列を抜ぬけ側面から迫せまった近接猟兵型グラウヴォルフを、けれど重戦車型ディノザウリアが容よう赦しやなく砲ほう撃げきして吹き飛ばす。邪じや魔まをするなと怒ど鳴なりつけるようなその振ふる舞まいにいよいよ笑みは深まった。

　彼を呼び続ける兄の最さい期ごの声。全てはお前の罪シ業ンだと、死んで償つぐなえと叫さけび続つづける。

　殺すのならば自分の手でと、死してなおも欲ほつしているか。

　……おれもだよ。兄さん。







　自分がショーレイ・ノウゼンの魂たましいと呼ぶべきものなのか、雪の日に死んで腐ふ敗はいしないまま複写された彼の記き憶おくを持っているだけの〈レギオン〉なのか、そんなことは今のレイにはどうでもいいことだった。死んだのにもう一度チャンスをもらえた、それが全てで、それでよかった。

　シンが戦場に来てしまったことは、その声が聞こえたからわかっていた。

　けれどシンの声はとてもとても小さくて、その向こうの共和国の無様で巨大な死し骸がいの喧けん騒そうにかき消されてしまう。加えて共和国は図々しくも戦場に捨てたはずのシンを自分の所有物一部とみなしていたから、尚なお更さら聞き分けるのは難しかった。

　各戦域に配備されるたび、斥候型アーマイゼの目を通じて探し回った。〈レギオン〉のレイは与えられた命令には逆らえなくて、指揮官として配置された戦域奥おくからは動けないけれど、近くにいるなら会いに行きたい。会って、謝あやまって、赦ゆるしてもらえたら、そうしたら。

　ある時壊こわれかけて動けなくなった斥候型アーマイゼの視界に、ついに見つけた。

　流星雨の夜だった。距きよ離りとしては随ずい分ぶん遠くて、拡大率を最大にしてやっと顔が見えた。

　大きくなっていた。仲間らしい黒鉄種アイゼンの少年と何か話していて、声を聞きたくて集音センサの焦しよう点てんを向ける。もう声は変わってしまったろうか。まだかな。どちらでもいい。聞きたい。

　二人は星の落ちる空を見上げている。うずくまった〈ジャガーノート〉の装そう甲こうに背を預けた、小さな子供みたいなシルエット。

「まだいんの。兄貴」

「ああ。ずっと呼んでる。だから、行かないと」

　おれのことか？　探しに来てくれたのか。

　機械の体がそれでも震ふるえた。シンが戦場に来てしまったのは悲しかったけれど、それが自分を探しに来てくれたからだというのは震ふるえるほどに嬉うれしかった。

「けど。お前、兄貴のこと見つけて埋うめてやったんだろ。なら、もういいんじゃねえのか」

　ああ。おれの死体を埋まい葬そうしてくれたのか。優やさしいな、シン。

「……兄さんはそんなことで、おれを赦ゆるしたりしないよ」

　愕がく然ぜんとなった。

　どうしてそんなことを言うんだ。お前が赦されないなら、じゃあおれだって赦してなんかもらえないじゃないか。

　そうではないのだと、伝えたくて教えたくて会いたくて会いたくて気が狂くるいそうになった。

　その時はすぐに共和国の輸送機がシンを連れ去ってしまって、弟の小さな声はまた紛まぎれて見失ってしまった。必死に探し回っては見つける度に連れ出そうと躍やつ起きになった。レイは戦域奥おくから動けないけれど、動かせる隷れい下かの〈レギオン〉達をすべて使って。

　シンはずっと、戦い続けていた。

　いつかその片かた隅すみで見捨てられてひっそり散るだけの戦場で、それでも従しよう容ようと戦い続けていた。

　そんなことはもう、しなくていい。

　ブタどものためになど戦わなくていい。そこでしか生きていけないというなら、いっそこちらに連れてきてやろう。脆もろい人間の体なんか捨てて。体なら幾いくらでも乗のり換かえればいい。そうして、今度こそ守ってやる。今度こそずっと、永遠にだって。

　今日、ようやくブタどもがその汚きたない手をシンから離はなした。見つけたけれど紛まぎれがちな小さな声が、ようやく小さいながらにはっきり聞こえるようになった。

　レイのいる戦域奥おくを目指して来るのがわかったから、迎むかえに出た。ようやく迎むかえに出られた。

　今は、目の前にいる。不格好な蜘く蛛もの中に、焦こがれて待ちわびた、呼び続けた大切な弟が。

　あの蜘く蛛もは鎧よろいというには脆もろすぎるから、壊こわしてしまわないよう細心の注意を払はらって手を伸のばす。逃にげ回まわるから上手くいかない。脚あしだけ壊こわそうと狙ねらい撃うつ。

　ようやく会えた。ようやくこれで、連れて帰れるのだ。

　ずっと一いつ緒しよだ。ずっと兄さんが守ってやる。だからこっちに来い──シン。







　重戦車型ディノザウリアは足元以外を狙ねらってこない。榴りゆう弾だんも使わず、撃うち込こまれるのは徹てつ甲こう弾だんのみ。榴りゆう弾だんが撒まき散ちらす高速の破は片へんは飛ぶ方向を制せい御ぎよできないし、〈ジャガーノート〉の脆ぜい弱じやくな装そう甲こうは至近距きよ離りで炸さく裂れつする一五五ミリ砲ほう弾だんの衝しよう撃げき波はにも耐たえられないからだ。

　嬲なぶっているつもりか。いや──撃うち殺ころすのは嫌いやなのか。ざわざわと揺ゆらめく無数の手。あの夜と同じ、自分の首を締しめる兄の。

　同じことが、そう何度もできるとでも。

　光学スクリーンに視線を走らせ、それが実行可能な地勢を探す。あえて退がってみせると、レイは追って歩ほを進めてきた。

　細かく方向を変えながらひたすら後退していくと、焦じれたように砲ほう塔とうが回転し、砲ほう口こうが脚きやく部ぶに向く。照準動作。撃うってくる、今──。

　予定の位置。かかった。

　発はつ射しや炎えんが閃ひらめく寸前、ワイヤーアンカーを射出。重戦車型ディノザウリアの左後方に立つ樫かしの巨木にアンカーが突つき立たつや最高速度でワイヤーを巻き上げ、ほとんどすっ飛ぶ形で引き上げられて、左側面に立ち並ぶ森の木々の幹を、枝を蹴けりつけ、重戦車型ディノザウリアの頭上を一いつ瞬しゆんで駆かけ抜ぬける。

　同じ陸上の装そう甲こう目標を主要な攻こう撃げき対象とする戦車の砲ほう塔とうは、水平方向には三六〇度砲ほうを向けられるが、上下方向に取れる角度──俯ふ仰ぎよう角かくには大きな制限がある。真上には決して向けられないし、まして足元を狙ねらい下を向いていた姿勢からは対応できない。

　中ちゆう途との空中でワイヤーをパージし、慣性で宙を滑すべりながら機体をひねって着地位置を調整。装そう甲こうの継つぎ目めを足あし掛がかりに、重戦車型ディノザウリアの車体後部にとりついた。自身の巨体が邪じや魔まをして機き関かん銃じゆう弾だんも届かない、正面に比べ装そう甲こうの薄うすいそこに、格かく闘とうアームの高周波ブレードを叩たたきつける。

　火花が散る。分厚い装そう甲こうが水のように切きり裂さかれる。こじ開けた隙すき間まに、主しゆ砲ほうを突つきつけ。

　その隙すき間まから、銀色の両手が生え伸のびて格かく闘とうアームを摑つかみとった。

「な──」

　それはいつかの、教会の夜のように。

　振ふり回まわされ、叩たたきつけられた。それきり、シンの意識は途と絶だえた。







　ぶつっ、とシンとの同調が途と絶だえ、ライデンは目を見開く。周囲の〈レギオン〉はあらかた片づけ、ファイドは二つ目のコンテナをパージして、諦あきらめ悪く様子を窺うかがっていた後方の〈レギオン〉どももレーナが容よう赦しやなく誘導飛翔体ミサイルをぶち込んでやって撤てつ退たいを始めた、その最中。

「……シン!?」

　繫つなぎ直なおそうとするが、繫つながらない。見れば重戦車型ディノザウリアが向き直る先、叩たたきつけられ転がった様子で、不自然に頽くずおれたきり動かない〈アンダーテイカー〉の姿。

　知覚同調パラレイドは互たがいの意識を介かいし、だからどちらかの意識のない状態では接続できない。つまりは眠ねむっているか気を失っているか、──死んでいれば。

　重戦車型ディノザウリアが悠ゆう然ぜんと近づく。何な故ぜか撃うたない。けれど近寄らせればろくなことにならないと感じさせるその不ふ吉きつな期待の気配。

　無線に切きり替かえた。こちらは生きている。コクピット内部はそこまで壊こわれていない。

「シン！　起きろこの馬ば鹿か！」

〈アンダーテイカー〉は動かない。







　中身を壊こわしてしまわないよう随ずい分ぶん手加減したのだが、脆もろい〈ジャガーノート〉の格かく闘とうアームはそれでもどちらももげて、折せつ角かく捕つかまえたはずのシンは向こうに転がっていってしまった。

　そのまま動かないので、よしとすることにした。多分気絶させてしまったし、もしかしたら怪け我がもさせたかもしれないが、それも含ふくめて、後で全部謝あやまろう。

　逸はやる気持ちを押おさえようとゆっくり近づく。ようやくだ、と思うと嬉うれしくて仕方なかった。

　ようやく取とり戻もどせる。一いつ緒しよにいられる。だから、まずはその脆もろい人間の体を。







〈アンダーテイカー〉に近づく重戦車型ディノザウリアのブリップに、レーナは唇くちびるを嚙かむ。ライデン達が向かっているが、彼らの兵装では止められまい。このままではシンが、もしかしたらライデン達も。

　唇くちびるを嚙かみ切きって血の味がした。

　レイは。あの時帰りたいと言っていた。大切な弟だと、言葉にはしなかったけれど思っているのがわかった。それなのに、そのレイがどうして今、シンを殺そうとしているのか。

　止めなければと思ったが、レーナにも打つ手がなかった。撃うてる砲ほうがないのではない。シンを巻まき込こまずに重戦車型ディノザウリアだけを撃げき破はする手段がないのだ。

　誘導飛翔体ミサイルも重じゆう砲ほうも、威い力りよくがありすぎる。〈ジャガーノート〉の装そう甲こうは脆ぜい弱じやくだ。重戦車型ディノザウリアを撃うてば、その破は片へんで確実にシンも巻まき添ぞえになる。

　何か。何か手はないか。

　考え、考え、考え──ふと、閃ひらめいた記き憶おくに、レーナは目を見開く。







『ククミラ少しよう尉い。重戦車型ディノザウリアの位置情報を、できる限り正確に観測して送ってください』

　レーナが告げた内容にクレナは跳とび上あがりそうになった。クレナは狙そ撃げき手しゆだ。何をする気かは説明されずともわかった。

『終しゆう端たん誘ゆう導どうはそちらに任せます。照準波を照射していてくれればいいですから……』

「ち──ちょっと待ってよ！　それって……！」

　セオが割り込む。瞬しゆん間かん的てきに沸ふつ騰とうしたようだ。続けて焦あせった様子のアンジュも。

『砲ほう撃げきする気!?　ふざけないでよ、まだシンが近くにいるんだ！』

『近くの炸さく裂れつでも〈ジャガーノート〉は耐たえられないわ！　あの近さじゃシン君も巻まき込こむ！』

『考えがあります。隙すきを作る、程度と思いますけれど。……わたしも大たい尉いを死なせたくない』

　その真しん摯しな、どこか必死な声こわ音ね。

　思わずクレナは頷うなずいていた。







　到とう着ちやくと同時にライデンは撃うち、セオとアンジュもそれに続いた。装そう甲こうに弾はじかれ、構わずに駆かけ寄よせる。まだ辺りをうろついていた斥候型アーマイゼには接近のついでに片かた端はしから機き銃じゆう掃そう射しやを喰くらわせ、なおも撃うちかける。

　それらは全て装そう甲こうに弾はじかれ、あるいは手に払はらわれて、重戦車型ディノザウリアは歩みも止めない。くそ。弟が弟なら兄貴も兄貴だ。揃そろいも揃そろって、周りのその他なんか羽虫か背景みたいな面しやがって。

　破は片へんを喰くらった機き銃じゆうの一いつ挺ちようが沈ちん黙もく。光学センサのすぐ傍そばに着ちやく弾だんし炸さく裂れつ。

　初めて、重戦車型ディノザウリアの意識がこちらに向いた。

　残った機き銃じゆうが小こ煩うるさげに旋せん回かいするのを見て取った刹せつ那な、ライデンは機体を横に振ふった。間かん一いつ髪ぱつ、機き銃じゆう掃そう射しやが空気を引ひき裂さく叫きよう喚かんで行き過ぎる。

　その間に接近したセオとアンジュがワイヤーアンカーを射出。砲ほう身しんに、脚あしの一いつ脚きやくに絡からみつき、そのまま二機は四し肢しを踏ふん張ばる。重戦車型ディノザウリアの十分の一ほどの重量しかない〈ジャガーノート〉では二機合わせても重りにしかならない。近接信管に切きり替かえた榴りゆう弾だんを曲射軌き道どうで撃うち込こみ、もう一丁の機き銃じゆうも黙だまらせてからライデンもアンカーを撃うつ。重戦車型ディノザウリアの歩みがようやく鈍にぶる。

　先のそれとは比べ物にならない、殺気。咄とつ嗟さにワイヤーを切きり離はなした瞬しゆん間かん、重戦車型ディノザウリアは拘こう束そくされた砲ほう身しんを、脚きやく部ぶを思い切り振ふり回まわした。パージの遅おくれた〈スノウウィッチ〉が一いつ瞬しゆん吊つり上あげられて宙を舞まい、〈ラフィングフォックス〉に激げき突とつ。諸共に吹っ飛んで転がっていく。

「アンジュ！　セオ！」

『っ……こっちは平気』

『こっちもよ。ごめん、セオ君』

『いいよそれ今。……ライデン！　撃うってくるぞ！』

「っ……！」

　意識が逸それた隙すきに照準されていた。回かい避ひできない。歯を食いしばった瞬しゆん間かん重戦車型ディノザウリアががくりと姿勢を崩くずし、〈ヴェアヴォルフ〉を掠かすめた砲ほう弾だんが明後日あさつての方で着ちやく弾だん。クレナの狙そ撃げき。重戦車型ディノザウリアが踏ふみしめる前まえ脚あしの、その真下の地面をフルオート射しや撃げきで吹き飛ばした。

『ライデン、だいじょうぶ!?』

「ああ助かった！　けどもうさがってろ。お前がやられちゃ野や郎ろうにカマしてやれねえ。……少佐、配達はまだか!?」

　レーナの声も緊きん迫ぱくしている。

『射出しています。到とう着ちやくまで残り距きよ離り……三〇〇〇！　ククミラ少しよう尉い！』

『引ひき継ついだ。終しゆう端たん誘ゆう導どう開始。着ちやく弾だんまで……五秒。……三、二……』

　人の目には見えない照準レーザーを〈ガンスリンガー〉が照射する。それはまっすぐに、〈アンダーテイカー〉の傍かたわらで足を止めた重戦車型ディノザウリアに向けられた。







　重戦車型ディノザウリアの索さく敵てき能力は低い。

　指揮官機であるレイもそれに漏もれず、何機も従えた斥候型アーマイゼや指揮下の本隊のそれとリンクすることで索さく敵てき能力を補っている。けれど従えた斥候型アーマイゼは全ぜん滅めつしてしまったし、本隊も最初の指示だけ与えてほったらかしたところ散々にやられて撤てつ退たいを始めている。レイにしてみればシンを連れ帰るのが第一の目的でその他は二の次だったので、放っておいたのだが。

　それ故ゆえに、気が付くのが決定的に遅おくれた。

　キャノピに手をかけ、引きはがそうとしたところで突とつ如じよ、ロックオンアラームが鳴なり響ひびいた。

　跳はね上あげた光学センサの視界に、既すでに至近にまで迫せまった巨大な砲ほう弾だんが映る。四五度の角度を保ち、姿勢制せい御ぎよの翼つばさを広げて上面装そう甲こうを狙ねらい急降下する、子供の背せ丈たけほどもある巨大な蛆うじ虫むし。

　一五五ミリ重じゆう砲ほう、対装そう甲こう誘ゆう導どう砲ほう弾だん。

　沸ふつ騰とうするような怒いかりが湧わいた。

　なるほどまともに喰くらえばレイでさえも保もたない、絶大な威い力りよくの砲ほう弾だんだ。だがこの至近距きよ離りでは、シンも確実に巻まき添ぞえになる。

　共和国のクズどもが、使い潰つぶすだけでは飽あき足たらず、囮おとり代わりに諸共に吹き飛ばすつもりか！

　シンを連れて逃にげる暇ひまはない。だからレイは前半分の脚あしを思い切り蹴けり上あげ、嘶いななく馬さながら上体を跳はね上あげた。身をひねり、最も堅けん牢ろうな正面装そう甲こうで砲ほう弾だんに向き合う。流体マイクロマシンの手を可能な限り広げた。上部装そう甲こうは撃うちぬけても正面装そう甲こうならどうだ。爆ばく風ふうも衝しよう撃げき波はも全てこの身で防ぎきる──背後に庇かばったシンは何としても守り切ってみせる！

　砲ほう弾だんが迫せまる。着ちやく弾だんは次の瞬しゆん間かん。

　ふと、昔見上げた、じゃらりと音の鳴りそうに星ほし屑くずの散らばる闇やみの天球が浮うかんだ。

　その空を背景に少女が言う。白銀の髪かみと目。いつか会った。シンと丁度同じくらいの年頃の。

『守りたいのに』

　ああ。そうだよ。おれはシンを守らないといけないんだ。大切な弟なんだ。

　少女が言う。




『また殺すの？』




　───────────────────────────────ッ！




　動かない〈ジャガーノート〉。動かない、小さなシン。

　おれは。

　また。




　着弾インパクト。




　接せつ触しよくした信管が作動──しない。

　不ふ発はつ弾だん。

　成形炸さく薬やくの誘ゆう導どう砲ほう弾だんは、質しつ量りよう弾だんとしては密度も速度も重戦車型ディノザウリアの重じゆう厚こう極きわまる正面装そう甲こうを貫かん通つうするにはまるで足りない。あっけなくひしゃげて潰つぶれ、信管が作動しない炸さく薬やくは爆ばく発はつもしない。

　だが、音速を遥はるかに超える高速と、戦車砲ほう弾だんとは比ひ較かくにならぬ重量が生み出す莫ばく大だいな運動エネルギーは、それを受け止めたレイの全身に一いつ片ぺんの容よう赦しやもなく襲おそい掛かかった。







「命中」

　レーダースクリーンの誘ゆう導どう砲ほう弾だんの表示が重戦車型ディノザウリアと重なって消えるのをレーナは見る。

　爆ばく発はつはしない。当然だ。レーナは最初から信管を不活性のまま射出したのだから。

　昔、父に聞いた。

　戦車の装そう甲こうは敵てき弾だんを弾はじく。だがそれは、何の損害も受けないということではないのだと。

　砲ほう弾だんを弾はじいても、その有していた運動エネルギーの幾いくらかは衝しよう撃げきとして戦車全体に浸しん透とうする。それは部品を落下させ乗員をうち倒たおし、装そう甲こうをリベットやボルトで留とめている場合にはそれを引き千切って跳はね回まわらせ、内部の乗員を殺傷してしまうほどに強力だという。

　もっとも重戦車型ディノザウリアが相手では、それも痛手程度にしかなるまい。レーナの手持ちの兵器で、シンを巻まき込こまず重戦車型ディノザウリアを攻こう撃げきするにはこうするしか思いつかなかった。

　それでも何とか数秒は稼かせいで、この間に次の手を。誰だれか。

　そこで気づいた。

　同調の、対象が。







　戦せん闘とう中ちゆうも繫つなぎ直なおそうと試みていたシンとの同調が、回復しているのにライデンは気づく。

「シン！」

　反応が鈍にぶい。意識が戻もどりきったわけではないのか。もう一度呼びかけて、やはり応えない。

　それでも叫さけんだ。

「起きろこの馬ば鹿か！　おいシン！」







「ノウゼン大たい尉い！　聞こえますかノウゼン大たい尉い！　起きてください！」

　皆みながそれぞれに呼ぶ声をどこか遠く聞きながら、レーナも叫さけぶ。目を醒さまして、その場を離はなれて。重戦車型ディノザウリアを討うって。そういう、この状じよう況きように相応ふさわしいまともな理由からでは決してなく。

　知っている。気づいてしまった。だからそれを、自分は必ず成なし遂とげさせなければならない。

　あの時、あの夜、自らを斬きりつけるような悲ひ愴そうさで、兄を討うつと口にした。

　本当は兄と戦いたくなんてなかったシンが、それでもレイと対たい峙じした理由。

「お兄様を弔とむらうのでしょう!?　──シン！」







　微かすかに。

　赤い瞳ひとみの、上げられる気配が。







　踏ふみしめる後うしろ脚あしが地面を踏ふみ砕くだく。鋼はがねの総身が軋きしみ、浸しん透とうした凄すさまじい衝しよう撃げきに中ちゆう枢すう処理系がエラーを起こして思考が真っ白に漂ひよう白はくされる。

　それでも戦せん闘とう機械の本能が周囲に砲ほう弾だんを連射させた。周りの羽虫が飛びのく気配。

　処理系が、センサが回復し。

　そして、レイは見た。

　背後、いつの間にか身を起こしていた〈アンダーテイカー〉が、こちらに砲ほう口こうを向けていた。







　気を失った時に額ひたいを切ったらしい。出血のせいで左目が開けられない。体の感覚が遠い。動くのが辛つらい。頭がぼうっとして、うまく働かなくて考えるのが億おつ劫くうだ。

　サブスクリーンが死んで薄うす暗ぐらいコクピットの中、まだ霞かすみがかったような頭を左手で押おさえて、シンは内ない壁へきに凭もたれた体を起こせないまま操そう縦じゆう桿かんだけを握にぎりしめてスクリーンを睨にらみつけている。

　誰だれかに呼ばれて目が醒さめて、けれど昏こん倒とうのダメージはまだ色いろ濃こく残っている。何が起こったのかわからない。自分がどうしてまだ生きているのかも、周りの状じよう況きようの何も。

　ただ、シンも〈アンダーテイカー〉もまだ死んでいなくて。

　この手で葬ほうむらんと望んだ兄が、目の前にいて。

　昏こん倒とうしていた体が、それでも操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめていてトリガに指をかけさせていた。

　それで充じゆう分ぶんだった。

『……シン』

　亡ぼう霊れいの声がする。とうに死んだ兄の声だ。最後に聞いた言葉と同じ、この戦場の片かた隅すみで一人きり、最後まで彼を許さずに死んだ兄の声。

　亡ぼう霊れい達の嘆なげきの中に最初にそれを聞いたとき、何としても探し出して、この手で葬ほうむり去さると決めた。

『シン』

　知らず、嚙かみしめた歯が軋きしむ。縊くびり殺ころされていなくなったはずの七歳の自分が、まだどこかで泣いている。全部自分が悪いのだと、あの時死ぬべきだったのだと泣なき叫さけぶ。今からでもそうするべきだと兄の声が誘さそう。決して忘れさせない……兄さんはいつまでも、おれを許さない。

　けれど再び殺されてやるほどには、シンはもう子供ではない。

　あれから随ずい分ぶん時間が経って、その間に物事を知り、考えて、とうにわかっている。

　あの時首を締しめられたのは、自分のせいではない。

　両親の死も兄の死も、何もかも全て、自分の罪などではない。

　あれはただの兄の八つ当たりだ。あの時兄は耐たえ切きれなくて、あの時兄よりも自分は弱かったから捌はけ口ぐちにするには丁度良かった、それだけのことだったのだ。

　負うべき負ふ債さいなど、本当は何一つない。

『シン』

　亡ぼう霊れいの、声がする。

　叫さけび続つづけるそれらの声を、シンは怖おそろしいとは思わない。それらはただ哀あわれだった。死者の言葉を借り、あるいは聞き取れない機械の言葉で、彼らはいつも、還かえりたいと嘆なげいていたから。

　故国を亡なくし、体を失い、それで死んで還かえるはずが還かえれなくて、死にたくないと哭なく死者の言葉に乗せて、還かえりたいと嘆なげき続つづける亡ぼう霊れいの群。

　その中に兄を置き去りに、どこへも行けないと思った。

　死んで、持ち去られ、それ自体亡ぼう霊れいの戦せん闘とう機械の中に閉じこめられて、自分を呼ぶ声で嘆なげき続つづける兄の首を、見つけ出して対たい峙じし、戦い、壊こわして、葬ほうむってやらなければならなかった。

　そのために、シンは戦場に来た。そのためにこの五年を戦たたかい抜ぬいた。

　負うべき負ふ債さいではない。償つぐなうべき罪はない。

　それがわかっていて、それでも。

　最後に兄に与えられた罪を。最さい期ごに自分を呼んで逝いった兄の亡ぼう霊れいに。

　贖あがなわなくては、進めない。

　照準が合う。砲ほう口こうの先、立たち塞ふさがる鋼はがね色いろの装そう甲こうの、切きり裂さかれわずかに開いた隙すき間ま。

「……さよなら。兄さん」

　トリガを引いた。







　レイはその光景を、後部光学センサの映像に見る。

　トリガが引ひき絞しぼられたと感じる。発はつ射しや炎えんが閃ひらめく。

　その時何な故ぜか、見えた気がした。

　まっすぐに向けられる血赤の双そう眸ぼうが。その眼差しの、強さと決然と意志が。

　知らない顔で、知らない表情だった。

　当然のことだ。

　五年前、レイは死んだ。死んでいるからその時から何も変わらず、どこへも行けない。

　けれどシンは、生きているからどんどん変わって、どこまでだって進んで行く。

　何があっても守ると誓ちかった、小さな弟はもう、いない。

　いずれシンは、レイの年も追おい抜ぬくのだろう。それが嬉うれしくて、少しだけ寂さびしかった。

　ああ。そうだ。

　最後に一つだけ。言わなければいけないことがあったんだ。

　言わなければいけなくて、最後まで伝えられなかった言葉だ。あの雪の夜の廃はい墟きよで、せめて最さい期ごにそれだけ、伝わらないと知りながら言おうとして、その前にレイは死んだ。

　その時のように、手を伸のばした。切きり裂さかれた装そう甲こうの狭はざ間まを伸のばした手が抜ぬける。

　シン。

　閃せん光こう。







　引きはがされかけたキャノピは少しだけ持ち上がって隙すき間まが空いていて、その隙すき間まをすり抜ぬけて流体マイクロマシンの手が入り込む。

　トリガを引き、着ちやく弾だんするまでの本当なら一秒もない時間。引ひき伸のばされた時間の中を、奇き妙みようにゆっくりと手は進む。何かを求めるようにわずかに開かれて伸のびてくる、兄の大きな手。

　いつかの夜と同じ光景に、反射的に身がすくんだ。強こわ張ばる体をけれど意志の力で押おさえつけ、シンはそれから目をそらさない。

　一いつ瞬しゆん後のちには砲ほう火かに焼かれて燃もえ尽つきる兄だ。五年間、探し続けた兄だ。正確にはその最さい期ごの思し惟いの残ざん滓しに過ぎないとしても、最後に向けられるものを覚えていたかった。

　それが憎ぞう悪おでも殺意でも、背負ってやるつもりはもうないけれど、覚えていたかった。

　首に触ふれ、スカーフの上から指が巻き付く。なおも絞しめ殺ころすを望むかと見えた手は、ただ優やさしく、どこか悲しげに、かつて己が刻み付けた無残な痕あとを撫なでた。

『……ごめんな』

　え、と目を見開き、時間の流れが元に戻もどる。

　あっけなく、着ちやく弾だん。成形炸さく薬やく弾だん頭とうが炸さく裂れつ。発生した超高温・超高速のメタルジェットが装そう甲こうの裂さけ目めから内部に噴ふき込こみ、一いつ拍ぱくおいて重戦車型ディノザウリアの巨きよ軀くがそこここから赤黒く火を噴ふいた。

　するりと兄の手が離はなれる。コクピットの隙すき間まを抜ぬけ、自らを焼く炎の中へ自ら戻もどっていく。

「兄さ、」

　咄とつ嗟さに追って伸のばした手は届かない。巻まき戻もどった兄の手が業ごう火かに触ふれて燃え上がり、儚はかなく融とけて炎の中に消えていく光景だけを虚むなしく摑つかみ、その全てが不意に滲にじんだ。

「……あ、」

　溢あふれて頰ほおを伝うものが何なのか、シンは一いつ瞬しゆんわからなかった。レイに殺されて一度死んでから、一度たりともシンは泣いたことがなかったから。

　何が悲しいのかもわからない。込み上げて胸を塞ふさぐものが悲しみなのかさえわからなかった。

　ただ、涙なみだは次々溢あふれて、止まらなかった。







「──少佐。同調切ってくれ。……あんなの人に、聞かれたかねえだろうから」

『ええ』







　しばらくして、もういいぜ、とライデンが繫つないできて、レーナは知覚同調パラレイドを再起動する。すでに他の者達は繫つなぎ直なおしていて、代表してライデンが問う。

『落ち着いたか？』

『ああ』

　応じるシンの声はまだ少し掠かすれていたが涙なみだの気配はなくて、いつもの沈ちん着ちやくさだったが同時に何ど処こか吹っ切ったような感じだった。ライデンが笑う。

『これで兄貴の名前も、残してやれるな』

　その言葉に、声はなく、だがはっきりとシンは笑った。

『そうだな』

　それからこちらに意識が向いた。

『…………少佐』

「いますよ。当然でしょう。わたしはスピアヘッド戦隊の指ハ揮ン管ド制ラ官ーなんですから」

　何もかもを見届ける義務が、誰だれが要いらないといっても自分にはあるのだから。

『……』

「状じよう況きよう終了。お疲つかれさまでした、アンダーテイカー。皆みなさんも」

　あえてパーソナルネームで呼んだレーナに、シンは苦笑したようだった。

『ええ。お疲つかれさまです、ハンドラー・ワン』

　さて、とライデンが呟つぶやく。狭せまい空間で一つ伸のびをするような気配をおいて、口を開く。

　レーナはふと、瞬まばたきをする。今。

　何か、五人の間でだけ決定と同意がなされた。レーナだけが取り残されて他の者達を窺うかがった。

　何だろう。今、何か。決定的な、何かが。

『ファイド。コンテナの繫つなぎ直なおし終わったか？』

　何かが応じるような間があく。ファイド？　ああ、随ずい伴はんの〈スカベンジャー〉か。

『整備と修理は寝ねるとこ決めてからだな……。初日にこんだけ弾だん薬やく使っちまったのは痛いな』

『まあ、それはいいんじゃないの？　その分倒たおしたんだし』

『だな。……そんじゃ、まァ』

　何か重いものが動く駆く動どう音おん。五人全員が待機状態の〈ジャガーノート〉を立ち上がらせた。

『行くか。──それじゃあな、少佐。こっからも元気でやってくれ』

　あまりにも普ふ通つうの調子で別べつ離りの挨あい拶さつを投げられて、咄とつ嗟さにレーナは理解できなかった。

　だって、戦せん闘とうは今終わって。

　敵軍は撤てつ退たいさせて、誰だれも死ななくて。だから今日もまた、基地に帰って、いつもどおりに。

「え、」

　レーナの当とう惑わくを余よ所そに、少年達は歩き出す。激戦に傷ついた〈ジャガーノート〉の少しぎこちない足音を立てて、通学路の学生達のようなありふれた調子の雑談なんか交わしながら。

『ねえ。そういえばここって、このまま行っちゃっていいの？　不ふ発はつ弾だんすごい出てたよね』

『うーん……。地じ雷らい原げんみたいなものだし、このまま進むのはちょっと怖こわいかも。シン君、迂う回かい路ってすぐ見つかるかしら』

『近きん隣りんに遭そう遇ぐうしそうな〈レギオン〉はいないから、どこでも選べるけど。……不ふ発はつ弾だん？』

『歩きながら話すよ。っていうかシン、本当に周り何なんっにも見えてなかったんだね……』

　歩いていく。東へ。〈レギオン〉達が支配する、未み踏とうの戦野へ。

　そうだった。彼らは。

　もう二度と、帰ることは。

「ま──」

　身を焦こがす焦しよう燥そうと、体の芯しんの冷えるような喪そう失しつの予感に駆かり立たてられて口を開いた。

「待って。待ってください……！」

　振ふり返かえる気配。足を止めて言葉を待たれて、けれど続けて言うべき言葉をレーナは何も思いつかなかった。だって、追い出す側だ。絶死の命令を与えた側だ。謝罪も自責もこの期ごに及んでは彼らには何の意味も無いのだから、言えることなど何もなかった。

　それなのに言葉がぽろりと零こぼれた。

「おいていかないで」

　一いつ拍ぱくおいて何を言ったか理解してレーナは硬こう直ちよくする。よりにもよって、おいていくな？　図々しい上に意味が解らない。

　一方、シン達はその言葉に柔やわらかく笑った。

　初めて、彼らから本当に笑いかけられた気がした。

　柔やわらかな、少し苦笑の混じった笑み。今日から初等学校に上がる兄や姉に、一いつ緒しよに行きたいのだと駄だ々だをこねる幼い妹を見る兄や姉のような。

『あァ。いいな、それ』

　ライデンが笑う。己の力と群の仲間だけを恃たのみに荒こう野やを駆かける獣けものの強さと矜きよう持じで。

『そうだな。俺達は追われるんじゃない。行くんだ。どこまでも、行けるところまで』

　意識がレーナから、進む先へと向く。全員が眼差しと心を、行くべき先へと再び向ける。

　小さく、レーナは息を吞のんだ。

　伝わってくる彼らの感情は、覚かく悟ごでもなければ、従しよう容ようでもなかった。

　それは例えば、晴はれ渡わたって紺こん碧ぺきに光る大おお海うな原ばらを初めて見た人のような。

　どこまでも広がる春の野原に連れてこられて、どこまでだって好きなだけ駆かけ回まわって遊んでいいよと言われた小さな子供達のような。

　抑おさえきれない高こう揚ようと興奮と純じゆん粋すいな喜び。わくわくと弾はずんで居ても立ってもいられないような。

　ああ。

　これは、止められない。どんな言葉も、繫つなぎとめる鎖くさりにはもうならない。

　彼らにとって、自由とは。

　それが死に場所と、そこまでの道を選んで進めるというただそれだけのものでも、こんなにも尊く、得え難がたいものだったのだと知る。

　言える言葉も無く静かに口を噤つぐんだレーナに別べつ離りを受け入れる決意を見て取って、少年たちは止めていた歩みを再開する。それでもまだ感情は納なつ得とくせずに唇くちびるを嚙かみしめていたレーナに、最後にふと、シンが笑った。

　初めて感じる、穏おだやかな笑みだった。

　屈くつ託たくのない、どこか清せい々せいとして晴れやかな。

『先にいきます。少佐』

　同調が、静かに切られ。

　五つのブリップが静かに消える。管制範はん囲いの対象外。知覚同調パラレイドの対象設定が削さく除じよされる。

　これでもう、二度と会えない。

　涙なみだが溢あふれた。ぼろぼろと零こぼれて、込み上げる嗚お咽えつを止められなかった。

　コンソールに突つっ伏ぷし、声を上げて、レーナは泣いた。




　　　†




　色の並びが左右反対の色いろ褪あせた五色旗が、バラックの隊舎の木の壁かべに大書きされていた。

　左右逆ではなく、上下逆。さしずめ抑よく圧あつ・差別・偏へん狭きよう・悪逆・下げ劣れつといったところか。

　その隣となりには支配を断たち切きる剣けんの代わりに鎖くさりと足あし枷かせを掲かかげ、抑よく圧あつを象しよう徴ちようする鎖くさりではなく豚ぶたと名札を下げた人間を踏ふみつけて、いかにも高潔がましく微笑ほほえんだ聖女マグノリアの落書き。

　これが彼らの目に映っていた、共和国の姿。

　傷んでささくれた木き肌はだと浮ういた塗と料りようを、レーナは荒あれ一つない指先でそっとなぞる。古い絵だ。おそらくこの隊舎が建てられた九年前、最初にここに配属されたエイティシックス達の。

　死んでいたのだ。レーナも含ふくめた市民達が誇ほこり、信じてきた共和国は、とうの昔に。

　彼女たち自身が、引ひき裂さいて踏ふみ躙にじってうち捨てた。

　瞑めい目もくして小さく息をついた。共和国の声もきっと聞いていたろう、もういない少年を思った。

　あの後上官から処分が決まるまで謹きん慎しん、と言いい渡わたされたのをいいことに、レーナはここ、スピアヘッド戦隊の基地に向かう輸送機に乗り込んだ。次の処しよ刑けい対象者を各戦区から集めて運ぶ輸送機。気弱で人の良さそうな人事部の兵士を、ほとんど脅おどすようにして乗り込んだ。

「……あんた。ミリーゼ少佐、だったか」

　振ふり返かえると、五十がらみの整備クルーだ。レフ・アルドレヒト中ちゆう尉い。この基地の整備班班長。

「ガキどもから話は聞いてたが。まさかここまで来ちまうたぁ、あんたもよっぽど物好きだな」

　少し掠かすれた胴どう間ま声ごえで言って、顎あごをしゃくって背後の隊舎を示す。

「本人達が部屋は片付けてったが、残してったものもないわけじゃねえ。新しいガキどもが入るまでもう少しあるから、それまででよけりゃ見て行きな」

「ありがとうございます。すみません、お忙いそがしい時に」

「なに。ここでガキども見送って随ずい分ぶんになるが、悼いたみに来た白ア系ル種バはあんたが初めてだしな」

　ふと、レーナはその日に焼けつくしたいかめしい横顔を見上げる。

「……アルドレヒト中ちゆう尉い。あなたは、」

　白しら髪が交じりの消炭の髪かみ、ではない。油の汚よごれが染しみついて斑まだらの、銀ぎん髪ぱつだ。

「白ア系ル種バ……ですね？」

「……」

　果たしてアルドレヒトはサングラスを外した。現れた双そう眸ぼうは、雪の影かげの銀色だった。

「女房が陽金種ヘリオドールでな。娘もよく女房に似て、二人だけ連れてかれるのがどうしても許せねえで髪かみ染めてついてった。何とか二人だけでも市民権取とり戻もどしてやろうと志願したんだが……ざまあねえや。ヘマやってくたばりかけてる間に、……二人とも戦場に連れてかれて死んじまった」

　長く、鼻から息を吐はき、がりがりと頭を搔かいて続ける。

「……シンの奴やつの異能ちからは、奴やつから聞いたか？」

「ええ」

「ありゃ東部戦線ここじゃそれなりに有名な話でな。……配属されてきた時に、こっそり聞いたよ。女房も娘も守れなかったクソ野や郎ろうを探してる〈レギオン〉はいねえのかって」

「……」

「いるなら行って、殺されてやろうと思ってな。けど、あいつはいないっつった。俺おれの名を呼んでる〈レギオン〉はどこにもいないって。それ聞いて、……少し救われたよ。女房も娘も死んでまで戦こ場こに囚とらわれちゃいねえ。俺おれが向こうに行きさえすりゃあきっと、会えるんだってな」

　老整備クルーは微かすかに笑った。寂さびしげだが、同時にどこか安あん堵どした笑みだった。

　けれど東の方角、遥はるか広がる戦野に遠い目を向けた時には、その横顔はただ寂せき寞ばくとしていた。

「特別偵てい察さつの前に、必ず俺おれが白ア系ル種バだって話すようにしてるんだ。俺おれ達を恨うらんでるなら構わねえ、憂うさ晴ばらしに殺していいぜって言うんだが……どうも実行してくれる奴やつがいなくてな。今回もそうだった。おかげでまた、死にはぐれちまってな」

　また置いていかれたと、言ったような気がした。

　妻や娘に。……ここで見守りその乗機の世話を焼いた、沢たく山さんの子供達に。

　込み上げたものを押おし隠かくすようにサングラスをかける。何してる、と言い捨てた。

「時間ねえって言ったろうが。……早く行け」

「はい。……ありがとうございます」

　ぺこりとアルドレヒトに頭を下げて、横を抜ぬけて隊舎に入る。

　廃はい材ざいで組んだようなバラックはどこもかしこも灰色と茶色で、殺風景で粗そ末まつだった。

　経年劣れつ化かと染しみついた埃ほこりで白っぽく変色した廊ろう下かは荒あれた地じ肌はだがざらついて、あちこち木の端はしが浮うき上あがっていてぎしぎし鳴った。

　食堂と厨ちゆう房ぼうは掃そう除じしても取りきれない長年の油や煤すすで汚よごれて、清潔とは見えなかった。

　シャワー室はいつかドキュメンタリーで見たガス室に似ていて、じめじめしていて薄うす暗ぐらかった。端はしの方でかさかさと、黒い何かが蠢うごめいていた。

　洗せん濯たく機きも掃そう除じ機きもどこにもなくて、廊ろう下かの端はしのほうきとちりとりと、裏庭の水場の使い方のわからないぎざぎざの板と盥たらいがどうやらその代用らしかった。

　およそ文明的な生活の欠片かけらも無かった。これが先進的で人道的と自負する国がその国民に与えた生活かと思うと、情けなかった。

　二階がプロセッサー達の部屋のようで、ぎいぎい鳴いて抗こう議ぎする階段を上る。

　使い古された狭せまいパイプベッドとクローゼットで一いつ杯ぱいになる小さな個室はやはり埃ほこりと経年と日焼けに色いろ褪あせて、どこも片付けられてそこにいた者の気配はまるで残っていなかった。洗せん濯たくされて畳たたまれた薄うすい上うわ掛がけとシーツと枕まくらだけが、ひっそりと次の主を待っていた。

　最さい奥おうの一番広い部屋が戦隊長の部屋だ。立てつけの悪い扉とびらをぎいと開く。

　ここも狭せまいパイプベッドとクローゼットがあって、ここだけ奥おくにデスクと、手前の少し広い空間に沢たく山さんのものが置かれていた。

　古びたギターがあった。カードやボードゲームがあった。工作用の工具類があった。

　クロスワードパズル誌があった。ページが破られて、解かれていない問題だけ残っていた。

　スケッチブックが立てかけられていて、描かかれた絵は一枚も無くて白紙だけだった。

　レース糸と編み棒がバスケットにまとめられて、編んだ何かはどこにも無かった。

　ありあわせの板で小さな棚たなが作られて、そこは沢たく山さんの本で埋うまっていたが、ジャンルも作者もばらばらで持ち主の気配を感じさせるものではなかった。

　次の戦隊員が使うかもしれないと、片付けずに行ったのだろう。けれど折せつ角かく作った物は全て処分して行った。残せないと知っていたから。

　笑い声が聞こえた気がした。

　最後に何も残せないと知りながら、その日までを精せい一いつ杯ぱい楽しんで生いき抜ぬいた少年達の。

　絶望に屈くつさず。

　憎ぞう悪おで矜きよう持じを穢けがすことなく。

　尊厳さえ押おし潰つぶすような苦境の中、それでも人の人たる誇ほこり高たかさを自らに示して生ききった。

　奥おくの書しよ棚だなに歩み寄ると、その前で足先だけ白い黒い仔こ猫ねこが、ここにいるはずのみんなは一体どこに行ったのだろうと、途と方ほうに暮れる様子で佇たたずんでいた。窓の外では添てん付ぷ用ようの写真を撮とり終おえたらしい兵士が何やらプロセッサー全員を集めている。

　この部屋の様子では、ここにも何かしらの発見など期待できないだろう。せめて何を読んでいたかだけでも知ろうと、聞き覚えのある著者名の本を抜ぬき出だし、ぱらぱらとめくる。

　その時はらりとページの隙すき間まから何かが落ちた。

「あ、」

　拾い上げると、数枚の紙だ。一番上は写真で、建物の前に何人もが集まった集合写真だ。

　あの逆さまの五色旗の前。この隊舎だ。映っているのはツナギ姿の整備クルー達と、二十人余りの十代半ばから後半の少年少女達。

「…………！」

　何の説明も無くともわかった。昨日までのスピアヘッド戦隊の隊員達だ。シンや、ライデンや、セオやクレナやアンジュや、散っていった全員の、おそらくは着任当日の姿。

　人事ファイル添てん付ぷ用ようの大きくもない写真に二四名のプロセッサーと整備クルーを無理矢理収めたものだからそれぞれの姿は小さくて不ふ鮮せん明めいだ。なぜか旧式の〈スカベンジャー〉まで一機収まっていて、おそらくこれがファイドだろう。

　初めて目にする彼らの姿だというのに粗あらい画質の遠景では一人一人の顔立ちなどほとんどわからなくて、ただ、整列するのではなく思い思いに好きに立ってカメラを見るその全員が、穏おだやかに笑っていることだけが見て取れた。

　次の紙はメモ用紙だった。力強い男性の、達筆な筆ひつ跡せき。

『こんなもんをわざわざ探して見つけたんなら、あんたは本物の馬ば鹿かだ』

　今度こそ、息が詰つまった。

　ライデンだ。宛あて名なこそないが、宛あてた相手はレーナだ。

　わざわざ探して見つけたんなら、本物の馬ば鹿かだ。

　貴方あなただって。だって、探しに来るかもしれないとこうして残してくれたのに。

　次の紙は、不規則に並んだ名前の羅ら列れつだった。考えるまでもなく、好きに並んだ集合写真のそれぞれの立ち位置と分かった。

『名前書いとく。どうせあんた、今度は誰だれが誰だれだかわからないって泣くんだろうから』

　セオ。

『猫ねこ、もらってやってよ。善人ごっこのついでに、いいでしょ』

　クレナ。

『名前はまだ、つけていないから。可愛かわいい名前を少佐がつけてあげてくださいね』

　アンジュ。

　紙束を持つ手が震ふるえた。込み上げてきたもので胸が詰つまって一いつ杯ぱいになった。

　みんな、残していってくれたのだ。共に戦うでもない、何を救えるわけでもない、踏ふみつけた上から無力な綺き麗れい事ごとをほざくばかりの自分などに。

　最後の紙は、シンだった。彼らしい端たん正せいな文字が、彼らしいそっけなさで一行書かれていた。




『いつか、おれ達が行き着いた場所まで来たら、花でも供えてくれませんか』




　文字通りの意味であり、同時にそれだけの意味ではなかった。

　その命尽つき果はてるまで歩み続けるのがシンの、彼らの望んだ自由。その彼らが最後に行き着いた場所には、レーナだって進まなければ辿たどりつけない。

　レーナもまた、歩んでいけると。

　絶望に屈くつさず、人の人たる矜きよう持じを汚けがさず、命果てる最後まで進み続けることができると。

　そう、最後に信じてくれたのだと。

　涙なみだが溢あふれて、一筋零こぼれた。それはどこか暖かい涙なみだで、悲しいのに唇くちびるには微び笑しようがうかんだ。

　共和国はいずれ滅ほろびると、シンは言った。己を守ることも忘れたその怠たい慢まんゆえに、いつか必ず敗北すると。

　この国にはそれは不ふ可か避ひの未来かもしれない。あるいはそれは明日かもしれない。

　けれどそれでも、その最後の瞬しゆん間かんまで戦たたかい抜ぬくのだと。諦あきらめず、生きることを放ほう棄きせず、死ぬまで足あ搔がいて生いき抜ぬくのだと。それが矜きよう持じだと貫つらぬき通とおして逝いった、誇ほこり高たかい彼らのように。

　戦おう。この身の命運尽つき果はてる、その最後の瞬しゆん間かんまで。
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　豚ぶたに人権を与えぬことを、非道と謗そしられた国家はない。

　故ゆえに、言葉の違ちがう誰だれかを、色の違ちがう誰だれかを、祖先の違ちがう誰だれかを人の形の豚ぶたと定義したならば、

　その者達への抑よく圧あつも迫はく害がいも虐ぎやく殺さつも、人じん倫りんを損そこなう非道ではない。




　誰だれかがそれを正しいと考え、誰だれもがそれをよしとしたその時、サンマグノリア共和国の滅めつ亡ぼうは始まり、同時にその時に終わっていた。





──ヴラディレーナ・ミリーゼ　『回かい顧こ録ろく』
















終章　鮮血女王のお成り









　五機の共和国機の残ざん骸がいは、強化硝子ガラスの棺ひつぎの中、身を寄せ合うようにして永遠に擱かく座ざしていた。




　共和制ギアーデ連邦支配下の、交通路の傍かたわら。透とう明めいな最上の青鋼玉サファイアのような蒼そう穹きゆうの下、まるきり夢か幻まぼろしの、隔かく意いさえ感じる美しさで春の花々の咲さき乱みだれる草原の中だ。かつてのサンマグノリア共和国とギアーデ帝てい国こくの、帝てい国こく側がわの国境付近。

　特別に入ることを許可された保護のための硝子ガラスケースの中、十八歳のヴラディレーナ・ミリーゼは、その首のない白骨死体のような〈ジャガーノート〉の残ざん骸がいを見上げる。一ひと房ふさだけ赤く染めた銀ぎん髪ぱつが流れ、黒く染め直した共和国軍服の肩かたを滑すべり落おちた。

　硝子ガラスケースに収まるまでは風雨と陽光にさらされて、傷いたみきった白茶の装そう甲こう。砲ほう撃げきの損傷もその熱で焼やけ焦こげた痕あとも未いまだ生々しい、辛かろうじて原形をとどめたまま折り重なり頽くずおれた残ざん骸がい。傍かたわらにうずくまる〈スカベンジャー〉の残ざん骸がいは、側面にスプレーの文字がかすかに残っていた。

　ファイド。我らが忠実なる──その先は砲ほう撃げきで開いた大穴で、永遠に失われている。

　けれど何と書かれていたか、わかる気がした。

　何な故ぜ、シン達は仔こ猫ねこに名前を付けず、〈スカベンジャー〉には名をつけたのか。今ならわかる。

　戦い散るが運命だった彼らにとっては、共に戦い、共に死ぬ者だけが仲間だったのだ。同じ戦場を戦たたかい抜ぬいた果てに、その同じ戦場の何ど処こかで力ちから尽つきる──同じ戦争を生きた戦友だけが。

　ファイドが牽けん引いんしていたはずの追加コンテナは、五基全てが無くなっていた。積んでいた物資が空になってパージしたのだ。ファイド自身のコンテナもほとんど空だったそうで、当時は完全な〈レギオン〉勢力下だった地域を行軍したと考えればおおよそ距きよ離りとも一いつ致ちする。

　一月をかけて。数日も保たないと思われた〈レギオン〉支配下の行軍を、携けい行こうする一月分の物資を使い切るまでシン達五人は進み続けたのだ。

　共和国側の競合区域コンテスト・エリアを抜ぬけ、〈レギオン〉支配域をも踏ふみ越こえた、ここは当時の連れん邦ぽう側がわの競合区域コンテスト・エリアの目と鼻の先だ。ここで進むための物資がつき、……おそらくはここで、戦って散った。

　ここが彼らの、行き着いた果て。

　シンが残していた五七六名の戦死者の名前を刻んだプレートも、〈ジャガーノート〉の残ざん骸がいの中から見つかったという。それらはこの硝子ガラスの棺ひつぎが作られた時に一いつ旦たん取り出され、精せい巧こうなレプリカの作成と名前の記録が成されてから元の場所に戻もどされている。

　二年も前にシン達が辿たどり着ついたこの場所に、けれど、共和国はついに行き着けなかった。

　共和国は滅ほろびた。シンが残した予言のとおりに、自らの怠たい慢まんによって。







　あれからレーナは別の戦隊にハンドラーとして配属され、その部隊の指揮を執とった。

　同じ戦場には立たなかった。戦場でできるのは共に戦って死ぬことだけだ。死んだらそれで終わりだし、シン達とも最後まで共に戦わなかった自分に、今いま更さら悲ひ壮そうな英えい雄ゆうなど相応ふさわしくない。

〈黒羊〉や〈羊飼い〉、超ちよう長ちよう距きよ離り砲ほうについては当然報告を上げたが、エイティシックスの戯言たわごと、未み確かく認にん情報と一いつ蹴しゆうされた。迎げい撃げき砲ほうの整備不良さえ結局放置された。

　その戦区も激戦場だった。ただでさえ大勢が死ぬそこで、プロセッサー達を死ぬに任せるのではなく自ら使つかい潰つぶすかのように指揮を執とるレーナには、いつしか異名がつけられた。

〝鮮血の女王ブラッディレジーナ〟。

　ファーストネームをもじったものだろう。三流シネマの安い悪役みたいな異名だが、気に入っている。誰だれかを踏ふみつけて戦わせるくせにその誰だれをも救えない、残ざん酷こくで高こう慢まんな自分には似合いの名だ。

　それでも他隊に比べれば随ずい分ぶんな人数を生き残らせることができて、一年を経てなお再編もせずに戦い続けるその部隊は、やがて〝女王の家臣団〟と呼ばれるようになった。

　その合間に、かつて強制収容に反対した者や、友人や身内を匿かくまおうとした者、心を傷めて辞やめた元ハンドラーを訪ねて、彼らが覚えているエイティシックス達の名前や人ひと柄がらや言葉を記録した。公式記録は消せても記き憶おくは奪うばえない。もし共和国が滅ほろびてしまっても、いつか誰だれかが見つけて知ってくれるように。

　破局は突とつ然ぜん訪れた。

　建国祭の日だった。その年高等学校を首席の成績で卒業する生徒が、式典の席で演説を行った。レーナと同じ年頃の、怒いかりを秘めたようなきつい眼差しが印象的な少年だった。

『俺おれの同級生には、〈レギオン〉との戦いで死んだ奴やつらが大勢います』

　静かな声に、同情のざわめきが会場を埋うめ尽つくした。早くもすすり泣いている者もいた。

　それらを冷たい侮ぶ蔑べつの目で見下ろして、男子生徒は一転、咆ほう哮こうのように怒ど号ごうした。

『あいつらはこの国からエイティシックスと貶おとしめられた奴やつらだった。──あいつらが死んだのは戦場でだが、殺したのはこの国だ！　いつまで続けるんだ、こんなことを！』

　賛同は、一つだって上がらなかった。

　人と豚ぶたの区別もつかない愚おろか者ものと嗤わらう者がいた。同じ義ぎ憤ふんにひっそり唇くちびるを嚙かんだ者がいた。多くの者は無関心に聞き流してそれきり忘れ──その誰だれもが平等に死んだ。

　その日の深夜、それまで攻こう勢せいが一番弱かった北部戦線を、未み曾ぞ有うの大軍勢が襲おそった。

　配備されていた戦隊は、圧あつ倒とう的てきな数の差にほとんど鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに打ち破られた。

　それら部隊が全ぜん滅めつの報をハンドラーに知らせなかったのはささやかな復ふく讐しゆう、否、ちょっとした意い趣しゆ返がえしでさえなかったろう。その時ハンドラー達は祝しゆく宴えんの酒に酔よって誰だれも同調していなかった。誰だれかが規則通り管制していれば、報告など必要なかったのだから。

　迎げい撃げき砲ほうはほとんどが作動せず、また作動する前に地じ雷らい原げんごと長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの弾だん幕まくに吹き飛ばされた。発射されたわずかな誘導飛翔体ミサイルも、起き爆ばく前に対空砲兵型シュタッヘルシュバインに撃うち落おとされた。

　最後の恃たのみのグラン・ミュールもまた、それの前にあっけなく打うち砕くだかれた。

　電磁加速砲型モルフォ。

　秒速八〇〇〇メートルという驚きよう異いの超高速で弾だん体たいを射出する電レ磁ー加ル速ガ砲ン型〈レギオン〉。

　スピアヘッド戦隊が一度だけ遭そう遇ぐうし、報告したものの切り捨てられた、あの新型だった。

　動けぬ的に過ぎぬ要よう塞さい群ぐんは、超ちよう高こう速そく弾だんの悪夢のような破は壊かい力りよくと砲ほう身しんの損そん耗もうも厭いとわぬ猛もう砲ほう撃げきに瞬またたく間まに崩ほう壊かい。ようやく政府が事態に気づいた時には、〈レギオン〉は八五区内に侵しん入にゆうしていた。

　十一年間エイティシックスだけに戦せん闘とうを押おしつけてきた市民に、戦える者はいなかった。

　グラン・ミュール陥かん落らくから、わずか一週間。

　共和国は滅めつ亡ぼうした。

　それは罰ばつなどではなかったろう。なぜなら自らの非道と怠たい慢まんを悔くいて死んだ者などほとんどいなかったのだから。多くの者は他人の無能と無策を呪のろい、無む辜こであるのに無残に死ぬ己の不幸を嘆なげいて逝いった。罪を自覚しないならば、死さえも罰ばつではありえない。

　レーナは第一区にいたから北から始まった殺さつ戮りくを免まぬかれ、用意があったから対処ができた。

　地じ雷らい原げんに周辺の全重じゆう砲ほうの砲ほう撃げきを集中させて通路を啓けい開かいし、グラン・ミュールのゲートを開放。アネットに仕込ませた裏設定を使って生き残りの全プロセッサーに同調を繫つなぎ、八五区内での応戦を要よう請せいした。

〝家臣団〟と元〝家臣〟の所属戦隊、それ以外の多くの隊も要よう請せいに応じてくれた。

　とはいえ善意や信しん頼らいなどではなく、発電・生産プラントを持つこちらにつく方が生きのびる目があると踏ふんでのことだろう。エイティシックスだけで独自の防衛拠きよ点てんを築く隊も多かった。他隊や収容所の同どう胞ほうの離り脱だつを助けるため、あえて踏ふみとどまって散った隊も。

　集合した戦力を率いて、レーナは防衛戦の指揮を執とった。

　予備の〈ジャガーノート〉を用い、戦列に加わる白ア系ル種バもいたが、多くの白ア系ル種バは絶望して座り込むのに忙いそがしかった。性しよう懲こりもなく侮ぶ蔑べつと憤ふん懣まんをエイティシックス達に向ける者もいたが、これまでと異なるのは、今度はエイティシックスの手にこそ、武力という強大な力があるということだった。

　戦いくさ慣なれたエイティシックス達は敵前で内部対立を行う愚ぐを嫌きらって耐たえてくれたけれど、あと少し長引いていたらどうなっていたかはわからない。

　隣りん国ごくからの救きゆう援えんの軍勢が到とう来らいしたのは、防衛戦を始めて二月ほど経った頃だった。

　遥はるか東、〈レギオン〉支配域も国境線も越えた向こうから。

　北に〈レギオン〉の主力が集結し、手て薄うすになった東部戦線を突とつ破ぱして駆かけつけた彼らは、帝てい国こくを滅ほろぼし共和制国家へと生まれ変わっていた、共和制ギアーデ連れん邦ぽうの軍隊だった。

　帝てい国こくは、開戦直後に市民革命で滅ほろびていた。傍ぼう受じゆしていたのは最後に残った抵てい抗こう拠きよ点てんの無線だったのだ。帝てい国こくを滅ほろぼしたがために連れん邦ぽうもまた〈レギオン〉に敵と認にん識しきされ、この十年余りを戦い続けていた。国家と同どう胞ほうを守るは市民の義務と、祖国を滅ほろぼすほどに憧あこがれた共和制の理念に従って多くの市民が従軍を志願し、国土を少しずつ取とり戻もどしながら。

　最さい新しん鋭えいの兵器で武装し、士気高く精強な連れん邦ぽう軍ぐんの勇戦により戦線は巻き返され、第一区までを奪だつ還かんして一いつ旦たん膠こう着ちやくした。

　市民達は万ばん呼この喝かつ采さいで彼らを迎むかえたが、生あい憎にくと、話はそれで終わらなかった。

　彼らと同じ有色種コロラータであるエイティシックスに共和国が行った迫はく害がいと虐ぎやく殺さつを、連れん邦ぽうは何な故ぜか、全て知っていた。

　八五区内に入る前に収容所や前線基地の生き残りを救出していたから、その惨さん状じようも目の当たりにしていた。

　そんなに色が嫌きらいなら、いっそ国旗も真っ白にしてしまえばよかったのではないですかなと、救きゆう援えん部隊の司令官は大統領や高官たちに皮肉でもなく真顔で言い放ったという。

　連れん邦ぽうはエイティシックス達を優先的に保護し、希望する者には無条件で連れん邦ぽうの市民権を付与するとした。

　白ア系ル種バにも最低限の支し援えんはしてくれたが、それよりも迫はく害がいについての調査が優先された。

　国軍本部の地下倉庫から大量の戦死者の人事ファイルが発見された時はまだよかった。人事部の誰だれかが行っていた、戦死者の記録の保存と隠いん匿とく。そのあまりの膨ぼう大だいと、手前に積まれた最近の戦死者の写真が少年兵ばかりであることに非難はあったものの、共和国にも心ある者がいたのだとまだ好意的に解かい釈しやくされた。

　それが強制収容所内から収容者が書き残した詳しよう細さいな記録が見つかり、生き残った者がぽつぽつと己の身に起きたことを語り始め、収容所や要よう塞さい跡あとから埋うめ捨すてられた大量の白骨が発見されるにつれ、連れん邦ぽうの目は冷ややかになっていった。人体実験の記録が見つかり、乳幼児の売買記録が発見され、兵士による虐ぎやく殺さつ映像が出てきた時には、連れん邦ぽう人じんがこちらを見る目はほとんどゴミを見るのと変わらなかった。

　支し援えんを打ち切られてもおかしくないところだったが、最低限の支し援えんだけは続けられた。

　多分、それこそが罰ばつだったのだろう。お前たちはクズだが、クズに対してもこちらは同じことをして同じクズには成り下がってやらない。

　恥はじる者だけ恥はじろ。それもできないブタなど知ったことか。そういう、無言の断罪。

　第一区以北の奪だつ還かんにあたり、兵力増強の条件として連れん邦ぽうへの旧共和国軍将校の派は遣けんが求められたのはそんな時だった。奪だつ還かん部隊の指揮官、あるいはその補ほ佐さを務めて欲しいと。

　多くの者が尻込みする中、迷わずレーナは立候補し──そうして今、彼女はここにいる。







　硝子ガラスケースを出、道の端はしにおいていた小さなトランクと足先だけ白い黒くろ猫ねこを入れたキャリーケースを取り上げてレーナは戻もどる。春の夢の花はな園ぞのの中の、朽くちた〈ジャガーノート〉の残ざん骸がいとその傍かたわらに建てられた五七六名の名前を刻んだ石板。その全てが戦い、生いき抜ぬき、ここまで行き着いた彼ら全員の墓標だ。

　ここにいるなんて知らなかったから花は持ってきていなくて、これからもまだ、供えない。

　まだ、自分はここに行き着いていない。花を供える資格はまだ、自分にはないから。

　待っていてくれた連れん邦ぽうの高官が向き直るのに、軽く低頭する。

「すみません、閣下。お待たせいたしました」

「いいえ。誰だれかを悼いたむ時間を、遅おそいなどとは思いませんよ」

　政府高官というより浮うき世よ離ばなれした碩せき学がくといった風ふう貌ぼうの、その中年の黒珀種ジェットの高官は穏おだやかに笑う。銀ぎん縁ぶちの度の強い丸眼鏡と、撫なでつけた白しら髪が交じりの黒くろ髪かみ、大量生産品の紺こんの背広。

　髪かみを紅あかく染め、黒衣を纏まとったレーナを不ぶ躾しつけでなく見やって、柔にゆう和わに目を細めた。

「流させた血と、部下の喪も、というところですかな、〝鮮血の女王ブラッディレジーナ〟。……共和国のクズどもなど助けてやる必要はない、同どう胞ほうだけ保護して引き上げてしまえという声も、実のところこちらにはあったのですが──貴女あなたのような方がいたならやはり、行かせてよかった。ようこそ、ミリーゼ大佐。ギアーデ連れん邦ぽうは貴女あなたを歓かん迎げいします」

　笑いかけられて、困ったように笑い返して首を振ふった。誰だれかに流させた血。彼らだけ死なせた部下の喪も。称しよう賛さんなどこの血ち塗まみれの黒衣の女王には相応ふさわしくない。

　その潔けつ癖ぺきを慈じ愛あい深ぶかい目で見返して、高官は踵きびすを返かえす。背後、少し離はなれたところにいつの間にか立っている、連れん邦ぽう軍ぐんの鋼はがね色いろの軍服のまだ若い士官達。

「どうぞ、こちらへ。──貴女あなたにお預けする部隊の指揮官達を紹しよう介かいします」

「ええ」

　歩みだす、その一いつ瞬しゆん、レーナは再び傍かたわらの墓標を振ふり仰あおいだ。

　寄より添そいあって擱かく座ざし眠ねむる、四足の蜘く蛛もの死し骸がいとその従者の残ざん骸がい。過か酷こくな生をそれでも戦たたかい抜ぬき、最後に笑って旅立っていった少年達の行き着いた果て。

　戦争はまだ、終わらない。〈レギオン〉の軍勢は未いまだ大陸の過半を席せつ巻けんし、今この時もどこかで誰だれかが戦い続けている。

　戦おう。〈レギオン〉の最後の一機を打うち倒たおす、その最後の瞬しゆん間かんまで。

　彼らが行き着いた、最後まで進み続けた者しか辿たどりつけない場所まで行き着くために。

　決然と顎あごを引き、一歩を踏ふみ出だした。同年代だろう五人の士官が一糸乱れぬ敬礼をくれる。その元へ。その向こうの、彼女の新たな戦場へ向かって。




　戦たたかい抜ぬくために。生ききるために。














終章─二　Ｒｅｂｏｏｔ──始動









　硝子ガラスケースを出た旧共和国軍の将校の少女が連れん邦ぽう大統領の元に歩み寄るのを、五人の士官はお手本のような休め、の姿勢を保ったまま見つめる。まだ十代という若年で、けれど年ねん齢れい不相応に物もの慣なれた落ち着きと妙みように着慣れて見える真新しい鋼はがね色いろの軍服。

　ごく華きや奢しやな白セ銀レ種ナの少女の、紅あかく染めた銀ぎん髪ぱつと黒く染めた軍服にわずかに眉まゆを寄せた彼の隣となりで、長身の副長が胡う乱ろんげに唸うなる。

「なあ……本当にアレか？　なんつーか……思ってたのとだいぶ違ちがうんだが」

「色々あった、ということだろう。こちらが色々あったのと同じように」

　淡たん々たんと言うと、違ちげぇねえ、と笑いを含ふくんだ声が返る。そのまま愉たのしげに口の端はを吊つり上あげている副長をちらりと見やった。袖そでを通して二年近くになるというのに、連れん邦ぽう軍ぐんの鋼はがね色いろの軍服にはまだ少し違い和わ感かんがある。自分が着るのも、他の四人が着た姿を見るのも。

　姿勢は髪かみ一ひと筋すじ崩くずさぬまま、残り三人もてんでに喋しやべり出だす。

「なんだっけ、〝鮮血の女王ブラッディレジーナ〟だっけ？　趣しゆ味み悪いなあ。ありえないよね似っ合わない」

「ねえ、あたしたちのことすぐわかるかな」

「うーん……気づいてくれたら嬉うれしいけど、気づかないのもそれはそれで楽しそうよねぇ……」

　言う間に向こうの話も終わったようで、大統領が少女を先導してこちらに向き直る。途と端たんに副長も喋しやべっていた三人もぴたりと口を噤つぐんで何食わぬ顔で表情を引ひき締しめたのは、連れん邦ぽう軍ぐんでの訓練の賜たま物ものだろう。あるいはそれさえも彼らの仕し掛かけのうちか。

　歩み寄る大統領と、再び上官となる少女に、かっ、と踵かかとを鳴らして一糸乱れぬ敬礼を送った。

　連れん邦ぽうのそれとは少し異なる作法で答礼を返した少女が口を開く。

　そのどこか硬かたい、厳しい眼差し。

「サンマグノリア共和国軍大佐、ヴラディレーナ・ミリーゼです。初めまして」

　ああ、気づいてない。

　まるきり悪戯いたずらを大成功させた子供の表情で、彼らは目配せを交わす。

　隊長として、代表して彼は口を開いた。

「初めまして、ではありませんよ。もっとも、お目にかかるのはこれが初めてですが」

　え、と白銀の瞳ひとみが見開かれる。見下ろして彼は小さく笑った。




「お久しぶりです、ハンドラー・ワン」
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あとがき






　ガーターベルトはロマンですよ？　はじめまして、安あ里さとアサトと申します。

　けったいな名前ですがもちろんペンネームです。由来は本名のもじりと「88」。

　ぴんときた本編未読のあなた。本作はきっとお楽しみいただけるものと思います。

　なんのこっちゃと思った未読のあなた。いつもとは少し目先の変わったエンターテインメントをお楽しみください。

　そしてお読みいただいたあなた。ありがとうございます。いかがでしたか。戦せん闘とうメカにボーイミーツガールにディストピアにその他諸もろ々もろ、色々ぎゅぎゅっと詰つまった本作ですが、何か一つでも琴きん線せんに触ふれるものがありましたら幸いです。

　ちなみに書いてる私はそりゃあもう楽しかったです。なにせ私が読みたい話に！　私好みの要素を全部ぎっちぎちに詰つめ込こんで！　私が書きたいように書いた話ですから！　なんでそれで大賞なんて身に余る賞をいただけたのか、私が一番わかりません。

　まあ、実際にはそんなの応おう募ぼの規定枚数に収まるはずもなく、泣く泣く切り捨てた要素もありまして。その一つであるガーターベルト（を描びよう写しやするシーン）を改かい稿こうにあたり追加したわけです。可愛かわいいですよねガーターベルト。エロいし。エロ可愛かわいい。

　同志のあなたは是ぜ非ひしらび様の手がけた超ちよう可か憐れんなレーナと、彼女の絶対領域を色っぽく彩いろどるガーターベルトをご堪たん能のうください。




　ガーターベルト派でないあなたが引く前に、いくつか本編について注ちゆう釈しやくでも。

・本作は第二次大戦の某ぼう枢すう軸じく国こく・某ぼう連合国の黒歴史をモチーフの一つにしていますが、別段それらの国に悪意があるとかではなく、考証にあたり手に入る資料が多かっただけです。

・本作は罵ば倒とう・侮ぶ蔑べつの意味で「ブタ」の語を使用していますが、別段ブタに悪意があるとかではなくむしろ好きです。美お味いしいですよねブタ。トンカツもトントロも大好きです。

・知覚同調パラレイドの理論や各種兵器の性能諸元、各言語の訳はあまり本気にしないでください。必要に応じて改変してます。特に集合「的」無意識については意図的に誤ご解かい釈しやくしてます。

・仮想世界なのに度ど量りよう衡こうがメートル法なのは、仮想単位だといまいち伝わらないためです。また尺しやつ貫かん法ほう・ヤードポンド法でないのは、私がわからないからです。

・仮想世界なのに聖書だのレマルク氏だのが登場する理由は……ご想像にお任せします。




　……ポンコツ露ろ呈ていはここまでにして、最後に謝辞を。

　担当編集、清きよ瀬せ様、土つち屋や様。いつもありがとうございます。私自身もやっとしている箇か所しよに対し必ずいただけるご指し摘てきと的確な分ぶん析せき、心強く思っておりますとともに、物語の精度が上がっていくのが感じられて、お二人との打ち合わせは毎回楽しみです。

　しらび様。美び麗れいで眼まな差ざしに力があり、どこか凜りんとはりつめた気配を纏まとうキャラクター達をありがとうございます。本来あるべきプロテクター類をフル装備した超絶恰かつ好こういいシンのラフを頂いた時は、本編設定を変へん更こうしてこちらで描かいていただくべきか真しん剣けんに悩なやみました。

　Ｉ‐Ⅳ様。『弱い駄だ作さく機き』とかいう無む茶ちや振ぶりにも拘かかわらず、素す晴ばらしく不ふ吉きつで兵器としての無む慈じ悲ひさに満ち、何より滅め茶ちや苦く茶ちや恰かつ好こういい〈ジャガーノート〉をデザインしていただきました。細かい行間まで汲くみ取とった数々の設定には感激しきりです。また強敵通り越して無敵感漂ただよう〈レギオン〉達と、可愛かわいらしすぎて一機うちにも欲しいファイドもありがとうございます。

　そして、本作をお手に取ってくださったあなた。ありがとうございます。本作一冊でも完結してますが、まだまだ物語は続きますので、どうぞ今後ともよろしくおつきあいくださいませ。




　それでは、虚きよ飾しよくと虚きよ栄えい満ちる箱はこ庭にわに。血と鉄焼ける戦地の空の、星の、風の、花の元に。そこに生きた彼らの傍かたわらに、あなたをひととき、お連れすることができますように。





あとがき執しつ筆ぴつ中ちゆうＢＧＭ：シドニア（ａｎｇｅｌａ）
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安あ里さとアサト

陸戦専用・高機動型・できれば多脚のメカを偏愛する自律式空想製造システム。スペックが化物なワンオフ機よりも量産機や旧世代機、ステータス一点振りの欠陥機が好き。そんなわけで本作のメカは愛全開！　で陸戦専用・量産型・多脚の欠陥機です！　……あれ？
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イラスト／しらび

小説の挿絵・ゲームイラスト等を多数手がけるイラストレーター。代表作は『りゅうおうのおしごと！』（ＧＡ文庫）『無彩限のファントム・ワールド』（ＫＡエスマ文庫）ほか。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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電撃文庫編集部
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「しらび先生」係

「Ⅰ‐Ⅳ先生」係
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